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２．相手側実施機関組織図（英文） 



1

- 109 - 

2007 年 11 月 5 日 

カンボジア ジェンダー政策立案･制度強化支援計画 
成果品リスト 

成果品 進捗状況 クメール語 英語 

ジェンダー視点にたっ

た政策立案のための

PGM ワークショップ手

法(第一版、第二版予定） 

 

ドラフト完成 

2007 年 10 月 

  

PGM ジェンダー主流化

事例集（5 省） 

2007 年 10 月：第 1 版

英語版のみ完成。クメ

ール語版 12 月完成予

定 

2007 年 12 月：第 2 版

（後半部分）完成予定

 

 

 
ジェンダー視点に立っ

た政策提言書（5 省） 

2007 年 10 月 ドラフ

ト完成済 

  
ジェンダー用語集 

 

2006 年 8 月 完成済 

  

３．プロジェクト成果物リスト 
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成果品 進捗状況 クメール語 英語 

カンボジアの政策とジ

ェンダー指標の小冊子 

 

2008 年 1 月：完成予定  

 

 

 

 

 

 

ジェンダー統計リーフ

レット(第一版 2004 年、

第二版 2007 年） 

 

2004 年、2007 年 完

成済 

コンポンチャム州のジ

ェンダー統計集  

 

2006 年 10 月 完成済

 

カンボジアの男女別国

家統計 2004 

 

2004 年 完成済  

〔製本は 2007 年〕 

 

 

 
コンポンチャム州の男

女の労働役割分担につ

い て の 調 査 報 告 書 

2004 

 

2004 年 3 月 完成済

〔製本は 2007 年〕 
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活
動

実
績

表
 

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
：
女
性
省
お
よ
び
関
連
省
庁
に
お
い
て

ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
を
促
進
す
る
為
の
組
織
的
能
力
の
向
上
が
図
ら
れ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府
に
お
い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
の
効
果
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
構
築

さ
れ
る
。

 
成
果

1.
 

女
性
省
や
関
連
省
庁
の
機
能
が
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
以
下
の
能
力
向
上
に
よ
り
強
化
さ
れ
る
。

 
 

成
果
指
標

1.
1、

1,
2、

1,
3、

1.
4 

1.
5 

女
性
省
の
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
と

PA
TF

メ
ン
バ
ー
の
個
々
の
能
力

 
1.

1 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
情
報
の
入
手
・
維
持
管
理
や
調
査
立
案
の
能
力

 
成
果
指
標

1.
1.

1 
国
家
統
計
局
や
他
の
組
織
と
の
協
力
に
よ
り
、
女
性
省
に
よ
っ
て

収
集
さ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
情
報
･資

料
の
数

 
成
果
指
標

1.
1.

2 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力
さ
れ
た
統
計
や
情
報
（
セ
ク
タ
ー
や
年
齢
、
州
な
ど
に
よ
っ
て
分
類
）

 
成
果
指
標

1.
1.

3 
不
足
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
情
報

 
成
果
指
標

1.
1.

4 
不
足
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
情
報
を
収
集
す
る
為
の
調
査
計
画

 
1.

2 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
情
報
分
析
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
立
っ
た
事
業
立
案
の
能
力

 
成
果
指
標

1.
2.

1 
開
発
さ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
情
報
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
･小

冊
子
の
数

 
成
果
指
標

1.
2.

2 
作
成
さ
れ
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
計
画
書

 
1.

3 
立
案
さ
れ
た
事
業
の
実
施

お
よ
び
実
施
に
係
る
調
整
・
促
進
能
力

 
成
果
指
標

1.
3 

女
性
省
・
州
女
性
局
、
関
連
省
庁
・
州
関
連
局
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
1.

4 
立
案
さ
れ
た
事
業
実
施
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
お
よ
び
評
価
能
力

 
成
果
指
標

1.
4.

1.
 
開
発
さ
れ
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
･評

価
シ
ス
テ
ム

 
成
果
指
標

1.
4.

2.
 
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
か
か
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
頻
度

 
成
果
指
標

1.
4.

3.
 
政
策
の
見
直
し
や
新
し
い
政
策
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
評
価

 
1.

5 
実
施
さ
れ
た
事
業
の
教
訓

の
抽
出
と
、
そ
れ
を
も
と
に
し
た
政
策
提
言
能
力

 
成
果
指
標

1.
5 

女
性
省
か
ら
関
連
省
庁
へ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
た
っ
た
政
策
提
言

 
成
果

2.
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化

 
2.

1 
女
性
省
と
関
連
省
庁
や

N
G

O
、
研
究
機
関
と
い
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
る

 
成
果
指
標

2.
1.

1 
女
性
省
や
他
の
関
連
省
庁
お
よ
び
関
係
組
織
が
実
施
す
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
に
関
す
る
作
業
部
会
（

TW
G

G
）
の

会
議
の
回
数
。

 
成
果
指
標

2.
1.

2 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
に
際
し
て
、

PA
TF

メ
ン
バ
ー
で
行
な
う
会
議

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
頻
度

 
2.

2 
日
本
や
他
の
国
の
本
部
機

構
な
ど
の
関
連
組
織
と
の
関
係
が
強
化
さ
れ
る
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P

D
M

に
お

け
る

関
連

す
る

成
果
指

標
番

号
 

活
動

内
容

 

* 関 連 性

* 貢 献 度

活
動

の
タ

イ
ト
ル

 
 

日
付

 
目

的
 

参
加

者
、

対
象
者

 
プ

ロ
セ
ス

 
達

成
し
た

成
果

（
品

）
 

報
告

書
 

（
情

報

源
）

 

1.
1 

 
ジ

ェ
ン
ダ

ー
情
報

収
集
と

維
持
管

理
の
能

力
 

◎
◎

男
女
別
統
計
の
情

報
収
集

 

20
03

年
 

10
月
か
ら

12
月

 
既
存
の
男
女
別
統
計
を
収
集

女
性
省
の

C
/P

 
計

9
人

 
既
存
の
統
計
集
を
収
集
。

 
収
集
さ
れ
た
男
女

別
統
計
情
報

 
報
告
書

C
 

◎
◎

ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
連

の
個
別
調
査
報
告

書
の
収
集

 
 

20
03

年
 

10
月
か
ら

12
月

 

N
G

O
や
国
際
機
関
な
ど
が

実
施
し
た
調
査
、
主
に
定
性

的
調
査
に
よ
る
情
報
の
収
集

女
性
省
の

C
/P

 
計

4
名

 
調
査
報
告
書
等
の
情
報
を
集
め
、
内
容
を
レ
ビ
ュ
ー

ジ
ェ
ン
ダ
ー
状

況
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
調

査
理
解

 

報
告
書
 

C
 

成
果
指
標

1.
1.

1 
国
家
統
計
局
や

他
の
組
織
と
の

協
力
に
よ
り
、

女
性
省
に
よ
っ

て
収
集
さ
れ
た

ジ
ェ
ン
ダ
ー
情

報
･
資
料
の
数

 
◎

◎
C

A
M

in
fo

の
イ

ン

ス
ト
ー
ル

 
20

05
年

4
月

8
日

 

C
A

M
in

fo
 v

er
si

on
2
の
公

表
と
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
の
活

用
方
法

 
 

C
A

M
in

fo
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
し
統
計
デ
ー
タ
を
得

る
。

 
C

A
M

in
fo

 
報
告
書

G
 

◎
◎

収
集
し
た
男
女
別

統
計
情
報
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
入
力

 
 

20
03

年
 

10
月
か
ら

12
月

 

収
集
し
た
男
女
別
統
計
デ
ー

タ
か
ら
、
図
表
を
作
成
し
、

セ
ク
タ
ー
別
に
編
集
す
る
こ

と
。

 

女
性
省
の

C
/P

 
計

9
人

 

男
女
別
デ
ー
タ
を
抽
出
し
、
図
表
を
作
成
し
、
編
集

し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
中
に
ひ
と
つ
の
フ
ァ
イ

ル
に
ま
と
め
た

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計

の
意
味
・
デ
ー
タ
の

分
析
・
知
識
、
コ

ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
技

術
を
習
得
。

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
情
報

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
）

 

報
告
書
 

C
 

成
果
指
標

1.
1.

2 
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
入
力
さ
れ

た
統
計
や
情
報

（
セ
ク
タ
ー
や

年
齢
、
州
な
ど

に
よ
っ
て
分

類
）

 
◎

◎
C

am
In

fo
ワ
ー

ク

シ
ョ
ッ
プ

 

20
04

年
5

月
20

日

と
21

日
 

 

C
am

In
fo
（
統

計
局
が
作
成

し
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

を
理
解
し
、
使
い
方
を
習
得

す
る

 

女
性
省

C
/P

 
8
名

 
C

am
In

fo
の
概

要
と
操
作
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ

 
C

am
In

fo
の
概

要

理
解
と
操
作
方
法

の
習
得
。

 

報
告
書
 

D
 

成
果
指
標

1.
1.

3 
不
足
す
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
情
報

 
◎

◎

第
一
回
ジ
ェ
ン
ダ

ー
統
計
分
析
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

 

20
04

年
3

月
9
日
か

ら
11

日
 

ど
の
よ
う
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統

計
を
確
定
し
て
い
く
か
を
理

解
す
る

 

PA
T

F
メ
ン
バ

ー
36

人

中
の

22
人

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題
を
確
定
し
、
既
存
統
計
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
を
確
認
し
た
。

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計

の
確
定
方
法
を
理

解
し
た
。

 
不
足
す
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
情
報

 

報
告
書
 

C
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◎
◎

第
二
回
ジ
ェ
ン
ダ

ー
統
計
分
析
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

 

20
04

年
6

月
23

日

か
ら

25
日

 

ど
の
よ
う
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統

計
を
確
定
し
て
い
く
か
を
理

解
す
る

 

コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
州
の

PA
T

F
メ
ン
バ

ー
、

W
ID

セ
ン
タ
ー
職
員
、

N
G

O
職
員
の
計

17
人

 

第
一
回
と
基
本
的
な
枠
組
み
は
同
じ
で
あ
る
が
、
特

に
無
報
酬
家
庭
従
業
員
や
無
報
酬
家
庭
内
労
働
に

つ
い
て
情
報
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
た
。

成
果
は
不
足
情
報
の
確
定
。

 

不
足
す
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
情
報

 
報
告
書
 

D
 

◎
◎

男
女
別
国
家
統
計

20
04

 
20

04
年

 
P

G
M

初
期
に
入
力
さ
れ
た

カ
ン
ボ
ジ
ア
国
家
統
計
の
製

本
 

女
性
省

C
/P

 
20

04
年
か

ら
20

05
年
に
か
け

て
中
間
セ
ン
サ
ス
、

社
会
経
済
調
査
、
人
口
動
態
と
保
健
の
調
査
が
行
わ

れ
た
た
め
、
今
後
更
新
の
必
要
が
あ
る

 

男
女
国
家
統
計

20
04

 
報
告
書

J 

◎
◎

コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム

に
お
け
る
男
女
別

労
働
状
況

 

20
04

年
6

月
 

コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
に
お
け
る

男
女
別
労
働
状
況
の
報
告
書

女
性
省

C
/P

 
20

04
年

に
PA

T
F
メ
ン
バ
ー
に

対
し
実
施
さ
れ
た

社
会
調
査
手
法
習
得
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
調
査
結

果
を
整
理
し
、
報
告
書
を
ま
と
め
た
も
の

 

コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム

の
労
働
分
担
に
つ

い
て
の
調
査
報
告

書
 

報
告
書

J 

◎
◎

ジ
ェ
ン
ダ
ー
調
査

立
案
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ

 

20
05

年
7

月
27

日

か
ら

29
日

 

政
策
策
定
に
結
び
つ
い
た
ジ

ェ
ン
ダ
ー
調
査
の
立
案
理
論

と
方
法
を
学
ぶ
。

 

PA
T

F
メ
ン
バ

ー
 

計
35

名
 

調
査
立
案
の
た
め
の
課
題
の
確
定
方
法
、
質
問
の
作

成
方
を
理
解
し
た
。
成
果
と
し
て
、
実
際
の
調
査
の

枠
組
み
と
質
問
文
を
作
成
し
た
。

 

調
査
立
案
の
た
め

の
課
題
の
確
定
方

法
、
質
問
の
作
成
方

の
理
解
。

 
調
査
フ
レ
ー
ム
ワ

ー
ク
、
質
問
文

 

報
告
書
 

G
 

 

◎
◎

S
u

b-
PA

T
F
ミ

ー

テ
ィ
ン
グ

 
（
農
業
省
、
農
村

開
発
省
、
労
働
職

業
訓
練
省
、
鉱
工

業
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
、
商
業
省
）

 

20
05

年

12
月

 

コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
州
で
実
施

す
る
調
査
の
質
問
項
目
を
作

成
 

 

 PA
T

F
メ
ン
バ

ー
 

（
農
業
省
、
農
村
開
発

省
、
労
働
職
業
訓
練
省
、

鉱
工
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
、

商
業
省
）

 
女
性
省

C
/P

 
 

7
月
に
実
施
し
た

調
査
立
案
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
確

定
し
た
政
策
課
題
を
レ
ビ
ュ
ー
し
、
調
査
の
計
画
を

立
て
る

 
調
査
計
画
（
確
認
）

 
報
告
書
 

H
 

成
果
指
標

1.
1.

4 
不
足
す
る
ジ
ェ

ン
ダ
ー
情
報
を

収
集
す
る
為
の

調
査
計
画

 

◎
◎

 コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

に
立
っ
た
調
査
実

施
 

（
農
業
省
、
農
村

開
発
省
、
労
働
職

業
訓
練
省
、
鉱
工

業
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
、
商
業
省
）

 
 

20
06

年
1

月
～

2
月

 
 

各
省
の

PA
T

F
グ
ル
ー
プ
が

設
定
し
た
調
査
目
的
に
沿
っ

て
詳
細
な
情
報
を
収
集
し
、

そ
の
情
報
を
も
と
に
可
能
な

活
動
提
言
を
導
き
、
今
後
の

活
動
計
画
案
を
作
成
す
る

 

PA
T

F
メ
ン
バ

ー
、
郡
ス

タ
ッ
フ
（
農
業
省
、
農
村

開
発
省
、
労
働
職
業
訓
練

省
、
鉱
工
業
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
、
商
業
省
）

 
女
性
省

C
/P

 

調
査
の
実
施
、
分
析
、
調
査
報
告
書
の
作
成

 
関
連
５
省
の
調
査

報
告
書

 
報
告
書
 

H
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1.
2 

 
ジ

ェ
ン
ダ

ー
情
報

分
析
、

ジ
ェ
ン

ダ
ー
視

点
に
た

っ
た
政

策
事
業

立
案
の

能
力

 

◎
◎

ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

作
成

 

20
05

年
 

７
月

 
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
完
成
。

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
研

修
生
の

4
名

 
女
性
省

C
/P

 

統
計
研
修

(本
邦
研
修

)で
作
成
さ
れ
た
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
の
デ
ー
タ
見
直
し
、
更
新
、
説
明
文
改
善
、
英
語

版
と
ク
メ
ー
ル
語
版
の
作
成
。

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
第

一
版

 

報
告
書

F
 

◎
◎

コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム

州
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統

計
集
の
作
成

 

20
06

年
10

月
 

20
06

年
前
期
に

作
成
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
統
計

部
分
を
再
編
成
。

 
女
性
省

C
/P

 
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
州
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
集
の
作
成

 
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統

計
集

 

報
告
書

K
 

◎
◎

ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

更
新

 

20
07

年
2

月
 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
情
報
更
新

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
研

修
履
修

C
/P

 
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
情
報
を
最
新
の
も

の
に
更
新
す
る
。

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
第

二
版

 

報
告
書

I 

◎
◎

ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題

を
立
証
す
る
た
め

の
統
計
活
用
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

 

20
05

年
2

月
24

日
か

ら
25

日
 

経
済
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に

関
連
し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題
と

そ
れ
を
示
す
統
計
を
理
解
し
、

不
足
し
て
い
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統

計
を
確
定
す
る
。

 

PA
T

F
メ
ン
バ

ー
 

計
18

名
 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題
を
示
す
統
計
の
意
味
を
学
習
し
、

経
済
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
分
野
で
不
足
し
て
い

る
情
報
を
確
定
し
た
。

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題

を
統
計
で
示
す
能

力
。

 
不
足
し
て
い
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
情
報
情

報
。

 

報
告
書
 

F
 

◎
◎

【
本
邦
研
修
】

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計

研
修

 

20
05

年
1

月
12

日
～

2
月

20
日

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
整
備
お
よ
び

分
析
能
力
の
向
上

 

女
性
省

C
/P

2
名

、
 

計
画
省
・
農
林
水
産

省
PA

T
F
各

1
名

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
整
備
･
分
析
能
力
を
向
上
し
、
実

際
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す

る
 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計

の
知
識
と
技
術

 
報
告
書

F
 

◎
◎

【
本
邦
研
修
】

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計

研
修

 

20
05

年
9

月
26

日
～

11
月

6
日

ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
整
備
お
よ
び

分
析
能
力
の
向
上

 

女
性
省

C
/P

2
名

、
 

計
画
省
、
鉱
工
業
エ

ネ
ル
ギ
ー
省

PA
T

F
各
１
名

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
整
備
･
分
析
能
力
を
向
上
し
、
実

際
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す

る
 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計

の
知
識
と
技
術

 

報
告
書
 

H
 

研
修
報

告
書

 

◎
◎

【
本
邦
研
修
：
国
別

特
設
】
ジ
ェ
ン
ダ
ー

統
計
研
修

 

20
06

年
10

月
2
日
～

31
日

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
整
備
お
よ
び

分
析
能
力
の
向
上
、
政
策
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
指
標
の
理
解

 

女
性
省
計
画
統
計
局

長
、
統
計
室
長
、
商

業
省
副
総
局
長
、
コ

ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
州
女

性
局
長

 

政
策
に
基
づ
い
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
指
標
リ
ス
ト
を
保

健
と
意
思
決
定
分
野
に
つ
い
て
作
成

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計

の
知
識
と
技
術
、
政

策
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

指
標
の
理
解
。

 
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指

標
項
目

 

報
告
書

J 研
修
報

告
書

 

◎
◎

ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計

に
関
す
る

N
W

E
C

と
の

T
V
会
議

 

20
07

年
4

月
6
日

 

政
策
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
標
の

設
定
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
指
標
小
冊

子
の
構
成
に
つ
い
て
議
論

 
女
性
省

C
/P

 
政
策
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
標
の
設
定
や
ジ
ェ
ン
ダ

ー
指
標
小
冊
子
の
構
成
に
つ
い
て
議
論

 
 

報
告
書

K
 

 

成
果
指
標

1.
2.

1 
開
発
さ
れ
た
ジ

ェ
ン
ダ
ー
情
報

リ
ー
フ
レ
ッ

ト
･
小
冊
子
の

数
。

 

◎
◎

【
本
邦
研
修
】
ジ
ェ

ン
ダ
ー
統
計
研
修

 

20
07

年
5

月
22

日
～

6
月

19
日

ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
整
備
お
よ
び

分
析
能
力
の
向
上
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
統
計
冊
子
・
政
策
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
指
標
の
作
成

 

女
性
省

C
/P

3
名
、
計

画
省
統
計
局

PA
T

F
1

名
。

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
指
標
小
冊
子
の
作
成

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計

の
知
識
と
技
術

, 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
指
標

冊
子

 

報
告
書

K
 

研
修
報

告
書
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△
△

コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム

州
へ
の
ス
タ
デ
ィ

ー
ツ
ア
ー

 

20
03

年
 

10
月

10
日

農
業
省
の
水
産
局
が
実
施
し
て

い
る
経
済
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
活
動
の
見
学

 
女
性
省

C
/P

 
事
業
計
画
作
成
の
基
礎
情
報
収
集

 
経
済
的
エ
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
ト
事
業
・
活

動
の
情
報

 

報
告
書
 

C
 

△
△

ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク

工
場
訪
問

 
20

04
年

 
3
月

31
日

Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
に
よ
る
女
性
の
た

め
の
小
企
業
運
営
状
況
を
学
ぶ

女
性
省

C
/P

 
事
業
計
画
作
成
の
基
礎
情
報
収
集

 
経
済
的
エ
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
ト
事
業
・
活

動
の
情
報

 

報
告
書
 

D
 

△
△

食
品
加
工
工
場
訪

問
 

20
04

年
 

3
月

19
日

コ
ン
ポ
ン
ス
プ
ー
州
に
お
い
て

行
わ
れ
て
い
る
女
性
の
食
品
加

工
プ
ロ
セ
ス
へ
の
参
加
を
学
ぶ

女
性
省

C
/P

 
事
業
計
画
作
成
の
基
礎
情
報
収
集

 
経
済
的
エ
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
ト
事
業
・
活

動
の
情
報

 

報
告
書
 

D
 

△
△

縫
製
工
場
訪
問

 
20

04
年

 
3
月

24
日

女
性
の
縫
制
工
場
労
働
者
の
現

状
を
理
解
す
る

 
女
性
省

C
/P

 
事
業
計
画
作
成
の
基
礎
情
報
収
集

 
経
済
的
エ
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
ト
事
業
・
活

動
の
情
報

 

報
告
書
 

D
 

△
△

W
ID

セ
ン
タ
ー
調

査
 

20
04

年
 

6
月

21
日

か
ら

23
日

W
ID

セ
ン
タ
ー
の
実
情
を
把

握
す
る

 
女
性
省

C
/P

2
人

 
W

ID
セ
ン
タ
ー
の
実
情
を
視
察

 
W

ID
セ
ン
タ
ー
実

情
報
告
書

 
報
告
書
 

E
 

△
△

JI
C

A
-N

et
“
品

質

管
理
の
基
礎
”
へ
の

参
加

 

20
05

年
1

月
26

日
 

品
質
管
理
の
基
礎
知
識
を
得
る

女
性
省

C
/P

4
名

、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
専
門
家

2
名
、
ス
タ
ッ

フ
2

名
 

事
業
計
画
作
成
の
基
礎
情
報
収
集

 
品
質
管
理
に
つ
い

て
の
知
識

 
報
告
書

F
 

△
△

JI
C

A
-N

et
“
女

性

起
業
家
セ
ミ
ナ
ー
”

へ
の
参
加

 

20
05

年
2

月
9
日

 
女
性
起
業
に
係
る
日
本
で
の
諸

問
題
や
そ
の
克
服
法
を
学
ぶ

 

女
性
省

C
/P

7
名

、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
専
門
家

2
名
、
ス
タ
ッ

フ
2

名
 

事
業
計
画
作
成
の
基
礎
情
報
収
集

 
日
本
で
の
女
性
起

業
に
関
す
る
知
識

 
報
告
書

F
 

◎
◎

S
u

b-
PA

T
F
ミ

ー

テ
ィ
ン
グ

 
農
林
水
産
省
、
教
育

省
、
労
働
社
会
事
業

省
、
農
村
開
発
省
、

鉱
工
業
エ
ネ
ル
ギ

ー
省
、
商
業
省

 

20
04

年
 

5
月
か
ら

 

－
政
策
分
析
の
枠
組
み
を
理
解

す
る
。

 
－
省
の
政
策
に
つ
い
て
確
認

し
、
共
通
の
理
解
を
得
る
。

 
－
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
経
済
的
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
関
連
す
る
政

策
を
選
択
す
る
。

 

農
林
水
産
省
の

PA
T

F
メ
ン
バ

ー
 

女
性
省

C
/P

 
そ
れ
ぞ
れ
の
省
ご
と
に
政
策
を
選
択

 
選
択
さ
れ
た
政
策

 
報
告
書
 

D
 

成
果
指
標

1.
2.

2 
作

成
さ

れ
た

パ
イ

ロ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施
計
画
書

 

◎
◎

｢
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

に
立
っ
た
政
策
分

析
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
の
た
め
の
モ
デ

レ
ー
タ
ー
研
修

 

20
04

年
8

月
27

日
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
と
方

法
を
理
解
し
、
そ
の
技
術
を
習

得
す
る
。

 

女
性
省
の
マ
ス
タ
ー

ト
レ
ー
ナ
ー

 
計
３
名

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

指
導
を
す
る
為
の
方
法
を
学
ぶ
。

 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

指
導
技
術

 

報
告
書
 

E
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◎
◎

｢
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

に
立
っ
た
政
策
分

析
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
の
た
め
の
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
研

修
 

20
04

年
9

月
6
日
と

7
日

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
と
方

法
を
理
解
し
、
そ
の
技
術
を
習

得
す
る
。

 

PA
T

F
メ
ン
バ

ー
 

女
性
省
の

C
/P

 
計

18
名

 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
為
の
技
術
を
学
ぶ
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
技
術
の
習
得

 
報
告
書
 

E
 

◎
◎

農
林
水
産
省

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

に
立
っ
た
政
策
分

析
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
 
パ
ー
ト

I 

20
04

年
９

月
21

日
か

ら
23

日
 

選
択
し
た
政
策
（
食
料
の
安
全

保
障
）
に
つ
い
て
、
存
在
す
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題
を
分
析
す

る
。

 

農
林
水
産
省
職
員
計

21
名

 
報
告
書
 

E
 

◎
◎

農
村
開
発
省
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
視
点
に

立
っ
た
政
策
分
析

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
 

パ
ー
ト

I 

20
04

年
10

月
5
日
か

ら
7
日

 

選
択
し
た
政
策
（
農
村
に
お
け

る
零
細
企
業
の
促
進
）
に
つ
い

て
、
存
在
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
課

題
を
分
析
す
る
。

 

農
村
開
発
省
職
員

 
計

18
名

 
報
告
書
 

F
 

◎
◎

鉱
工
業
エ
ネ
ル
ギ

ー
省

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

に
立
っ
た
政
策
分

析
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
 
パ
ー
ト

I 

20
04

年
10

月
19

日
か

ら
21

日
 

選
択
し
た
政
策
（
中
小
企
業
振

興
）
に
つ
い
て
、
存
在
す
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
課
題
を
分
析
す
る
。

鉱
工
業
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
職
員

 
計

23
名

 

参
加
者
が
、
問
題
分
析
、
目
的
分
析
の
マ
ト
リ
ッ
ク

ス
を
作
成
し
、
そ
れ
ら
に
関
連
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
課

題
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
目
的
を
確
定
し
た
。

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題

分
析
能
力

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題

 

報
告
書
 

F
 

◎
◎

「
P

G
M

ジ
ェ
ン
ダ

ー
視
点
に
立
っ
た

政
策
分
析
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
」
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
研
修

 

20
04

年
12

月
7
日
か

ら
9
日

 
同
上

 
PA

T
F
メ
ン
バ

ー
 

計
26

名
 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
と
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
為
の
技
術
を
学
ぶ
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
技
術
の
習
得

 

 
報
告

書
F

 
 

◎
◎

商
業
省
「

P
G

M
ジ

ェ
ン
ダ
ー
視
点
に

立
っ
た
政
策
分
析

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

 

20
04

年
12

月
14

日
か

ら
17

日
 

選
択
し
た
政
策
（
地
域
生
産
物

の
貿
易
振
興
）
に
つ
い
て
、
存

在
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題
を
理

解
す
る
。

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
た
っ
た
活

動
計
画
（

P
D

M
）
を
作
成
す
る

商
業
省
職
員

 
計

23
名

 

報
告
書
 

F
 

 

◎
◎

労
働
職
業
訓
練
省

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視

点
に
立
っ
た
政
策

分
析
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
」

 

20
05

年
1

月
14

日
か

ら
17

日
 

選
択
し
た
政
策
（
職
業
訓
練
へ

の
参
加
促
進
）
に
つ
い
て
、
存

在
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題
を
理

解
す
る
。

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
た
っ
た
活

動
計
画
（

P
D

M
）
を
作
成
す
る

労
働
職
業
訓
練
省
職

員
 

計
23

名
 

 参
加
者
は
自
分
た
ち
の
政
策
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ

ー
課
題
を
分
析
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
課
題
を
視
点

に
い
れ
た

P
D

M
を
作
成
し
た
。

 
 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題

分
析
能
力

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題

 

報
告
書
 

F
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◎
◎

S
u

b-
PA

T
F
ミ

ー

テ
ィ
ン
グ

 
農
林
水
産
省
、
労
働

職
業
訓
練
省
、
農
村

開
発
省
、
鉱
工
業
エ

ネ
ル
ギ
ー
省
、
商
業

省
 

20
05

年
 

3
月

 

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題
を
立
証
す

る
た
め
の
統
計
活
用
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
の
結
果
を
整
理
し
、

ま
と
め
る
。

 

PA
T

F
メ
ン
バ

ー
 

（
農
林
水
産
省
、
労

働
職
業
訓
練
省
、
農

村
開
発
省
、
鉱
工
業

エ
ネ
ル
ギ
ー
省
、
商

業
省
）

 
女
性
省

C
/P

 

そ
れ
ぞ
れ
の
省
が
選
択
し
た
政
策
に
関
連
し
た
ジ

ェ
ン
ダ
ー
統
計
と
不
足
情
報
の
リ
ス
ト
を
作
成
し

た
 

既
存
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
統
計
情
報
、

 
不
足
す
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
情
報

 

報
告
書

F
 

◎
◎

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視

点
に
立
っ
た
政
策

分
析
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
 
パ
ー
ト

II
」

鉱
工
業
エ
ネ
ル
ギ

ー
省
、

 
農
林
水
産
省
、

 
農
村
開
発
省

 

20
05

年
 

5
月

18
日

～
20

日
、

6
月

7
日
～

9
日
、

 
6
月

14
日

～
16

日
 

パ
ー
ト

1
で
分

析
し
た
ジ
ェ
ン

ダ
ー
課
題
に
つ
い
て
、
統
計
で

そ
の
事
実
を
確
認
す
る
。

 
パ
ー
ト

I
の
目

的
分
析
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
分
析
を
も
と
に
、「

ジ
ェ

ン
ダ
ー
視
点
に
立
っ
た

P
D

M
」

を
作
成
す
る

 

鉱
工
業
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
職
員
計

31
名

、
 

 農
林
水
産
省
職
員

 
計

26
名
、

 
農
村
開
発
省
職
員

 
計

23
名

 

統
計
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題
を
確
認
し
、
不
足
し
て
い

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
立
っ
た

P
D

M
を
作
成
し
た
。

報
告
書
 

G
 

◎
◎

S
u

b-
PA

T
F
ミ

ー

テ
ィ
ン
グ

 
（
農
林
水
産
省
、
農

村
開
発
省
、
商
業

省
、
労
働
職
業
訓
練

省
）

 

20
05

年
 

7
月

7
日

 

グ
ル
ー
プ
が
作
成
し
た
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
視
点
に
立
っ
た

P
D

M
」

を
ひ
と
つ
の

P
D

M
に
ま
と
め

る
。
さ
ら
に
、
調
査
立
案
の
た

め
の
課
題
を
選
択
す
る
。

 

PA
T

F
メ
ン
バ

ー
 

女
性
省

C
/P

 
そ
れ
ぞ
れ
の
省
の
課
題
に
即
し
た
改
定
版
の
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
視
点
に
立
っ
た

P
D

M
」
が
完
成
し
た
。

 

P
D

M
作
成

能
力
、

 
 

ジ
ェ

ン
ダ

ー
視
点

に
立

っ
た

P
D

M
 

報
告
書
 

G
 

◎
◎

コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

に
立
っ
た
調
査
実

施
（
農
業
省
、
農

村

開
発
省
、
労
働
職
業

訓
練
省
、
鉱
工
業
エ

ネ
ル
ギ
ー
省
、
商
業

省
）

 

20
06

年
1

月
～

2
月

 
5
日
間

 

各
省
の

PA
T

F
グ
ル
ー
プ
が
設

定
し
た
調
査
目
的
に
沿
っ
て
詳

細
な
情
報
を
収
集
し
、
そ
の
情

報
を
も
と
に
可
能
な
活
動
提
言

を
導
き
、
今
後
の
活
動
計
画
案

を
作
成
す
る

 

PA
T

F
メ
ン
バ

ー
、

郡
ス
タ
ッ
フ
（
農
業

省
、
農
村
開
発
省
、

労
働
職
業
訓
練
省
、

鉱
工
業
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
、
商
業
省
）

 
女
性
省

C
/P

 

調
査
の
実
施
、
分
析
、
事
業
計
画
案
の
作
成

 
P

G
M

が
用

意
し
た

ガ
イ
ド

ラ
イ
ン

（
C

on
ce

pt
 

P
ap

er
）

の
活

用
 

事
業

計
画

案
（

要
確

認
）

 
報
告
書
 

H
 

◎
◎

S
u

b-
PA

T
F
ミ

ー

テ
ィ
ン
グ

 
（
農
業
省
、
農
村
開

発
省
、
労
働
職
業
訓

練
省
、
鉱
工
業
エ
ネ

ル
ギ
ー
省
、
商
業

省
）

 

20
06

年
3

月
 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
作
成

 

PA
T

F
メ
ン
バ

ー
 

（
農
業
省
、
農
村
開

発
省
、
労
働
職
業
訓

練
省
、
鉱
工
業
エ
ネ

ル
ギ
ー
省
、
商
業
省
）

女
性
省

C
/P

 

コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
で
実
施
す
る
事
業
計
画
（
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
）
の
作
成

 

事
業

計
画

書

A
ct

io
n

 P
la

n
（

5
省

）
 

報
告
書
 

H
 

山
口
報

告
書

20
06

年

3
月
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1.
3 

政
策

実
施

を
調

整
・
促

進
す
る

能
力

 

成
果
指
標

1
.
3
 

女
性
省
・
州
女
性

局
、
関
連
省
庁
・

州
関
連
局
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ

る
パ
イ
ロ
ッ
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 

◎
◎

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

に
立
っ
た
事
業
実

施
（
農
業
省
、
農

村
開
発
省
、
労
働

職
業
訓
練
省
、
鉱

工
業
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
、
商
業
省
）

 

20
06

年
7

月
～

20
07

年
6
月

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
立
っ
た
事

業
実
施

 
PA

T
F
州
レ
ベ

ル
メ

ン
バ
ー

 
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
州
に
お
い
て
、
関
連

5
省
・

5
局

に
よ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
立
っ
た
事
業
実
施
。

 

事
業
実
施
･
調
整
・

連
携
能
力

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ

ポ
ー
ト

 

モ
ニ
タ

リ
ン
グ

レ
ポ
ー

ト
 

1.
4.

  
  

政
策

実
施

の
モ
ニ

タ
リ
ン

グ
お
よ

び
評
価

能
力

 

 
◎

コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム

に
お
け
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ

 

20
06

年
6

月
28

日
～

30
日

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
基
本
が
概
念

を
共
有
、
効
果
的
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
手
法
の
習
得
、

P
G

M
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
理
解
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
指
標
を
設
定
す
る

 

女
性
省

C
/P

 
PA

T
F
、
関
係
省
庁
の

フ
ル
タ
イ
ム
ス
タ
ッ

フ
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
基
本
概
念
を
共
有
、
効
果
的
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
手
法
の
習
得
、

P
G

M
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
の
理
解
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
指
標
を
設
定
す
る

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指

標
設
定
能
力

 
 モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指

標
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

 

報
告
書

I  

 
◎

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・

評
価
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ

 

20
07

年
2

月
27

日
 

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
課
題
と
戦
略
を
確
認
し
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
と
評
価
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
視
点
を
明
確
に
す
る

 

PA
T

F
メ
ン
バ

ー
 

女
性
省

C
/P

 
事
業
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題
と
戦
略
が
再
確
認
さ
れ

る
と
共
に
、
、
評
価
の
視
点
が
明
確
に
な
っ
た
。

 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ハ
ン
ド
ア
ウ
ト

 
報
告
書

J 

成
果
指
標

1.
4.

1 
開
発
さ
れ
た
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
･

評
価
シ
ス
テ
ム

 

 
◎

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

に
立
っ
た
評
価
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

1 

20
07

年
6

月
14

日
～

15
日

 

評
価
シ
ス
テ
ム
の
学
習

 
評
価
デ
ザ
イ
ン
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

の
作
成

 

PA
T

F
 

女
性
省

C
/P

 
 

評
価
シ
ス
テ
ム
を
学
び
、
評
価
調
査
に
向
け
た
評
価

デ
ザ
イ
ン
（
評
価
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
）
を
作
成
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

に
立
っ
た
評
価
デ

ザ
イ
ン
能
力

 
評
価
デ
ザ
イ
ン
マ

ト
リ
ッ
ク
ス

 

報
告
書

K
(予

定
) 

◎
◎

定
例
会
合
の
実
施

 

20
06

年
7

月
か
ら

20
07

年
6

月
(月

2
回

)

コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
州
の
関
係
者

に
よ
る
各
事
業
に
つ
い
て
報

告
、
情
報
交
換
、
課
題
解
決

 

PA
T

F
(州

)、
F

u
ll

ti
m

e 
st

af
f(
州

)、
女
性

省

C
/P

 

各
省
事
業
の
進
捗
状
況
の
共
有
、
課
題
と
対
策

 

事
業
調
整
・
連
携
能

力
、
課
題
分
析
･
解

決
能
力

 
 PA

T
F
活
動
報

告

書
 

報
告
書

I,
J,

K
(

予
定

) 
 山
口
報

告
書

 

成
果
指
標

1.
4.

2 
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
施
に
か
か
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
頻
度

 

◎
◎

第
一
回
モ
ニ
タ
リ

ン
グ

 
20

06
年

10
月

10
日

 

各
省
事
業
の
進
捗
報
告
、
課
題

と
対
策
に
つ
い
て
議
論
、
成
果
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
達
成
度
の
確
認

 
 

PA
T

F
 

女
性
省

C
/P

 
各
省
事
業
の
進
捗
状
況
の
共
有
、
課
題
と
対
策

 
男
女
の
意
識
や
態
度
等
の
質
的
指
標
設
定
の
課
題

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
課

題
分
析
・
解
決
能
力

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ

ポ
ー
ト
１

 

報
告
書

J 山
口
報

告
書
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◎
◎

第
二
回
モ
ニ
タ
リ

ン
グ

 
20

06
年

12
月

26
日

 

各
省
事
業
の
進
捗
報
告
、
課
題

と
対
策
に
つ
い
て
議
論
、
成
果
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
達
成
度
の
確
認

 

PA
T

F
 

女
性
省

C
/P

 

各
省
事
業
の
進
捗
状
況
の
共
有
、
課
題
と
対
策

 
男
女
の
意
識
や
態
度
等
の
質
的
指
標
設
定
の
課
題

 
研
修
の
男
女
別
参
加
者
数
な
ど
の
指
標
情
報
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
質
的
指
標
の
紹
介
、
そ
の
た
め
の
基
本
情
報

収
集
予
定

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
課

題
分
析
・
解
決
能
力

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ

ポ
ー
ト
２

 

報
告
書

J 山
口
報

告
書

 

◎
◎

第
三
回
モ
ニ
タ
リ

ン
グ

 
20

07
年

4
月

24
日

 

各
省
事
業
の
進
捗
報
告
、
課
題

と
対
策
に
つ
い
て
議
論

 
成
果
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
達
成
度
の

確
認

 

PA
T

F,
 

女
性
省

C
/P

 
各
省
事
業
の
進
捗
状
況
の
共
有
、
課
題
と
対
策

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ま
と
め
と
評
価
へ
向
け
た
準
備

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
課

題
分
析
・
解
決
能
力

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ

ポ
ー
ト
３

 

報
告
書

J 
 

山
口
報

告
書

 

◎
◎

第
4
回
モ
ニ
タ

リ

ン
グ

 
20

07
年

6
月

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
作
成

PA
T

F
 

1
年
間
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
内
容
を
全
て
ま
と
め
た
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
報
告
書
の
作
成

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
課

題
分
析
・
解
決
能
力

 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ

ポ
ー
ト
４

 

報
告
書

K
(予

定
) 

山
口
報

告
書

 

◎
◎

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

に
立
っ
た
評
価
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

2 

20
07

年
6

月
26

日
～

29
日

 
評
価
調
査
質
問
表
の
作
成

 
PA

T
F

 
女
性
省

C
/P

 
評
価
対
象
者
に
合
わ
せ
て
、
評
価
調
査
で
使
用
す
る

質
問
表
を
作
成
し
た
。

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

に
立
っ
た
調
査
質

問
表
作
成
能
力

 
評
価
質
問
表

 

報
告
書

K
(予

定
) 

◎
◎

S
u

b-
 P

A
T

F
会

議
 

20
07

年
7

月
11

日
 

評
価
調
査
計
画
・
予
算
案
の
作

成
 

PA
T

F
 

女
性
省

C
/P

 
評
価
調
査
日
程
の
決
定
と
予
算
案
作
成
。

 
評
価
計
画

 
報
告
書

K
(予

定
) 

◎
◎

評
価
調
査
（
農
村

開
発
省
、
労
働
職

業
訓
練
省
、
商
業

省
、
農
業
省
、
鉱

工
業
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
）

 

20
07

年
7

月
16

日
～

8
月

5
日

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
立
っ
た
事

業
(5

省
)の

評
価

調
査

 
PA

T
F,
女
性
省

C
/P

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
立
っ
た
事
業
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

エ
リ
ア
に
て
、
対
象
住
民
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

調
査
能
力

 
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結

果
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

 

報
告
書

K
(予

定
) 

 山
口
報

告
書

 

成
果
指
標

1.
4.

3 
政
策
の
見
直
し

や
新
し
い
政
策

策
定
プ
ロ
セ
ス

に
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
す
る
た
め

に
行
な
わ
れ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
施
評
価

 

◎
◎

評
価
分
析

 
20

07
年

8
月

6
日
～

31
日

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
立
っ
た
事

業
(5

省
)の

評
価

調
査
結
果
の

ま
と
め
及
び
分
析

 
女
性
省

C
/P

  
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
結
果
の
ま
と
め
と
分
析
を
実
施
。
結

果
を
評
価
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
ま
と
め
た
。

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

に
立
っ
た
評
価
･
分

析
能
力

 
評
価
マ
ト
リ
ッ
ク

ス
 

報
告
書

K
(予

定
) 

 山
口
報

告
書

 

1.
5 

政
策

提
言

能
力

 

    

◎
◎

政
策
提
言
作
成
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 
20

07
年

8
月

31
日

 
政
策
提
言
作
成
の
要
点
、
プ
ロ

セ
ス
の
理
解

 
M

oW
A

 C
/P

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
立
っ
た
政
策
立
案
プ
ロ
セ
ス

の
実
践
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
基
に
、
政
策
提
言
を

作
成
す
る
に
あ
た
り
重
要
な
視
点
や
プ
ロ
セ
ス
に

つ
い
て
理
解
し
た
。

 

政
策
提
言
作
成
に

か
か
る
知
識

 
報
告
書

K
(予

定
) 
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成
果
指
標

1.
5 

女
性
省
と

PA
T

F
か

ら
関
連
省
庁

へ
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
視
点
に
た
っ

た
政
策
提
言

 

◎
◎

政
策
提
言
に
関
し

て
各
省
の

PA
T

F
グ
ル
ー
プ
と
協
議

（
農
村
開
発
省
、

労
働
職
業
訓
練

省
、
商
業
省
、
農

業
省
、
鉱
工
業
エ

ネ
ル
ギ
ー
省
）

 

20
07

年
9

月
 

政
策
提
言
作
成

 

各
省
ご
と
の

 
PA

T
F
メ
ン
バ

ー
 

 女
性
省

C
/P

 

関
連

5
省
へ
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
た
っ
た
政
策
提

言
案
が
作
成
さ
れ
た

 

関
連
５
省
へ
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
視
点
に

立
っ
た
政
策
提
言

書
 

報
告
書

K
(予

定
) 

1.
1～

1.
5 

ジ
ェ
ン

ダ
ー
視

点
に
立

っ
た
政

策
立
案

手
法
・

ケ
ー
ス

ス
タ
デ

ィ
 

◎
 

◎

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

に
立
っ
た
政
策
立

案
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

 

20
07

年
3

月
第
１
版

20
07

年

10
月

第
2

版
 

P
G

M
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
の

実
施
方
法
の
共
有
と
利
用
促
進

 
女
性
省

C
/P

 
P

G
M

が
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
一
連
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
視
点
に
立
っ
た
政
策
立
案
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
経
験
を
ま
と
め
、
編
集
を
実
施

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

に
立
っ
た
政
策
立

案
の
た
め
の

P
G

M
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

手
法

 

報
告
書

K
(予

定
) 

成
果
指
標

1.
1～

1.
5 

ジ
ェ
ン
ダ
ー

視
点
に
立
っ

た
政
策
立
案

手
法

 
◎

 
◎

ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
：
ジ
ェ
ン
ダ
ー

視
点
に
立
っ
た
政

策
立
案
プ
ロ
セ
ス

 

20
07

年

11
月

(予
定

) 

実
際
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施

し
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
立
っ

た
政
策
立
案
プ
ロ
セ
ス
の
結
果

を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
纏

め
る
。
共
有
と
利
用
促
進
。

 

女
性
省

C
/P

 

P
G

M
が
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
一
連
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
視
点
に
立
っ
た
政
策
立
案
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
事
業
実
施
･
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
･
評
価
の
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
を
ま
と
め
、
編
集
を
実
施
。

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

に
立
っ
た
政
策
立

案
プ
ロ
セ
ス
、
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ

(予
定

) 

報
告
書

K
(予

定
) 

1.
1～

1.
5 

行
政
官

の
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
運
営

能
力
向

上
、
ジ

ェ
ン
ダ

ー
主
流

化
に
関

す
る
基

礎
知
識

・
技
術

、
プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
成
果

に
間
接

的
に
影

響
す
る

知
識

･技
術

の
習

得
 

◎
○

情
報
に
つ
い
て
の

基
礎
知
識
研
修

 

20
03

年
 

3
月
～

6
月

 

女
性
省
の

C
/P

候
補
者
が
、
定
量

的
情
報
と
定
性
的
情
報
に
つ
い

て
の
知
識
や
技
術
を
知
る
。

 

女
性
省
の

C
/P

候
補

者
 

計
10

人
 

毎
日

2～
3
時
間

、
基
礎
的
な
男
女
別
統
計
や

P
R

A
に
つ
い
て
の
学
習
。

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計

や
P

R
A
の
理
解

 
報
告
書

A
 

◎
◎

1.
女
性
省
カ
ウ
ン

タ
ー
パ
ー
ト
基
礎

研
修
 

 
 2.

C
/P

の
能
力
ア

セ
ス
メ
ン
ト

 

20
03

年
7

月
～

9
月

 

1.
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
す
る
た

め
に
必
要
な
基
本
的
な
知
識
や

技
術
を
学
ぶ
。

 
 2.

C
/P

の
能
力
を

測
る

 

女
性
省
の

C
/P

 
計

14
人
 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
す
る
為
の

12
項
目
の
ト

ピ

ッ
ク
に
つ
い
て
研
修
。

 
14

人
の

C
/P

の
能
力
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂

行
に
必
要
な
知
識

の
認
知
。

 
能
力
ア
セ
ス
メ
ン

ト
結
果

 

報
告
書
 

B
 

 

○
△

英
語
研
修

 
 

20
03

年

11
月

25
日

～
12

月

24
日

 

書
く
英
語
（
報
告
書
、
手
紙
、
会

議
録
な
ど
）
を
習
得
す
る

 
女
性
省
の

C
/P

 
計

12
人

 
書
く
英
語
の
基
礎
を
知
っ
た
。

 
英
語
力
向
上

 
報
告
書
 

B
 

成
果
指
標

1.
1～

1.
5 

基
礎
能
力
の
習

得
 

△
△

生
活
改
善
プ
ロ
グ

ラ
ム
セ
ミ
ナ
ー
参

加
 

20
03

年
 

12
月

9
日

日
本
の
生
活
改
善
に
関
す
る
基

礎
知
識
を
得
る

 
女
性
省

C
/P

3
名

 
生
活
改
善
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ

 

  生
活
改
善
の
基
礎

知
識

 
  

報
告
書
 

C
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◎
△

ウ
エ
ブ
デ
ザ
イ
ン

研
修

 

20
03

年
 

12
月

30
日
か
ら

30
時
間

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成

 
女
性
省

C
/P

2
人

 
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
基
礎
知
識
を
得
た
が
、
ソ
フ
ト
を

使
っ
て
作
成
す
る
方
法
に
変
更
し
た
た
め
、
実
際
の

技
術
は
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

基
礎
知
識

 
報
告
書
 

C
 

△
△

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
ヘ
ル
ス
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
参
加

 

20
03

年

12
月

16
日
～

17
日

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
に

つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
得
る

 
女
性
省

C
/P

2
名

 
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
の
基
礎
知

識
を
学
ぶ

 

リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
ヘ
ル
ス
に
つ
い

て
の
基
礎
知
識

 

報
告
書
 

C
 

 

◎
◎

経
済
的
エ
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
ト
に
関
す

る
聞
き
取
り
調
査

 
20

03
年

 
関
係
省
庁
や

U
N

, 
N

G
O

の
経

済
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
関
連

の
活
動
を
知
る
。

 
 

現
地
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
委
託
し
て
実
施
し
た
。
主

な
調
査
内
容
は
、
各
機
関
が
実
施
し
て
い
る
経
済
的

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
関
す
る
活
動
、
そ
の
担
当
者

 
報
告
書
 

C
 

◎
◎

第
一
回

P
C

M
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

20
04

年
2

月
25

日

～
27

日
 

P
C

M
の
基
礎
知
識
を
得
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

P
D

M
を
理
解
す

る
こ
と

 

PA
T

F
メ
ン
バ

ー
36

人
中
の

21
人

 
P

C
M

手
法
の
う
ち
の
問
題
分
析
と
目
的
分
析
を
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
実
施
。

 
P

D
M

理
解

 
報
告
書
 

C
 

◎
◎

ジ
ェ
ン
ダ
ー
統

計
・
社
会
調
査
と

政
策
立
案
セ
ミ
ナ

ー
 

20
04

年
 

3
月

12
日

女
性
省
幹
部
職
員
が
政
策
立
案

に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
と

調
査
の
重
要
性
を
認
識
す
る

 

女
性
省
幹
部
職
員
、

PA
T

F
メ
ン
バ

ー
、

ド
ナ
ー
ス
タ
ッ
フ
な

ど
計

70
人

 

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計

の
理
解

 
報
告
書
 

C
 

◎
◎

社
会
調
査
手
法
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

20
04

年
3

月
17

日

～
4
月

2
日

 

社
会
調
査
の
立
案
か
ら
実
施
、
分

析
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
実
践
し
、

そ
の
技
術
を
習
得
す
る
。

 

PA
T

F
メ
ン
バ

ー
36

名
中
の

25
名

 
社
会
調
査
に
つ
い
て
の
講
義
、
質
問
票
作
成
、
フ
ィ

ー
ル
ド
調
査
、
集
計
結
果
分
析
の
実
践
。

 
社
会
調
査
プ
ロ
セ

ス
を
習
得
。

 

報
告
書
 

C
 

研
修
報

告
書

 

◎
◎

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
・

パ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
・
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ

 

20
04

年
4

月
5
日
～

9
日

 

情
報
発
信
の
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
を
用
い
た
デ
ザ
イ
ン
技

術
を
習
得
す
る
。

 

女
性
省

C
/P
 

3
名

 
女
性
省
職
員
 

1
名

 

参
加
者
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
、
ポ

ス
タ
ー
な
ど
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
作
成
し
た
。
こ

れ
ら
の
技
術
を
将
来
ジ
ェ
ン
ダ
ー
情
報
の
配
布
に

活
用
す
る
。

 

パ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
技
術
向
上

 
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
ポ

ス
タ
ー
、
ニ
ュ
ー
ス

レ
タ
ー

 

報
告
書
 

D
 

 

◎
◎

コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム

州
の
社
会
・
ジ
ェ

ン
ダ
ー
調
査
の
実

施
報
告
書
作
成

 

20
04

年
 

6
月
～

7
月

 

調
査
の
集
計
デ
ー
タ
を
結
果
と

し
て
ま
と
め
、
報
告
書
を
作
成
す

る
。

 
女
性
省
の

C
/P

3
名

 
社
会
調
査
手
法
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
第
一
次
集
計

さ
れ
た
基
礎
デ
ー
タ
を
整
理
し
、
図
表
に
表
し
、
説

明
文
を
作
成
す
る
。

 
社
会
調
査
報
告
書

 

報
告
書
 

E
 

研
修
報

告
書

 

◎
◎

第
二
回

P
C

M
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

 

20
04

年
6

月
2
日
～

4
日

 

PA
T

F
メ
ン
バ

ー
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の

P
D

M
を
理
解
す
る

 

PA
T

F
メ
ン
バ

ー
の

う
ち
第
一
回
参
加
者

以
外
の

14
名

 

P
C

M
手
法
の
う
ち
の
問
題
分
析
と
目
的
分
析
を
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
と
お
し
て
習
得
し
、
そ
の
後
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の

P
D

M
に
つ
い
て
の
確
認
。

 

P
D

M
理
解

 
P

G
M

の
P

D
M

の

理
解

 

報
告
書
 

E
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◎
○

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
・
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
開
催

 

20
05

年
4

月
22

日

～
23

日
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
個
々
の

C
/P

の
役

割
の
確
認
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目

的
と
課
題
の
再
確
認

 

女
性
省

C
/P

11
名
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ

ッ
フ

3
名

 

20
03

年
4
月
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
以
降

2
年
間

の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
振
り
返
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
意
味
や
方
向
性

を
確
認
し
、
今
後
の

活
動
に
関
す
る
認

識
を
共
有
、
一
つ
の

チ
ー
ム
と
し
て
働

く
体
制
を
確
立
し

た
 

  報
告
書

 
G

 
研
修
報

告
書

 

 ◎

 ○

女
性
省
シ
ニ
ア
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
対

象
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

統
計
ブ
リ
ー
フ
ィ

ン
グ
・
セ
ッ
シ
ョ

ン
」
実
施

 

20
05

年
 

5
月

6
日

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
を
理
解
す
る

（
基
礎
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計

を
説
明
し
、
政
策
立
案
に
お
け
る

ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
の
重
要
性
に

関
す
る
啓
発
を
行
う
）

 

女
性
省
幹
部
、

 
女
性
省
副
大
臣
次

官
、
技
術
部
門
総
局

長
、
監
査
官
、
局
長

具
体
的
な
統
計
を
用
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題
に
つ
い

て
の
討
議
を
通
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
の
意
味
を

学
ん
だ
。

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題

の
理
解
に
つ
い
て
、

統
計
の
役
割
の
理

解
 

 報
告
書
 

G
 

△
△

カ
ン
ボ
ジ
ア
社
会

経
済
調
査

20
03

－

20
04

最
終
統
計

分

析
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
参
加

 

20
05

年
6

月
16

日

か
ら

17
日

 

カ
ン
ボ
ジ
ア
社
会
経
済
調
査

20
03

－
20

04
最

終
統
計
分
析
結

果
発
表
と
意
見
交
換

 
女
性
省

C
/P

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
か
ら
の
調
査
分
析
の
必
要
性
を

学
ぶ

 
社
会
経
済
調
査
の

現
状

 
報
告
書

 
G

 

△
△

女
子
差
別
撤
廃
条

約
C

E
D

A
W

 東
ア

ジ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
S

E
A

P
）
ワ
ー

ク

シ
ョ
ッ
プ
参
加

 

20
05

年
6

月
27

日
 

C
E

D
A

W
の
合
意
文
書
実
施
を

効
果
的
に
行
う
こ
と
で
女
性
の

人
権
の
確
立
を
目
指
す

S
E

A
P

を
ど
う

M
D

G
と
国
家
開
発
計
画

に
組
み
込
む
か
を
討
議
す
る

 

女
性
省

 
政
府
関
係
者
、

N
G

O
、
ド
ナ
ー

 

C
E

D
A

W
の
取
り
組
み
に
参
加
し
、
現
状
を
把
握
す

る
 

C
E

D
A

W
の
取
り

組
に
つ
い
て
の
知

識
 

報
告
書

 
G

 

△
○

女
性
の
経
済
的
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

に
関
す
る
ワ
ー

 
ク
シ
ョ
ッ
プ
参
加

 

20
05

年
6

月
28

日

～
29

日
 

女
性
の
経
済
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
を
推
進
す
る
た
め
の
今
後

の
活
動
や

W
ID

セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
の
議
論

 

 
 

女
性
の
経
済
的
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

の
知
識

 

報
告
書

 
G

 

△
△

ビ
デ
オ
編
集
の
研

修
 

20
05

年
 

8
月

2
日

 
ビ
デ
オ
の
編
集
を
学
ぶ

 
女
性
省

C
/P

9
名

 
日
本
人
専
門
家

2
名

参
加
者

11
名
の

内
、

3
名
が
ビ
デ

オ
編
集
方
法
を

習
得
し
た
。

 
ビ
デ
オ
編
集
方
法

 
報
告
書

G
 

◎
○

本
邦
研
修
の
た
め

の
カ
ン
ト
リ
ー
レ

ポ
ー
ト
作
成

 

20
03

年
6

月
か
ら
現

在
 

本
邦
研
修
に
参
加
す
る
た
め
に

研
修
生
が
用
意
す
る
カ
ン
ト
リ

ー
レ
ポ
ー
ト
を
補
強
す
る
こ
と

 

女
性
省

C
/P

と
職

員
、

 
他
省
の

PA
T

F
メ
ン

バ
ー

 
計

11
名

 

カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
に
つ
い
て
、
専
門
家

が
助
言
を
行
い
レ
ポ
ー
ト
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
研
修
生
候
補
者
と
女
性
省

C
/P

達
が
カ

ン

ボ
ジ
ア
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
状
況
と
既
存
の
情
報
を
理

解
し
た
。

 

カ
ン
ト
リ
ー
レ
ポ

ー
ト

 
研
修
報

告
書
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◎
○

【
本
邦
研
修
】

 
男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ミ
ナ
ー

II
 

20
03

年
 

10
月

14
日
～

11
月

15
日

 

女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
マ
シ
ー
ナ
リ
ー
の
仕

組
み
や
取
組
に
つ
い
て
知
識
を

深
め
る

 

女
性
省

C
/P

1
名

 
帰
国
後
、
報
告
書
を
作
成
。

C
/P

会
議
で
情
報

シ
ェ

ア
 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
マ
シ

ー
ナ
リ
ー
の
役
割
･

シ
ス
テ
ム
の
理
解

 

報
告
書
 

C
 

研
修
報

告
書

 

◎
○

【
本
邦
研
修
】

 
女
性
起
業
家
育
成

の
た
め
の
指
導
者

セ
ミ
ナ
ー

 

20
04

年
 

2
月

24
日

～
3
月

27
日

 

経
済
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を

目
指
し
た
女
性
起
業
家
育
成
の

知
識
を
得
る

 

女
性
省

C
/P

1
名

 
N

G
O

職
員

1
名

 
女
性
省
の
研
修
生
は
、
帰
国
後
他
の
女
性
省

C
/P

に

研
修
の
内
容
を
紹
介
し
、
そ
の
知
識
を
共
有
し
た
。

経
済
的
エ
ン
パ
ワ

ー
メ
ン
ト
の
知
識

 

報
告
書
 

D
 

研
修
報

告
書

 

 ◎

 ○

【
本
邦
研
修
】

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流

化
政
策
の
た
め
の

行
政
官
セ
ミ
ナ
ー

 

20
04

年
 

6
月

14
日

～
7
月

18
日

 

“
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
”
を
広
め

る
た
め
の
行
政
官
を
養
う

 

女
性
省

C
/P

1
名

 
C

N
C

W
か
ら
の

C
/P

1
名

 

 帰
国
後
、
報
告
書
を
作
成
。

C
/P

会
議
で
情
報

シ
ェ

ア
 

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流

化
を
担
う
行
政
官

と
し
て
の
知
識

 

 報
告
書
 

E
 

研
修
報

告
書

 

◎
○

【
本
邦
研
修
】

 
男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ミ
ナ
ー

II
 

20
04

年
 

11
月

9
日

～
12

月

11
日

 

女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
マ
シ
ー
ナ
リ
ー
の
仕

組
み
や
取
組
に
つ
い
て
知
識
を

深
め
る

 

女
性
省

C
/P

1
名

 
帰
国
後
、
報
告
書
を
作
成
。

 
 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
マ
シ

ー
ナ
リ
ー
に
関
す

る
知
識

 

報
告
書
 

F
 

研
修
報

告
書

 

◎
○

【
本
邦
研
修
】

 
農
村
女
性
能
力
向

上
II

 

20
05

年
8

月
29

日

～
11

月
5

日
 

農
村
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
や
能
力
向
上
を
目
指
し
た
効

果
的
な
手
法
を
学
ぶ

 

農
村
開
発
省

PA
T

F
1

名
 

帰
国
後
、
報
告
書
を
作
成
。

C
/P

会
議
で
情
報

シ
ェ

ア
 

農
村
女
性
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
・
能
力

向
上
の
知
識

 

報
告
書
 

H
 

研
修
報

告
書

 

◎
○

【
本
邦
研
修
】

 
男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ミ
ナ
ー

II
 

20
05

年

10
月

25
日
～

11
月

26
日

 

女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
マ
シ
ー
ナ
リ
ー
の
仕

組
み
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
知

識
を
深
め
る

 

女
性
省
副
大
臣
（
現

P
D
）
、
労
働
職
業
訓

練
省

PA
T

F
1
名

 

帰
国
後
、
報
告
書
を
作
成
。

C
/P

会
議
で
情
報

シ
ェ

ア
 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
マ
シ

ー
ナ
リ
ー
の
仕
組

み
や
取
り
組
み
に

つ
い
て
の
知
識

 

報
告
書
 

H
 

研
修
報

告
書

 

◎
○

【
本
邦
研
修
】

 
漁
村
開
発
セ
ミ
ナ

ー
 

20
06

年
1

月
22

日

～
3
月

8
日

 

漁
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
に
お

け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
事
業

計
画
を
作
成
し
、
実
施
の
た
め
の

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
作
成
す

る
 

州
農
林
水
産
局

PA
T

F
1
名

 
帰
国
後
、
報
告
書
を
作
成
。

C
/P

会
議
で
情
報

シ
ェ

ア
 

漁
村
で
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
主
流
化
事
業

計
画
作
成

 

報
告
書
 

H
 

研
修
報

告
書
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2.
1.
 

カ
ン

ボ
ジ
ア

で
の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

 

◎
◎

T
W

G
G

第
二
回
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
会

合
 

20
04

年
6

月
22

日
 

T
W

G
-G

メ
ン
バ
ー

 
  

報
告
書
 

F
 

◎
◎

T
W

G
G

第
三
回
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
会

合
 

20
04

年
 

8
月

3
日

 
T

W
G

-G
メ
ン
バ
ー

 

C
ou

tr
y 

G
en

de
r 

A
ss

es
sm

en
t 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
カ
ル
ポ
イ
ン
ト

 
T

W
G

G
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と

T
O

R
 

貧
困
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て
の
調
査

 

報
告
書
 

F
 

◎
◎

T
W

G
G

第
四
回
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
会

合
 

20
04

年
9

月
2
日

 
T

W
G

-G
メ
ン
バ
ー

 

T
W

G
G

の
設
立

 
T

W
G

G
の

T
O

R
に
つ
い
て

 
ド
ナ
ー
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
カ
ル
ポ
イ
ン
ト
の
指

名
 

女
性
省
・
関
連
省

庁
・
ド
ナ
ー
・

N
G

O
間
の
連
携
能
力
、
情

報
共
有

 

報
告
書
 

F
 

◎
◎

T
W

G
G

第
一
回
正

式
会

 
20

04
年

9
月

23
日

 
T

W
G

-G
メ
ン
バ
ー

 

T
W

G
G

の
T

O
R

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
カ
ル
ポ
イ
ン
ト
の
他
の

T
W

G
へ
の
参
加

 
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
〔
ド
ラ
フ
ト
〕
の
協
議

 

報
告
書
 

F
 

◎
◎

T
W

G
G

第
二
回
正

式
会
合

 

20
04

年
 

11
月

11
日

 
T

W
G

-G
メ
ン
バ
ー

 
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
承
認

 
報
告
書
 

F
 

◎
 

◎

T
W

G
G

第
三
回
正

式
会
合

 

20
04

年

12
月

23
日

 
T

W
G

-G
メ
ン
バ
ー

 

C
G

会
合
の
参
加

 
T

W
G

G
に
よ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
政
策
に
対
し
て
の

主
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
：
政
策
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視

点
を
入
れ
る
、
人
身
売
買
、

D
V

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
用
語
集
作
成

 

報
告
書
 

F
 

◎
◎

T
W

G
G

第
四
回
正

式
会
合

 
20

05
年

 
2
月

17
日

T
W

G
-G

メ
ン
バ
ー

 
20

05
年
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
〔
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
〕

ジ
ェ
ン
ダ
ー
用
語
集
作
成
〔
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
〕

 
T

W
G

G
四
半
期
報
告
書
承
認

 

報
告
書
 

F
 

◎
◎

T
W

G
G

第
五
回
正

式
会
合

 
20

05
年

 
3
月

31
日

T
W

G
-G

メ
ン
バ
ー

 

C
om

m
is

io
n

 o
n

 S
at

u
s 

of
 W

om
en

 (
C

S
W

) 
G

D
C

C
会
議
の
報
告

 
N

S
D

P
(2

00
6-

20
10

 )
に
つ
い
て

 
D

V
法
、
人
身
取
引
防
止
法
進
捗
状
況

 

報
告
書
 

F
 

成
果
指
標

2.
1.

1 
女

性
省

や
他

の
関

連
省

庁
お

よ
び

関
係

組
織

が
実

施
す

る
ジ

ェ
ン

ダ
ー

に
関

す
る

作
業

部
会

（
T

W
G

G
）

の
会

議
の
回
数
。

 

◎
◎

T
W

G
G

第
六
回
正

式
会
合

 
20

05
年

 
5
月

12
日

①
T

W
G

G
の
目
的
：

 
-カ

ン
ボ
ジ
ア
の
全
て
の
施
策
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
を
取
り
入

れ
る
戦
略
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構

築
を
調
整
す
る
。

 
-ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
視
点
に
立
っ
た

戦
略
実
施
に
向
け
て
の
基
準
の

設
定
、
進
捗
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
や
目
標
の
達
成
を
目
指
す

 
-他

の
T

W
G

の
計
画
の
中
に
ジ

ェ
ン
ダ
ー
指
標
を
取
り
入
れ
、
進

捗
状
況
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
目

標
の
達
成
を
目
指
す

 
様
々
の
セ
ク
タ
ー
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
ギ
ャ
ッ
プ
を
確
認
す
る

 
-ジ

ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
の
良
例
を

推
進
す
る

 
-資

源
の
割
当
及
び
有
効
利
用
の

調
整

 

T
W

G
-G

メ
ン
バ
ー

 
 

T
W

G
G

の
主
な
取
り
組
み
：

N
S

D
P
へ
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
視
点
の
導
入
、

D
V
法
の
成
立
、
人
身
取
引
防

止
法
の
成
立

 
貧
困
削
減

T
W

G
の
活
動

 
G

M
A

P
の
進
捗

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
用
語
集
進
捗

 
C

A
M

IN
F

O
へ

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

 
C

N
C

W
の
活
動
報
告

 

女
性
省
・
関
連
省

庁
・
ド
ナ
ー
・

N
G

O
間
の
連
携
能
力
、
情

報
共
有

 

報
告
書
 

G
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◎
◎

T
W

G
G

第
七
回
正

式
会
合

 
20

05
年

 
6
月

29
日

T
W

G
-G

メ
ン
バ
ー

 
 

G
D

C
C
会
議
の
報
告

 
G

M
A

P
の
進
捗

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
用
語
集
の
進
捗

 
C

A
M

Ii
n

fo
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

 

報
告
書
 

G
 

◎
◎

T
W

G
G

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
用
語

タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

 

20
04

年
 

9
月
～

20
05

年
6

月
 

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
お
け
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
用
語
集
の
作
成

 
T

W
G

-G
メ
ン
バ
ー

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
用
語
集
作
成
へ
向
け
た
取
り
組
み
を

実
施
。

 
報
告
書
 

G
 

◎
◎

T
W

G
G

第
八
回
正

式
会
合

 
20

05
年

 
8
月

18
日

①
T

W
G

G
の
目
的
に
同
じ

 
T

W
G

-G
メ
ン
バ
ー

（
53

人
）

 

N
S

D
P
作
成
の

進
捗

 
C

A
M

Ii
n

fo
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

 
組
織
法
に
つ
い
て

 

報
告
書
 

G
 

◎
◎

T
W

G
G

小
グ
ル
ー

プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

 
20

05
年

9
月

27
日

 
T

W
G

G
の

20
06

年
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
レ
ビ
ュ
ー

 
T

W
G

-G
メ
ン
バ
ー

 
20

05
年
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
の
見
直
し

 
報
告
書
 

G
 

 ◎

 ◎

T
W

G
G

小
グ
ル
ー

プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

 
20

05
年

10
月

7
日

T
W

G
G
の

20
06

年
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
作
成

 

 T
W

G
-G

メ
ン
バ
ー

 
 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
内
容
に
つ
い
て
（

20
06

年

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
共
同
分
析
作
業
、
共
通
経
理

報
告
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
評
価
、
合
同

視
察
）
合
同
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
標
の
レ
ビ
ュ
ー

 

報
告
書
 

H
 

◎
◎

T
W

G
G

第
九
回
正

式
会
合

 

20
05

年
 

10
月

13
日

 
①

T
W

G
G

の
目
的
に
同
じ

 
T

W
G

-G
メ
ン
バ
ー

 
N

S
D

P
進
捗

 
20

06
年
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン

 

◎
◎

T
W

G
G

小
グ
ル
ー

プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

 
20

05
年

11
月

8
日

1.
T

W
G

G
の

20
06

年
の
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
の
作
成

 
2.
合
同
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
標
の

設
定

 

T
W

G
-G

メ
ン
バ
ー

 

D
V
法
が
国
会
を
通
過

 
20

06
年
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

 
合
同
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
標

 
C

A
M

In
fo

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
指
標

 

◎
◎

T
W

G
G

第
十
回
正

式
会
合

 
20

05
年

12
月

8
日

①
T

W
G

G
の
目
的
に
同
じ

 
T

W
G

-G
メ
ン
バ
ー

 
N

S
D

P
の
完
成

〔
報
告
〕

 
T

W
G

G
年
間
活
動
報
告
書

 
組
織
法
の
進
捗

 

◎
◎

T
W

G
G

小
グ
ル
ー

プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

 
20

05
年

1
月

31
日

 

1.
T

W
G

G
の

20
06

年
の
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
の
作
成

 
2.
合
同
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
標
の

設
定

 

T
W

G
-G

メ
ン
バ
ー

 
1.

T
W

G
G

の
20

06
年
の
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン

 
2.
合
同
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
標

 

◎
◎

T
W

G
G

第
十
一
回

正
式
会
合

 
20

06
年

2
月

9
日

 
 

T
W

G
-G

メ
ン
バ
ー

 
20

06
年
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン

 
G

en
de

r 
R

es
ou

rc
e 

M
ob

il
ia

ti
on

 M
at

ri
x 

T
W

G
G

事
務
局
の
強
化

 

報
告
書
 

H
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◎
◎

T
W

G
G

第
十
二
回

正
式
会
合

 
20

06
年

3
月

30
日

 
T

W
G

-G
メ
ン
バ
ー

 

組
織
法

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
用
語
集
（

JI
C

A
の

支
援
に
よ
り
さ
ら

に
強
化
）

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
セ
ス
メ
ン
ト

 
C

E
D

A
W

進
捗
報
告

 
C

G
会
合
報
告

 

◎
◎

T
W

G
G

第
十
三
回

正
式
会
合

 
20

06
年

5
月

4
日

 
T

W
G

-G
メ
ン
バ
ー

 
組
織
法
進
捗
報
告

 
N

S
D

P
〔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
〕

 
報
告
書
 

I  

◎
◎

T
W

G
G

第
十
四
回

正
式
会
合

 
20

06
年

7
月

6
日

 
T

W
G

-G
メ
ン
バ
ー

 

組
織
法
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化

 
N

S
D

P
〔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

 〕
 

D
V
法
の
進
捗
状
況
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

 
人
身
取
引
防
止
法
進
捗
報
告

 
組
織
法
進
捗
報
告

 
G

M
A

G
会
議
報
告

 
P

G
E
フ
ェ
ー
ズ

II
 

報
告
書
 

I  

 ◎

 ◎

T
W

G
G

第
十
五
回

正
式
会
合

 
20

06
年

8
月

7
日

 

①
T

W
G

G
の
目
的
に
同
じ

 

T
W

G
-G

メ
ン
バ
ー

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
用
語
集
作
成

 
D

V
法
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

 
人
身
取
引
防
止
法
進
捗
報
告

 
組
織
法
進
捗
報
告

 

 報
告
書
 

I  

◎
◎

ジ
ェ
ン
ダ
ー
用
語

集
の
作
成

 
20

06
年

4
月
～

8
月

 
T

W
G

G
の
活
動
と
し
て
ジ
ェ
ン

ダ
ー
用
語
集
を
作
成

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
用
語
集

S
u

b 
G

ro
u

p,
 T

W
G

－
G

メ
ン
バ
ー
に
よ

る
承
認

 
(J

IC
A
の
支
援

に
よ

る
) 

政
府
の
政
策
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
中
の

T
W

G
-G

に
よ

る
、
初
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
用
語
集
の
作
成
。

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
用
語

集
 

報
告
書

I 

◎
◎

ジ
ェ
ン
ダ
ー
用
語

集
の
出
版
と
配
布

 
20

06
年

3
月

7
日

 

国
際
女
性
の
日
の
式
典
で
ジ
ェ

ン
ダ
ー
用
語
集
が
完
成
し
配
布

さ
れ
る

 
 

式
典
参
加
者
全
員
へ
配
布
、
そ
の
後
関
連
省
庁
、
ド

ナ
ー
、

N
G

O
へ
配
布

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
用
語

集
の
配
布

 
報
告
書

I 

◎
◎

T
W

G
G

第
十
六
回

正
式
会
合

 

20
06

年

11
月

22
日

 
①

T
W

G
G

の
目
的
に
同
じ

 
T

W
G

-G
メ
ン
バ
ー

 

ア
セ
ア
ン
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合

 
D

V
法
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
進
捗
報
告

 
N

S
D

P
モ
ニ
タ

リ
ン
グ

 
コ
ミ
ュ
ー
ン
選
挙

 

報
告
書
 

J  

◎
◎

T
W

G
G

小
グ
ル
ー

プ
会
議

 
20

07
年

1
月

4
日

 
20

07
年
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
に

つ
い
て

 
P

G
M

, P
G

E
 

20
07

年
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

 
報
告
書
 

J  

◎
◎

T
W

G
G

 サ
ブ
グ

ル
ー
プ
会
議

 

 20
07

年
1

月
16

日
 

 

20
07

年
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
案

作
成

 

 JI
C

A
,U

N
D

P
 

 
20

07
年
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
案
作
成

 

女
性
省
・
関
連
省

庁
・
ド
ナ
ー
・

N
G

O
間
の
連
携
能
力
、
情

報
共
有

 

報
告
書
 

J  
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◎
◎

T
W

G
G

第
十
七
回

正
式
会
合

 
20

07
年

2
月

5
日

 
①

T
W

G
G

の
目
的
に
同
じ

 
T

W
G

-G
メ
ン
バ
ー

 
20

07
年
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
合
同
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
指
標
の
設
定
に
つ
い
て
提
案

 

  報
告
書
 

J  

◎
◎

T
W

G
G

サ
ブ
グ
ル

ー
プ
会
議

 
20

07
年

4
月

17
日

 

20
07

年
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

と
合
同
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
標
案

に
つ
い
て
議
論

 

JI
C

A
, U

N
D

P,
 

G
T

Z
, U

N
F

PA
, 

 
20

07
年
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
合
同
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
指
標
案
に
つ
い
て
議
論

 
報
告
書
 

K
(予

定
)  

◎
◎

T
W

G
G

第
十
八
回

正
式
会
合

 
4
月

25
日

T
W

G
-G

メ
ン
バ
ー

 
20

07
年
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
合
同
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
指
標
の
承
認

 
報
告
書
 

K
(予

定
)  

◎
◎

T
W

G
G

第
十
九
回

正
式
会
合

 
6
月

12
日

T
W

G
-G

メ
ン
バ
ー

 

N
S

D
P

 
JM

I 
（

T
W

G
G
）

 
C

D
C

F
会
議

 
T

W
G

G
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
の
設
立

 

報
告
書
 

K
(予

定
)  

◎
◎

  T
W

G
G

第
二
十
回

正
式
会
合

 
  

8
月

30
日

①
T

W
G

G
の
目
的
に
同
じ

 

T
W

G
-G

メ
ン
バ
ー

 

JM
I
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
（
人
身
取
引
防
止
法
の
進
捗
、

D
V
法
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
）

 
C

E
D

A
W

の
活
動
進
捗

 
O

D
A
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

 
C

am
bo

di
a 

G
en

de
r 

A
ss

es
sm

en
t 

報
告
書
 

K
(予

定
)  

◎
○

ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流

化
チ
ー
ム
（

G
M

T
）

支
援
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
作
成
会
議
へ
の

参
加

 

20
05

年
5

月
27

日
及

び
6
月

3
日

 

第
6
回

T
W

G
-G

に
お
け
る
一
部

省
庁
の
要
請
に
応
え
、
ケ
チ
ャ
マ

ー
ト
総
局
長
主
催
で
各
省
庁
で

構
築
さ
れ
る

G
M

T
の

T
O

R
、
構

成
、
活
動
な
ど
を
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
。

 

女
性
省
内
外
国
人
エ

ク
ス
ﾊ
ﾟ
ｰ
ﾄ（

U
N

D
P
、

A
D

B
、

U
N

F
PA

、

JI
C

A
等
）
お
よ

び
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

C
/P

お

よ
び
専
門
家
）

 

成
果
は
、

G
u

id
el

in
e 

fo
r 

G
en

de
r 

M
ai

n
st

re
am

in
g 

Te
am

 (
G

M
T

) 
in

 L
in

e 
M

in
is

tr
ie

sと
し
て
、
①

C
N

C
W

ﾒ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
を
長
と
し
、

総
局
長
ク
ラ
ス
を
補
佐
役
と
す
る

G
M

T
メ
ン
バ
ー

構
成
と
す
る
こ
と
、
当
該
省
庁
に
お
い
て
現
在
ジ
ェ

ン
ダ
ー
主
流
化
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
与
し
て

い
る
ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
を
ﾒ
ﾝ
ﾊ
ﾞ
ｰ
に
含
め
る
こ
と
、
ど
の
よ
う
な

活
動
を
実
施
す
べ
き
か
に
関
す
る
文
書
が
作
成
さ

れ
、
関
係
省
庁
に
送
付
さ
れ
た
。

 

 

  報
告
書

G
 

◎
○

女
性
省
内
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
主
流
化
関

連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
情
報
共
有
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

 

20
06

年
8

月
16

日
 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
案
件
に
係

る
情
報
共
有
と
援
助
協
調

 

女
性
省
、

 
A

D
B

,U
N

IF
E

M
,U

N
F

PA
、

U
N

IC
E

F
、

U
N

D
P
、

S
ei

la
/P

L
G
、

 

女
性
省
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
情
報
共
有

 

女
性
省
内
・
ド
ナ
ー

間
の
連
携
能
力
・
情

報
共
有

 

報
告
書

I 

◎
○

P
G

M
、

P
G

E
調
整

会
議

 
20

07
年

2
月

 

U
N

D
P
支
援
に

よ
る

P
G

E
（

P
ar

tn
er

sh
ip

 f
or

 G
en

de
r 

E
qu

al
it

y）
と
の
内
容
共
有
と
協

調
の
可
能
性

 

 
両
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
に
つ
い
て
、
詳
細
に
説
明

を
行
い
、
そ
の
内
容
を
理
解
す
る
。

 

女
性
省
内
・
ド
ナ
ー

間
の
連
携
能
力
・
情

報
共
有

 

   報
告
書

J 
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◎
◎

女
性
省
と
関
連
省

庁
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
 

州
女
性
局
と
関
連

州
局
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

 

20
03

年
～

20
07

年
 

女
性
省
と
関
連
省
庁
と
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
主
流
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築

 
州
女
性
局
と
関
連
州
局
（
コ
ン
ポ

ン
チ
ャ
ム
州
）
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

主
流
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

 

JC
C
メ
ン
バ
ー

 
PA

T
F
メ
ン
バ

ー
 

女
性
省

C
/P

 
 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
立
っ
た
政
策
立
案
プ
ロ
セ
ス

を
実
施
す
る
中
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
に
必
要
な

女
性
省
と
関
連
省
庁
の
連
携
体
制
を
構
築
し
て
き

た
。

 

連
携
･
調
整
能
力

 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
モ

デ
ル

 

報
告
書

A
-K

(予
定

) 

◎
◎

中
央
省
庁
と
州
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 
20

03
年
～

20
07

年
 

中
央
省
庁
と
地
方
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
主
流
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
 

PA
T

F
メ
ン
バ

ー
 

女
性
省

C
/P

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
立
っ
た
政
策
立
案
プ
ロ
セ
ス

を
実
施
す
る
中
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
に
必
要
な

女
性
省
・
関
連
省
と
地
方
の
州
女
性
局
・
関
連
局
と

の
連
携
体
制
を
構
築
し
て
き
た
。

 

連
携
･
調
整
能
力

 
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
モ

デ
ル

 

報
告
書

A
-K

(予
定

) 

◎
◎

第
一
回

PA
T

F
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ

 
20

04
年

 
2
月

24
日

PA
T

F
の
設
立
の
趣
旨
を
理
解
す

る
。

 
PA

T
F
メ
ン
バ

ー
の
能
力
を
測

る
。

 

PA
T

F
メ
ン
バ

ー
36

人
を
含
む

 
計

44
名

 

PA
T

F
メ
ン
バ

ー
が
公
認
さ
れ
、
正
式
に

PA
T

F
が

発
足
し
た
。

 
PA

T
F
結
成

 
報
告
書

D
 

 ◎

 ◎

 第
一
回

JC
C
ミ

ー

テ
ィ
ン
グ

 
 

20
04

年
 

5
月

6
日

 

1．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
と
活

動
内
容
を
紹
介
す
る
。

 
２

.カ
ン
ボ
ジ
ア
の
女
性
の
経
済

的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
状
況
を

紹
介
す
る

 

JC
C
メ
ン
バ
ー

 
PA

T
F
メ
ン
バ

ー
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
専
門

家
 

 JC
C
の
メ
ン
バ

ー
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
を
理

解
し
た
。

 
講
義
を
通
し
て
、
JC

C
が
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
女
性
の
経

済
的
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
状
況
を
知
っ
た
。

 
 

 議
事
録

 

 報
告
書
 

E
 

◎
◎

第
二
回

JC
C
ミ

ー

テ
ィ
ン
グ

 
20

05
年

 
3
月

24
日

活
動
の
進
捗
状
況
な
ら
び
に
今

後
の
計
画

 

JC
C
メ
ン
バ
ー

(1
6

人
中

3
人
が
代

理
、

2
人
が
欠
席
）

 
PA

T
F
メ
ン
バ

ー
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
専
門

家
 
 
計

30
名

 

各
PA

T
F
メ
ン

バ
ー
が
自
分
た
ち
の
成
果
（
政
策
に

お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
課
題
）
を
発
表
し
、

JC
C
メ

ン

バ
ー
が
進
捗
状
況
を
理
解
し
た
。

 

 議
事
録

 

  報
告
書
 

F
 

成
果
指
標

2.
1.

2 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
施
に
際
し

て
、

PA
T

F
メ
ン

バ
ー
で
行
な
う

会
議
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
頻

度
。

 

◎
◎

関
係
省
庁

JC
C
メ

ン
バ
ー
と
の
個
別

会
合

 

20
06

年
5

月
 

各
省

JC
C
メ
ン

バ
ー
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
、

PA
T

F
メ
ン
バ
ー
立
案
の
事
業
計

画
の
承
認
を
得
る

 

JC
C
メ
ン
バ
ー

（
農

業
省
、
農
村
開
発
省
、

労
働
職
業
訓
練
省
、

鉱
工
業
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
、
商
業
省
、
計
画

省
）
、

PA
T

F
メ

ン
バ

ー
（
州
と
省
）
、
女

性

の
C

/P
 

各
省
事
業
計
画
の
発
表
お
よ
び
コ
メ
ン
ト
、
承
認

 
 

報
告
書

I 
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◎
◎

第
三
回

JC
C
ミ

ー

テ
ィ
ン
グ

 
20

06
年

6
月

7
日

 

活
動
の
進
捗
状
況
と
成
果
の
報

告
、
各
省
の
事
業
実
施
計
画
の
承

認
、
関
係
者
間
の
共
有
、
相
互
確

認
 

JC
C
メ
ン
バ
ー

、

PA
T

F,
メ
ン
バ
ー
（
計

50
名
）

 

活
動
の
進
捗
状
況
と
成
果
の
報
告
、
各
省
の
事
業
実

施
計
画
の
関
係
者
間
の
共
有
、
相
互
確
認

 

議
事
録

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

に
立
っ
た
事
業
実

施
計
画

 

報
告
書

I 

◎
◎

関
係
省
庁

JC
C
メ

ン
バ
ー
と
の
個
別

会
合

 

20
07

年

10
月

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
立
っ
た
事

業
実
施
評
価
結
果
・
政
策
提
言
に

つ
い
て
の
議
論

 

JC
C
メ
ン
バ
ー

（
農

業
省
、
農
村
開
発
省
、

労
働
職
業
訓
練
省
、

鉱
工
業
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
、
商
業
省
）
、

 
省
･
州

PA
T

F
メ

ン

バ
ー
、
州
フ
ル
タ
イ

ム
ス
タ
ッ
フ
、
女
性

省
C

/P
 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
立
っ
た
事
業
実
施
評
価
結

果
・
政
策
立
案
プ
ロ
セ
ス
に
沿
っ
て
導
き
出
さ
れ
た

政
策
提
言
の
内
容
理
解
と
議
論
。

 
 

報
告
書

K
(予

定
) 

 

◎
◎

第
四
回

JC
C
会

議
 

20
07

年

10
月

22
日

 

P
G

M
活
動
成
果
、
政
策
提
言
書

の
確
認
、

JC
C
と
し
て
の
承
認
、

将
来
の
活
動

 

JC
C
メ
ン
バ
ー

 
PA

T
F
メ
ン
バ

ー
 

州
局
フ
ル
タ
イ
ム
ス

タ
ッ
フ

 
M

O
W

A
 C

/P
 

計
60

名
 

JC
C
に
お
い
て

、
関
連

5
省
へ

の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視

点
に
立
っ
た
政
策
提
言
に
つ
い
て
理
解
さ
れ
承
認

を
得
た
。

 

議
事
録

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

に
立
っ
た
政
策
提

言
書
（

5
省
）

 

報
告
書

K
(予

定
) 

2.
2 

国
際

的
な
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

 

◎
◎

ナ
シ
ョ
ナ
ル
マ
シ

ー
ナ
リ
ー
〔
カ
ン

ボ
ジ
ア
・
日
本
〕

ハ
イ
・
レ
ベ
ル
会

合
 

20
03

年
 

7
月

1
日

 

女
性
省
と
男
女
共
同
参
画
局
の

連
携
協
力
の
重
要
さ
を
理
解
す

る
。

 

女
性
省
官
房
職
員

 
女
性
省

C
/P

 
JI

C
A
カ
ン
ボ
ジ

ア
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
専
門

家
 

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
、
女
性
省
の
会
合

 
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
日

本
の
協
力
の
重
要

性
に
つ
い
て
認
識

 

報
告
書
 

E
 

◎
◎

ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流

化
の
日
本
の
経
験

に
関
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
（
内
閣
府

男
女
共
同
参
画
局
）

 

20
04

年

10
月

27
日
～

28
日

日
本
の
経
験
を
紹
介
し
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
の

参
考
と
す
る

 
PA

T
F
メ
ン
バ

ー
 

PA
T

F
メ
ン
バ
ー
が
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
を

理
解
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
応
用
を
考
え
た
。

 

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
主
流
化
の
経
験

に
関
す
る
知
識

 

報
告
書
 

F
 

◎
◎

ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流

化
の
日
本
の
経
験

に
関
す
る
セ
ミ
ナ

ー
（
内
閣
府
男
女
共

同
参
画
局
）

 

20
04

年
 

10
月

28
日

 

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
の

経
験
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流

化
実
施
の
参
考
と
す
る
。

 

女
性
省
幹
部
、

N
G

O
ｓ
、
ド
ナ
ー

 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
専
門

家
、
女
性
省

C
/P

 

女
性
省
の
他
、
関
連
ド
ナ
ー
、

N
G

O
が
日
本
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
に
つ
い
て
学
ぶ
。

 

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
主
流
化
の
経
験

に
関
す
る
知
識

 

報
告
書
 

F
 

成
果
指
標

2.
2 

活
動

2.
2.

1 
日
本

の
本

部
機
構
な
ど

の
関

係
組
織
と
の

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を

構
築

す
る
。

 

◎
◎

社
会
政
策
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
（
内
閣
府

男
女
共
同
参
画
局
）

 

20
05

年
 

3
月

24
日

社
会
政
策
と
そ
こ
で
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
視
点
の
重
要
性
を
理
解
す

る
。

 

JC
C
メ
ン
バ
ー

 
女
性
省
幹
部

 
PA

T
F
メ
ン
バ

ー
 

ド
ナ
ー

 

社
会
政
策
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ

と
の
意
義
･
重
要
性
に
つ
い
て
学
ぶ

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

の
政
策
へ
の

 
報
告
書
 

F
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◎
◎

女
性
に
対
す
る
暴

力
セ
ミ
ナ
ー
（
内

閣
府
男
女
共
同
参

画
局
）

 

20
05

年
 

8
月

24
日

日
本
に
お
け
る
Ｄ
Ｖ
法
の
背
景

及
び
仕
組
み
に
つ
い
て
、
更
に
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
現
状
を

理
解
す
る
。

 

セ
ミ
ナ
ー
：
女
性
省

幹
部
、
関
係
省
庁
、

ド
ナ
ー

 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：

女
性
省
、

PA
T

F
、

 

女
性
省
の
他
、
関
連
ド
ナ
ー
、

N
G

O
が
日
本
の

D
V

法
の
背
景
･
仕
組
み
、

D
V
の
現
状

を
学
び
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
で
の
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

 

日
本
の

D
V
・

D
V

法
に
関
す
る
知
識

 
報
告
書
 

G
 

◎
◎

女
性
に
対
す
る
暴

力
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
（
内
閣
府
男
女

共
同
参
画
局
）

 

20
05

年
 

8
月

25
日

日
本
に
お
け
る
Ｄ
Ｖ
法
の
背
景

及
び
仕
組
み
に
つ
い
て
、
更
に
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
現
状
を

理
解
す
る

 

PA
T

F
メ
ン
バ

ー
 

女
性
省

C
/P

 

PA
T

F
メ
ン
バ

ー
が
日
本
の
日
本
の

D
V
法
の

背

景
･
仕
組
み
、

D
V
の
現
状
を
学

び
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で

の
課
題
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

 

日
本
の

D
V
・

D
V

法
に
関
す
る
知
識

 
報
告
書
 

G
 

◎
◎

監
視
影
響
調
査
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
内
閣
府
男
女
共

同
参
画
局
）

 

20
06

年
9

月
6
日

 
日
本
の
監
視
影
響
調
査
の
経
験

を
学
ぶ

 
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
：

女
性
省
、

PA
T

F
 

PA
T

F
お
よ
び
女
性
省

C
/P

が
日
本
の
監
視
影
響
調

査
の
経
験
を
理
解
し
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
応
用
を
考

え
た

 

日
本
の
監
視
影
響

調
査
に
関
す
る
知

識
 

報
告
書
 

I 

◎
◎

監
視
影
響
調
査
セ

ミ
ナ
ー

 
20

06
年

9
月

7
日

 
日
本
の
監
視
影
響
調
査
の
経
験

を
学
ぶ

 

セ
ミ
ナ
ー
：
女
性
省

幹
部
、
関
係
省
庁
、

ド
ナ
ー

 

女
性
省
の
他
、
関
連
ド
ナ
ー
、

N
G

O
が
日
本
の
監

視
影
響
調
査
の
経
験
を
理
解
し
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の

応
用
を
考
え
た

 

日
本
の
監
視
影
響

調
査
に
関
す
る
知

識
 

報
告
書
 

I 

 

◎
○

ネ
パ
ー
ル
事
務
所

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
受

け
入
れ

 

20
07

年
3

月
4
日
～

9
日
ま
で

 

ネ
パ
ー
ル
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
コ
ン
セ
プ

ト
ペ
ー
パ
ー
作
成

 

JI
C

A
プ
ロ
グ
ラ

ム

オ
フ
ィ
サ
ー

 
ネ
パ
ー
ル
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係

る
コ
ン
セ
プ
ト
ペ
ー
パ
ー
作
成

 
 

報
告
書
 

J 

◎
○

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と

の
技
術
交
換

 

20
04

年
 

1
月

29
日

か
ら

2
月

8
日

 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

主
流
化
を
学
ぶ
。

 
女
性
省

C
/P

4
名

 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
の
取
り
組

み
を
視
察

 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流

化
に
つ
い
て
の
知

識
 

報
告
書
 

D
 

○
○

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か

ら
の
交
換
ミ
ッ
シ

ョ
ン

 

20
04

年
 

9
月

27
日

と
28

日
 

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
女
性
に
対
す
る

暴
力
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
を

学
ぶ

 

西
谷
専
門
家

(イ
ン

ド
ネ
シ
ア

) 
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
女

性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ

ン
ト
省
職
員

3
名

 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
技
術
交
換
受
け
入
れ
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
の
現
状
に
つ
い
て
の
意

見
交
換

 

カ
ン
ボ
ジ
ア
と
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
主
流
化

に
つ
い
て
の
比
較

 

報
告
書
 

E
 

成
果
指
標

2.
2 

活
動

2.
2.

2 
他
の

国
の

関
連
機
関
と

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を

構
築

す
る
。

 

◎
△

第
49

回
国
連
婦
人

の
地
位
委
員
会
へ

の
参
加

 

20
05

年
2

月
28

日
か

ら
3
月

14

C
E

D
A

W
の
国
際
的
な
進
捗
状

況
を
知
り
、
他
の
国
か
ら
の
経
験

を
学
ぶ
。

 
女
性
省

C
/P
 

2
名

 
国
連
婦
人
の
地
位
委
員
会
へ
の
参
加

 

国
連
婦
人
の
地
位

委
員
会
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
情

報
 

報
告
書
 

F
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そ
の

他
 

△
△

社
会
・
ジ
ェ
ン
ダ

ー
専
門
家
養
成
研

修
生
と
の
交
換
会

 

20
03

年
 

11
月

21
日

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介
及
び
意

見
・
情
報
交
換
会

 
専
門
家
養
成
研
修
生

専
門
家
要
請
研
修
受
け
入
れ

 
 

報
告
書
 

C
 

○
△

W
ID

セ
ン
タ
ー
建

設
予
定
地
の
視
察

 

20
03

年
 

10
月

22
日

 

ノ
ン
プ
ロ
見
返
り
資
金
に
よ
る

M
O

W
A
か
ら
の

W
ID

セ
ン
タ

ー
建
設
要
請
に
関
す
る
情
報
収

集
 

遠
藤
書
記
官

 
 

W
ID

セ
ン
タ
ー
の
現
状
に
つ
い
て
把
握

 
W

ID
セ
ン
タ
ー
の

情
報

 
報
告
書
 

C
 

○
○

コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム

州
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ア
セ
ス
メ
ン
ト

（
T

N
A
）
へ
の

参

加
 

20
04

年
 

1
月

6
日

～
9
日

 

A
D

B
が
実
施
す
る

W
ID

セ
ン
タ

ー
で
の

T
N

A
に

参
加
し
、
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
方
法
を
学
ぶ
。

 
女
性
省

C
/P

3
名

 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手
法
に
つ
い
て
の
知
識
を
習
得

 
ア
セ
ス
メ
ン
ト
手

法
の
基
礎
知
識

 
報
告
書
 

D
 

△
△

FA
S

ID
研
修
生

受

け
入
れ

 

20
06

年

11
月
２

0
日

 

FA
S

ID
国
際
開

発
入
門
コ
ー
ス

の
研
修
生
と
リ
ー
ダ
ー
受
け
入

れ
 

FA
S

ID
研
修
生

 
FA

S
ID

研
修
生

受
け
入
れ

 
 

報
告
書

I 

○
○

JI
C

A
ア
ジ
ア
地

域
ジ
ェ
ン
ダ
ー
担

当
者
会
議
参
加

 

20
07

年
3

月
5
日
～

7
日

 
P

G
M

の
事
例
紹
介

 
濱
野
敏
子
チ
ー
フ

 
実
際
の
セ
ク
タ
ー
省
庁
の
中
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

を
導
入
す
る
際
の
困
難
さ
や

P
G

M
終
了
後
の
方
向

性
に
関
す
る
討
論

 

情
報
提
供
、
各

JI
C

A
事
務
所
の

現

状
 

報
告
書

I 

◎
◎

女
性
省
内
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
主
流
化
関

連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
情
報
共
有
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

 

20
06

年
8

月
16

日
 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
案
件
に
係

る
情
報
共
有

 

女
性
省
、

 
A

D
B

,U
N

IF
E

M
,U

N
F

PA
、

U
N

IC
E

F
、

U
N

D
P
、

S
ei

la
/P

L
G

 

女
性
省
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
情
報
交
換

 
他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
活
動
情
報

 
報
告
書

I 

◎
◎

女
性
省
リ
ト
リ
ー

ト
へ
の
参
加

 

20
06

年
1

月
3
日
～

6
日

 

女
性
省
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
ミ
ッ
シ

ョ
ン
の
見
直
し
、
省
内
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
改
善
、
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ

 

女
性
省

 
U

N
D

P
と

U
N

IF
E

M
支
援

 

女
性
省
内
の
活
動
の
確
認
と
、
女
性
省
職
員
及
び
他

ド
ナ
ー
と
の
関
係
性
の
構
築

 

女
性
省
の
各
局
の

事
業
に
つ
い
て
の

情
報

 

報
告
書

H
  

△
△

戦
略
的
国
家
開
発

計
画
（

N
S

D
P
）
草

案
検
討
会
議
へ
の

参
加

 

20
05

年
５

月
18

日
 

N
S

D
P
（

20
06

年
～

20
10

年
）

草
案
に
対
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統

計
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
に
関
す

る
コ
メ
ン
ト
を
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

に
含
め
る
よ
う
要
請
・
受
諾
。

 

女
性
省
職
員
、
ド
ナ

ー
他

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
推
進
自
体
に
関
す
る
政
策
文
書
は
山

の
よ
う
に
作
成
さ
れ
て
お
り
、
「
何
を
す
べ
き
か
」
、

「
ど
う
す
べ
き
か
」
を
論
ず
る
の
で
は
な
く
、「

誰
」

が
「
ど
の
予
算
」
で
「
何
時
」
そ
れ
を
実
施
す
る
か

を
決
定
し
、
実
施
に
移
し
て
い
く
段
階
に
至
っ
て
い

る
。

 

 
報
告
書

G
 

 

そ
の
他

 

△
△

第
8
回

C
N

C
W

会

議
へ
の
参
加

 
20

05
年

3
月

30
日

 

R
oy

al
-d

eg
re

e（
案
）
及
び

 
S

u
b-

de
gr

ee
（
案
）
に
つ
い
て
検

討
す
る

 

女
性
省
職
員
、

C
N

C
W

メ
ン
バ
ー
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
専
門

家
2
名
他

 

 
 

報
告
書

F
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△

△
第

9
回

C
N

C
W

会

議
へ
の
参
加

 
20

05
年

6
月

8
日

 
R

oy
al

-d
eg

re
e（

案
）
の
採
択

 
 

女
性
省
職
員
、

C
N

C
W

メ
ン
バ
ー
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
専
門

家
2
名
他

 

 
 

報
告
書

G
 

 
○

○

国
際
女
性
の
日
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
へ
の

参
加

 

20
04

年
 

3
月

8
日

 

「
女
性
の
経
済
的
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
」
を
推
進
す
る
た
め
の
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン

 
女
性
省

 
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
作
成
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
の
作

成
、
ビ
デ
オ
の
作
成
、

T
シ
ャ

ツ
の
作
成
へ
の
財
政

支
援

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
啓
蒙

 
報
告
書
 

D
 

 
○

○
国
際
女
性
の
日
記

念
式
典
へ
の
参
加

 
20

05
年

 
３
月

8
日

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」
を
な
く

す
た
め
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

 
女
性
省
職
員
他

 
T
シ
ャ
ツ
、
ニ
ュ

ー
ス
レ
タ
ー
の
作
成
の
財
政
支
援

ジ
ェ
ン
ダ
ー
啓
蒙

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
啓
蒙

 
P

G
M

 

報
告
書
 

F
 

 
○

○
国
際
女
性
の
日
記

念
式
典
へ
の
参
加

 
20

06
年

3
３

月
8
日

女
性
の
経
済
的
地
位
及
び
家
庭

の
経
済
の
促
進

 
女
性
省

 
T
シ
ャ
ツ
作
成

の
財
政
支
援

 
 

報
告
書
 

H
 

 
○

○
国
際
女
性
の
日
記

念
式
典
へ
の
参
加

 
20

07
年

3
月

7
日

 
参
加
者
へ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
用
語

集
・
統
計
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

首
相
夫
妻

 
ジ
ェ
ン
ダ
ー
用
語
集
・
統
計
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、

T
シ

ャ
ツ
の
配
布

 
 

報
告
書
 

H
 

 *成
果
へ
の
貢
献
度
と
関
連
性
を

3
段
階
で
あ
ら
わ

し
て
い
る
（
作
成
：
評
価
分
析
担
当
）
。

 

◎
成
果
を
達
成
し
た
も
の
、
も
し
く
は
達
成
に
大
き
く
貢
献
し
た
活
動
、
○
成
果
達
成
の
準
備
段
階
の
活
動
、
△
成
果
の
達
成
に
多
少
貢
献
し
た
活
動

 

◎
成
果
達
成
に
大
き
く
関
連
し
て
い
る
も
の
、
成
果
達
成
に
比
較
的
貢
献
し
て
い
る
も
の
、
△
成
果
達
成
に
多
少
関
連
し
た
活
動
。

 

報
告
書
記
号

 
A

: 
平
成

15
年

度
第
１
四
半
期
活
動
報
告
書
 
平
成

15
年

04
月
～

06
月

 
B

: 
平
成

15
年

度
第
２
四
半
期
活
動
報
告
書
 
平
成

15
年

07
月
～

09
月

 
C

: 
平
成

15
年

度
第
３
四
半
期
活
動
報
告
書
 
平
成

15
年

10
月
～

12
月

 
D

: 
平
成

15
年

度
第

4
四
半
期

活
動
報
告
書
 
平
成

16
年

01
月
～

03
月

 
E

: 
平
成

16
年

度
上
半
期
活
動
報
告
書
 

 
平
成

16
年

04
月
～

09
月

 
F

: 
平
成

16
年

度
下

半
期
活
動
報
告
書
 

 
平
成

16
年

10
月
～
平
成

17
年

03
月

 
G

: 
平
成

17
年

度
上
半
期
活
動
報
告
書

 
平
成

17
年

04
月
～

09
月

 
H

: 
平
成

17
年

度
下
半
期
活
動
報
告
書

 
平
成

17
年

10
月
～
平
成

18
年

3
月

 
I:
 
平
成

18
年

度
上
半
期
活
動
報
告
書

 
平
成

18
年

04
月
～

09
月

 
J:
 
平
成

18
年

度
下

半
期
活
動
報
告
書

 
平
成

18
年

10
月
～
平
成

19
年

3
月

 
K

: 
平
成

19
年

度
上
半
期
各
報
告
書
書
類
（
報
告
書
本
文
は

未
入
手
）
平
成

19
年

04
月
～
平

成
19

年
09

月
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資料５－２ プロジェクト投入詳細（日本側１ 専門家派遣、及び調査団他） 
2007 年 10 月 30 日現在 

 
専門家派遣実績リスト 

（長期専門家） 

No 名前 専門分野 期間 機関名 

1-5 濱野 敏子 チーフ・アドバイザー/

ジェンダー情報・統計

2003 年 3 月 26 日～2008 年 3 月 25 日  

6 野々口 敦子 業務調整/政策実施 2003 年 5 月 20 日～2003 年 10 月 19 日  

7-9 鈴木 陽子 チーフ・アドバイザー/

政策分析 

2003 年 8 月 14 日～2005 年 12 月 13 日 独立行政法人国際

協力機構（JICA）

10-11 坂本 陽子 業務調整/政策実施 2004 年 4 月 3 日～2006 年 4 月 2 日  

12-13 浜野 充 ジェンダー援助調整･

研修計画/業務調整 

2006 年 6 月 5 日～2008 年 3 月 31 日 有限会社アールデ

ィーアイ 

 

（短期専門家） 

No 名前 専門分野 期間 機関名 

1 大竹 美登利 ジェンダー統計 2004 年 2 月 29 日～2004 年 3 月 14 日 東京学芸大学 

2 宇多川 拓雄 社会／ジェンダー調査 2004 年 3 月 11 日～2004 年 4 月 4 日 北海道教育大学 

3 伊藤 千織 コンピュータ 2004 年 3 月 31 日～2004 年 4 月 13 日 Chihiro Ito Design 

Office 

4 青木 憲代 

 

ジェンダー統計を用い

た政策分析手法 

2004 年 10 月 17 日～2005 年 1 月 22 日 アイ・シー・ネット

（株） 

5 日下部 京子 社会／ジェンダー調査 2005 年 2 月 22 日～2005 年 2 月 26 日 アジア工科大学  

6 大沢 真理 ジェンダー主流化促進 2005 年 3 月 23 日～2005 年 3 月 27 日 東京大学 

7 日下部 京子 社会／ジェンダー調査 2005 年 7 月 24 日～2005 年 7 月 30 日 アジア工科大学 

8 山口 綾 ジェンダー政策実施／

政策分析 

2006 年 2 月 23 日～2006 年 3 月 31 日 インテム コンサ

ルティング〔株〕 

9 山口 綾 ジェンダー政策実施／

政策分析 

2006 年 4 月 20 日～2006 年 9 月 16 日 

2006 年 11 月 12 日～2007 年 3 月 10 日 

インテム コンサ

ルティング〔株〕 

10 青木 憲代 ジェンダー視点に立っ

たモニタリング 

2006 年 6 月 18 日～2007 年 7 月 6 日 アイ・シー・ネット

（株） 

11 塚崎 裕子 ジェンダー主流化促進 2006 年 9 月 4 日～2006 年 9 月 10 日 内閣府男女共同参

画局 

12 山口 綾 ジェンダー政策実施／

政策分析 

2007 年 4 月 16 日～2008 年 3 月下旬 インテム コンサ

ルティング〔株〕 
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参考：運営指導調査団他リスト 
 

(運営指導調査団) 

No 名前 業務 期間 

1 青木  憲代 プロジェクトサイクルマネージメント

とプロジェクトワークショップ 

2004 年 2 月 10 日～2004 年 3 月 21 日 

2 笠原  久美子 運営指導 2004 年 10 月 17 日～2004 年 10 月 23 日

3 小田 亜紀子 内閣府男女共同参画局によるジェンダ

ー主流化セミナーとワークショップ 

2004 年 10 月 23 日～2004 年 10 月 31 日

4 久津摩 敏生 内閣府男女共同参画局による女性に対

する暴力のセミナーとワークショップ 

2005 年 8 月 22 日～2005 年 8 月 27 日 

 

 

(中間評価調査団) 

No 名前 担当分野 所属(当時) 期間 

1 力石 寿郎 団長・総括 独立行政法人国際協力機構

カンボジア事務所所長 

2005 年 9 月 11 日～9 月 25 日

2 田中 由美子 ジェンダー主流化 独立行政法人国際協力機構

国際協力専門員 

（アジア地域支援事務所

広域企画調査員） 

2005 年 9 月 18 日～9 月 24 日

3 井上 健 協力企画 独立行政法人国際協力機構

社会開発部第一ｸﾞﾙｰﾌﾟ  

ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ･ｼﾞｪﾝﾀﾞｰﾁｰﾑ職員 

2005 年 9 月 18 日～9 月 25 日

4 笠原 奈美 調査企画 独立行政法人国際協力機構

カンボジア事務所 

企画調整員(ガバナンス) 

2005 年 9 月 11 日～9 月 25 日

5 高沢 正幸 評価分析 株式会社レックス・インター

ナショナル 

2005 年 9 月 11 日～9 月 24 日

 

 

(在外事業強化費を活用した第 3 国からの講師派遣） 

No 名前 専門分野 期間 機関名 

1 日下部 京子 ジェンダー視点に立っ

た評価立案 

2007 年 2 月 25 日～2007 年 3 月 1 日 アジア工科大学 

2 日下部 京子 ジェンダー視点に立っ

た政策提言 

2007 年 8 月 29 日～2007 年 9 月 1 日 アジア工科大学 
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Member List of Policy Analysis Task Force (PATF) 
As of October 15, 2007 

 
Level 

 
No. 

 
Name 

 
Position 

Ministry/ 
Institute 

 
L

in
e 

M
in

is
tr

ie
s 

at
 N

at
io

na
l L

ev
el

 

1 
2 
3 
4 
 

5 
6 
7 
8 
9 

10 
 

11 
12 
13 

 
14 
15 
16 
17 
18 

Ms. Tey Dany 
Ms. Him Somarong 
H.E. Laov Him 
Mr. Tep Oeun 
 
Mr. Men Socheth 
Mr. An Thaisocheat 
Ms. Norng Kanika 
Mr. Hearng Narith 
Ms. Lach Samom 
Ms. Chhean Sokhen 
 
Mr. Leap Samnang 
Ms. Ourng Heng 
Mr. Chan Saruth 
 
Mr. Kiev Sovannara 
Ms. Proeung Sarath 
Ms. Sok Sareth 
Ms. Ouk Samasathy 
Mr. They Kheam 

Chief of Investment Office of Industry Affairs Dept. 
Chief of cooperation Office of Energy Development Dept. 
Director General of TVET Affair 
Deputy Director General of TVET Affair, Director of National 
Competent Standard Dept. 
Director of National Competent Standard Dept. 
Deputy Director of Vocational Training Dept. 
Deputy Director of TVET Dept. 
Chief Office of Technical Dept. 
Deputy Director of Administration Dept. 
Chief of Rural Credit Finance Office of Economic Development 
Dept. 
Deputy Director of Human Resource Development Dept. 
Deputy Director of Administration Dept. 
Deputy Director of Personnel & HRD Dept.  
 (He resigned PATF to join the other project in January 2006) 
Chief of Extension Office, Extension Dept (resigned) 
Deputy Director General of Adm. & Finance, MOC 
Deputy Director of Statistic and Information Dept.  
Deputy Director of Economic Statistic Dept 
Deputy Director of Population Census and Survey Dept. 

MIME 
MIME 
MLVT 
MLVT 

 
MLVT 
MLVT 
MLVT 
MLVT 
MRD 
MRD 

 
MRD 
MAFF 
MAFF 

 
MAFF 
MOC 
MOC 

NIS/MOP 
NIS/MOP 

L
in

e 
M

in
is

tr
ie

s 
at

 P
ro

vi
nc

ia
l 

L
ev

el
 

19 
20 
21 

 
22 
23 
24 

Mr. Chiem Ran 
Mr. Seand Peng Sreang 
Mr. Tout Bun Long 
 
Mr. Suon Dy 
Mr. Chea Poly 
Mr. Chheng Nareth 

Director of PDP, Kampong Cham Province 
Director of PDC, Kampong Cham Province 
Advisor to Minister, (Former Director of PDLVT, Kampong 
Cham Province) 
Director of PDIME, Kampong Cham Province 
Director of PDRD, Kampong Cham Province 
Deputy Director of PDAFF, Kampong Cham Province 

PDoP 
PDoC 

PDLVT 
 

PDIME 
PDRD 
PDA 

 
M

oW
A

 a
t N

at
io

na
l L

ev
el

 

25 
26 
27 
28 
29 
30  

 
31 
32  
33 
34 
35 

Ms. Chhoy Kim Sor 
Ms. Te Vouch Lim 
Ms. Long Sophally 
Mr. Hong Phoma 
Mr. Hoeurng Sothea 
Ms. Touch Sarady 
 
Ms. Khim Sovanny 
Ms. Chea Socheata 
Ms. Yim Yinara 
Ms. Chhay Im 
Mr. Tiv Sochindeurn 

Director of Planning & Statistics Dept. 
Deputy Director, Planning & Statistics Dept. 
Deputy Director of International Cooperation Dept. 
Chief of Statistics Office, Planning &Statistics Dept  
Deputy Chief of Statistics Office of Planning &Statistics Dept  
Deputy Chief of Office of National Reporting, Planning 
&Statistics Dept 
Deputy Chief of Statistics Office, Planning &Statistics Dept 
Staff of Statistics Office, Planning &Statistics Dept 
Chief Office of Administration Dept. (resigned) 
CNCW, Deputy Director of Education Dept. (resigned) 
Vice Cabinet of Minister (resigned) 

MoWA 
MoWA 
MoWA 
MoWA 
MoWA 
MoWA 

 
MoWA 
MoWA 
MoWA 
MoWA 
MoWA 

M
oW

A
 

at
 P

ro
. 

 

36 
37 

 

Ms. Khong Sun Eng 
Ms. Leng Sokha 

 

Director of  PDWA of Kampong Cham Province 
Deputy Director of PDWA of Kampong Cham Province 

 

PDWA 
PDWA 

NIS  : National Institute of Statistic 
MOP        : Ministry of Planning 
MIME  : Ministry of Industry Mines & Energy 
MoLVT  : Ministry of Labor and Vocational Training 
TVET                      : Technical Vocational Education and Training 
MRD  : Ministry of Rural Development 
MAFF  : Ministry of Agriculture, Forestry & Fishery 
MOC  : Ministry of Commerce 
PDP  : Provincial Dept. of Planning 
PDC  : Provincial Dept. of Commerce 
PDLVT  : Provincial Dept. of Labor and Vocational Training 
PDIME  : Provincial Dept. of Industry Mine & Energy 
PDRD  : Provincial Dept. of Rural Development 
PDAFF  : Provincial Dept. of Agriculture, Forestry & Fishery  
MoWA  : Ministry of Women’s Affairs 
PDWA  : Provincial Dept. of Women’s Affairs 
WID Center : Women in Development Center 

page 1 of 6 



資料 5-5 プロジェクト投入詳細（カンボジア側１ カウンターパート等) 

- 145 - 

 
Activity Records of Policy Analysis Task Force (PATF) 

 
 As of October 15, 2007 

No. Date Activities Place 

1 February 24, 2004 First PATF Meeting  Sunway Hotel 

2 February 25 – 27, 2004 First Workshop on Project Cycle Management UTPP 

3 March 9 – 11, 2004 First Workshop on Gender Statistics and Analysis UTPP 

4 March 12, 2004 
Seminar on Gender Statistics and Social Research, 
Policy Formulation 

Sunway Hotel 

5 March  17– April 02, 2004 Workshop on Social Research Methodology 
UTPP & Kampong 
Cham 

6 April 5 – 9, 2004 Workshop on Desktop Publication Project Office 

7 May 4, 2004 
Sub-PATF Meeting with MoEYS, NIS,          
GAD-C, HAGAR 

Project Office 

8 June 2 – 4, 2004 Second Workshop on Project Cycle Management MoWA Meeting 
Room 

9 June 15 – 17, 2004 
Sub-PATF Meeting with MAFF, MRD, MIME, 
MoSALVY, MOC, MoEYS 

Project Office 

10 June 23 – 25, 2004 Second Workshop on Gender Statistics in 
Kampong Cham Province 

Kampong Cham 

11 July 21 – 27, 2004 Sub-PATF Meeting with MIME, MOC, MAFF Project Office 

12 August 18, 2004 Sub-PATF Meeting with MAFF, MRD, MIME Project Office 

13 September 6 – 7, 2004  
Co-Facilitator Training on Gender Responsive 
Policy Analysis for PATF Member 

UTPP 

14 September 21 – 23, 2004 Workshop on Gender Responsive Policy Analysis 
– Part I for MAFF 

MAFF 

15 October 4, 2004 Sub-PATF Meeting  MRD 

16 October 5 – 7, 2004 Workshop on Gender Responsive Policy Analysis 
– Part I for MRD 

MRD 

17 October 19 – 21, 2004 Workshop on Gender Responsive Policy Analysis 
– Part I for MIME 

MIME 

18 October 26, 2004 Seminar on Gender Mainstreaming Experiences in 
Japan 

Sunway Hotel 

19 October 27 – 28, 2004 Workshop on Gender Mainstreaming Experiences 
in Japan 

UTPP 

20 December 7 – 9, 2004 Workshop on Facilitator Training on Gender 
Responsive Policy Analysis for PAFF Member 

UTPP 

21 December 14 – 17, 2004 Workshop on Gender Responsive Policy Analysis MOC 
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– Part I & II for MOC 

22 December 20, 2004 Sub-PATF Meeting with MoLVT Project Office 

23 December 23, 2004 Sub-PATF Meeting with MAFF, MRD, MIME Project Office 

24 December 24,2004 Sub-PATF Meeting  MoLVT 

25 January 10, 2005 Sub-PATF Meeting with MoLVT Project Office 

26 January 17 – 21, 2005 Workshop on Gender Responsive Policy Analysis 
– Part I & II for MoLVT 

UTPP 

27 February 24 – 25, 2005 Workshop on Utilization of Statistics for 
Substantiating Gender Issues 

MoWA Meeting 
Room 

28 March 4, 2005 Sub-PATF Meeting with MoLVT Project Office 

29 March 10, 2005 Sub-PATF Meeting with MOC Project Office 

30 March 11, 2005 Sub-PATF Meeting with MAFF Project Office 

31 March 14, 2005 Sub-PATF Meeting with MRD Project Office 

32 March 15, 2005 Sub-PATF Meeting with MIME Project Office 

33 March 24, 2005 Seminar on Policy Formulation and Gender  

34 May 3, 2005 Sub-PATF Meeting with MOC Project Office 

35 May 9, 2005 Sub-PATF Meeting with MoLVT Project Office 

36 May 17, 2005 Sub-PATF Meeting with MIME Project Office 

37 May 18 – 20, 2005 Workshop on Gender Responsive Policy Analysis 
Part II for MIME 

MIME 

38 May 25, 2005 Sub-PATF Meeting with MAFF Project Office 

39 May 27, 2005 Sub-PATF Meeting with MRD Project Office 

40 May 30, 2005 Sub-PATF Meeting with MAFF Project Office 

41 June 6, 2005 Sub-PATF Meeting with MAFF Project Office 

42 June 7 – 9, 2005 
Workshop on Gender Responsive Policy Analysis 
Workshop Part II for MAFF 

MAFF 

43 July 11, 2005 Sub-PATF Meeting with MoLVT Thmorda Restaurant 

44 June 13, 2005 Sub-PATF Meeting with MRD Project Office 

45 June 14 – 16, 2005 Workshop on Gender Responsive Policy Analysis 
Part II for MRD 

MRD 

46 July 7, 2005 Sub-PATF Meeting with MAFF Project Office 

47 July 13, 2005 Sub-PATF Meeting with MoLVT Project Office 
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48 July 14, 2005 Sub-PATF Meeting with MRD Project Office 

49 July 15, 2005 Sub-PATF Meeting with MIME Project Office 

50 July 18, 2005 Sub-PATF Meeting with MOC Project Office 

51 July 19, 2005 Sub-PATF Meeting with MoLVT Project Office 

52 July 27 – 29, 2005 Workshop on Social and Gender Research Design 
MoWA Meeting 
Room 

53 August 2, 2005 Workshop on Video Editing MoWA meeting room

54 August 24, 2005 Seminar on Domestic Violence  
against Women in Japan 

MoWA meeting room

55 August 25, 2005 Workshop on Domestic Violence  
against Women in Japan 

MoWA meeting room

56 September 12-23, 2005 PGM Mid Term Evaluation  

57 September 21, 2005 Workshop on Revision of PDM of PGM 
 

MoWA meeting room

58 September 22, 2005 Workshop on Joint Evaluation of PGM 
 

MoWA meeting room

59 January 3-7, 2006 
Research with MAFF PATF Member in Kampong 
Cham 

Kampong Cham 
target area 

60 January 16-20, 2006 
Research with MIME PATF Member in Kampong 
Cham 

Kampong Cham 
target area 

61 January 23-27, 2006 
Research with MOC PATF Member in Kampong 
Cham 

Kampong Cham 
target area 

62 February 6-10, 2006 
Research with MRD PATF Member in Kampong 
Cham 

Kampong Cham 
target area 

63 February 13-17, 2006 
Research with MLVT PATF Member in 
Kampong Cham 

Kampong Cham 
target area 

64 June 7, 2006 3rd JCC meeting MoWA meeting room

65 June 23-24, 2006 Workshop on Gender Responsive Monitoring 
Phnom Pros Hotel, 
Kampong Cham 

66 July 1, 2006 
Gender Responsive Project implementation by 5 
Ministries and Provincial Department in 
Kampong Cham started. 

Kampong Cham 

67 September 6, 2006 Seminar on Monitoring, Gender Impact 
Assessment and Evaluation  

MoWA meeting room 

68 September 7, 2006 Workshop on Monitoring, Gender Impact 
Assessment and Evaluation 

MoWA meeting room

69 October 10, 2006 First Monitoring Meeting (Gender responsive 
project implementation in Kampong Cham) 

PDWA meeting room

70 December 26, 2006 Second Monitoring Meeting (Gender responsive 
project implementation in Kampong Cham) 

PDWA meeting room

71 February 27, 2007 Workshop on Monitoring and Evaluation  PDWA meeting room

72 April 24, 2007 Third Monitoring Meeting (Gender responsive 
project implementation in Kampong Cham) 

MoWA meeting room
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73 June 14-15, 2007 Workshop on Evaluation 1 (Evaluation Matrix) 
Hotel Phnom Pros 
(Kampong Cham) 

74 June 26-29, 2007 Workshop on Evaluation 2 (Evaluation Interview 
Sheet) 

Hotel Phnom Pros 
(Kampong Cham) 

75 July 5-6, 2007 Workshop on Evaluation Questionnaire Pre-test  MoWA meeting room

76 July 16-20, 2007 Evaluation Research on gender responsive project 
by MRD PATF 

Kampong Cham 
target Area 

77 July 22-27, 2007 Evaluation Research on gender responsive project 
by MLVT and MOC PATF 

Kampong Cham 
target Area 

78  July 29- August 2, 2007 Evaluation Research on gender responsive project 
by MAFF PATF 

Kampong Cham 
target Area 

79 August 1- 5, 2007 Evaluation Research on gender responsive project 
by MIME PATF 

Kampong Cham 
target Area 

80 September 10, 2007 Sub-PATF Meeting with MOC PGM meeting room 

81 September 11, 2007 Sub-PATF Meeting with MLVT PGM meeting room 

82 September 12, 2007 Sub-PATF Meeting with MAFF PGM meeting room 

83 September 13, 2007 Sub-PATF Meeting with MRD PGM meeting room 

84 September 14, 2007 Sub-PATF Meeting with MIME PGM meeting room 

85 September 26, 2007 Sub-JCC Meeting with MRD MRD meeting room 

86 October 3, 2007 Sub-JCC Meeting with MLVT  MLVT meeting room

87 October 3, 2007 Sub-JCC Meeting with MIME MIME meeting room

88 October 8, 2007 Sub-JCC Meeting with MOC MOC meeting room 

89 October 15, 2007 Sub-JCC Meeting with MAFF MAFF meeting room

90 October 22, 2007 Fourth  JCC meeting Hotel Cambodiana 
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PGM JCC and PATF members and GMAG members 
November 1, 2007 

JCC/PATF member GMAG 
member 

Position in the Ministry 

 
MAFF 

H.E. Ith  Nody 
   Ms. Ourng  Heng         PATF 

   Mr. Kiev  Sovannara PATF 
(resigned) 

 Chair 
 Vice Chair
 Member 

Under Secretary of State, MAFF 
Deputy Director of Administration Dept. 
Chief of Extension Office, Extension Dept 
 

 
MIME 

 Ms. Khun  Vary 
   Ms. Tey  Dany             PATF 
   Ms. Him  Somarong    PATF 

 Member 
 Member 
 Member 

Deputy Director General of Industry Affairs Dept., MIME  
Chief of Investment Office of Industry Affairs Dept. 
Chief of Cooperation Office of Energy Development Dept. 
 

 
MRD 

Mr. Ly  Savuth 
   Ms. Lach Samom        PATF 
   Mr.Leap  Samnang      PATF 
   Ms. Chhean  Sokhen   PATF 

 
 Chair 
 Vice Chair
 Member 

Deputy Director General of Adm. & Finance, MRD 
Deputy Director of Administration Dept. 
Deputy Director of Human Resource Development Dept. 
Chief of Rural Credit Finance Office of Economic 
Development Dept 

 
MLVT 

H.E. Prak  Chantha 
H.E. Laov  Him       PATF 
Mr. Tep  Oeun         PATF  
 
Mr. Men  Socheth     PATF  
Mr.An Thaisocheat    PATF  
Ms. Norng  Kanika     PATF 
Mr. Hearng  Narith     PATF  
   

 Chair 
 Vice Chair
 Member 
 
 Member 
 
 Member 
 

Secretary of State, MoLVT 
Director General of TVET Affair 
Deputy Director General of TVET Affair, Director of 
National Competent Standard Dept. 
Director of National Competent Standard Dept. 
Deputy Director of Vocational Training Dept. 
Deputy Director of  TVET Dept 
Chief Office of Technical Dept. 
 

 
MoC 

H.E. Mao  Thora 
  Ms. Proeurng  Sarath  PATF 
  Ms. Sok  Sareth          PATF 

 
 Vice Chair
 Member 

Under Secretary of State of MOC  
Deputy Director General of Adm. & Finance, MOC 
Deputy Director of Statistic and Information Dept. 
 

 
MoP 

Ms. Heang  Seakly 
 
Ms. Ouk  Samasathy    PATF 
Mr. They  Kheam       PATF 

 Vice Chair 
Standing  
 Member  
 Member  

Deputy Director General of Planning, MOP 
 
Deputy Director of Economic Statistic Dept, NIS/MOP 
Deputy Director of Population Census and Survey Dept. 
NIS/MOP 
 

 
CDC 

Ms. Heng  Sokun 
 

  Director, Department of CRDB, CDC 

 
NGOs 

Ms. Pok Nanda 
Ms. Chanthou Boua 
Ms. Hang Nary 
Ms. Mam Sawath 
 

 Executive Director, Women for Prosperity 
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ー
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ボ
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ー
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ボ
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流
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築
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ク
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か
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A
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F
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他 ド ナ ー 
他 プ ロ ジ ェ ク ト
 

そ の 他
 

◎
 

ジ ェ 主
 

女
性
省
か
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連
省
庁
へ
出
さ

れ
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ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
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立
っ

た
政
策
提
言
は
認
知
さ
れ
て
い

る
か
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た
政
策
実
施
の
可
能
性
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あ
る
か
？
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、
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お
い
て
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ジ
ェ
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ダ
ー
主
流

化
を
推
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す
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た
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の
組

織
的
能
力
の
向
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が
図
ら

れ
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
政
府
に
お

い
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
構
築
さ

れ
る
か
、
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
 

（
プ
ロ
ジ
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ク
ト
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標
の
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度
）
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ェ
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ダ
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点
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た
政
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案
や
実
施
、
モ
ニ
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リ
ン

グ
、
評
価
手
法
は

構
築
さ
れ
た
か

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
立
っ
た
政

策
立
案
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
有
無
、
内
容
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
事
業
を
通

じ
た
経
験
抽
出
と
能
力
向
上
と

い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
の
成
果
 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
立
っ
た

政
策
立
案
の
た
め
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
、
利
用
さ
れ
た
際
の
報

告
書
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
の
評
価
報
告
書

と
対
象
者
の
認
識
 

成
果
達
成
表

P
G
M
ス
タ
ッ
フ
、

女
性
省

C
/
P
、

P
A
T
F
、
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ロ

ッ
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ロ
ジ
ェ

ク
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レ
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告
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タ
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●
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●
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●
 

●
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ト

プ
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ト
の
算
出
を
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じ
て
達
成

さ
れ
た
か
 

 
 

 

ジ ェ 主
 

成
果
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
十

分
で
あ
っ
た
か
。
論
理
に
無

理
は
な
か
っ
た
か
。
 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
目
標
を
達
成
す
る
の
に
十
分

で
あ
っ
た
か
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
と
成
果
の

因
果
関
係
、
論
理
性
 

算
出
さ
れ
た
成
果
内
容
。
タ

ー
ゲ
ッ
ト
の
変
化
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
目
標
の
達
成
度
、
関

係
者
の
認
識
 

成
果
達
成
表

P
G
M
ス
タ
ッ
フ
、

女
性
省

C
/
P
、

P
A
T
F
 

資
料
 

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

●
●

●
●

●
●
 

 
 

 

外
部
条
件
は
ど
う
影
響
し
た

か
？
 

（
貢
献
要
因
に
含
ま
れ
る
）
 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
政
策
の
変

化
、
T
W
G
G
と

G
M
A
G
の
設
立
の
影

響
、
P
A
T
F
と
の
関
係
性
、
そ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
影
響
 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
関
係
の

政
策
、
C
/
P
、
P
A
T
F
と

T
W
G
G

と
G
M
A
G
の
名
簿

、
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
内
容
、
関
係
者
の
認

識
 

各
種
政
策
、
名

簿
、
活
動
報
告
、

P
G
M
ス
タ
ッ
フ
、

女
性
省

C
/
P
、

P
A
T
F
 

資
料
レ

ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

●
●

●
●

●
●
 

 
 

●
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
の
貢

献
要
因
は
何
か
 

貢
献
要
因
 

 
 

 
 

有 効 性
 

○ ジ ェ 主
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成

の
阻
害
・
貢
献
要
因
は
何
か
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
の
阻

害
要
因
は
何
か
 

阻
害
要
因
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標
達
成
の

要
因
に
関
す
る
関
係
者
の
認

識
 

成
果
達
成
表

P
G
M
ス
タ
ッ
フ
、

女
性
省

C
/
P
、

P
A
T
F
 

報
告
書

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

●
●

●
●

●
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時
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価
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項
目
 

終
了
時
評
価
 
小
項
目
 

判
断
基
準
・
方
法
 

必
要
な
デ
ー
タ
 

情
報
源
 

デ
ー
タ

収
集
方

法
 

プ ロ ジ ェ ク ト 資 料

専 門 家

C
/ P 女 性 省 の 幹 部

C
/ P 女 性 省 タ ス ク

他 の 女 性 省 行 政 官

P
A
T
F

他 の 関 係 省 庁 行 政 官
 

他 ド ナ ー 
他 プ ロ ジ ェ ク ト
 

そ の 他
 

◎
 

ジ ェ 主
 

女
性
省
や
関
連
省
庁
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
情
報
の
入
手
・
維
持
管
理
や

調
査
立
案
の
能
力
は
向
上
し
た

か
 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
情
報
（
成
果
品
）
の

有
無
（
国
家
統
計
局
や
他
の
組
織

と
の
協
力
に
よ
り
、
女
性
省
に
よ

っ
て
収
集
さ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー

情
報
･
資
料
の
数
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
に
入
力
さ
れ
た
統
計
や
情

報
【
セ
ク
タ
ー
や
年
齢
、
州
な
ど

に
よ
っ
て
分
類
】
、
不
足
す
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
情
報
と
、
不
足
分
を
収

集
す
る
た
め
の
調
査
計
画
）

、
関

係
者
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
統
計
に
関

す
る
理
解
度
、
（
＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
前
後
の
明
確
な
ス
キ
ル
の
変

化
を
あ
げ
る
）
 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
情
報
の
成
果
品

（
情
報
リ
ス
ト
、
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

報
告
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

不
足
し
て
い
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

情
報
リ
ス
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
報
告
書
と
調
査
指
示

書
）
、
C
/
P
と

P
A
T
F
の
ア
セ

ス
メ
ン
ト
結
果
、
（
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
参
加
前
後
の
変
化
）

 
 

 

◎
 

ジ ェ 主
 

女
性
省
や
関
連
省
庁
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
情
報
分
析
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視

点
に
立
っ
た
事
業
立
案
能
力
は

向
上
し
た
か
 

開
発
さ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
情
報

分
析
資
料
の
有
無
、
関
係
者
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
統
計
分
析
に
関
す
る

理
解
度
、
（
＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
前

後
の
明
確
な
ス
キ
ル
の
変
化
を

あ
げ
る
）
 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
情
報
分
析
資
料

の
成
果
品
（
W
S
の
報
告
書
、

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
・
小
冊
子
）
、

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
、
C
/
P
と

P
A
T
F
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参

加
前
後

の
変
化
）

 

 
 

 

◎
 

ジ ェ 主
 

女
性
省
や
関
連
省
庁
の
立
案
さ

れ
た
事
業
の
実
施
及
び
実
施
に

係
る
調
整
・
促
進
能
力
を
向
上
し

た
か
 

女
性
省
・
州
女
性
局
、
関
連
省

庁
・
州
関
連
局
に
よ
る
事
業
実
施

の
有
無
、
事
業
実
施
内
容
と
そ
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
、
（
＊
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
前
後
の
明
確
な
ス
キ

ル
の
変
化
を
あ
げ
る
）
 

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
実
施
計
画
書
と
活
動
報
告

書
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ィ
、
C
/
P

と
P
A
T
F
の
ア
セ
ス

メ
ン
ト
結

果
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
前

後
の
変
化
）
 

 
 

 

効 率 性
 

◎
 

ジ ェ 主
 

成
果
は
計
画
通
り
産
出
さ

れ
て
い
る
か
 

女
性
省
や
関
連
省
庁
の
立
案
さ

れ
た
事
業
実
施
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
及
び
評
価
能
力
は
向
上
し
た

か
 

事
業
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
頻
度
、

評
価
シ
ス
テ
ム
手
法
の
有
無
、
評

価
実
施
の
有
無
、
事
業
実
施
内
容

と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
能
力
、

（
＊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
前
後
の
明

確
な
ス
キ
ル
の
変
化
を
あ
げ
る
）

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
レ
ポ
ー

ト
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
、
評

価
報
告
書
、
開
発
さ
れ
た
評

価
シ
ス
テ
ム
手
法
、
C
/
P
と

P
A
T
F
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参

加
前
後

の
変
化
）

 

成
果
達
成
表

P
G
M
ス
タ
ッ
フ
、

女
性
省

C
/
P
、

他
の
女
性
省
行

政
官
、
J
C
C
、

P
A
T
F
、
他
ド
ナ

ー
、
 

報
告
書

資
料
レ

ビ
ュ
ー

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

●
●

●
●

●

 

●
 

 
●
 



資
料

6 
評
価
グ
リ

ッ
ト

 
 

 1
54

 / 
7 

- 154 - 

評
 
価
 
設
 
問
 

 

重 要 度
 

終
了
時
評
価
 
大
項
目
 

終
了
時
評
価
 
小
項
目
 

判
断
基
準
・
方
法
 

必
要
な
デ
ー
タ
 

情
報
源
 

デ
ー
タ

収
集
方

法
 

プ ロ ジ ェ ク ト 資 料

専 門 家

C
/ P 女 性 省 の 幹 部

C
/ P 女 性 省 タ ス ク

他 の 女 性 省 行 政 官

P
A
T
F

他 の 関 係 省 庁 行 政 官
 

他 ド ナ ー 
他 プ ロ ジ ェ ク ト
 

そ の 他
 

◎
 

ジ ェ 主
 

女
性
省
や
関
連
省
庁
の
実
施
さ

れ
た
事
業
の
教
訓
の
抽
出
と
そ

れ
を
基
に
し
た
政
策
提
言
能
力

は
向
上
し
た
か
 

評
価
結
果
の
分
析
結
果
の
有
無
、

作
成
さ
れ
た
提
言
の
有
無
、
そ
の

過
程
の
理
解
度
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
得
た
地
方
事

業
の
知
識
や
経
験
、
地
方
と
中
央

の
関
係
性
の
変
化
（
＊
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
前
後
の
明
確
な
ス
キ
ル
の

変
化
を
あ
げ
る
）
 

分
析

W
S
の
報
告

書
、
作
成
さ

れ
た
政
策
提
言
、
C
/
P
と

P
A
T
F

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
、
パ

イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か

ら
得
た
地
方
事
業
の
知
識
や

経
験
内
容
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

参
加
前
後
の
変
化
）
 

 
 

 

◎
 

ジ ェ 主
 

女
性
省
と
関
連
省
庁
や

N
G
O
、
研

究
機
関
と
い
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
組
織
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

構
築
さ
れ
た
か
 

T
W
G
G
へ
の
貢
献
度
と
活
動
内
容
、

T
W
G
G
の
機
能
強
化
の
経
緯
、
J
C
C

の
設
立
と
会
議
の
開
催
の
有
無
、

P
A
T
F
の
会
議
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
頻
度
、
G
M
A
G
、
C
N
C
W
等
と
の

関
係
性
、
N
G
O
と
の
関
係
性
 

T
W
G
G
の

A
c
t
i
o
n
 
P
l
a
n
と
会

議
議
事
録
、
四
半
期
進
捗
報

告
書
、
T
W
G
G
の
機
能
強
化
の

経
緯
記
録
、
J
C
C
の

活
動
報
告

書
、
P
A
T
F
の
会
議
議
事
録
・

W
S
報
告
書
、
各

G
M
A
G
の
活
動

内
容
と

G
M
A
G
と

P
A
T
F
や

P
G
M

の
関
係
の
情
報
、
P
A
T
F
メ
ン

バ
ー
の

G
M
A
G
の

所
属
の
立

場
、
N
G
O
と
の
関
係
性
 

成
果
達
成
表

P
G
M
ス
タ
ッ
フ
、

女
性
省

C
/
P
、

他
の
女
性
省
行

政
官
、
J
C
C
、

P
A
T
F
、
他
ド
ナ

ー
、
 

報
告
書
、

資
料
レ

ビ
ュ
ー

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

●
●

●
●

●
●

●
 

●
 

 
 

◎
 

ジ ェ 主
 

日
本
や
他
の
国
の
本
部
機
構
な

ど
の
関
連
組
織
と
の
関
係
が
強

化
さ
れ
た
か
 

日
本
と
他
の
国
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

主
流
化
に
取
り
組
む
組
織
と
の

関
係
性
、
協
調
し
た
取
り
組
み
の

有
無
 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
に
取
り

組
む
日
本
の
主
要
組
織
リ
ス

ト
・
P
G
M
と
の
協
力
内
容
、
他

の
国
の
機
関
と
の
協
力
内
容

（
活
動
実
績
か
ら
）
及
び
活

動
実
績
を
見
た
安
田
企
画
官

の
考
察
 

活
動
実
績
表
、

成
果
達
成
表
、

P
G
M
ス
タ
ッ
フ
、

女
性
省

C
/
P
 

報
告
書
、

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

●
●

●
 

 
 

 

成
果
は
設
定
さ
れ
た
活
動
を
通

じ
て
産
出
さ
れ
た
か
 

活
動
と
成
果
の
因
果
関
係
の
有

無
 

活
動
実
績
、
成
果
達
成
度
、

●
●

 
 

 
 

本
邦
研
修
の
内
容
や
成
果
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
直
結
し

て
い
た
か
 

研
修
内
容
と
そ
の
成
果
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
の
因
果
関
係

の
有
無
 

研
修
報
告
書
、
研
修
参
加
者

と
関
係
者
の
認
識
 

●
●

●
 

 
 

 
 

実
施
さ
れ
た
活
動
は
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
を
産
出
す
る
た

め
に
十
分
な
活
動
で
あ
っ

た
か
 

成
果
を
産
出
す
る
の
に
必
要
な

活
動
は
他
に
な
か
っ
た
か
 

活
動
と
成
果
の
因
果
関
係
の
乖

離
の
有
無
 

活
動
実
績
、
関
係
者
の
認
識

活
動
実
績
表

成
果
達
成
表
、

P
G
M
ス
タ
ッ
フ
、

女
性
省

C
/
P
、

P
A
T
F
 

報
告
書

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

●
●

●

●
●
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評
 
価
 
設
 
問
 

 

重 要 度
 

終
了
時
評
価
 
大
項
目
 

終
了
時
評
価
 
小
項
目
 

判
断
基
準
・
方
法
 

必
要
な
デ
ー
タ
 

情
報
源
 

デ
ー
タ

収
集
方

法
 

プ ロ ジ ェ ク ト 資 料

専 門 家

C
/ P 女 性 省 の 幹 部

C
/ P 女 性 省 タ ス ク

他 の 女 性 省 行 政 官

P
A
T
F

他 の 関 係 省 庁 行 政 官
 

他 ド ナ ー 
他 プ ロ ジ ェ ク ト
 

そ の 他
 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
仕
組
み
や
意

思
決
定
に
問
題
は
な
か
っ
た
か

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
方
法
と
頻
度
、

ス
タ
ッ
フ
間
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
内
容
と
頻
度
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
報
告

書
、
会
議
議
事
録
、
関
係
者

の
認
識
 

●
●

●
●

●
 

 
 

 

J
I
C
A
本
部
、
在
外
事
務
所
の
機
能

と
関
係
に
問
題
は
な
か
っ
た
か

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
頻
度
、

担
当
者
の
認
識
 

関
係
者
の
認
識
 

 
 

 
 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
体
制
に
問
題
は

な
か
っ
た
か
 

関
係
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
は
良
好
だ
っ
た
か
 

実
施
さ
れ
た
会
議
や
情
報
共
有

の
手
段
と
そ
の
頻
度
 

各
会
議
議
事
録
、
報
告
書
類
、

関
係
者
の
認
識
 

活
動
実
績
表
、

報
告
書
、
P
G
M

ス
タ
ッ
フ
、
女

性
省

C
/
P
、

P
A
T
F
、
J
I
C
A
関

係
者
 

報
告
書

資
料
レ

ビ
ュ
ー

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

●
●

●
●

●
 

 
 

 

投
入
は
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
行
わ

れ
た
か
 

 
 

 
 

投
入
の
規
模
は
適
切
か
 

 
 

 
 

 

活
動
を
行
う
た
め
に
過
不

足
な
い
量
・
質
の
投
入
が
、

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
実
施
さ

れ
た
か
 

投
入
の
質
は
適
切
か
 

専
門
家
、
C
/
P
、
P
A
T
F
、
本
邦
研

修
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
J
C
C
の
投
入

と
当
初
の
計
画
の
比
較
、
活
動
内

容
と
の
比
較
 

本
邦
研
修
報
告
書
、
投
入
実

績
、
投
入
計
画
、
P
O
、
類
似

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
投
入
実

績
、
関
係
者
の
認
識
 

投
入
実
績
表

P
G
M
ス
タ
ッ
フ
、

女
性
省

C
/
P
 

報
告
書

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

●
●

●

 
 

 
 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
は

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
実
施
さ

れ
た
か
 

活
動
は

P
D
M
と

P
O
に
沿
っ
て
行

わ
れ
た
か
。
 

活
動
内
容
と
当
初
の
計
画
と
の

対
比
 

活
動
実
績
、
P
D
M
、
P
O
 

活
動
実
績
表
、

P
D
M
,
P
O
、
P
G
M

ス
タ
ッ
フ
 

報
告
書

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

●
●

●
 

 
 

 

N
S
D
P
や

N
e
a
r
y
 
R
a
t
t
a
n
a
k
等
に

記
載
さ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点

に
立
っ
た
政
策
や
事
業
方
針
が

実
施
さ
れ
る
見
込
み
は
あ
る

か
？
 

N
S
D
P（

国
家
開
発
戦
略
計
画
）
や

N
e
a
r
y
 
R
a
t
t
a
n
a
k
 
I
I
(
女
性
省

5

ヵ
年
計
画
）
に
記
載
さ
れ
た
ジ
ェ

ン
ダ
ー
視
点
に
立
っ
た
政
策
や

事
業
方
針
 

N
S
D
P
や
 
N
e
a
r
y
 
R
a
t
t
a
n
a
k
 

Ⅱ
、
他
の
セ
ク
タ
ー

の
方
針
･

政
策
関
連
文
書
、
女
性
省
や

関
連
省
庁
の
認
識
、
関
係
者

の
認
識
 

 
●
 

 
●
 

C
M
D
G
３
達
成
の
た
め
の
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
が
作
成
さ
れ
、
そ
れ

が
実
行
に
移
さ
れ
る
可
能
性
は

あ
る
か
 

C
M
D
G
関
連
の
取
り
組
み
 

C
M
D
G
関
連
の
取
り
組
み
内

容
、
女
性
省
や
関
連
省
庁
の

認
識
、
ド
ナ
ー
の
認
識
、
関

係
者
の
認
識
 

 
●
 

 
●
 

○
 

ジ ェ 主
 

関
係
省
庁
に
お
い
て
ジ
ェ
ン
ダ

ー
関
連
予
算
が
割
り
当
て
ら
れ
、

支
出
さ
れ
る
見
込
み
は
あ
る
か

ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
連
予
算
の
割
り

当
て
及
び
支
出
実
績
と
行
政
官

の
認
識
 

国
家
予
算
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

予
算
計
画
に
お
け
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
予
算
支
出
の
記
録
 

P
G
M
ス
タ
ッ
フ
、

女
性
省

C
/
P
、

P
A
T
F
、
J
C
C
 

資
料
レ

ビ
ュ
ー

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

●
●

●
●
 

 
 

 

イ ン パ ク ト
 

ジ ェ 主
 

3
年
か
ら

5
年
後

、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
主
流
化
が
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
政
府
に
お
い
て
推
進
さ

れ
る
見
込
み
は
あ
る
か
？

（
上
位
目
標
達
成
の
可
能

性
）
 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
促
進
の
阻

害
要
因
は
何
か
、
外
部
条
件
は
適

切
か
 

考
え
ら
れ
る
阻
害
要
因
、
P
D
M
の

外
部
条
件
の
適
切
性
、
地
方
分
権

化
の
影
響
 

関
係
者
の
認
識
、
地
方
分
権

化
（
D
&
D
）
に
関
す
る
資
料

P
G
M
ス
タ
ッ
フ
、

女
性
省

C
/
P
 

資
料
レ

ビ
ュ
ー

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

●
●

●
●

●
 

●
 

 
●
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評
 
価
 
設
 
問
 

 

重 要 度
 

終
了
時
評
価
 
大
項
目
 

終
了
時
評
価
 
小
項
目
 

判
断
基
準
・
方
法
 

必
要
な
デ
ー
タ
 

情
報
源
 

デ
ー
タ

収
集
方

法
 

プ ロ ジ ェ ク ト 資 料

専 門 家

C
/ P 女 性 省 の 幹 部

C
/ P 女 性 省 タ ス ク

他 の 女 性 省 行 政 官

P
A
T
F

他 の 関 係 省 庁 行 政 官
 

他 ド ナ ー 
他 プ ロ ジ ェ ク ト
 

そ の 他
 

◎
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
女
性
省
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る

か
。
 

C
/
P
や
他
の
女
性
省
職
員
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に

関
す
る
認
識
や
行
動
の
変
化
、
地

方
と
中
央
の
関
係
性
の
変
化
、
省

内
文
化
の
変
化
、
制
度
的
変
化
、

T
W
G
G
や

G
M
A
G
の
設
立
へ
の
影
響
、

C
/
P
の
他
へ
の
働
き
か
け
の
有
無

C
/
P
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
前
後

の
変
化
）
、
C
/
P
の
行
動
や
業

務
内
容
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

開
始
し
て
以
降
の
女
性
省
の

変
化
に
関
す
る
関
係
者
の
認

識
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
影
響

で
女
性
省
が
行
っ
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
活
動
以
外
の
活
動
、

制
度
の
変
化
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
前
後
）
 

P
G
ス
タ
ッ
フ
、

女
性
省

C
/
P
、

J
C
C
、
他
の
女
性

省
行
政
官
、
他

ド
ナ
ー
 

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

●
●

●
●

 
●
 

 
 

◎
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
関
係
省
庁
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い

る
か
 

P
A
T
F
や
関
係
省
庁
行
政
官
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

に
関
す
る
認
識
や
行
動
の
変
化
、

省
内
文
化
の
変
化
、
地
方
と
中
央

の
関
係
性
の
変
化
、
制
度
的
変

化
、
P
A
T
F
の
他
へ
の
働
き
か
け
の

有
無
、
G
M
A
G
の
設
立
へ
の
影
響

P
A
T
F
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
前
後

の
変
化
）
、
P
A
T
F
の
行
動
や

業
務
内
容
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
開
始
し
て
以
降
の
各
省
の

変
化
に
関
す
る
関
係
者
の
認

識
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
影
響

で
各
省
が
行
っ
た
活
動
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
関
連
の
制
度
の
変

化
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

前
後
）
、

他
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
観

察
結
果
 

P
G
ス
タ
ッ
フ
、

女
性
省

C
/
P
、

P
A
T
F
、
J
C
C
、
他

の
関
係
省
庁
行

政
官
、
他
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
 

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

●
●

●
●
 

 
●
 

 

○
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
他
ド
ナ
ー
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い

る
か
 

P
G
M
の
認
知
度
、
P
G
M
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
主
流
化
へ
の
影
響
（
観
察
）
、

他
ド
ナ
ー
の
活
動
へ
の
影
響
 

P
G
M
の
活
動
内
容
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
主
流
化
へ
の
貢
献
度
に

関
す
る
他
ド
ナ
ー
の
認
識
 

P
G
M
ス
タ
ッ
フ
、

女
性
省

C
/
P
、

U
N

D
P
、

A
B

D
、

F
P
A

、
G

T
Z

ほ

か
 

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

●
●

 
●
 

 
 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
を
通

じ
て
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
視
点
へ

の
理
解
等
に
関
し
て
制
度

面
や
、
社
会
・
文
化
面
に
お

い
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
た
か
 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
他

J
I
C
A
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
て
い
る
か
 

P
G
M
の
認
知
度
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主

流
化
へ
の
取
り
組
み
 

P
G
M
の
活
動
内
容
と

ジ
ェ
ン

ダ
ー
主
流
化
へ
の
貢
献
度
に

関
す
る
他
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

認
識
、
（
P
G
M
に
よ
る
用
語
集

と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
利
用
の

有
無
）
 

P
G
M
ス
タ
ッ
フ
、

他
J
I
C
A
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
統

計
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）
 

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

●
 

 
●
 

 



資
料
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評
価
グ
リ

ッ
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評
 
価
 
設
 
問
 

 

重 要 度
 

終
了
時
評
価
 
大
項
目
 

終
了
時
評
価
 
小
項
目
 

判
断
基
準
・
方
法
 

必
要
な
デ
ー
タ
 

情
報
源
 

デ
ー
タ

収
集
方

法
 

プ ロ ジ ェ ク ト 資 料

専 門 家

C
/ P 女 性 省 の 幹 部

C
/ P 女 性 省 タ ス ク

他 の 女 性 省 行 政 官

P
A
T
F

他 の 関 係 省 庁 行 政 官
 

他 ド ナ ー 
他 プ ロ ジ ェ ク ト
 

そ の 他
 

P
G
M
メ
ソ
ッ
ト
は

女
性
省
に
定
着

す
る
か
 

女
性
省
行
政
官
の
認
知
度
、
内
容

に
関
す
る
認
識
、
予
算
の
有
無

女
性
省
行
政
官
の

P
G
M
メ
ソ

ッ
ト
認
知
者
の
割
合
と
度
合

い
、
予
算
 

●
 

 
 

 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
に
お
け
る

女
性
省
内
で
の
役
割
や
位
置
づ

け
は
明
確
か
 

女
性
省
内
で
の
各
局
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
主
流
化
関
連
事
業
の
役
割
、

各
局
の
業
務
分
担
表
 

 
 

 
 

◎
 

ジ ェ 主
 

女
性
省
に
よ
る
ジ
ェ
ン
ダ

ー
主
流
化
の
た
め
の
取
り

組
み
は
協
力
終
了
後
も
推

進
さ
れ
る
か
 

女
性
省

C
/
P
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
終

了
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
た
知

識
・
技
術
を
活
用
で
き
る
だ
け
の

能
力
が
あ
る
か
。
ま
た
活
用
で
き

る
業
務
に
つ
く
の
か
。
 

C
/
P
の
人
事
、
P
G
M
メ
ソ
ッ
ト
の

理
解
度
と
実
施
能
力
、
地
方
分
権

化
の
影
響
は
あ
る
か
？
 

C
/
P
へ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結

果
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
前
後
の

変
化
）
、
P
G
M
メ
ソ
ッ
ト
に
関

す
る
認
識
、
現
在
の
業
務
内

容
と
異
動
の
可
能
性
、
地
方

分
権
化
に
関
す
る
情
報
 

P
G
M
ス
タ
ッ
フ
、

女
性
省

C
/
P
、

他
の
行
政
官
、

J
C
C
 

資
料
レ

ビ
ュ
ー
、

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

●
●

●

 
 

 
 

P
G
M
メ
ソ
ッ
ト
は

関
係
省
庁
に
認

知
さ
れ
受
入
れ
ら
れ
る
か
 

関
係
省
庁
内
の
認
知
（
省
レ
ベ

ル
、
州
レ
ベ
ル
）
 

行
政
官
の
認
知
度
、
内
容
に

関
す
る
認
識
者
の
割
合
、
予

算
 

 
 

 

関
係
省
庁
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ

ー
主
流
化
の
位
置
づ
け
は
明
確

か
 

P
A
T
F
の
位
置
づ
け
や
機
能
、
G
M
A
G

の
位
置
づ
け
や
機
能
、
両
者
の
関

係
性
 

P
A
T
F
と

G
M
A
G
の
メ
ン
バ
ー
リ

ス
ト
、
T
O
R
、
各
活
動
記
録

 
 

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
っ
た
政
策

提
言
は

G
M
A
G
及
び

G
M
A
P
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
か
 

G
M
A
G
と

P
A
T
F
の

関
係
性
、
提
言

の
認
知
度
と
受
入
度
 

P
A
T
F
と

G
M
A
G
の
メ
ン
バ
ー
リ

ス
ト
、
T
O
R
、
各
活
動
記
録
、

G
M
A
G
の
提
出
さ
れ
た
提
言
へ

の
認
識
 

 
 

 

◎
 

ジ ェ 主
 

関
連
省
庁
に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

主
流
化
の
取
り
組
み
の
受

入
れ
態
勢
は
あ
る
か
 

P
A
T
F
メ
ン
バ
ー
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
終
了
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得

た
知
識
・
技
術
を

活
用
で
き
る
だ

け
の
能
力
が
あ
る
か
。
ま
た
活
用

で
き
る
業
務
に
つ
く
の
か
。
G
M
A
G

に
入
れ
る
か
 

そ
れ
ぞ
れ
の
現
在
の
業
務
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
終
了
後
の
予
定
、
G
M
AG

へ
の
加
入
の
可
能
性
の
有
無
、
地

方
分
権
化
の
影
響
は
あ
る
か
？

P
A
T
F
へ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結

果
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

前
後
の

変
化
）
、
P
G
M
メ
ソ
ッ
ト
に
関

す
る
認
識
、
現
在
の

業
務
内

容
と
異
動
の
可
能
性

地
方
分

権
化
の
情
報

 

P
G
M
ス
タ
ッ
フ
、

P
A
T
F
、
G
M
A
G
、

他
の
関
係
省
庁

行
政
官
、
J
C
C

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

●
●

●
 

 
 

 

C
/
P
の
機
材
の
利

用
方
法
は
適
切

か
。
 

 
 

 
 

自 立 発 展 性
 

 
資
機
材
の
維
持
管
理
は
適

切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
 

C
/
P
の
機
材
の
維
持
管
理
は
適
切

か
。
 

供
与
さ
れ
た
機
材
内
容
、
維
持
管

理
方
法
 

機
材
リ
ス
ト
、
維
持
管
理
・

利
用
状
況
報
告
書
 

投
入
リ
ス
ト

P
G
M
ス
タ
ッ
フ
、

女
性
省

C
/
P
、

報
告
書

イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

●
●

●

 
 

 
 

 



資料７ 主要面談記録（面談リスト一覧） 

７．主要面談録 
 

 
1. PGM専門家 
Code 氏 名 役 職 面談日 No 

濱野敏子 チーフ・アドバイザー/ジェンダー情報・統計（長期専門家） 10月27日 

浜野充 ジェンダー援助調整･研修計画/業務調整（長期専門家） 10月27日 

JExpert 

山口綾 ジェンダー政策実施／政策分析（短期専門家） 10月27日 

1 

 
 
2. 女性省C/P幹部 
Code 氏 名 役 職 面談日 No

H.E. Chan Sorey Secretary of State, MoWA/ PGM 
Project Director 

10月24日 2 

H.E. Keth Sam Ath* Director General, MoWA/ PGM Project 
Manager 

なし 
 

MoWA 
Exectives 

Ms. Chhoy Kim Sor* Director of Planning & Statistics Dept/ PGM 
Technical Project Manger 

10月24日 3 

*総局長が病欠中のため、C/Pのひとりである局長に、幹部へのインタビューを実施。 

 
 

3. 女性省C/P、女性省PATF  
Code 氏 名 役 職 面談日 No 

Ms. Te Vouch Lim Deputy Director of Planning & Statistics Dept. 10月25日 4 

Ms. Touch Sarady Deputy Chief of National Reporting, Planning & 
Statistics Dept. (MOLVT担当) 

10月30日 
5 

Ms. Khim Sovanny Deputy Chief of Statistics Office of Planning & 

Statistics Dept (MOC担当) 

10月30日 
6 

Mr. Hong Phoma Chief of Planning and Statistics Dept (MAFF担当) 10月23日 7 

Mr. Hoeurng Sothea Deputy Chief of Statistics Office of Planning and 
Statistics Dept (MIME担当) 

10月22日 
8 

Ms. Long Sophally Staff of Statistics Office of Planning and Statistics 
Dept (MRD担当). 

11月1日 
9 

Ms. Chea Socheata 
 

Staff of Statistics Office of Planning and statistics 
Dept / Secretary of PGM  (MRD担当) 

11月1日 
10 

MoWA 
CP 

All the C/Ps mentioned above 11月6日 
11 

Ms. Khong Sun Eng Director of PDWA of Kampong Cham Province 10月24日 12 PATF 
PDWA 
 

Ms. Leng Sokha Deputy Director of PDWA of Kampong Cham 
Province 

10月26日 
13 

 
 
4. その他の女性省 
 氏 名 役 職 面談日 No 
MoWA 

Other 

Nhean Sochetra Director of Gender Equality Dept/ TWGG事務局／PGE II 11月2日 14 
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5. JCCメンバー／関係省庁のPATFメンバー（省レベル、州レベル） 
Code NAME GMAG Position in the Ministry 面談日 No.

JCC H.E. Ith  Nody Chair Under Secretary of State, MAFF なし  

Ms. Ourng Heng Vice Chair Deputy Director of Administration Dept. 10月23日 15 
MAFF 

Mr. Kiev Sovannara Member Chief of Extension Office, Extension Dept. なし  

PDA Mr. Chheng Nareth － 
Deputy Director of PDAFF, Kampong 
Cham Province, PDAFF 

10月26日 16 

JCC Ms. Khun  Vary Member 
Deputy Director General of Industry Affairs Dept., 
MIME 

10月30日 17 

Ms. Tey Dany Member 
Chief of Investment Office of Industry Affairs 
Dept. 10月23日 18 

MIME 
Ms. Him  Somarong 
 

Member Chief of Cooperation Office of Energy 
Development Dept. 11月7日 19 

PDIME Mr. Suon Dy 
 

－ 
Director of PDIME, Kampong Cham 
Province, PDME 

10月26日 20 

JCC Mr. Ly  Savuth  
Deputy Director General of Adm. & Finance, 
MRD 

10月25日 21 

Ms. Lach Samom Chair Deputy Director of Administration Dept. なし  

Mr.Leap  Samnang Vice Chair
Deputy Director of Human Resource 
Development Dept. 

なし  MRD 
 

Ms. Chhean  Sokhen Member 
Chief of Rural Credit Finance of Economic 
Development Dept. 

10月24日 22 

PDRD Mr. Chea Poly － 
Director of PDRD, Kampong Cham 
Province, PDRD 

10月26日 23 

JCC H.E. Prak Chantha Chair Secretary of State, MoLVT なし  

H.E. Laov  Him Vice Chair Director General of TVET Affair なし  

Mr. Tep  Oeun Member 
Deputy Director General of TVET Affair 
Director of National Competent Standard Dept. 

11月2日 24 

Mr. Men  Socheth Member Director of National Competent Standard Dept. なし  

Mr. An Thaisocheat  Deputy Director of Vocational Training Dept. 10月25日 

Mr. Hearng  Narith  Chief Office of Technical Dept 10月25日 

MoLVT 

Ms. Norng  Kanika Member Deputy Director of TVET Dept 10月25日 

25 

PDLVT Mr. Tuot Bun Long － 
Advisor to Minister, (Former Director of 
PDLVT, Kampong Cham Province) 

10月23日 26 

JCC H.E. Mao  Thora  Under Secretary of State of MOC Deputy なし  

Ms. Proeurng Sarath Vice Chair
Deputy Director General of Adm. & Finance, 
MOC 

10月24日 
11月7日 

27 
19 MoC 

Ms. Sok  Sareth Member Deputy Director of Statistic and Information Dept なし  

PDOC 
Mr. Seand Peng 
Sreang 

－ 
Director of PDC, Kampong Cham 
Province, PDC. 

10月26日 28 

JCC Ms. Heang Seakly 
Vice Chair
Standing 

Deputy Director General of Planning, MOP なし  

Ms. Ouk  Samasathy Member Deputy Director of Economic Statistic Dept なし  MoP 
(NIS) 
 Mr. They Kheam Member 

Deputy Director of Population Census and Survey 
Dept. 

10月24日 29 

PDOP Mr. Chiem Ran － 
Director of PDP, Kampong Cham Province, 
PDP 

10月26日 30 
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資料７ 主要面談記録（面談リスト一覧） 

6. 他ドナー（TWGGメンバーを兼ねる） 
Code 氏  名 役  職 面談日 No
UNDP Anna 

Collins-Falk 
Senior Policy Advisor, MoWA /PGE project, Member, 
TWGG 

10月25日 

11月6日 

31 

32 

UNDP Winta Ghebreab  Programme Officer of PGE/ Gender Focal Point, 
UNDP Cambodia Office, Member, TWGG 

10月30日 
33 

GTZ Susanne Mueller Team Leader for GTZ Promotion of Women’s Rights, 
Member, TWGG 

10月30日 
34 

 
 

7. 他のJICAプロジェクト専門家 
Code 氏  名 所  属 役  職 面談日 No

JICA 
Other 
Expert 

井上俊一 MOP/NIS 政府統計能力向上計画プロジェクト

フェーズ２ 長期専門家（総括/事業所

リスティング I/統計分析 IV） 

11月2日 35 

 
 

8. コンポンチャム州パイロット事業関係者 
Code 氏 名 事業実施省 役 職 面談日 No

Nykim Chhorn Gender Focal Point / Local Trainer 10月26日 

Heng Bunthoeun Local Trainer 10月26日 

Chhum Chhim 事業対象農民男性 10月26日 

KPC 

Pi Srin 

PDA(MAFF) 

事業対象農民女性 10月26日 

36 

 
(官団とコンポンチャム州パイロット事業関係者の協議) 

Code 氏 名 役 職 面談日 No
Ms. Leng Sokha Deputy Director, Provincial Department of Women 

Affairs (PDWA), Kampong Cham Province / 
Member of PATF 

11月8日 

Mr. Chiem Ran Director, Provincial Department of Planning (PDP), 
Kampong Cham Province / Member of PATF, MoP / 
Member of Gender Mainstreaming Action Group 
(GMAG, MoP) 

11月8日 

Mr. Suon Dy Director, Provincial Department of Industry, Mines, 
& Energy (PDIME), Kampong Cham Province / 
Member of PATF, MIME 

11月8日 

Mr. Seand Peng 
Sreang 

Director, Provincial Department of Commerce 
(PDC), Kampong Cham Province / Member of PATF, 
MoC 

11月8日 

Mr. Chea Poly Director, Provincial Department of Rural 
Development (PDRD), Kampong Cham Province / 
Member of PATF, MRD 

11月8日 

Mr. Tuot Bun 
Long 

Director, Provincial Department of Labor and 
Vocational Education and Training (PDLVT), 
Kampong Cham Province / Member of PATF, 
MoLVT 

11月8日 

KPC 

Mr. Chheng 
Nareth 

Deputy Director, Provincial Department of 
Agriculture, Forestry, & Fishing (PDAFF), 
Kampong Cham Province / Member of PATF 

11月8日 

37 
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Code 氏 名 役 職 面談日 No
Ms. Leng Sokha MOLVTパイロット事業最終受益者 11月8日 

Ms. Ghahany Ms. Sokhaの起業支援者 11月8日 
38 

Ms. Phan Pang MRDパイロット事業担当Gender Focal Point 11月8日 39 

Mr. Yan Nolu MRD パイロット事業最終受益者 Village Chief, 
Trobos Village, Srolok Commune (Village 
Development Committee -VDC member) 

11月8日 

Ms. Phorn Kien MRD パイロット事業最終受益者 Vice Village Chief, 
Trobos Village, (VDC member & borrower) 

11月8日 

Ms. Nol Sa Vien MRDパイロット事業最終受益者 VDC member 11月8日 

Mr. You Von MRDパイロット事業最終受益者 VDC borrower 11月8日 

40 

Ms. Sanny Krocharu Village, Vihea loung commune (キャッサバ

農家) 
11月8日 

Mr. Iat Hong MIME パイロット事業最終受益者 Thmor Pech 
Village, (キャッサバ農家) 

11月8日 

Ms. Ngib Yon MIME パイロット事業最終受益者 Thmor Pech 
Village, (キャッサバ農家)  

11月8日 

41 

Mr. Ouk Kai MoC パイロット事業最終受益者 
Village Chief, Makara Village, Boskhnor Commune, 
Chamkar Leu district 

11月9日 

Ms. Chhing 
Sophet 

MoC パイロット事業最終受益者 
Information Dissemination Officer, Speu Commune 

11月9日 

Ms. Dim Oun Bos MoC パイロット事業最終受益者 
Gender Focal Point, Makara Village, Boskhnor 
Commune(農民)  

11月9日 

Mr. Ong Munny MoC パイロット事業最終受益者 
Tong Krom Village(農民)  

11月9日 

Ms. Peng MoC パイロット事業最終受益者 
Meas Village, Speu Commune(農民)  

11月9日 

Ms. Va Kim Sab MoC パイロット事業最終受益者 
Svay Tiab Commune(農民)  

11月9日 

42 

Mr. Hem 
Kinchecen 

MAFF パイロット事業最終受益者 
Village representative, Viel Village, Samrong 
Commune 

11月9日 

Ms. Nykim 
Chhorn 

MAFFパイロット事業最終受益者 
Gender Focal Point / Local Trainer on rice 

11月9日 

Ms. Heng Narenn MAFFパイロット事業最終受益者 
Local Trainer on pig raising 

11月9日 

Ms. Mut Sengly MAFFパイロット事業最終受益者 
Local Trainer on pig raising 

11月9日 

Mr. Keo Van Heng MAFFパイロット事業最終受益者 
農業･ジェンダー研修受講者 

11月9日 

Mr. Meas 
Chansitha 

MAFFパイロット事業最終受益者 
農業･ジェンダー研修受講者 

11月9日 

Mr. Sang Ky MAFFパイロット事業最終受益者 
農業･ジェンダー研修受講者 

11月9日 

Ms. Long Hong MAFFパイロット事業最終受益者 
農業･ジェンダー研修受講者 

11月9日 

KPC 

Ms. Noun 
Kunthea 

MAFFパイロット事業最終受益者 
農業･ジェンダー研修受講者 

11月9日 

43 
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9. 終了時評価協議 
 

アジェンダ 面談日 No
調査団員JICAカンボジア事務所表敬 10月17日 44 

合同調査団結成に向けた女性省との事前打合せ 10月19日 45 

終了時評価調査団対処方針会議 11月1日 46 

日本カンボジア合同評価調査団協議 11月 6日 47 

日本カンボジア合同評価調査団ミニッツ協議 11月12日 48 

調査団のJICAカンボジア事務所報告 11月13日 49 

調査団の在カンボジア日本大使館報告 11月13日 50 

帰国報告会 11月30日 51 

 



資料７ 主要面談記録 

（面談票No.１ 日本人専門家） 
日 時 2007年 10月27日(土) 13:00～18:30 

場 所 濱野敏子長期専門家自宅 

訪問機関名 PGMプロジェクト 

面談者 濱野敏子長期専門家（チーフ・アドバイザー/ジェンダー情報・統計）、PGMプロジェクト 
浜野充長期専門家（ジェンダー援助調整･研修計画/業務調整）、PGMプロジェクト 
山口綾短期専門家（ジェンダー政策実施／政策分析）、PGMプロジェクト 

出席者 コンサルタント：本間（記録） 

収集資料  

 
(妥当性） 
 日本の知識体系や経験の活用 
主に、ジェンダー主流化、ジェンダー統計分野において、短期専門家、内閣府のセミナー実施などによる知識や経験の

共有、NWEC（国立女性教育会館）によるセミナーや研修の実施、大学教授（東大、大沢真理先生）による講義など

により、日本の知識体系や経験が活用された。 
日本が支援する意味として、同じアジアの国ということで、文化や価値観で共有できる部分が多いことがあげられる。

ほかには、ジェンダー分野の国際協力の一環として、お互いのジェンダー主流化の経験を学びシェアしあう意味があっ

た。この点では、プロジェクトとして、ホームページでの情報公開や、専門家が日本に帰国した際の報告会の開催をオ

フィシャルな活動として実施。活動を通じて、内閣府との関係性は構築できている。ほかに個人として、勉強会や大学

の講義などでシェアを行ってきた。しかし、オフィシャルな活動として、もっとJICAのほうに情報共有の場を設定し

てもらえたらよかった。何より、国内支援委員会がプロジェクトで設立されなかったために、同分野の専門家とのネッ

トワークが弱まったように思われる。 
ただ、プロジェクトは段階を追って実施するアプローチを採用しており、途中の段階でシェアするものが少なかったの

も事実だ。 
 
 プロジェクトのアプローチの選択の妥当性 
女性省と能力強化を通じた行政におけるジェンダー主流化メカニズムの構築という選択は、妥当だったと思う。行政に

働きかけたことは大きいと思う。実際に、マネージメントレベルを対象に働きかけたことで、今後期待されるインパク

トが大きい。通常の事業実施では、村レベルへの裨益のみで、終了後は終わってしまうかもしれないが、マネージメン

トレベルに働きかけたことで、政策へ結びついた。また周囲への普及の効果も高く、波及効果、裨益効果ともに高い。

ジェンダー主流化という意味では、（プロジェクトの対象者たちは）今後事業が実施される場合の決定者たちでもあり、

（彼らの働きかけにより）ジェンダー主流化関連の事業に予算がつくことも、期待できる。 
また、中央省庁だけでなく州レベルも巻き込んだことで、最終裨益者である農民たちの現状に即した活動や政策提言を

作成することが可能になった。 
他のアプローチとしては、GMAPのような各省のジェンダー戦略を、先に整備してから、PGMのような活動を実施す

るのがよかったのではないかと思われる。今後の（ジェンダー主流化メカニズム構築のための）アプローチとして、構

築したメカニズムを活用していくためにも、GMAPの見直しが必要になると思う。UNDPがコンサルタントを雇用し

て、レビューは行った。 
 
 女性省と関係省庁の行政官をターゲットにしたのは、妥当だったと思いますか？ほかに考えられるターゲットは

いましたか？ 
上記のように、プロジェクトの目的を達成するうえで、行政官を対象にしたのは妥当だった。関係省庁の数として、6
省（事業実施は5省）は、多少多かったように思う。 
 
 女性省C/PとPATFの選考方法は適切だったと思いますか？ 
多少問題があったように思う。当初、PATF選考にあたり、各省の名簿から推薦者を選考したが、関係省庁へ依頼する

際には、先方の決定が尊重される形になった。選定条件として、Director、若しくはジェンダー関連の活動をしている

職員などをあげたが、各省内でジェンダーに関する先入観や偏見があり、業務内容を考慮せず、安易に女性が選ばれた
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省もある。本来は、今後の波及効果も考慮し、各省の技術部門や計画部門の担当者に参加してほしかったのだが、（上

記の理由により）安易にAdminセクションの担当者などが選出された例もある。 
 
（有効性） 
 政策提言について 
（政策提言が）実現される可能性はあると思う。そのために、もう少し理解促進の活動が必要である。例えば、女性省

と GMAG への（提言内容の）説明である。さらに、（提言内容に関して）各省からのフィードバックを受け取り、結

果をプロジェクトから大臣に報告し、大臣から政策提言実現に向けてのレターの提出をお願いすることが考えられる。 
 
 PGM Methods マニュアルについて 
マニュアルは、女性省のC/PやPATFには既に受入れられている。 
 
 プロジェクト目標を達成するために、ほかに必要だったと思われる成果や活動 
妥当性での回答のとおり、各省のジェンダー視点に関する活動戦略作成を先に作成してから、PGMメソットへの取り

組みを開始する必要があったようにも思われる。 
活動内容において、多少、プロジェクト目的達成に直接的にかかわらない活動や、手法を間違えたものがあった。また、

プロジェクト開始当初に実施した基礎研修は、研修ニーズに基づいて実施されたものではないため、多少無駄があった。 
 

 この5年間の政府のジェンダー主流化政策の影響（TWGGの設立やGMAGの結成） 
活動期間中に、NSDPにジェンダー視点が入ったこと、当初からRectangular Strategyに入っていたことは大きい。

新政府ができて、ジェンダー平等局が設立されたことは、プロジェクトが計画統計局を既にC/P にしていたことから、

ねじれ現象が生じてしまった。TWGGとGMAGの設立はプラスに働いた。 
TWGGへのプロジェクトからの貢献は、資金（事務作業や機材、会議費で、毎回約380ドルずつ）、ロジ（招待状の

配布）、サブ（アジェンダの検討、各委員会・グループへの積極的参加）、主催者であるJICA事務所との連携作業。今

後の主な課題は、ジェンダー主流化フレームワークの作成とFare Share For Womenのアセスメント。 
 
 その他のプロジェクト目標達成の貢献要因と阻害要因 
ジェンダー主流化の取り組みに対して、国全体で、政府の政策策定やドナーの支援の両方に、追い風が吹いており、貢

献要因となった。 
 
（効率性） 
 ターゲットグループの能力向上について 
（PATFのなかで）州レベルのPATFは、ジェンダー主流化を理解し、男女のニーズや問題点の違いについて十分に理

解したと思う。また女性局のPTAFは、ジェンダー主流化を促進するうえでの、自分たちの役割を把握し、他の関係省

庁へどのように働きかけていくか、能力向上とともに学んだと思う。 
女性省の C/P のなかで、特に新しく入った 3 人は、事業実施を通じて、自信を得、きちんと意見を述べたり、積極的

に事業実施にかかわるようになった。 
 
 パイロットプロジェクト実施を通じた能力強化 
行政官たちが、事業を実施を通じて、対象となっている人々（農村部の人たち）を注目し、その声を聞いて業務を実施

する重要性を学んだと思う。 
 
 TWGGへの貢献 
TWGG は、政府から設立するという案がもちあがってきた。当初はドナーのためのミーティングのような位置づけで

あったため、UNDP、JICA等のドナー側のアドバイザーが会合をもち、活動計画を相談。結局、ドナーためのミーテ

ィングではなく、大臣に議長となってもらい、JICAの所長等も参加して第1回の会合がもたれた。その経緯から、当

初はドナー側から作成してあげていたアジェンダが、大臣が作成して、ドナーに降りてくる形になった。 
TWGG の設立自体により、ジェンダー主流化の体制が構築されたといえる。ジェンダー主流化の促進にとっては大き
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な貢献要因であり、PGMプロジェクトの活動においても、ネットワークの強化という意味で、目的達成に貢献してい

る。 
 
 GMAG設立の影響 
TWGGの設立とGMAGの設立には、プロジェクトは直接に関係しているわけではない。GMAGの設立は、既存のジ

ェンダーフォーカルポイントの制度が機能しないことから、更に強化したものを設立するようにという考えのものと、

UNDPやPGEプロジェクトが提案した。設立を検討する会議にはPGMからも参加（当時のリーダー）があった。 
GMAG の設立は、直接に、現在実施中の活動との関連はないが、プロジェクトで構築したメカニズム（PGM メソッ

ト）の受け皿になるものだと思う。そういう意味で効果的であった。 
 
 PATFとGMAGの関係性 
GMAGが設立した際に、各ドナーが、それぞれが支援の対象としている既存のジェンダープロジェクトのC/Pやメン

バーたち（PGMの場合はPATF）を、GMAGのメンバーに取り込むように、働きかけをした。さらにCNCWのメン

バーも取り込むようにし、ジェンダー視点に立った取り組みを行う関係者の一本化をめざした。 
 
 NGOとの連携 
連携のための努力はした。特に、州でのパイロット事業実施の際には、現地のNGOを訪問し、共同で事業を実施する

ためのコーディネーションを行ったが、事業開始の直前に州の関係局からの猛反発があり、取りやめることに。 
中央省庁レベルでは、JCC に NGO が 2 団体加盟しており、アドバイザー的な役割を期待したが、結局そこまでは機

能しなかった。GAD-C（ローカル NGO）には、プロジェクトが開始当初行った研修時にはすべて参加をしてもらい、

知識や情報のシェアを進めるようにしていた。しかし、事業実施段階にはいってからは、成果品のシェア等をするのみ。

しかし、現在も、内閣府の担当者によるセミナー等には、NGO や他の省や局、他ドナーも招待して、知識の共有を行

っている。 
 

 JCCの機能 
JCCは機能していると思う。活動内容を承認してもらい、今後の活動へのアドバイスをもらうのが目的である。PGM
では、関係省庁の代表として、プロジェクトが作成した事業計画案や、政策提言の承認の役割も、女性省とのネットワ

ークづくりとして機能した。 
 
 本邦研修について 
ジェンダーに関する研修はプロジェクト目標達成に貢献したと思う。成果品の作成にも直結した。 
 
 プロジェクトのマネージメントや関係者間のコミュニケーション 
良好。しかし、プロジェクトでは支援委員会が設立されなかったために、ネットワーク構築のための橋渡しや、問題等

が生じたときの専門的インプットをお願いする受け皿がなく、不便であった。一方、JICA との関係は良好で、カンボ

ジア事務所だけでなく、社会開発部も積極的に理解してくださっている。 
スタッフミーティングは毎週月曜日の10～12時まで開催している。主に、先週の活動内容の報告と今週の活動予定に

ついて確認。特に大きな活動（今回の終了時評価など）がある際には、特にそれについて話し合いを行っている。 
 
 投入（専門家、C/P、予算、研修等）のタイミングと量 
専門家の投入に関しては、ジェンダー政策実施、政策分析専門家が、短期で断続的に採用される状態になっているが、

パイロット事業実施にマイナスに影響した。パイロット事業実施中は、継続的にモニタリングが行われる必要があり、

また事業として途中で止められない内容（例えば評価調査）などもある。プロジェクトの他の専門家（チーフリーダー

と業務調整員）で穴を埋めるように努力はしたが負担になった。そのため、この分野の専門家は長期で派遣されるべき

だった。 
また、短期専門家などコンサルタントの公示に関しては、一度で採用できないことも考慮して、もっと前倒しに公示を

かけてほしい。また、短期専門家に関する要望を、かなり早く提出していたにもかかわらず、ぎりぎりに公示が出され、

結局採用できなかった例があった。 
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C/Pの投入としては、述べ21人が採用された。5省による事業実施時には、現在の8人は妥当だった。 
プロジェクトは、特に中間評価以降、とても効率的に事業を実施した。しかし、前半、事業計画に無い、海外研修（ニ

ューヨークやインドネシア）の実施や、当初の計画を大きく上回る本邦研修への投入が行われ、後半のプロジェクト予

算を圧迫した。 
 
（インパクト） 
 上位目標は達成の促進要因、阻害要因 
GMAG の機能が強化されること、女性省の職員の能力がこれからも向上し続けることが、促進要因となる（外部条件

とも考えられる）。 
 
 ジェンダー主流化推進への地方分権化の影響 
法律が計画省で作成されているが、まだ内容や実施の時期は公開されていない。ただ、地方分権が進んだ場合、地方レ

ベルの職員の能力のには問題がある。例えば、現行のコミューンの開発計画では、ジェンダー視点に立った取り組みと

は、ジェンダー研修を実施することで、事業実施における主流化ではない。そのために、プロジェクトとして能力強化

に取り組むことは意味がある。 
 
 関連省のジェンダー関連事業の予算化の見込み 
各省ではGMAPへの予算を得るための働きかけを行っている。しかし、GMAPのなか、ジェンダー視点に立った事業

といった項目はなく、現状のGMAPのままでは、研修実施などのみの予算化になると思う。 
 
 ジェンダー主流化の推進の継続 
NSDPには、2004年より、ジェンダー主流化に関する内容がはいっている。今後女性省が、どのようにモニタリング

に取り組むかが、課題になっている。モニタリングは、本来、PGMのC/Pである計画統計局の業務であるが、現在は

PGEの活動に含まれており、PGEのC/Pであるジェンダー平等局が行っている。しかし、あまり進歩がみられない。 
CMDGは、既にセクターごとに目標が設定されており、関係省庁の活動に組み込まれている。 
 
 女性省へのインパクト 
女性省のC/Pたちの仕事ぶりは、PGMの活動を含め、大臣等女性省幹部に非常に高く評価されている。 
女性省内の横のつながりは弱いが、プロジェクトで向上させた能力を活用して、州の女性省職員や、女性省内の他の局

の職員たちに、PGMの女性省のC/Pたちが、女性省の予算で研修を実施した例がある。 
また、事業実施のために採用した、フルタイムスタッフは、ジェンダー概念を十分に理解しており、プラスのインパク

トとなっている。 
 
 女性省職員と女性局の職員の関係性の変化 
PDWAは能力を向上しており、ジェンダー研修などを実施している。 
 
 C/Pによって引き起こされた波及効果 
自発的ではないが、GTZの活動の一環の研修に、講師としてC/Pが呼ばれた例がある。 
 
 関係省庁への影響 
PATFから、GMAGのメンバーへ、プロジェクトによって得た経験のシェアや働きかけが行われている。 

 
 PATFメンバーによって引き起こされた波及効果 
上記、GMAGの例。 
 

 他ドナーへの影響 

女性省内には、UNDPに支援され、ジェンダー主流化に取り組むPGEというプロジェクトがあるが、PGMプロジェ

クトとは相互に経験を学びあう関係にある。PGEは（ジェンダー主流化の）フレームワークをつくっており、GMAG
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の支援などと行っている。PGMは事業実施を行っており、相互に補完できる。 
また、GTZ の職員が、人材育成分野での、PGM の女性省側の C/P への効果の高さを評価し、実際に、彼らのプロジ

ェクトの研修に、PGMのC/Pが講師として招かれ、講義を実施した。 
 
（自立発展性） 
 女性省のC/PとPATFメンバーによるプロジェクト活動の継続や活動 
ほとんどの女性省C/PやPATFは、プロジェクト終了後もそれまでの職務に戻る予定。 
 
 供与された機材は適切に維持管理されているか？ 
主に、車とコンピューター。現在は適切に維持管理されている。管理には費用がかかるにもかかわらず、女性省には予

算がない状況である。 
 

所 感 
多くの項目に、協力的に回答いただいた。 
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（面談票No.２ 女性省C/P幹部 副大臣） 
日 時 2007年10月24日(火) 17:40～19:15 

場 所 MoWA New Building、副大臣室内 

訪問機関名 Ministry of Women’s Affairs (MoWA)  
面談者 H.E. Chan Sorey,  Secretary of State（副大臣）, MoWA／PGM Project Director  

出席者 プロジェクト：Lim、コンサルタント：本間（記録）、通訳：Seug An 

収集資料 CMDGブックレット 

 
 プロジェクトとの関係性 
2004 年の新政府になって以来、現職。2005 年の後半にプロジェクトダイレクターになった。2008 年に 3 年の職務が

終わるため、その後は今のままの立場に残るのかは分からない。 
 
 プロジェクトのアプローチは、カンボジア政府の政策やニーズに合っていたか？ 
PGMプロジェクトは、カンボジアのジェンダー政策を作成するうえで、非常に重要であった。そもそも、ジェンダー

主流化は、Rectangular Policyに含まれており、すべての関連省庁の政策はジェンダー視点に立って作成されなくては

ならないと明記されている。PGMは、関連省庁の政策にジェンダー視点がはいり、ジェンダー主流化かなされるため

の取り組みを行ってきた。PGMプロジェクトは小さいが、政府の政策へのジェンダー主流化へ貢献をした。例えば、

事業実施を通じて多くの女性たちの状況を改善した。これは、以前は（行政官たちが）女性たちの状況を理解していな

かったのが、プロジェクト活動を通じて、ジェンダー視点に立った政策に基づいて計画したおかげだ。 
 
 C/Pの選択は妥当だったか？ 
女性省は、プロジェクトを通じて、知識や情報を深めた。例えば、経済統計局において、ジェンダー状況を理解し、統

計を準備し、女性の参加についての情報を収集した。このプロジェクトはジェンダー統計をたくさん活用しているため、

計画統計局の選択は適切だった。他の局は、UNDP のPGE など、他のプロジェクトに従事していた。PGE はどちら

かといえば国家戦略の作成に取り組んでおり、PGMメソットなどのPGMプロジェクトの取り組みとは違う。 
 
 PGMメソットについて 
PGMメソットは、厳しくひとつひとつのステップが決められており、それぞれがコミュニケーションと協力の下に実

施された。このコミュニケーションは縦軸横軸ともにあり、女性省と関係省庁とのネットワークの構築に貢献した。 
（PGM メソットを通じて）作成された政策提言の内容はよいと思う。しかし、プロジェクトは小さく、1 つのフェー

ズでは提言内容の実現まで結びつけるのは難しい。今後、国家規模で実施できたらもっとよいと思う。これをフェーズ

Ⅱでカバーできたらいい。関係省庁へ提出された提言は、JCCによってAcceptされている。提言内容については、最

初理解が難しかった人もいたようだが、説明すると、提言やプロジェクトの内容と価値を理解し、プロジェクト自体の

継続を望むようになっている。もともと各省の大臣が PATF を任命しているため、各省の大臣は PATF の活動（提言

を）受入れるはずだ。MoWA の大臣は、第 2 フェーズでは、経済的エンパワーメントとして、商業分野や女性企業家

への支援を行う旨をJCCミーティングで提案していた。 
PGMメソットもマニュアル、実際の実施と経験を基に作成されているため、非常によいと思う。女性省のC/Pたちも、

これを活用できると思う。 
 
 TWGGとGMAG 
TWGは現在19設立されている。TWGGは、すべての関係省庁で、政策にジェンダー視点がはいるように、法的支援、

コミュニティワーク、女性の保護、DV、トラフィッキング、健康、経済的支援、などをテーマ別に活動している。TWGG
は（参加者の多くが）マネージメントレベルである。GMAG には、副大臣レベルが参加している。PATF はほぼ全員

GMAGのメンバーにもなっている。PATFとGMAGの両者のコミュニケーションも良好。 
PATF メンバーはGMAG メンバーにもなっており、2 つのグループのメンバーが、相互にお互いに助け合い、情報や

経験をシェアしていく関係にある。情報共有はできると思うが、事業の実施となると、知識があっても予算の実現が関

係で難しい。 
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 NGOの役割 
政府への支援、特に村レベルの支援において、NGOの支援は重要である。JCCにはNGOメンバーが入っている。 
 
 本邦研修 
2005 年にジェンダー平等研修に参加している。主に、シンポジウムへの参加、女性センター訪問、セクターごとのジ

ェンダーイシューの議論、シェルターへの訪問を行った。日々の業務では、日本から学ぶところなどを他の同僚にシェ

アしている。 
 
 ジェンダー主流化への女性省の取り組みについて 
女性省のミッションは、ジェンダー主流化である。CMDGに関しては、取り組みとしては、CMDGに最初から含まれ

ており、セクターごとにターゲットと取り組み内容が決められている。ジェンダー平等の取り組みは、貧困削減のため

にもとても重要である。2000 年よりドナーと政府の予算で実施されている。各関係省庁がセクターのイシューに取り

組み、全体の監督を、ジェンダー平等局が行っている。PGMのC/Pの計画統計局は、統計分野で活動をしている。 
 
 女性省C/Pの変化 
（プロジェクト活動を通じて）女性省C/Pの能力は、だいぶ強化された。以前は、ジェンダーについてもあまり理解し

ていなかったが、現在は中央レベル、地方レベルともに、理解が深まったと思う。 
 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
所 感 
プロジェクトの活動の詳細には、あまり関与していないと思われるが、プロジェクトの方向性や成果品に、好意的な印

象をもっていた。 
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（面談票No. 3 女性省C/P幹部 局長） 
日 時 2007年10月24日(火) 17:40～19:15 

場 所 PGMプロジェクトオフィス 

訪問機関名 MoWA Department of Planning and Statistics/ PGMプロジェクト 

面談者 Ms. Chhoy Kim Sor, Director of Planning and Statistics Dept / PGM Technical Project Manager
出席者 コンサルタント：本間（記録）、通訳：Seug An 

収集資料  

 
 役職とC/Pに選ばれた経緯 
2003 年の開始以前から日本との関係がある（2002 年に本邦研修に参加）。2003 年のプロジェクト開始時から参加。

当時から現職の局長の身分。プロジェクト終了後もそのまま残る。 
 
 プロジェクトの活動や学んだこと 
PGM の活動のなかで、ファシリテーターとして PGM のすべてのステップに参加し、情報収集、不足情報の調査、

事業の決定と計画作成、事業実施、モニタリング評価、政策提言の作成のすべてのプロセスに参加し、その手法を学

んだ（PGM の活動を詳細に述べたが、ここでは割愛）。政策提言を書くという作業（事業の教訓を抽出し、政策提

言の案を作成したあと）は、日本人の専門家が行っており、自分で行う自信がないが、それ以外にステップはすべて

自分で行う自信がある。すべての活動を実施する前に、PGMでは必ず研修を行ったため、前もって手法を習得して

から活動にはいることができたことがよかった。女性省のC/PやPATFもほとんど全員が、PGMメソットを自分で

実施する能力を得たと思う。しかし、一部のPATFメンバーは、業務が多忙であまりプロジェクト活動に参加できな

かった。C/Pたちは、同僚などほかの人に、PGMメソットに関する技術を教える能力も（政策提言を書く手前まで

のプロセス）得ていると思う。実際に自分を含めた女性省C/Pたちは、7月に、シアヌークビルにおいて、州の女性

局員全員とWIDセンターを対象に、PGMメソットについてワークショップを実施する機会があった。自分は、PGM
に参加する以前はジェンダーアドボカシーのマスタートレーナーだった（ため、人に教える技術はもっていた）。こ

れらのステップ（PGMメソット）のほかに、ワークショップをファシリテートする能力も改善した。 
 
 プロジェクトが採用したアプローチの有効性 
PGMメソットは、ステップごとの作業が非常に厳しく詳細に決められている分、それを追っていくと、簡単にプロ

ジェクトを実施することができる。特に、他の人に普及をしていくことも容易である。作成したマニュアル（PGM 
Methods マニュアル）も有効である。実際に部分的に活用した経験も既にある。ほかのプロジェクトは、よいアプ

ローチを採用しても、プロジェクトが終了すると何も手法や技術が残らないことが多いが、PGMではこのマニュア

ルのおかげで、プロジェクト終了後も手法（メソット）が残り、普及していくことが可能になった。事業実施を通じ

て政策提言を作成する手法に関しても、厳しく定められた手法を追っていくことで、適切に事業を実施することがで

き、その経験を通じて得られた実際の証拠を基にしているので、とても有効な政策提言を作成することができる。そ

のため、とてもよいアプローチだと思う。 
 
 ターゲットの選択は妥当だったか？ 
妥当だったと思う。女性省の計画統計局の選択は、この局が政策を作成している局であること、他の局が時間的かつ

能力的に難しかったことから妥当である。実際計画統計局の C/P たちは自分の通常業務と両立させつつ、非常に勤

勉に働いていると思う。関係省庁の選択としても、事前にMoWAで政策をチェックし、特にジェンダー視点に立っ

た政策のある省を探し、それを基に行っているので、適切であると思う。JCC は、関係省庁において決定権のある

人を選考。PATFの選考には局長か副局長以上のレベルであること、若しくは、ジェンダーフォーカルポイントでジ

ェンダーについて各省で取り組んでいる人、という指示を出し、おおむね受入れられたと思う。 
 
 プロジェクト計画について 
プロジェクトは、プロジェクト計画が作成されてからも、スタッフ間で成果や問題にして十分に話し合いがなされて

おり、特に漏れている活動等はない。専門家、C/P、研修といった投入の量やタイミングはよかったと思うが、予算

に関しては、カンボジアのような経済状態の国では、高度インフレの危険性があるため、もう少しフレキシブルな予

算繰りができたら、非常に助かる。その点が多少大変だった。活動のタイミングについては、（期間が）5 年間と長
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いが、本件のように能力向上を進めるには、研修等に時間がかかるため、適切だったと思う。その点を（JICAには）

ご理解いただきたい。機材等は、プロジェクトオフィスのコンピューター等のオフィス器具はすべてJICAの供与品

である。投入量もちょうどよく、維持管理も適切に行われている。 
 
 プロジェクト目標達成の阻害要因、貢献要因 
本プロジェクトにおいては、関係省庁とのネットワークがとても重要であり、総局長が、そのネットワークの維持の

ために力を注いでいた（彼女は現在病気休暇中）。また、日本側からの技術的、予算的な大きな貢献があった。日本

側として、特に大使館や JICA の事務所、JICA 本部との協力が必要不可欠であり、重要だった。特に、JICA 本部

はジェンダー平等を推進しており、本プロジェクトへの支援も、とても大きかった。 
ジェンダー主流化の促進においては、首相の支援が大きかった。首相が公式にジェンダー主流化を推し進めるよう各

省へ通達を送っており、実際に、Rectangular StrategyやNSDP、Neary Rattanakに明記されるようになったこ

とが、非常に大きい。 
 
 TWGGとGMAGについて 
TWGG をプロジェクトが支援していたのは知っている。日本と UNDP が、毎回交代で開催をファシリテートして

おり、日本側はPGM が支援している。TWGG は情報シェアとコミュニケーションの場であり、おかげでPGM の

活動や成果についてシェアをする機会を得、PGMの活動は有名になっている。 
GMAG については知っているが、（活動内容に関しては）あまり詳細には知らない。MoWA から関係省庁に、設立

するよう働きかけがなされたものであり、PGM やPATF の活動と重複したりするはずがない。PGM は、関係省庁

のセクター政策について、分析から事業実施までの活動をするものである。一方、GMAG は全関係省庁のための計

画（Strategic Plan）をつくるものであり、役割が全然違う。PATF がGMAG メンバーになることで、ジェンダー

主流化のための活動を継続することはよいことだと思う。PATFでの経験をGMAGメンバーにシェアすることはで

きるのではないかと思うが、あまりよく分からない。 
 
 JCC 
JCCはプロジェクトをファシリテートするツールであり、1年に1度の会議での活動報告を通じて、プロジェクト活

動の内容をシェアし、計画どおりに行われているかチェックし、（行われていない場合）軌道修正する役割がある。

JCC は各省の決定権のある職員がなっており、JCC の会議が行われる前に、活動内容について事前の打合わせ等を

することによって、彼らのPGMの活動を十分に理解を促進することが、とても重要である。その点で、今回の会議

（10月22日に今年度分が開催された）のように、JCCは機能していると思う。 
 
 政策提言について 
関係省庁に提出された政策提言は、既に JCC は受入れており、彼らから各省の大臣に提出されている。実際に受入

れられるかは、分からない。自分たちが今後取ることができる行動としては、首相に理解を促し、首相から各省への

支持をしてもらうようにすること。また、MoWAとしては（内部で）理解促進を勧め、Council Ministerに理解し

てもらうことで、首相への働きかけを行ってもらうことが、考えられる。 
 

所 感 
 
女性省幹部へのプロジェクトの包括的質問と、C/Pの1人への活動内容の詳細についての、両方の質問をすることに

なり、とても長いインタビューとなってしまった。通訳の関係もあると思われるが、質問内容への理解はあまりよく

なかった。活動内容については、ほぼ100％の回答があり、能力向上が行われたことが判断できた。一方、プロジェ

クトの方向性といった包括的質問については、あまり考えが及んでいないようだった。女性省全体のジェンダー主流

化に関する方向性についても、あまり答えられなかった。GMAG について、限られた知識しかもっていなかった。

ただ、誠実にひとつずつ答えようという姿勢に、好感をもった。 
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（面談票No.4 女性省C/P Lim） 
日 時 2007年10月25日(木) 9:50～11:10 

場 所 MoWA New Building、PGMプロジェクトオフィス内 

訪問機関名 Ministry of Women’s Affairs(MoWA) /PGMプロジェクト 

面談者 Ms. Te Vouch Lim, Deputy Director of Planning & Statistics Dept./ PGM Staff 
出席者 コンサルタント：本間（記録） 

収集資料  

 
 C/Pに選ばれた経緯 
2003年の7月より。プロジェクト開始の少しあとから参加。当時はChief of Credit Office だった。当初自分の上司だ

ったDirectorが任命されたが、多忙だったため、（当時のPGMのチーフリーダーであった）鈴木リーダーが大臣に懇

願して、自分がプロジェクトに参加することになった。PGM 開始当初は、女性の経済開発を担当する部署として、

Economic Development DepartmentとPlanning and Statistics Departmentの2局がC/Pだった。2005年に現職に

昇進した。その前はAgricultural QualityプロジェクトのC/Pだったが、その終了を待って、PGMに参加。 
 
 政策提言について 
関係省庁にとってとてもよかったと思う。作成したのはMoWAとPATFメンバーだが、すべて実際の経験と活動を基

にして作成されている。提言を実際に書くのは大変だが、内容は、関係者で議論をしていくうちに、自然にまとまって

くるので、自分たちだけでもできると思う。 
JCC たちは、提出された政策提言を受入れ、今後更に事業が継続されるか、若しくは今回の事業の経験がモデルケー

スとして活用されることを期待している。サブJCC（関係省庁別の会議）で話し合った限りでは、多くの提言内容が、

既存のプロジェクトや政策に関係しているものであり、そのなかに提言を取り込めるような内容にしたため、実際に実

現に結びつくと思う。 
 
 パイロット事業の実施を通じた活動について 
とても効果的だった。パイロット事業を通じて、中央のPATFと女性省のC/Pだけでなく、州レベルの各局、さらに、

村レベルのジェンダーフォーカルポイントやLocal Authority、ターゲットとなった農民など、中央省庁からグラスル

ーツレベルまで、能力向上を行うことができたからである。この能力向上には、PGMメソットの各ステップの実施の

能力だけでなく、関係省庁やNGOとのネットワークの強化が含まれている。 
 
 プロジェクトのアプローチの有効性について 
アプローチは、私たちにとって有効だった。通常、目に見えないジェンダーイシューの分析までは行わない。しかし、

PGMではそれを行ったために、関係省庁からの参加者にとって、ジェンダーイシューの理解やその取り組み方法が明

確になった。さらに、PGMのアプローチは、他のアプローチに比べてとても明確であり、（PGMメソットは）ステッ

プごとに詳細な指示があり、分かりやすく使いやすかった。 
女性省としては、他のアプローチを選択する方法もあったかもしれないが、他のアプローチの経験は省内でシェアをし

あえばいい。 
また、関係省庁に関しては、PATFメンバーだけでなく、もっと多くの職員たちに研修を実施してほしかったという声

がある。例えば、PATFに対して、オンザジョブトレーニングでなく、TOTトレーニングをしてくれたら、PATF以外

の職員への研修が可能になったのではないかという声もある。実際、PGMでは、2005年の事業実施の前に、PATF以

外の各関係省庁の職員を 25 人ずつ集めてワークショップを実施したのだが、このワークショップのインパクトもみら

れている。また、PCM を活用しながらジェンダー視点に立った事業計画をつくる（まさしくPGM ジェンダープロジ

ェクトマネージメント。笑）ことが可能だ、という声もある。 
 
 TWGGとGMAGについて 
TWGG は、2004 年に設立された。首相のフンセン氏の指示により、各TWG が設立され、（そのなかで）ジェンダー

主流化を目的としてTWGGが、UNDPとJICAのコーディネーションにより開催されている。 
TWGGの働きかけによりGMAGが設立された。プロジェクト開始当初から、PGMはPATFを結成していた。GMAG
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結成時に、UNDPとPGMでミーティングを重ね、GMAGメンバーの選定方法について相談。PATFメンバーがGMAG
に入るように促進した。実際に、PATFメンバーはジェンダー主流化に関して多くの経験を得ている。そのために、各

GMAGのStrategic Plan（GMAP）の作成に、深くかかわっており、PATFの経験はそこで反映されている。 
万が一、PGMプロジェクトが来年3月に延長なしに終了したとしても、PATFメンバーがGMAGに入っている以上、

そこで、PATFとして得た能力や経験を活用できると思う。しかし、GMAGは予算不足である。MoWAは政府に対し

て、GMAG の活動用に予算を請求しており、例えば、自分たちがコンポンチャム州で担当した研修などは、そうした

政府予算により実施されている。また、プロジェクトは限られた期間に限られた地域のみに活動するものである。一方、

TWGGとGMAGは全カンボジア、全省をカバーするものであり、GMAGが設立されたことは、ジェンダー主流化を

進めるうえで、非常に効果的である。TWGG において、活動や考えのシェアリングが毎月行われており、効果的であ

る。今度のTWGGでは、PGMの活動紹介として政策提言に関する報告をアジェンダに入れる予定である。 
 
 政府と女性省のジェンダー主流化の取り組みについて 
TWGG は、首相の指示の下に結成された、全省をカバーするジェンダー主流化のメカニズムである。Rectangular 
Strategyにジェンダー主流化促進のための能力強化についての項目があり、また、CMDGではそれぞれのセクターご

とに、目標が設定されている。さらに、MoWA は、NSDP のモニタリングの役割を首相から任命されている。そのた

めに、各（省の）アクションプランの実施において、ジェンダー視点に立って取り組みがなされてない場合、改善を求

める。首相自らが、すべての事業計画（Action Plan）がジェンダー視点に立って作成されるように、指示をしており、

それを受けて、TWGG が設立されたという経緯がある。TWGG の内容は、四半期ごとに、Consultation ミーティン

グ（GDCC）で進捗が報告される。 
 
 本邦研修について 
2003 年 2 月にPGM プロジェクト前に、女性の起業についての研修に省から送られた。その際には、プロポーザルを

作成。実際にその計画内容を基にして、女性のビジネスとクレジットの知識を深める起業家研修が、以前に UNICEF
のプロジェクトで残っていた予算を活用して、実施された。 
その後は、2度ジェンダー統計研修に参加。日常業務、プロジェクト業務ともに活用している。 
 
 NGOとの関係性について 
最初の1、2年目は、もっと頻繁にNGOとの関係をもっていたが、その後はJCCに年に1度招待するのみになってし

まっているが、現在も成果品や経験はNGO とシェアをしているので、良好な関係だと思う。HAGAR とGAD-C は、

プロジェクト開始時に行ったすべての研修に招待した。HAGARは、女性の小規模企業の支援をしており、GAD-Cは、

ジェンダー研修を主に行っていた。 
 
 プロジェクト目標達成の貢献要因と阻害要因 
プロジェクトを開始した際に、C/P と日本人専門家側で、（プロジェクト活動の理解に関して）誤解があった。能力と

語学力の問題があったと思われる。その後は、両者で常に議論をしながら活動を進めるようにしており、関係性は円滑

である。逆に、その良好な関係性が、（プロジェクト目標達成の）貢献要因になっていると思う。 
 
 女性省へのインパクト 
プラスのインパクトがあったと思う。スタッフの能力強化により、自分で研修を実施する自信を得ており、それにより、

（C/P達が、ジェンダー研修や計画に関して）コンポンチャムでの研修を実施した。そのように、他の女性省職員への

波及がある。さらに、プロジェクトがPGMメソットを構築したことで、今後女性省職員が、メソットを学び、活用す

ることができる。また、ジェンダー統計関連では、リーフレットやブックレット等、様々な成果品が作成されており、

シェアされている。C/Pはジェンダー統計の知識を、他の女性省職員に説明する機会がある。 
C/P たちの変化も大きい（特に、若手のC/P4 人）。C/P たちは、基礎能力不足がみられたため、（プロジェクト開始当

初）基礎研修に時間をかけたほどだった。しかし、現在は能力を向上し、自信をもつようになり、政府の高官である

JCC メンバーとの連絡も、自信をもって取れるようになったり、意見なども言えるようになってきている（以前は、

関係省庁のPATF、特にJCCメンバーとの連絡は、自信がなくてできなかった）。 
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 PGMメソットについて 
当初、関係省庁のPATFメンバーは、ジェンダー視点に関して知識が無く、ジェンダーとは、女性の関係の何かだと思

っていた（ものもいる）。そのために、ジェンダー主流化の重要性や利益を理解せず、あまり PGM の活動に参加した

がらなかったので、活動実施がとても大変だった。しかし、現在は、活動を通じて皆理解している。PATFは情報や知

識を習得するとともに、女性省とのコーディネーションの関係性も構築した。今後、PGMメソットは活用されると思

う。 
一方、このプロジェクトの成果をみて、他の関係省庁や州の局からも、プロジェクトに参加したいと要望が出ている。

PGMに参加した関係省庁でも、このプロジェクト（において実施した事業）はパイロット事業であり小規模であるが、

他の地域、省庁に波及するに値するものであるといっている。また今回事業で対象にならなかった農民に対して、プロ

ジェクトが事業で研修したローカルトレーナーやジェンダーフォーカルポイントが、自発的に指導を行っているケース

もみられる。これは、事業が受入られていることの証拠である（また、プラスのインパクトである）。 
 
 州と省の職員の関係性 
パイロット事業実施中は、どの関係省庁でも、州から定期的にレポートが送られてくることになっており、時に現場の

訪問もする。問題が生じると、中央レベルで検討し、解決。中央省庁の職員の、州やグラスルーツに対する、考えや行

動変容が、大きくみられた。例えば、MoC のPATF は、当初コンポンチャム州にある、パイロット事業のフィールド

に行きたがならなかったのだが、1度出向いて現状を理解するようになり、積極的に事業にかかわるようになった。 
 
 JICAへのコメント 
女性省が今後活動をファシリテートしていくために、女性省へのサポートを継続して行ってほしい。まだ、本邦研修に

よって、参加者は皆変化し、研修内容を他の職員とシェアしている。そのため、今後も本邦研修への支援を続けてほし

い。 
 

所 感 
Deputy Directorとして、プロジェクトの中で自己の能力強化をしつつも、他の職員の監督も行う立場にある。非常に

スマートで論理的な思考をもっており、プロジェクトについて、詳細な活動内容と、女性省の取り組みを含めた包括的

な方向性という、両方の知識や考えをもっていた。そのため、非常に参考になる意見や情報を得られた（局長よりも、

プロジェクトについて、深く理解していると思われる）。 
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（面談票No. 5 女性省C/P Sarady） 
日 時 2007年10月30日(火) 14:00～15:00 

場 所 MoWA New Building、PGMプロジェクトオフィス会議室 

訪問機関名 Ministry of Women’s Affairs(MoWA) /PGMプロジェクト 

面談者 Ms. Touch Sarady, Deputy Chief of National Reporting, Planning & Statistics Dept. / PGM Staff 
(MoLVT担当) 

出席者 コンサルタント：本間（記録） 

収集資料  

 
 C/Pになった経緯 
2003年のプロジェクト開始当初からC/P。 1997年に入省当時から、現部署。PGMプロジェクトは統計が重要である

ということで、計画統計局が担当になり、自分もスタッフとして参加することになった 
 
 PGMでの活動内容や、習得したこと 
ジェンダー統計や分析手法、社会調査手法、量的・質的データ、ジェンダー視点に立った政策分析、PDM と PCM、

モニタリング評価手法について学んだ（このあと、PGMメソットの最初のステップから活動内容の説明。割愛）。 
自信はないが、すべてのステップを自分で行うことができる。特にジェンダー統計や分析の分野は、通常の業務におい

ても活用しており、技術を習得できていると思う。また、各省に関連するセクター統計を男女別で作成し、各省に配布。 
 
 政策提言 
政策提言のステップは難しかったため、そんなに記憶はしていない。提言は、日本人の専門家がたたき台を作成し、そ

れをC/P全員と議論し、MoWAとして認定、その後PATF（彼女の場合MoLVT）に提出し、彼らの間で議論。その後

サブJCCミーティングを実施し、JCCの理解を促進し、内容を認めてもらってから、JCCミーティングで公開した。 
MoLVTでは、既存の政策や事業に加えるような内容を選択したため、実現しやすいと思われる。皆がジェンダー視点

に立った取り組み内容を学ぶことで、ステレオタイプをなくせるようになる。そうしたら、戦争もなくなると思う（笑）。 
 
 ジェンダー視点について学んだこと 
パイロット事業は、ほとんどが、州のPATFと女性局との協力の下に行われた。特にモニタリングステップでは、参加

者の人数、ドロップアウトしそうな研修参加者へのフォローアップ、参加を促進するためのアドボカシーなどを行った。

何より学んだのは、ジェンダー統計である。 
パイロット事業実施でよかったことは、男女半々に研修への参加があり、多くの女性が、もう夫に依存せずに自分の収

入を得ることができるようになったことである。また、研修参加のための勇気を得たこと、伝統的技術にとらわれず、

非伝統的技術に女性が取り組み、収入を得ることできるようになったことである。 
PGMメソットに関する活動のほかに、TWGGの会議の準備業務にもかかわった。 
 
 PGMメソットについて 
良いメソットだったと思う。その理由として、能力向上を兼ねたメソットであったこと、ジェンダー視点に立って行わ

れたこと、マネージメントの上のほうにいるJCCがかかわっていたことである。 
（PGMメソットのなかで）一番理解していて自信があるのは、ジェンダー統計と評価のステップだ。あまり理解でき

ていないのは、政策提言の部分だと思う。多くの経験をしたが、英語力が弱いため、理解が難しかった部分があった。 
 
 PATFメンバーの変化はみられますか？ 
とても変わったと思う。当初は、プロジェクトの目的等を理解してくれず、女性のためのプロジェクトだと、参加をあ

まりしてくれなかった。しかし、経験を通じて、プロジェクトの目的や、自分たちの参加の意味を分かり、積極的に参

加するようになった。MoLVTで特に積極的に参加していた3人は、英語力も自分よりあるので、きっと多くを理解し

ていると思う。 
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 本邦研修について 
2回参加。1度目は、2003年の女性の起業についての研修で、ビジネスを始めるにあたって必要な知識を得た。成果品

として、アクションプランを作成し、JICA に提出した。しかし、競争に負けて予算が取れなかったため、実現されて

なかった。帰国後、鈴木リーダーの指示で、研修内容に関した半日のワークショップを実施した。 
プロジェクトの業務として、（担当している）MoLVT の事業へのサポートはもちろんだが、マイクロクレジットを対

象とした、農村開発省の事業に関して、日本で学んだことを活用し、企業に関するアドバイスを行った。 
2 度目は、2007 年に、ジェンダー統計の研修に参加した。カンボジアの男女の統計を集めたブックレットを作成し、

現在も活用している。この知識は、プロジェクトの業務と自分の通常業務である計画統計局の業務の両方に、合致して

いる。 

所 感 
 
プロジェクト開始当時は、英語が話せなかったそうだか、一応ゆっくりながら英語を話すことができており、本インタ

ビューも英語で実施。能力向上の一端を垣間見た（多少、英語力のためか、回答がスムーズではないところがあったが）。 
英語力を差し引いても、PGMメソットの全ステップと、その位置づけや活用の意味等について、十分に理解している

とは思えなかった。しかし、ジェンダー統計や分析といった、自分の専門の業務に関するところは非常によく理解して

いる。また、彼女なりの能力向上はみられた。 
 
後日追加で質問。 
PGMメソットマニュアルについて。内容を理解しており、有効だと思っている。実際に、コンポンチャムで活動した

際に活用した。 
政策提言の内容はよいと思う。（MoLVT の）提言内容は 2 種類で、女性への伝統的な職業技術の推進と、非伝統的な

職業技術の普及である。時間や予算が限られている際には前者、時間と予算がある場合は後者を推進する（という考え

の基に、作成されている）。 
政策提言作成プロセスは、ステップを追っていけば、今度は自分だけでも行うことができると思う。 
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（面談票No.6 女性省C/P Sovanny） 
日 時 2007年10月30日(火) 15:00～16:00 

場 所 MoWA New Building、PGMプロジェクトオフィス会議室 

訪問機関名 Ministry of Women’s Affairs(MoWA) /PGMプロジェクト 

面談者 Ms. Khim Sovanny, Deputy Chief of Statistics Office of Planning & Statistics Dept/ PGM Staff 
(MoC担当) 

出席者 コンサルタント：本間（記録） 

収集資料  

 
 C/Pになった経緯 
2004 年にプロジェクトに参加。プロジェクト開始当初は、その目的等をあまり知らなかった。しかし、プロジェクト

に関する情報を得るようになって、興味をもつようになったころ、Project Technical Directorから声をかけられた。興

味をもった理由としては、以前よりジェンダー統計にかかわっていたため、もっと学びたかった。プロジェクト参加と

しては PGM がはじめてだが、以前、保健局のフィールド調査に参加したことがある（DV 関連の GTZ プロジェクト

の調査だと思われる）。 
 
 PGMでの活動内容と習得した知識や経験 
とても多くを学んだ。ジェンダー統計、PCM、ジェンダー視点に立った政策分析、リサーチ計画、社会調査、ファシ

リテーションスキル、モニタリング評価など（このあと、PGMメソットについてステップごとに説明をしてもらった。

割愛）。特に、ジェンダー視点に立った取り組みについては、モニタリングの際に、ジェンダー視点から（特に女性の）

研修理解度を分析した。 
次に、自分でPGMメソットを全部実施できるかは、正直分からない。しかし、メソットについて、ほかの人に説明し

たり研修を（ファシリテート）したりすることは可能。PGMメソットマニュアルも一応使用可能だと思う。 
自分が強い分野はジェンダー統計。以前はあまり分からなかったが、今は分析方法から、リーフレットの出版方法まで

全部分かる。またジェンダー視点に立った政策分析も強いほうだと思う。 
あとのステップに関しては、ほぼ全部70％くらいの習得度だと感じている。 
 
 PGMメソットについて 
PGMメソットはよい。なぜなら、ジェンダー視点に立って行われるからである。MoWAはジェンダー主流化を促進す

る仕事をしているが、主流化を推進するのは関係省庁（MoC）の活動である。プロジェクト実施前は、多くの農民は、

（ジェンダー視点や、関係省庁のサービスに関して）あまり理解をせず、マーケット情報へのアクセスもなかった。し

かし現在は、プロジェクトのおかげで、男女がジェンダー視点の取り組みの重要性を理解した。更に男性の意識も変化

している。 
 
 自分の変化。習得したこと 
以前は、ジェンダー主流化についてあまり理解していなかったが、現在はジェンダー主流化推進のために何をしたらい

いのか分かる。また、実際に事業を実施してみたことで、政策分析にとても重要な、ジェンダー統計を準備し他の関係

省庁のオフィサーにそれらをシェアし、それぞれのセクターのジェンダーギャップなどを提示することができた。また、

結果として、統計資料の作成に貢献したと思う。 
英語力も非常に改善した。現在、事業に係る書類で、（担当している）MoC関係のものはすべて自分が翻訳をしている。 
 
 PATFの変化はみられたか？ 
PGM開始当初は、MoCのPATFは、ジェンダーについて何も知らず、話をしても「ジェンダーは女性のためのもの。

自分たちは女じゃないから関係ない」と、参加を渋ったりした。しかし、現在は十分に理解し、ジェンダー視点に立っ

た活動に興味をもっている。 
 
 本邦研修について 
2005年と2007年の2回、ジェンダー統計の研修に参加した。 
1度目は、ジェンダー統計のLeafletの作成方法を習得。2度目は、NSDP、CMDG、Neary Rattanak等の指標に関
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連した、カンボジア男女に関するブックレットを作成した。帰国後、他のC/Pと、データ収集方法やグラフや図の作成

方法について、シェアをしている。他の部署の人たちにシェアをした経験はまだない。しかし、今後、州の女性局など

を対象に研修を担当する予定。同僚である Phoma と Sothea がコンポンチャム州で先日行った。自分の順番は次であ

る。 
 

所 感 
 
以前は英語ができなかったということだが、かなり話せており、能力向上が観察できた。 
プロジェクトに参加して、自分の専門であるジェンダー統計分野や、担当のMoCの事業に特化して理解がみられてお

り、全体を通じてのメソットの理解は、多少弱いように感じられた（自分でも70％と言っているように）。 
 
後日追加で質問。 
PGMメソットは、1度、研修で活用したことがある。来年また、研修（MoWA独自予算で、計画局が治ジェンダー統

計など研修を担当している）において、部分的に活用する予定。 
PGMメソットマニュアルは有効だと思う。重要な内容がたくさん含まれており、研修をファシリテートする際にも、

重要である。 
政策提言については、内容は理解しており、とてもよいと思っている。実際に、MoC が、女性もマーケット情報にア

クセスできるようなシステムを作成することに合意した。 



資料７ 主要面談記録 

（面談票No. 7 女性省C/P Phoma） 
日 時 2007 年 10 月 23 日(火) 16:00～17:30 

場 所 MoWA New Building、PGM プロジェクトオフィス内 

訪問機関名 Ministry of Women’s Affairs(MoWA) /PGM プロジェクト 

面談者 Mr. Hong Phoma  Chief of Statistics Office / PGM Staff （MAFF 担当） 

出席者 コンサルタント側：本間（英語にて実施） 

収集資料  

 
 C/P になった経緯 
1994 年にSocial Affairs に入省。もともと退役軍人関係の仕事をしていたが 2003 年に政府機構の構造改革によっ

て女性省に残ることになった。2004 年より PGM に働いている。それ以前は、UNFPA の実施するプロジェクト

に参加。何か新しい知識を学べるのはないかと、PGM プロジェクト活動に自分で応募した。PGM に入ってから、

統計や計画に興味をもつようになった。 
2004 年の時点では、計画局のスタッフだったが、2006 年にプロジェクトで得た知識と経験が評価されて、昇進し、

現在のチーフ職に。プロジェクト終了後も現在の職にとどまるはずだ。 
 
 プロジェクトで学んだこと 
プロジェクトに参加して、多くのことを学んだ。ジェンダーとは何か、ワークショップファシリテーション、政策

立案、リサーチ手法、統計、評価など。 
計画、統計、モニタリング評価に関しては 90％の自信をもって、他人へ教えることができる。ジェンダーに関し

ては 80％くらい。 
 
 プロジェクトでは以下の活動に取り組んだ。 
１） 問題分析や目的分析を通じてPCM を学んだ。 
２） 既存の情報を収集し、関係省庁とセクター（自分の場合はMAFF の食料の安全保障）について分析。既存の

情報を不足している情報を決定し、不足情報の収集調査を実施（MoWA のC/P メンバーは、事前に研修で宇

田川専門家から、15 日間のパイロット調査を計画実施し、事業計画の作成までを学んでいた）。 
３） その後、事業実施のために活動や成果、目標などを設定して事業計画を作成。PDM を作成。 
４） 計画したパイロット事業を実施。自分は主に MoWA と MAFF の間のコーディネーターとして、フォローア

ップとモニタリングを担当。研修実施中の技術的な部分とジェンダー視点から（研修参加者の男女比や女性

の理解度）の支援。さらに、コミューンレベルのジェンダーフォーカルポイントの能力強化（女性の参加の

促進や事業内容へのアドバイス）を担当。ほぼ週 1 度、フィールドに出向いた。モニタリングについて多く

を学んだ。 
５） 次に事業評価のためのフィールド調査を実施。事前に日本人専門家が研修を実施。自分もフィールドでの調

査には参加した 
６） 評価結果を分析し、その結果を証拠として政策提言を作成。 
これらの手法は、次回はすべてプロジェクトのサポートなしに自分で行う自信がある。 
 
 本邦研修について 
本邦研修には 2 度参加している。1 度目は、2004 年 11 月にジェンダー平等促進研修に参加。各国のジェンダー平

等への取り組み、特にナショナルマシーナリーの機能強化について学んだ。プロジェクトの活動に直結したもので

はないが、基礎能力強化にはつながったと思う。 
2 度目は、2006 年 10 月にジェンダー統計研修に参加。シリーズになっており、この回は、主に評価のための指標

作成を担当。この指標を基に、次の回の研修参加者がジェンダー情報ブックレットを作成しており、日々の業務や

成果に直結した活動だったと思う。多くを学んだ。プロジェクト終了後も、そうした成果品の情報更新作業を自分

で行うことができる。また、他の種類のリーフレットやブックレットをプロジェクト終了後も（予算があれば）作

成していくつもりだ。 
 
 政策提言について 
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MAFF のPATF は、既に大臣にも受入れられたといっているが、実際には、次回の政策策定（つまり、2008～2009
年のもの）の政策に入るまでは確定しない。そこに入れば実施に至ることは難しくない。受入れを促進するために、

大臣や他の主要官僚たちへの説明と理解促進が必要だ。そのためにはまず、（政策提言の内容を）GMAG に理解し

てもらい、そこから働きかけてもらうようにするといい。 
 
 プロジェクトの採用したアプローチ（PGM メソット）の有効性 
政策提言をする場合、必ずその理由や証拠が必要とされる。PGM メソットの場合はその際にフィールドの経験を

きちんと証拠として提示できるので有効だと思う。メソットを説明した、PG メソットマニュアルも、パイロット

事業を通じて実施して有効な手法だと証明されたのだから、有効に活用されると思う。実際コンポンチャムにおい

てワークショップを行った際に（マニュアルを）活用している。しかし、メカニズムとして機能するには、ネット

ワークが機能しないと難しい。例えば、PATF が機能していなかったら、メソットは活用できない。そういう意味

で、今後のGMAG との関係が重要である。 
 
 女性局と計画局の役割について 
両局は、主にモニタリングを担当。研修中は、参加者に関する情報を分析し、女性の参加促進のためのアドバイス

を農業局に与えた。女性局は、Local Authority（CDC など）やジェンダーフォーカルポイントへジェンダー研修

の実施と、農家へジェンダー研修を担当した。 
 
 TWGG やGMAG について 
TWGG が日本やUNDP の支援で開催され、定期的にレポートを作成していることや、GMAG を結成したことは

知っている。PATF のメンバーは、ほとんどが GMAG メンバーであり、グループ内で、PGM での経験をシェア

したり推進したりしている。PATF はプロジェクトが結成したグループだが、一方GMAG は高いレベルのオフィ

サーも入っており、もっと力がある。そのため、政府との関係を考慮して、PATF の活動がGMAG に含まれたら

いいと思う。（関係省庁において）政策提言が受入れられているのも、GMAG を通じて大臣に働きかけがなされた

からだ。GMAG において、PATF がPGM 学んだ技術やメソットをGMAG メンバーにシェアしたので、GMAG
はPGM メソット（に興味をもち、その活動に）活用したいと思っている。ただ、GMAG のメンバーの選考には、

政治的な関係性の影響もあるようだ。 
 
 プロジェクトで変わったこと 
（自分にとっての）一番大きな変化は、プロジェクトでの経験が評価されて、現職に昇進したことだ。 
同僚たちも、非常に能力向上をしていると思う。自分の所属する統計オフィスには、ほかに 3 人のPGM スタッフ

が所属しているか、自分を含めた 4 人とも、統計関係の資料であれば、マニュアルでも予算でもどんなものでも

作成できる。実際、MoWA の開催する研修で、統計の講義を担当した。能力向上に関しては大臣も認めてくれて

いる。PATF メンバーも非常に熱心で、特に農業局のPATF は、プロジェクトの経験を他の局のオフィサーにシェ

アしたり、類似事業実施のためにMAFF に説明に来たりしている。 
 
 インパクト 
行動変容としては、自分が自信をもって仕事に取り組めるようになったことが大きい。特に、省に認められ、（ジ

ェンダー）統計について、統計オフィスの職員として、200 人単位の女性局の職員と 24 人の州長に、統計の研修

を行った経験をもち、十分な自信となった。また、2006 年に昇進したことも大きい。ただ単に、ジェンダー視点

の重要性を話すだけでなく、統計という実務と結びつけて話すことが有効だと思う。 
ジェンダーについては、周囲に対してことあるごとに、話している。特に、コンポンチャムでのジェンダーフォー

カルポイント（GF）とは、業務を通じて、いろいろな話しをした。個人的にも、ジェンダーについて理解し、家

族間で妻の状況を理解するようになり、家事を手伝うようになった。 
 
所 感 
プロジェクト活動を、詳細に、かつ概念的に、非常によく理解し、常に的確な回答をしており、本人の理解力や能

力の高さがうかがえた。プロジェクト活動についても、今後の方向性までの深く考慮している様子や、セクション

チーフとして、周囲を監督する視点ももっている様子を観察し、貴重な情報を入手することができた。 



資料７ 主要面談記録 

（面談票 No.8 女性省 C/P Sothea） 

日 時 2007 年 10 月 22 日(月) 8:50～11:00 

場 所 MoWA New Building、PGM プロジェクトオフィス内 

訪問機関名 Ministry of Women’s Affairs(MoWA) /PGM プロジェクト 

面談者 Mr. Hoeurng Sothea Deputy Chief of Statistics Office, MoWA / PGM Staff（MIME 担当）

出席者 コンサルタント：本間（記録） 

収集資料  

 
 C/P になった経緯 
2004 年 3 月に MoWA に入省し、4 月末から 5 月初頭に PGM の C/P に任命された。当時、英語などの能力的

問題から、多くの C/P が辞めたタイミングだった。任命された理由は、あとで聞いたところによると、英語が

できることと、入省前に 5、6 年民間企業の経験があったこと、また大学時代マーケティングのリサーチにかか

わっていたことなどであるようだ。最初は、PGM Staff として C/P としての PGM の業務を半分担当。残りの

半分の時間は Planning Department の業務を担当していたが、2006 年に Vice Chief としてフルタイムで主に

統計にかかわる作業を担当。プロジェクト終了後も、女性省の計画統計局に、Vice Chief としてそのまま残るこ

とになる。 

 
 プロジェクト活動の内容と、習得した知識や経験 
以前は、何も知らなかった。プロジェクトでは主に、ジェンダーの概念、ジェンダー関係の用語、ジェンダー

視点に立った政策、ジェンダー主流化といったジェンダーにかかわることと、統計について学び、それらに関

する業務を担当した。多くのワークショップに参加し、PCM、Gender Responsive Policy、ジェンダー統計、

モニタリング評価等に関して、ファシリテーターとモデレーターとしての経験も得た。以前は、何もできず、

何をしていいかも分からなかったが、今は自信がついた。 
（具体的な内容について質問） 
１）最初に、既存の統計を調査したり、図形やグラフを描いたり、図表やフィールドワークから入手された情

報を分析する活動を行った。 
２）次に、関係省庁と一緒に、入手した情報を基に PDM を作成し事業計画を立てた。MIME では、3 人の中

央省庁レベル、1 人の州レベルの PATF メンバーがいる。 
３）そして、州の PATF と密な関係をつくり、活動内容を説明したあとで、州でのパイロット事業を開始した。

ここでは（自分は）主に、州から提出される、月例、四半期の報告書（Progress Report）を技術的視点と、ジ

ェンダー視点の両方からチェックし、四半期ミーティングでフィードバックするようにした。ジェンダー視点

からは、研修への男女の参加状況、女性の理解、女性の責任の負担度、女性のニーズ等の情報を中心にチェッ

クした。それらの結果を整理（Rearrange）し、州のパイロット事業の現場へ行って説明をした。 
パイロット事業は、最初に研修を実施したあと、州の PATF がモデル（デモ）農家と支援対象科目（キャッサ

バの加工）を選択した。 
４）事業修了後、評価を実施し、MIME と女性局、計画局の PATF と自分との協力により教訓を導き出した。

そこから政策提言を作成した。提言内容としては、主に、技術支援が主流だったなかで、MIME が州レベルに

おいて、男女（人）を対象にすることを重点的に考えること、新規の技術を導入する場合も、ユーザーのニー

ズを考慮し、技術とジェンダーの両方に考慮し、MoWA と農家の両方との相談の下に実施することが提言され

た。 
これらのステップで活用した手法はすべて習得した。次回は、プロジェクトの支援なしに 1 人で実施する自信

がある。何より、報告書をただ読んで学んだのではなく、経験を通じて 1 ステップずつ実施し、解決してきた

手法だから、習得できた。 
事業自体も、おおむね成功した。研修や、特に事業実施経験がなかったため、MIME の PATF も喜んでいた。

今後も自分たちで同じような事業をしようとしている。農民たちも、研修を受ける機会を得、実際の作業にお

いてもフィードバックを受けられたことを、非常に喜んでいた。上記のとおり、それまで MIME では、新規技

術を導入するのみで、その後の研修やフォローアップといった、人を対象にした活動は実施されていなかった。

また、MIME の JCC メンバーは、先日の JCC ミーティングにおいて、提言内容がすごくよいので、是非実現
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したいといっていた。 

 
 政策提言について 
政府には、まだ提出していないから分からない。MIME の PATF は、「（提言内容は）省にとってとてもよいも

のであり、かつ新規技術といったものではなく、あくまでマイナーな変化なので、きっと政策として通過する

と思うが、（それまでに）多少の困難がある」といっていた。例えば、予算の面。（NGO のほうが事業実施予算

があるため）NGO と連携して実施することも考えられると JCC メンバーは回答した。 

 
 中央省庁と州レベルの PATF の関係性とパイロット事業の有効性 
MIME では、中央省庁から選ばれた PATF はあまり高いレベルのオフィサーではないため、州の PATF とほぼ

同じレベルである。そのため、良好なコミュニケーションが取れ、中央レベルの PATF も、しばしば州のオフ

ィサーが現地に足を伸ばしていた。しかし、もしプロジェクトがパイロット事業を通じた活動を行わなければ、

きっと文書で報告するというやり取りのみの、フォーマルな関係になっていただろう。 
女性局には、3 人の担当がおり、2 人が PATF で 1 人が州の局長である。 
PATF は、パイロット事業を通じて、ジェンダー概念、ジェンダー視点に立った政策、ジェンダーイシュー、プ

ロジェクトの実施等、PGM のおかげで多くを学んだと思う。 

 
 TWGG と GMAG について 
TWGG は、（自分よりも）もっと上のレベルで実施されているので、（自分は）メンバーではない。しかし、TWGG
を PGM は支援しており、TWGG が、ジェンダー主流化のために GMAG を設立したことは知っている。PATF
も GMAG のメンバーになっており、MIME では、JCC メンバーが Deputy Director、PATF は役職はないが

主要なメンバーとして活躍している。GMAG に（の活動内容に）ついては、あまり知らないが、PATF と情報

の共有などを行っている。PATF の多くは、既に GMAG のメンバーになっているため、情報や経験は十分シェ

アされている。今後もこのままの関係性でよいと思う。ただ、GMAG を含め、他のプロジェクトや、省庁の取

り組みにおいては、通常政策を作成するだけで、実施までかかわらない。そのため、PATF は PGM のように実

施の部分を担当し続けたらいい。役割が違うのだから、PATF も存続するべきだと思う。よい担当分担になって

いると思う。 

 
 PGM 手法のワークショップガイドラインについて 
プロジェクトの活動を通じて、とても多くのことを学び経験を得たため、それを反映させたガイドランはとて

も有効であると思う。実際、多くの同僚が、プロジェクト以外の場で既に活用している。関係省庁でも、活用

される。自分の知っている限りでは、MoP、MIME、MAFF、において、活用されている。例えば、MIME で

は、JCC メンバーが、GMAG の長に渡すために、1 冊所望しており、将来の活用が期待されている。 

 
 プロジェクト目標の達成について 
ジェンダー主流化メカニズムとは何か？というのは大きな議論である。しかし、TWGG が設立され、そこに

GMAG が結成され、PATF メンバーもその中に取り組まれている以上、そこに存在する PGM メソットは、そ

の（メカニズムの）一部として機能しており、有効であると思う。（PGM の）ほかには、ADB や UNDP、UNFPA
などが、ジェンダー主流化に取り組んでいるが、どのプロジェクトも、中央レベルの政策に関して取り組んで

いるのみである。女性省の大臣が、ユーザーのニーズが反映されていない成果品を作ってもしかたがないとお

っしゃったことがあるが、まさしく PGM メソットは農家のニーズが反映された政策を作成しており、とてもよ

いアプローチだと思う。 
貢献要因（外部条件）として、首相が、2004 年より、すべての計画にジェンダー視点が入ることを推奨してた

ことがあげられる。Neary Rattanak にジェンダー主流化が明記されていることも貢献要因だと思う。また、

NGO や企業がフィールドレベルでジェンダー平等に取り組んでいることも、貢献要因だったと思う。 
プロジェクトのマネージメントや投入に関しては何の問題もなく、とてもスムーズだった。ただ、パイロット

プロジェクトの予算が少なく、実施に多少困難があった。 

 

- 182 - 



資料７ 主要面談記録 

- 183 - 

 本邦研修について 
本邦研修には、2005 年と 2007 年に、それぞれジェンダー統計研修へ参加している。初回は、ジェンダー統計

リーフレットの作成、2 回目はジェンダー統計 Booklet の作成をし、両者ともプロジェクトの成果品として出版

されている（後者は、校閲中）。（研修を通じて）習得した技術自体は、詳細なため、同僚たちにシェアするこ

とはないが、作成したジェンダー統計情報は、プロジェクトだけでなく、女性省全体や、関係省庁において広

くシェアされている。（研修は）とてもためになったが、まだまだ研修の機会が必要である。日本へ行くのはコ

ストもかかるため、カンボジア国内でもいいので、更に研修の機会を与えてほしい（ジェンダー統計だけでな

く、英語研修も）。 

 
 プロジェクトのインパクト 
自分は特に、統計の専門家として、ワークショップでのファシリテーション技術を学んだ。女性省の開催した、

200 人単位のスタッフと 24 人の州の局長達を対象にした、計画とジェンダー統計に関する研修のファシリテー

ションを担当した。 
また、プロジェクトで学んだ統計の知識のために、GTZ が MoWA と実施する DV 防止プロジェクトの統計分野

を担当、警察、裁判官、州のダイレクターへの研修を行っている。また、SIDA の実施するプロジェクトのメン

バーとして統計分野の支援を行っている。 
個人としては、ジェンダー視点の重要性を深く理解し、自分の仕事について質問されるたびに、ジェンダー視

点の重要性について説明をするようにしている。農村における研修でもそうだったが、分かりやすく重要性を

説明することが、効果的であると思う。女性への支援というと、逆に男性が仕事や利権を失うと、カンボジア

の男性は考える（ことが多い）ため、「女性がエンパワーされることで、家族の健康状態がよくなり、収入が向

上し、女性だけでなく家族皆幸せになる」、という点を、強調して話すようにしている。 
関係省庁の人たちも、ジェンダーに関する知識を得、他人に働きかけている。 

 

所 感 

 
C/P としての最初の面談者だったため、質問票のテストの意味もあったのだが、プロジェクトの活動内容、成果

を非常によく理解し、適切な回答が返ってきた。英語力も高く、質問の意味を十分に理解しており、能力の高

さが観察された。多くの貴重な情報が得られた。 
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（面談票No.9 女性省C/P Sophally） 
日 時 2007年11月1日(木) 10:30～11:30 

場 所 MoWA New Building、PGMプロジェクトオフィス内 

訪問機関名 Ministry of Women’s Affairs(MoWA) /PGMプロジェクト 

面談者 Ms. Long Sophally Staff of Statistics Office of Planning & Statistics Dept, MoWA/ PGM Staff
（MRD担当） 

出席者 コンサルタント：本間（記録） 

収集資料  

 
 現在の役職とC/Pに選ばれた経緯 
もともと、Family Economic局の所属のスタッフで、2004年に計画統計局にChief Office of Project Monitoring and 
Evaluationとして配属された。2007年に、政府が全省において、Internal Audit Deptと International Cooperation 
Deptの設立を支持し、自分は後者のDeputy Directorに大臣によって選出された。担当業務は、海外からの来客の、

プロトコール作成や、海外研修への参加などである。現在、プロジェクトオフィスに出勤してきているが、業務として

は、既に新部署の業務も入ってきており、プロジェクト終了後は International Cooperation Deptに、席を移動する予

定。（同じビル内）先月KOREAにおいて、リーダーシップトレーニングの実施を担当した。そこでPGMの経験もシ

ェアした。 
2003 年から PGM には参加している。今回昇進できたのは、プロジェクトの活動と、英語の大学卒業資格等の自分の

能力の、両方のおかげだと思う。 
 
 PGMメソットやPGMでの経験の活用について 
（異動してしまったら、どうやって新部署で、PGMで得た知識や経験を活用するのか？という問いに対して）自分は、

海外への研修の機会が増えるため、研修で活用できる。例えば、PCM などを研修で行うことが多いが、自分は既に知

っているため、そこで知識を活用できる（研修のために、PGMメソットはあるわけではなくて、実務で活用されるた

めでは？という問いには、笑っただけだった）。 
 
 PGMプロジェクトでの活動内容や習得した知識や経験 
最初、ワークショップで情報を収集したあと、PCM について学んだ。その後、ジェンダー統計や分析を学び、社会調

査の設計をし、それを実際に実施した。その後、モニタリングと評価について学んだ。 
その後、コンポンチャムにおいてパイロット事業が実施されたのだが、自分は、子どもができたため、コンポンチャム

での活動には参加できず、事務所で、関係者への連絡や手紙の作成、報告資料のPP作成の支援、報告書の翻訳の支援

等の、後方支援を担当した。それでも、担当したMRDの事業に関する報告書はすべて目をとおしており、事業に関す

る知識はある。例えば、事業対象となった女性たちは、以前はクレジットを借りても、その活用方法がよく分からなか

ったが、研修を通じて、養豚や牛の飼育など、クレジットの活用の目的や手法について学んだ。実際に、評価の際にフ

ィールド調査を実施し、女性がきちんと自分で活用していることや、女性がローンを活用する能力があることが証明さ

れた。 
PGM メソットに関しては、ある程度習得できている。PGM メソットのステップは、ジェンダーイシューの確認、問

題目的分析、事業計画の作成、事業実施、モニタリング評価、政策提言の作成、である。 
 
 特にジェンダー視点に立った取り組みについて 
MRDが実施したジェンダー視点に立った取り組みは、例えば、クレジットを受け取ってから、夫婦で議論をして使用

方法を決定するように促進することである。女性局のPATFは、ジェンダー研修の実施と、事業のファシリテーターと

してGFPと協力して、ターゲットの農民を訪問し、研修への女性の参加の促進や、問題への対処を行った。 
 
 PGMメソットについて 
よいと思う。ジェンダーイシューを見つけ出し、問題と目的分析をきちんと行ってから、事業計画を行うこと。事業実

施中はモニタリングを行い、評価を基に、政策提言を作成するという、すべてのステップが重要である。事業を成功さ

せたいのであれば、ジェンダーイシューをきちんと理解する必要がある。プロポーザルを机上で作成しても、結果は分
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からない。PGMメソットでは、実際にプロジェクトの実施を通じてそれが確認できるのがよい。政策提言を作成する

ためには、それらのすべての過程が重要である。 
 
 PGMメソットの活用について 
機会があれば、自分で実施することは可能だと思う。実際に、女性省のC/Pは全員プロジェクト中にファシリテーター

としての経験を得ている。 
新しい部署では、研修に参加する機会が多いため、そこでPGMメソットを通じて得た能力を活用できる。また、他の

人に、メソットに関する知識や経験をシェアできると思う。実際に、先月実施したリーダーシップトレーニングには、

女性省の教育局の人が参加しており、お互いの局での活動内容をシェアした。また、先月外務省が開催した研修は、プ

ロポーザル作成を研修したが、そこでPGMのメソットの内容をシェアした。 
もし機会があるとしたら、50～60％の自信をもって、自分で PGM メソットを活用できると思う。事業は 1 人で行う

ものではないため、他の人とのシェアが必要であり、まだ専門家からの技術支援も必要である。自信があるのは、情報

の収集と、ジェンダーイシューを確認するワークショップの部分である。事業実施の部分は、あまり自信がない。 
 
 PATFの変化について 
（中央省庁のPATFは、PGMメソットを通じた技術を用いて）事業計画を作成し、それを自分たちで実施できると思

う。MRDのPATFは実際に、ジェンダー研修をファシリテートした経験もあり、ファシリテーションもできる。 
MRDのPATF は、最初はGMAG のメンバーではなかったが、プロジェクトの働きかけにより、ようやくGMAG の

メンバーになった。そのため、今後はGMAGを対象としたジェンダー研修に参加できるのでよかったと思う。 
 
 本邦研修について 
2005 年、女性の企業家開発についての研修に参加した。研修後、すべての参加者がプロポーザルを作成。自分は、女

性企業家を対象とした、女性がビジネスを始めるための研修実施に関して、プロポーザルを作成したが、実現するため

の予算は獲得できなかった。 
 
 ジェンダー主流化の方向性について 
現在、7割ほどの省が、ジェンダーについての知識があり、ジェンダーストラテジーを作成している状態であり、ジェ

ンダー主流化の状況は改善してきている。 
PGM は、州レベルのジェンダー主流化に貢献したと思う。例えば、GFP への研修や、州（の PATF や対象地域）の

人々の意識や知識の改善など。 
さらに、パイロット事業の成功により、州の商業省のPATFは事業内容について、ラジオにおいて、その内容をインタ

ビューされ、全国に放送された。これは、全国の皆がジェンダー視点に立った取り組みについて知る機会を得たことに

なるため、ジェンダー主流化に貢献したといえると思う。 
 
 PGMに参加して、自分自身の変化は？ 
MoWAに入るまでは、ジェンダーについて、何も知らなかった。PGMに参加し、ジェンダー主流化を推進するために、

知識や技術、経験を得た。そのうちの一部は活用することが可能である。 
 

所 感 
 
産休でコンポンチャムの事業に参加できなかったということだが、パイロット事業を含むPGMメソットについて、か

なり理解していた。ジェンダー主流化における、PGMメソットやプロジェクトの役割もある程度認識。能力向上がか

なりみられた。今後、現職に残らない、唯一のC/Pであることが、残念だ。 
 
後日、PGMメソットマニュアルについて追加質問。 
PGMメソットマニュアルの内容は知っている。有効だと思う。また、実際に活動で使用したことがある。 
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（面談票No.10 女性省C/P Socheata） 
日 時 2007年11月1日(木) 9:30～10:30 

場 所 MoWA New Building、PGMプロジェクトオフィス内 

訪問機関名 Ministry of Women’s Affairs(MoWA) /PGMプロジェクト 

面談者 Ms. Chea Socheata, Staff of Statistics Office of Planning Department / Secretary of PGM
（MRD担当） 

出席者 コンサルタント：本間（記録） 

収集資料  

 
 C/Pに選ばれた経緯 
2003年の最初からプロジェクトで働いている。1999年末にMoWAに契約スタッフとして入省。省のルールが変わり、

大学卒業資格と採用試験合格が、本採用のための条件になったため、今は、大学に通いながらプロジェクトで働いてい

る。そのために、自分の身分は、プロジェクトの秘書と省の（契約）スタッフとなっている。プロジェクトが終わって

も、省に残る予定。プロジェクトが始まった際に、部内の職員全員が対象となったため、自分も参加することになった

（プロジェクト専門家は、この回答は間違っていると指摘している）。 
 
 PGMでの活動内容や習得した知識や経験について 
まず情報を収集し、分析した。その後、関連省庁に情報をシェアした。自分は農村開発省（MRD）を担当した。ジェ

ンダー統計やその分析について習得した。その後、リサーチワークショップがあり、PCM、PDM について学んだ。

PDM を紹介するワークショップでは、ファシリテーターを勤め、PDM の項目を埋めていく作業を、MRD の PATF
と一緒に行った。その後、モニタリング評価について学んだ。 
ワークショップを開催する際には、C/Pの間で担当者を決め、ミニッツの作成や、関係者への連絡作業、予算計画の作

成などの、事務方の作業も行った。 
（このあと、ステップごとにPGMメソットに沿った、活動内容を説明するように、お願いしたが、説明できず。何に

沿って活動したのか？という問いに、「私は、PGMプロジェクトの専門家の指示に、すべて従って作業をしただけだ」

という発言もあった。詳細は割愛） 
 
 PGMメソットについてどう思うか 
よいと思う。（自分が情報をシェアした）大学のクラスメイトや先生たちも興味をもっている。 
 
 PGMメソットの活用 
内容に関して説明を聞いただけだったら、できなかったと思うが、自分ですべてのステップの実施に参加したため、習

得できた。また、人に教えることもできる。C/Pとしての仕事で、MAP（プロジェクトの概念図）の作成の手伝いや、

Case Study作成の手伝いもした。それら（の経験）はすべて活用できると思う。 
大学のクラスで PGM メソットについて報告したところ、皆興味をもつようになり、大学の先生も、「これこそがカン

ボジアに必要なメソットだ」と言ってくれている。PGMメソットマニュアルに関しても彼らにシェアした。 
PGMメソットの内容は、実施の部分だけでなく、計画段階は、ビジネスなどにも活用できると思う。 
仕事では、先月、コンポンサム州で女性局が実施した研修を、手伝った。この研修は、ファイナンス、総務、計画等が

主題。そのなかでPCMやPDMについても紹介した。また、ジェンダー統計やジェンダーの概念についても説明を行

った。 
 
 PATFメンバーの変化 
州レベルのPATFの変化が大きいと思う。彼（州のMRDのPATF）は、以前はジェンダーについて何も理解しておら

ず、「（ジェンダーとは）レディーファーストのことだろう！」などど、冗談を言っていた。しかし、ジェンダー研修を

受けて、ジェンダーについて理解するようになり、女性の研修参加の促進のために、赤ちゃん用のマットを準備したり、

子ども用にキャンディーを準備しておいたりするようにもなった。まだ100％の理解ではないかもしれないが、50％く

らいの変化があった。 
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 自分自身の変化 
以前は、女性省に勤めてはいたが、ジェンダーについて分からないことが多かった。今は、ジェンダーの概念やジェン

ダー関連の情報について理解するようになった。 
プロジェクト活動は、説明を聞いただけでは理解しきれなかったと思うが、すべて実践を通じて行うことができたので、

理解することができた。 
 
 本邦研修について 
2005 年ジェンダー統計の研修に参加した。非識字者も理解できるような、絵で説明のある統計リーフレットを作成し

た。現在プロジェクトで編集中であり、出版される予定である。 
研修を通じて得た知識は、職場だけでなく、大学での論文作成などの際、グラフ作成などの技術を活用している。論文

では、自分が担当したMRDの事業について書こうと思っている。学校では、本邦研修の内容だけでなく、プロジェク

トの内容やPGMメソットについてもシェアをしている。 
 

所 感 
 
英語で行ったため、一部コミュニケーションに問題があったかもしれないが、一応すべての質問への回答を得た。 
PGM に参加したことを、非常によかったと思っており、PGM メソットを活用できるものと非常に高く評価し、満足

している様子だった。しかし、能力向上の面では、多少不安が残る回答が多かった。 
英語力の足りなさとは別に、プロジェクト活動やPGMメソットについて、きちんとした考えや意見がいうことができ

ず、包括的に事業やメソットを理解しているとは思えない回答が多かった。面談前に、自分が担当するPATFへのイン

タビューにも何度か同席をしていたため、こちらの質問内容を、ある程度は知っていたはずなのだが、それでも、きち

んと回答できないことが多かった。PGMメソットの内容に関しても、ある程度、英語で習得しているはずの、各ステ

ップの項目名、例えば、モニタリングやEvaluationという言葉ですら回答できなかったのは残念だった。 
他のPATFメンバーと比べて、学生の身であり、経験や知識に限界があることは考慮したい。 
 
 
（面談票No.11女性省C/Ps） 

日 時 2007年11月6日(火)14:30～16:00 

場 所 PGMプロジェクトオフィス 

訪問機関名 PGMプロジェクト 

面談者 女性省内PGM C/P 

出席者 日本側調査団：池田団長、田中団員、寺田団員（記録） 
専門家：濱野チーフリーダー 

配布資料  

 
 能力強化に関して 
各自業務の内容を説明したのち、プロジェクト期間を通じての自身の変化に関して気づきの点を共有した。ジェンダー

主流化に対する理解度が深まったこと、以前は研修を受ける立場だったが、研修講師を行うことができるようになって

きたこと等があげられた。 
 

特に 2007 年に入って、PGM プロジェクトで学んだ研修を州事務局員対象に行うにあたって、女性省内の Priority 
Budgetを獲得することができ、5日間約196名の参加者を対象とした講師を務めたというC/Pもいた。 

 
 PGMメソットに関して 
経済エンパワーメントの分野で実践型のOJTを行った点が高く評価された。 
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（面談票No.12 PATF PDWA１） 
日 時 2007年10月24日(水) 15:30～16:30 

場 所 MoWA New Building、PGMプロジェクトオフィス内会議室 

訪問機関名 Provincial Department of Women’s Affiars （女性局、PDWA） 

面談者 Ms. Khong Sun Eng, Provincial Director of Women’s Affairs KPC 
出席者 プロジェクト：Lim、コンサルタント：本間（記録）、通訳：Seug An 

収集資料  

 
 PATFに選ばれた経緯 
2003年の当初から参加している。PGMが、局長であった自分を指名してきたが、機会を部下にも与えるため、部下の

Deputy Director（Sokha）を推薦。プロジェクトは局長の参加を求めたため、結局2人ともが参加することになった。

現在は休職してLoyal Admin Schoolに一年間勉強中。来年には復職予定である。 
 
 PATFとしての活動（特にPDWAとしての貢献）について 
最初にジェンダーイシューについて、日本からの講師から学んだ。その後、PATF を設立し、KPC でオンザジョブト

レーニングとして、フィールド調査を実施した。調査結果を分析、関係省庁からの参加者に発表したあと、PATFメン

バーを任命した。JICA は、PATF のなかから、日本での研修の参加者も決定した。その後、それぞれの省の政策をジ

ェンダー視点から分析し、不足情報と、ジェンダーイシューを決定した。そして、そのイシューの影響やコストを分析

し、対象とするセクターごとの政策を決定し、各省のマネージメントも招いて発表した。さらに、不足している情報を

収集するために、フィールド調査を実施した。 
次に、決定された政策の内容について検討し、アクションプランを作成、大臣からの認証も得た（州レベルの職員は決

定権が低いため、各省からの支援が必要だった）。 
アクションプランが認証されたあと、ジェンダー視点に立ったものにするため、フィールドへもって行き、郡やコミュ

ーンへ、事業への理解のために説明。各省ごとの対象者にジェンダー研修を実施。さらに、省の事業ごとに、普及担当

農民（ローカルトレーナー：MAFF、Model Producer：MIME、Village Chief：MoLVT、普及フォーカルポイント：

MRD等）を任命。すべて男女半々で任命。さらにLocal Authorityを巻き込んで、ジェンダー主流化の研修を実施し

た。 
そして、事業計画に沿って、事業を実施した。Local Authorityなどの支援の下に、モニタリングやフォローアップを

実施。さらに、月例ミーティングをそれぞれ実施し、活動報告と経験のシェアリングを行った。モニタリングの過程で

は、女性局と計画局のPATFとPGMスタッフ（女性省のC/P）は、女性の参加を促進し、ジェンダーを理解しない関

係者や農民がいた場合は、働きかけを行うために観察を行った。また、参加者たちの行動変容に関しても観察をした。

また、3ヵ月ごとに、追加のジェンダー研修を実施した。四半期ミーティングでは、モニタリングレポートをチェック。

活動が計画どおり実施されているか、問題が生じた場合に解決されたかを確認。女性局としては、さらに、関係者への

質問や、レポートの確認、対象者を訪問するためのフィールド訪問を通じて、実施中のパイロット事業が、プロジェク

トの目的に沿って実施されているか、ジェンダー視点に立って行われているか（女性の参加の促進、男性へのジェンダ

ー平等への理解の促進を通じて）、モニタリングを実施した。 
最後に事業の評価を実施したが、自分はその段階で休職をしてしまった。レポートで報告されている限りでは、Local 
Authorityがジェンダー視点の重要性を理解し、対象農民のなかでも行動変容が起こっている。さらに、評価の結果を

基に、教訓を抽出し、それを基にジェンダー視点に立った政策提言が作成された。 
 
 習得した技術の活用について 
十分習得しており、活用できる。実際に、コミュニティー開発計画を作成する機会があり、その際に活用した。 
 
 PGMメソットについて 
JICA 定めたステップはとても厳密でとてもよい。また、実際の経験を通じて実施をするメソットなので、とてもよい

と思う。PGMメソットマニュアルも非常に詳細まで指示がある。プロジェクト実施中に、一部活用したことがある。 
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 州レベルのインパクトについて 
PGMメソットは、厳しく詳細にわたって構成されているので、対象となった州のPATFたちは、十分に理解できたと

思う。また、事業実施におけるジェンダー主流化の重要性を理解したと思う。 
 
 州と中央省庁の関係性について 
州と中央の関係性だけでなく、もっとローカルレベルでも、州と郡、コミューンと村といった末端まで、（ＰＧＭメソ

ットを通じて）ネットワークができたと思う。しかし、今回対象とならなかった関係省庁の局の職員たちが、不満を述

べている。彼らもこのプロジェクトの有効性を認識している。 
 
 ジェンダーの視点からの変化 
（パイロット事業の）対象となった農村の女性は、以前は夫に従うのみだったが、今は自分たちの価値を理解し自信を

もつようになってきている。PATFの間でも、以前は、ジェンダー主流化はヨーロッパ人のための概念だと思っていた

人もいたが、今は違うと理解している。 
 
 本邦研修について 
2006年10月にジェンダー統計の研修に参加。セクターごとの男女の活動について、特に、技術的知識や時間の活用の

男女の違いについて調査した。その後、指標の作成のしかたを学び、既存のカンボジアの政策（MDG、NSDP、Neary 
Rattanak）などの指標の設定を行った。研修を通じて得た知識は、特に、アクションプランの作成や、局内の能力向

上等、日常の業務でも活用している。同僚などほかの人にも一応シェアをしたけれども、十分な機会は今までなかった。

例えば、カンボジアと比較した日本人の生活状況について、シェアすると効果的だと思う。 
 

所 感 
 
現在は休職中だが、最近まで事業にかかわっており、PGMメソットを含むプロジェクト活動内容を、詳細に、深く理

解していた。回答内容も的確で、PDWAとしての役割もよく理解していた。能力向上が観察された。 
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（面談票No.13 PATF PDWA 2） 
日 時 2007年10月26日(金) 15:00～16:00 

場 所 コンポンチャムPlanning Departmentオフィス 

訪問機関名 Provincial Department of Women’s Affairs（女性局PDWA） 

面談者 Ms. Leng Sokha, Deputy Director of PDWA of KPC 
出席者 プロジェクト：Lim, Phoma、コンサルタント：本間（記録）、通訳：Seug An 

PDOPオフィスで州計画局局長（PATF）が同席 

収集資料  

 
 PATFに選ばれた経緯 
2003年のPATF結成時よりメンバー。当初Directorが選ばれたが、彼女が忙しいのと彼女の推薦で、Directorと自分

の2人ともがメンバーとなった。当時からDeputy Director（今は、Directorが留学中につき、Acting Director。戻っ

てきたらDeputyに戻る）である、プロジェクト終了後も変化なし。 
 
 PATFとしての活動内容と習得した知識や経験について 
2003年、JICAによって実施されたワークショップに参加して以来、様々なことを学んだ。主に、情報収集、リサーチ、

プロジェクトサイクル、既存の政策のなかで不足している情報の選定、リサーチの準備と実施、リサーチ結果の分析、

プロジェクトの策定、モニタリング評価、政策提言の策定に関して。プロジェクト終了後も、女性局はジェンダー主流

化をすべてのセクターにおいて進めるのが役割である。PGMメソットは、ステップごとに活動を実施するようになっ

ており、こういった手法は初めてだったが、PGMで得た知識や技術は、すべてのセクターでのジェンダー主流化を促

進するうえで、活用できると思う。自分では、すべてのステップを支援なしに実施することはできないが、大丈夫。PGM 
メソットマニュアルがあるので、それを見ながらできると思う。 
 
 プロジェクトから得た知識の活用について 
州には、D&Dプログラム（元Seilaプログラム）の下に、州レベルでジェンダー主流化を進めるWorking Groupがあ

るため（局長レベルが加入。他の関係省庁のPATF局長も加入）そのグループで、プロジェクト活動を通じて習得した

知識をシェアしていきたい。来年には、州開発委員会において、PGMメソットを活用しながら事業を実施するための

計画を作成中である（事業の背景等については、PDOPの面談票参照）。分からないところは、マニュアルに書いてあ

るので見ながら実施する。 
 
 女性局としての貢献内容について 
2006 年 7 月～2007 年 6 月までの事業実施期間中、女性局の PATF はプロジェクト形成から実施における、すべての

関係省庁のすべての活動に関与し、関係省庁とのコーディネーションをしながら、すべての活動がジェンダー視点に立

って行われるよう確認や促進を行ってきた。そのために、ジェンダーフォーカルポイント（GFP）と協力し、GFP、
Local Authorityに対してジェンダー研修を実施。GFPによって、ジェンダー視点に関して、ターゲット農民へ普及し

た。同時に、Local Authorityに、すべての活動に女性の参加を促進するように、推進をお願いした（これを、すべて

の関係省庁の事業で行った）。基本的に、各事業のターゲットは男女半々になるように、男女平等に参加するように、

そして、ジェンダー概念や男女の役割分担について理解がなされるよう、全関係省庁（の事業関係者）に対して、研修

も実施した。また、月に 2 回のミーティングを通じてモニタリングを行い、実施中の問題を見つけた場合は、GFP と

ミーティングをして解決策を探した。モニタリングの視点として、どれくらい関係者がジェンダー視点を理解している

か、実施の時点ではどうか、GFPの活動（対象女性やその家族を訪問し、理解や参加を促す）は実施されているかの3
点を確認した。評価にも参加した。 
 
 関係省庁のPATF変化やインパクトについて 
州レベルの PATF たちの行動変容はたくさんみられた。当初、女性局の PATF がジェンダー研修に州レベルの PATF
たちを呼んだ際、彼らはジェンダー視点を理解していなかったため、女性に関係することだと解釈し、本人が来ないで

女性職員を送ってきた（局もあった）。（彼らの多くは）ジェンダーは女性の昇進や立場の向上の視点だと誤解していた。

しかし、PGMに参加して、彼らはジェンダー視点を理解するようになって、プロジェクト活動にも参加するようにな
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った。さらにインパクトとして、女性職員の採用や昇進などにも取り組むようになってきた。こうして、彼らが変化す

るようになって、ジェンダー視点に立った活動へ、非常に協力をしてくれるようになったことが、とても大きな変化だ。 
 

所 感 
 
コンポンチャム州の計画局事務所で、計画局のPATFと一緒にインタビュー。実際には、先に計画局とのインタビュー

を実施し、終了後女性局PATFにインタビュー。同席の影響はみられなかったと思う。 
事前に局長へもインタビューを実施していたため、ここでは、彼女自身の能力向上と、現場レベルでの活動内容や、関

係者の変化を中心に質問。 
活動内容については、女性局としての立場や役割を含め、全体的に回答が的確で、非常によく理解していた。PGMメ

ソットマニュアルの活用や、プロジェクト終了後の知識や経験の活用についても、しっかりしたビジョンと計画をもっ

ていた。同時に、他の局長たちとの連携について観察ができた（他の局長たちの述べた方向性と合致していたため）。 
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（面談票No. 14 女性省 TWGG 事務局） 
日 時 2007年11月2日(金) 9:00～10:00 

場 所 Ministry of Women’s Affairs Old Building、Department of Gender Equality オフィス内 

訪問機関名 TWGG事務局／PGE（Partnership For Gender Equality）／Department of Gender Equality
（MoWA) 

面談者 Ms. Nhean Sochetra,  
Director of Gender Equality Department, MOWA (Secretariat of TWGG) 

出席者 プロジェクト：濱野敏子リーダー、コンサルタント：本間（記録） 

収集資料  

 
 現在の役職とTWGGでの役割について 
1993年に入省。1998年より計画統計局で、現在の局長であるChoy Kim Sorの下で、Deputy Directorとして勤務。

2001年より、UNDP支援によるPGEプロジェクトにかかわっている。2005年11月に組織改変により、ジェンダー

平等局が設立され、局長に任命された。 
 
 TWGGの設立の経緯 
2004 年の 12 月に設立された。2004 年 9 月 15 日の CG ミーティング（最高の決定機関である Consultative Group 
meeting）において、首相が提案し、ドナーとの関係性を改善するための、レポーティングや活動内容について調整す

ることを目的として、提案された。最初は 18 個の TWG が設立され、ジェンダーもそのうちのひとつ。TWG は、そ

れぞれにリードドナーがファシリテーターとしており、ジェンダーはUNDPとJICAがその役割を担当。年3回、GDCC
（Government and Donor Coordination Committee）が行われ、そこで活動報告がなされている。最近は、10月8日

に報告を提出。GDCCには、女性省から、大臣、総局長、自分等が参加している。 
 
 TWGGの活動とGMAGの経緯 
TWGGの参加者は、ドナー、重要関係省庁、NGOや市民社会であり、非常に多い。2ヶ月ごとに、定期的に会議をも

っており、TWGのなかではかなり貴重である。 
関係省庁でのジェンダー主流化を推進しており、そのために、TWGGの働きかけで、GMAGが設立された。具体的に

は、2005 年中のミーティングのなかで説明があり、その後大臣が GDCC にレターを提出。GDCC の承認と推薦によ

り、各省にGMAGが設立されることに。同時に、他のTWGがTWGGとジェンダー主流化へのコミットをするよう

に指示があり、各省にから首相に、ジェンダー主流化のための活動内容についての報告書を提出するように、要請があ

った。こうした流れを受けて、現在、24省にGMAGが設立され、うち11省でGMAPが承認されている。 
GMAG 設立に際しては、女性省から、議長やメンバーの選定基準についてレターを配布。主要局すべてから、ダイレ

クター若しくは、Deputy レベルがメンバーになること、特に財務局や計画局の職員若しくは、ジェンダーフォーカル

ポイントがメンバーになることが、推奨された。 
CNCWは、メンバーが高レベルであり、副大臣レベルである。また議長は首相が勤めている。 
GMAG設立に際しては、事前に、総局長（PGMプロジェクトマネージャーでもある）と、ジェンダー平等局、TWGG
の事務局が、UNDP と PGE の支援で会議をもち、構想を練った。2005 年のTWGG 全体会議で正式に相談がなされ

ている。PGMからは、鈴木前リーダーが参加した（会議参加に関して、PGM活動報告書に報告されている）。 
 
 TWGGの成果 
ドナーの協調、ジェンダー主流化に関する現在の活動内容に関する意見交換、アクションプランの作成、ジェンダーモ

ニタリング指標（NSDPとDV Lawに関しては、既にAdoptされ、Activeになっている）の作成と、いくつかの小グ

ループの活動（ジェンダー用語集、トラフィッキング、ほか）などである。2006年は、アクションプランの見直しと、

モニタリング指標の作成（トラフィッキング、組織法、D＆D関連等）が行われた。 
 
 TWGGの今後の課題 
上記指標作成を進めるうちに、他のTWGからの専門性等のサポートが必要になってきている。また、トラフィッキン

グなどに関しては、作成したものを、受入れてもらう必要がある。そのほかにも、組織強化、特に、PGE と PGM の

協力と調整が必要である。また、TWGG 自体には予算がないため、事務局のサポートのスタッフなどが必要となって
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いる。事務局の業務としては、参加者の調整業務が一番大きい。ほかに、会議のミニッツやアジェンダや、CDC への

報告書の作成などを担当している。関係者が多いため、調整や承認にかなり時間がとられる。自分の業務の 30％くら

いの時間をとられており、是非専従のスタッフが必要である。現在は、ジェンダー平等局の職員 2 人が手伝っており、

1人はUNFPAの予算である。 
 
 TWGGの将来像や将来計画について 
スタッフの補強など、組織強化が必要である。スタッフへの給料、事務作業への独立予算（現在は、文房具等は PGE
の予算である）、特にドナー間や、政府のマネージメント等との調整を含めた、ファシリテーターとしてのスタッフの

能力向上、若しくはそうした業務を担当出来る人材が必要である。業務には、TWGGへの予算獲得なども含まれる。 
 
 ドナーによるGMAGへの支援の状況について 
GMAG 設立以前より、ADB により、MAFF へのジェンダー主流化の支援が行われ、ジェンダーワーキンググループ

（現在でも、MAFFではGMAGはこの名称）が設立された。 
UNICEFは、教育相のGMAGへ支援をしている。 
PGE では、５人のコンサルタントにより、主要省庁 11 省に絞って、GMAG の能力向上を支援している。保健省、農

村開発省、情報省、商業省、工業省（MIME)、Ministry of Civil Servant、Ministry of Water Resources、財務経済省、

土地管理省、観光省、労働省（MoLVT）である。前者７省では、既にGMAPは作成されており、後者４省には、その

作成支援を行っている。現在、社会保険省、交通省、通信省、Ministry of Interior（GTZがStrategic Planの作成支

援を行ったが、それは、単一局のものであり、省全体のものは、いまだにない）のGMAG がGMAP 作成のための支

援をPGEに要請し、支援待ち状態だが、PGEの予算やキャパシティには余裕がなく、そのままになっている。 
ほかに UNFPA の資金により、PGE を通じて、既に GMAP を作成済の 11 省と労働省（完成して承認待ち状態）の

GMAG に対して、ログフレームとプログラム予算についての研修を行った。研修後にアクションプランを作成し、8
省において、省の実施計画にジェンダー主流化計画が統合され、財務省に提出された。現在までに、観光省、農村開発

省、土地管理省、労働省のGMAGが、事業への予算を獲得している。対象8省のなかでは、2省のみである。予算獲

得の経緯としては、財務省の主要人物への個人的つながりや政治力によるところが、大きい。そのため財務省のGMAG
への支援を行っている。GMAG が設立される以前に、PGE により、すべてのマネージメントレベルの女性に対して、

リーダシップトレーニングを行ったことがある。 
 
 PGMプロジェクトのインパクト 
PGM と PGE の間で、シェアリングの機会をもつようにしており（今年はオフィシャルなものは、一度のみ。インフ

ォーマルは多数）、その際に情報を交換する。しかし、正直あまり知らない。PGM メソットマニュアルは、受け取っ

たが、分厚くてきちんと読んでいない。そのため、コメントをすることは、難しい。ただ女性省では、今後こういった

マニュアルを一本化していきたいと思っている。 
PGMのインパクトについては、あまり交流がないのと、多少ミスコミュニケーションもある状態であり、みられない。

研修等に、自分の局を含めて、計画統計局以外の職員を含むようお願いしたが、実現しなかった。今後はお願いしたい。 
 
 PGEとPGMの活動を含めた、女性省のジェンダー主流化の将来像について 
今後、プログラムアプローチがとられるべきだと思う。そのために、ドナー間でももっと調整が進むとよい。方針を一

本化し、調整会議をもってそこにリソースパーソンを外から呼んで、一本化のためのアドバイスをもらうとよいと思う。

PGM との活動に関しては、PGM が行っているジェンダー指標について、自分たちにもシェアしてほしい。また今後

の作成作業にかかわっていきたい。 
 
所 感 
 
TWGGとGMAGの設立と活動内容に関する確認を目的にしていたため、PGMの濱野リーダーの同席の下で行った。 
PGMとPGEは、C/P局が違い、関係性が微妙である様子が観察された。UNDPのアドバイザーのAnnaと活動を行

うことが多く、2人の意見がほぼ一致していた。局長として、包括的意見や将来像に関する意見をきっちりともってお

り、参考になった。女性省の非常に有能なリソースの1人であると、濱野リーダーからもコメントがあった。 
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（面談票No.15 PATF MAFF） 
日 時 2007年10月23日(火) 14:00～15:30 

場 所 農業水産省内 オフィス 

訪問機関名 Ministry of Agriculture, Fishery and Forestry（MAFF）  

面談者 Ms. Ourng Heng Deputy Director of Administrative Dept、MAFF 

出席者 プロジェクト：Phome,  コンサルタント：本間（記録）、通訳：Soug An 

収集資料  

 
 現在の役職とPATFに選ばれた経緯について 
2004 年からPATF に参加。当初は参加していなかったが、前チームリーダーの鈴木陽子長期専門家（現国際協力専門

員）から参加をしてほしいと頼まれた。自分は、以前からWoman Leaderである、1996年にMAFF内にできたGender 
Group（ADB支援によるGMAGの前身のWorking Group）のDeputyだった。役職は当時からDeputy Directorで、

プロジェクト終了後も変わらず。 
 
 PATFとしての活動内容と習得した知識や経験について 
PGMはジェンダー研修を実施した。プロジェクト参加以前からジェンダーの視点に関する知識があったが、パイロッ

ト事業を通じて、農業におけるジェンダー主流化について習得した。また、今後事業実施をするうえでのモデルを設立

できたことがよかった。 
プロジェクト活動では、情報の収集、データの分析、分析内容の決定のためのワークショップ、事業実施、モニタリン

グ（マスタートレーナーがジェンダー視点に立って業務を行っているか観察）、評価、政策提言の策定のすべてのステ

ップに参加した。活動中には、統計等の調査とアセスメントのために対象の農村にも出向いた。パイロット事業を通じ

て習得したことは、農業においてローカルトレーニングが非常に重要であることと、Local Authorityとのネットワー

クづくりの重要性である。 
 
 PGMで得た知識と経験の活用 
PGMメソットは、今度は自分たちで行うことができると思う。ジェンダー主流化の促進は、自分の役割であり責任が

ある。GMAGの活動を通じて、MAFFではStrategic Plan（GMAP）を作成、ADBの支援の下に、10の局に対して

研修を行った。MAFF 職員はジェンダー視点に立った取り組みを行うことが規定されている。MoWA とは 1995 年か

ら協力体制であり、研修もたくさん受けた。PGMの経験は、一部は既に活用している。技術的には、習得したメソッ

トの実施は可能だ。プロジェクトのメソットはよかったと思うが、他の地域で活用できない面が問題だと思う。ジェン

ダー統計や、情報の選択などのステップは活用できる。以前から、様々なプロジェクトを担当しているため、様々な経

験があり、自信がある。ジェンダーユニットを通じて、PATFで習得した技術を活用することができる。 
また、自分が担当しているADBのプロジェクトにおいてもPGMのような研修を行っており、そこでも活用できる。 
 
 政策提言について 
内容には賛成であり、大臣にも受入れられた。しかし、たったひとつの地域で実施したものであり、その地域ではGood 
Example として活用できても、他の地域での状況は違うため、他の地域には適用できない。農業省の大臣も、類似の

地域であれば、パイロット事業の経験はすごくよいとコメントした。そのため、ほかに4地域で同じ事業を実施すると

よいと思う。事業を通じて、種の量や肥料、農薬について学んだ。 
 
 GMAGについて 
GMAGはGender GroupとMAFF内で呼ばれており、自分がリーダーである。ジェンダーユニットの設立の目的は、

様々なプロジェクトが終了したのちも、そのジェンダーに関する経験や知識が存続することである。 
 
 州と中央の関係性 
州のPATFメンバー（PDA）とは定期的に連絡を取っており、月例、四半期のミーティングへ参加をしている。2ヵ月
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に1度のペースでコンポンチャムのフィールドに行っており、他の中央レベルのPATFに比べて絶対多いと思う。 
 

所 感 
 
比較的高い地位にある人で、非常に忙しく、インタビュー中も頻繁にサイン等をもらいにスタッフが来ていた。 
MAFF にはもう 1 人別のPATF メンバーがいたが、他のプロジェクトに異動していった。彼女自体は、あまり活動内

容を理解しておらず、質問内容の理解が浅かった（活動のステップについても、回答が十分だったとはいえない）。一

方、省内のジェンダー関係を一手に引き受けており、すべてのジェンダー関連の業務に従事。そのなかでPATFとして

の活動の重要度は低いように感じられた。現在はADBのプロジェクトに深くかかわっている。GMAG（Gender Group）
でも重要な位置についている。 
前リーダーから、すべてのPATＦを本邦研修に送ると約束されたのに、まだ自分は行く機会を得ていないため、不満に

思っており、担当のC/Pへ不満を述べることが多いそうだ。 
 
上記メンバーの交代要員として、新PATFメンバーが選ばれた（Mr. Kiev Sovannara）が、一度も参加せずに辞めた

模様。一応GMAGのメンバーである（異動してしまったメンバーは、GMAGでも中心的なメンバーだった）。 
 



資料７ 主要面談記録 

（面談票No. 16 PATF PDA） 
日 時 2007年10月26日(金) 11:00～11:30 

場 所 コンポンチャム Provincial Department of Commerceオフィス 

訪問機関名 Provincial Department of Agriculture KPC (PDA) 
面談者 Mr. Chheng Nareth, Provincial Deputy Director of  Agriculture KPC 
出席者 プロジェクト：Lim、Phoma、コンサルタント：本間（記録）、通訳：Sueg An 

収集資料  

 
 PATFに選ばれた経緯 
2003年の結成当時からPATFメンバー。当時はVice Chief of Agricultural Extensionだった。局長が、経済と農業

普及の知識と経験のある人ということで、自分を任命した。以前に、CAAEPというACR（NGO）との共同プロジ

ェクトを担当していた。2004年の7月から現職のDeputy Directorに昇進。プロジェクト終了後も変化なし。 
 
 PATFとしての活動や習得した知識や経験について 
最初のワークショップは Sunway ホテルで行われ、プロジェクト活動の目的と内容についての説明がなされた。ま

ず、既存の政策について議論をし、問題を抽出。Problem Treeをツールとして活用した。その後、リサーチ手法に

ついて習得し、不足している情報のリサーチを、KPC において実践。収集した情報をデータベースに反映するとと

もに、内容を分析し、プライオリティづけを行った。それを基に事業のAction Planを作成。PDMを作成するとと

もに、指標の分析や外部用件などについても検討を行った。省ごとに対象とする政策内容を検討し、農業省では、女

性農民の知識が不足していると思われる「食料の安全保障」を対象とした。事業実施においては、ジェンダー視点が

重点的に取り組まれた。例えば、農業普及における男女の参加を、Local Authorityと協力して促進した。具体的に

は、ジェンダー研修を彼らに行い、女性の参加を促進するよう促した。月例や四半期ミーティングには、中央省庁の

PATF や JCC も参加した。パイロット事業の実施段階では、自立発展性を考慮し、住民代表の男女ペアからなるロ

ーカルトレーナーを育成した。事業実施後は、モニタリンやグ評価も実施した。 
 
 PATFとして得た知識や経験の活用 
農民たちと親密に事業を実施することができたのは、たった1年間だった。政府予算は限られており、このままでは

活動を継続できない。是非他の州も対象に事業が実施できるように、強くお願いをしたい。 
局としては、ジェンダー関連の話題をミーティングで取り上げるようにしている。また、すべてのプロジェクトをジ

ェンダー視点に立って行うのが省や局の方針でもある。来月、PDWA との協力により、自分自身がトレーナーとな

り、自分の部下たち80人にジェンダー研修を実施する予定である。 
 
 PGMメソットの特異性や有効性は何か？ 
以前にかかわったプロジェクトはどれも、ジェンダー視点に立った方針は立てられていたが、実際の活動では何も実

施されなかった。しかし、PGMでは、Local Authorityに事業の目的やジェンダー視点の重要性の理解を働きかけ、

ローカルトレーナーの選考では、多少点数が低い場合も女性を選ぶようにした。農民たちもこれらの取り組みにとて

も喜んでいるのだが、継続するには予算がない。 
メソットの内容は賞賛に値するものであり、自分はしっかりと理解できている。特に、事業計画の作成方法がとても

明確だと思う。ステップごとに（内容が）明確であり、ステップをひとつずつ追っていくと作業ができるのが分かり

やすい。また、すべての事業計画が証拠を基にして作成されることができるのがとてもよい。 
 
 本邦研修について 
2006 年の 2 月に漁村におけるジェンダー研修に参加した。農村部の開発手法（PDM 作成と似ている）を習得。ほ

かにはジェンダーについて重点的に研修がなされた。例えば、ジェンダーイシューや、男女のニーズを理解し、ジェ

ンダー視点をいかに事業計画に取り入れるかを習得。他の国からのケーススタディのシェアやフィールドへの訪問と

そこでのインタビュー、大学での報告なども行った。 
問題を Identifyし、プライオリティづけとし、政策に即して事業を実施する手法や、PDMに即して活動を行うこと

の重要性等、ジェンダー視点について学んだことは、今も活用している。自分は局で計画分野を担当しているため、
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そうした計画に関することは、PGM で学んだことを同僚にもシェアしている。また、先日、Natural Agricultural 
Universityで、学生たちにどのように問題を抽出、分析し、不足情報を収集する手法について講義をした。 
 
 JICAに対して 
最後に、是非JICAにお礼が言いたい。更に事業の継続への支援をお願いしたい。 
 

所 感 
 
最初、Provincial Director of Agricultureと一緒にインタビューをする予定で、同席してもらった。結局1人ずつと

なり、お互いの同席の下でのインタビューになったが、影響はみられないと思う。 
本邦研修にも参加しているせいか、プロジェクト活動について、とても詳細に記憶していた。また、当初約束してい

た面談時間を過ぎても積極的に話しを続けるなど、プロジェクト活動に関して、理解度や意欲、コミットメントの高

さが感じられた。局の次長として事業実施を担当したため、特にその分野での自信や、事業継続への熱意が伝えられ

た。 
訪問前に、PDA の活動現場を訪問したが、ローカルトレーナーとジェンダーフォーカルポイントの制度は、プロジ

ェクトが終了した現在も機能しており、インタビューした農民（男女）も収益が上がったことや研修参加の経験等、

プロジェクトの成果が、高く評価されていた。 



資料７ 主要面談記録 

（面談票No.17 JCC MIME） 
日 時 2007年10月30日(火) 9:00～10:00 

場 所 Ministry of Industry, Mine and Energy, Deputy Director Generalオフィス内 

訪問機関名 Ministry of Industry, Mine and Energy (MIME) 
面談者 Ms. Khun Vary, Deputy Director General of Industry Affairs Dept., MIME 
出席者 プロジェクト：Sothea、コンサルタント：本間（記録）、通訳：Seug An 

収集資料  

 
 現在の役職とPGMプロジェクトにかかわる経緯 
2004年に正式にJCCが発足されたときからメンバー。それ以前の準備段階の会議にも参加している。 
1980 年代にMIME のスタッフとして入省。1992 年にChief オフィサーに。1997 年にDeputy Director of General 
Department of Industryに。2003年から現職となっている。 
自分がJCCに省から任命された理由としては、技術者であったこと、政府の総務学校に参加したことがあること、1980
～2003 年までWomen Leader であったこと、起業に係る事業にかかわっていることの 4 点である。Women Leader
の役割は、2003年に後輩に譲った。  
 
 PGMの活動について 
（PGM が実施する）ワークショップに参加をした。自分は、ほかに、GMAG のメンバーであり、CEDAW ではジェ

ンダーフォーカルポイントとして研修も参加した。また、ILO のプロジェクトでは企業家のための研修に参加した。

PGMでは、コンポンチャム（KPC)での事業にもかかわった。そこでは、JICAの支援により、GMAG（PATFだと思

われる）メンバーへの研修や、KPCでの会議にも参加した（実際には、ジェンダー関連の業務をすべて回答した形）。 
 
 GMAGとPATFについて 
PATFは、既存の政策のなかからプライオリティを選択し、プロジェクトを形成、実施した。ジェンダー主流化をロー

カルレベルの人を対象にした事業を実施した。 
GMAGでは、女性のSocial Workやコミュニティ事業への参加の推進について、ミーティングで検討中。現在、GMAG
メンバーやNGO への能力向上のための研修に対して、支援をお願いしている。政府予算が限りがあるため、NGO と

協力して事業を実施することなどが考えられるため、NGOにも研修の機会を与えることが考えられている。 
PATF の経験は、GMAG でシェアされ活用されることが可能。しかし、GMAG のメンバーは皆、通常業務で忙しい。

女性職員もほとんどが技術者であり、あまり時間がないのが実情である。また、GMAG は常に予算がなく、難しい状

況をどうにかやりくりしている状態だ。GMAGの予算は、JICAからの支援（PATFへの支援だと思われる）と、ILO
の研修、CEDAW のためのADB からのMoWA のコーディネーションによる支援（ジェンダー研修。首相も支援して

いる）、あとはMMEの通常予算からの配分である。これは、財務省からMIME全体に配分されるものであり、GMAG
への配分は現在ゼロの状態である。MIMEでは、様々な事業が展開されており（ASEAN事業、Standard関連、WTO
関連、生産性向上関連、水利関連、エネルギー関連、SME の推進関連、等）予算も多く必要なのだが、少ない。自分

はGMAGのDeputy Chairでもあるが、同時に、省全体の事業も担当している。省全体の予算が、政府予算のほかに

は、NGO やドナーの予算でやりくりしている状態である。上記のとおり、GMAG メンバーはとても忙しいため、通

常業務に、ジェンダー主流化の仕事が取り入れられると非常によいと思う。 
 
 PGMメソットの活用について 
PGMメソットは活用できるものである。また、自分の省のPATFは能力的に可能であると信じている。マニュアルは、

受け取ったはずだが、記憶にない。PATFが2名しかおらず、2名とも多忙なため、もっと人数が多かったらよかった。

また、今後（PGMメソットを）活用していくうえで、MOWAのコーディネーションが引き続き必要である。 
メソットの内容は、とても適切だと思う。実践形式のため、研修として集中できる。事業は、モチベーションがないと

難しいし、参加も促進されない。知識のシェアリングだけの手法では、ここまでうまくいかなかったと思われる。 
 
 政策提言について 
内容は適切であり、（省に）受容されるものだと思う。理由として、対象となった人々のニーズに即していることがあ
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げられる。実際にキャッサバの収量や質が改善され、対象農家の健康状態がよくなった。また、女性も、新技術に適用

できることが証明された。以前は、農民たちは、技術的知識に関して、家族間の情報共有などを通じのみ得ることがで

きた。またマーケットの知識もなかった。 
 

所 感 
 
プロジェクトに関して、理解が限られている部分があったが、とても誠実に、真摯に回答してくださった。インタビュ

ーの最後にお礼を言ったところ「私の方が、インタビューをしてくれたことに対して、お礼を言いたい。おかげで、PGM
の活動のレビューができたし、これからの方向性について、いくつかの新しいアイデアをもらうことができた」と、言

ってくださった。 



資料７ 主要面談記録 

（面談票No.18 PATF MIME） 
日 時 2007年10月23日(火) 9:00～10:30 

場 所 鉱工業エネルギー省内会議室 

訪問機関名 Ministry of Industry, Mine and Energy (MIME) 
面談者 Ms. Tey Dany, Chief of Investment Office of Industry Affairs Dept., MIME 

Ms. Him Somarong, Chief of Cooperation Office of Energy Development Dept. MIME   
出席者 プロジェクト： Sothea,  コンサルタント：本間（記録）、通訳：Seug An 

収集資料 Gender Strategic Plan （GMAP） 

 
 PATFに選ばれた経緯 
2人とも2003年のPATF結成当時からのメンバーである。 
D:自分は、上司から能力があるから是非にと、推薦されてメンバーになった。当時は他のセクションのチーフだったが、

2003年の後半に現職に。プロジェクト終了後もとどまる予定である。またプロジェクト活動のほかに、APOのライセ

ンス事務局の仕事を業務として担当している。 
S：自分はDeputy Chief of Administrationだったのが、同局内で昇進して現職に。プロジェクト終了後も変化はない

予定。もともと、省内の女性（職員）の利益保護委員会のメンバー（Women Leader）だったので、PATFに選ばれた。

現在2人ともGMAGメンバーである。 
  
 PGMを通じて何を学んだか。 
最初に、ジェンダー概念について習得し、既存の（自分の省の）政策をジェンダー視点から分析した。そのなかで重要

政策（SME プロモーション）を決定し、事業計画を作成した。その後、ジェンダー情報分析、問題分析や目的分析を

Problem Treeを活用しながら行った。また、PCMとPDM、モニタリング評価について研修やワークショップに参加

した。その後、計画した事業を実施した。具体的には、2回の技術研修（キャッサバの研修）を2コミューン4村の農

民に対して実施し、伝統的農法について調査をした。その後、技術改良に関する研修を実施。同時にモニタリングも行

った。最後に評価を実施、収集されたすべての情報を結論づけ、州のPATFともに報告書を作成。その結果を基に、JCC
も交えて政策提言を作成した。これらのすべての作業については、能力的にもCertifyされており、次回は自分で実施

する意欲がある。 
 
 パイロット事業実施を通じた活動について 
パイロット事業を通じて、多くを学んだ。特に、コミュニティレベルのジェンダー問題について、以前は知らなかった

ことを学んだ。今後は、他の州でも（同様の事業を）実施するように、GMAGにレポートを提出するつもりである。 
 
 GMAGとの関係性について 
（MIMEでは）GMAGは2005年から活動を開始、2007年7月にStrategic Plan（GMAP）が正式に採択された。 
GMAGには、常にPATFの活動内容をシェアしている。コンポンチャムでの事業が成功したのであれば、他の地域で

も是非実施するべきであり、またジェンダー主流化は全セクターで実施されるべきである。そのために、PGMの経験

をまとめたレポートをGMAGに提出するよう準備中。その後、大臣や他の（省内の）スタッフにもシェアしていきた

いと思っている。実際GMAGでは2008年以降ジェンダーイシューを収集し、SMEフレームワークにジェンダー視点

を取り入れることが提案されている。 
GMAGとPATFの業務は重複していない。GMAGにはメンバーとして参加しているのみ。 
PGMがマネージメントレベルに向けてのジェンダー研修を実施して以来、マネージメント側の考えが変化してきてい

た。PATFやGMAGの結成以来、ジェンダー関係の業務をオフィシャルな業務として任命されるようになり、非常に

業務がしやすくなった。（プロジェクト終了後も）日常の業務として残るのは GMAG である、プロジェクト終了後も

GMAG メンバーとしてジェンダー主流化促進のための業務を継続して行うことができる。プロジェクトの経験や知識

は、自分たちの説明を通じて他のGMAG メンバーに共有することができる。現在GMAG が行っている事業は、技術

的な（事業を行っている）PGMとは少し違う。採択されたStrategic Plan（GMAP）のなかにもPGM（メソットを

活用して事業を実施するような）予算は入っていないため、PGM メソットの活動を行うにはJICA の支援が必要であ

る。それとは別に、プロジェクトは、是非継続してほしいと思う。 

- 200 - 



資料７ 主要面談記録 

 
 政策提言について 
政策提言は、JCC には既に受入れられており、大臣にも受入れられるだろう。MIME や政府の政策や戦略にも合致し

ており、提言内容自体が、既存の政策に含む形のものであるため、実現されると思う（それほど困難ではない）。（自分

たちも）内容は非常によいと思うため、前述のとおり、GMAG や大臣への（理解促進のための）レポートを作成中で

ある。 
 
 PGMメソットについて 
PGMメソットを通じて、ジェンダー視点に立った政策提言作成の方法を学ぶことができた。パイロット事業の経験を

下に、政策提言を作成したことは、非常に有効だと思う。例えば、小規模電力の導入という新しい政策が採択される際

に、GMAG からジェンダー視点が入るよう、働きかけがなされた。その働きかけが受入れられ、ミーティングに自分

がGMAG代表として参加することになり、今はWorking Groupのメンバーにもなっている。これはPGMの経験が

あったからだ。PGMメソットマニュアルも活用できると思う。是非使っていきたい。 
 
 本邦研修について 
D: 5週間のジェンダー統計研修に参加。日本・カンボジアのジェンダー状況の比較を行った。さらに、Decision Making
について情報を収集、分析し、マトリックスやグラフを作成しリーフレットを完成させた。残念ながら MIME では政

策策定のみで、リーフレット等を作成する機会はないが、統計やグラフ作成等の能力は、今の業務でも活用している。

またジェンダー概念について深く理解した。 
S:2006 年【要確認】に 5 週間の政策分析とジェンダー統計研修に参加。ジェンダー平等推進方法とジェンダー視点に

立った政策策定手法を習得。成果品として政府へのアクションプランを作成した。これは、政府に提出され、更にGMAG
がStrategic Plan（2006～2010年）として採用し、2007年に採択された。そのために、事業に非常に関係した研修だ

ったといえると思う。 
 
 PGM活動のインパクト 
2003年に新政府が誕生して以来、女性職員の利益を守る活動を行ってきた。現在も、Women Leaderとして（Deputy 
Directorと経理担当として）、2人ともその活動を続けている。（MIMEには111人しか女性職員がいない）PGM以前

は、ジェンダーについての知識はあまりなかった。また省内での理解も低かった。しかし、PGMがPATF以外のスタ

ッフ対してジェンダー研修を実施して以来、ジェンダー視点に対しての理解が省内で促進され、女性職員の研修等の参

加の機会が増えてきていると感じる。 
個人的にも、ジェンダー概念について多くを学び、自信を獲得し、能力が向上したと思う。特に、ジェンダー統計やコ

ンポンチャムでの事業実施の経験、政策提言作成能力が向上したと思う。PGMで習得した内容はすべて、省内の他の

職員へ研修等で伝えることができる。 
ジェンダー視点は、自分たちにとって非常に重要である。そのために、ジェンダー視点に立ったプロジェクト計画の手

法を学べたことは大きい。今後も、他の職員にも働きかけを続けたい。また是非PGMメソットを活用した活動を、継

続してきたいと思う。GMAG は機能的に限界があるため、現在のように、MoWA に調整機関になってもらいたい。

MoWAはジェンダー視点において知識と経験がある。MIMEでは、ジェンダー視点に立った活動を行ううえで、そう

した助言や支援が必要である。 
 

所 感 
 
2 人とも各質問に対して、非常に的確に回答した。PGM の内容や、PATF としての活動内容を非常によく記憶、理解

しており、能力やコミットメントの高さが伝わってきた。 
GMAGとPATFの関係性も明確に理解しており、今後の方向性についても、明確なイメージを抱いている印象を受け

た。 
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（面談票No.19 PATF MIME・MoC） 
日 時 2007年11月7日(水)12:00-15:00 

場 所 PGMプロジェクトオフィス 

訪問機関名 PGMプロジェクト 

面談者 関係省庁PGM C/P（MIME・MoC） 

出席者 日本側調査団：池田団長、田中団員、寺田団員（記録） 
専門家：濱野チーフリーダー 

 
 能力強化に関して 
プロジェクトを通じ、今まで全く無関心だった、若しくはあまり興味をもっていなかったジェンダー主流化の概念に馴

染むようになり、各人の業務に活用できるようになったことが高く評価された。各省の研修予算にPGMプロジェクト

の研修を組み込めるかどうかは現在検討中。 
 
 PGMメソットに関して 
現場の事情を把握したうえで政策提言を策定するというプロセスが高く評価された。GMAP に予算化された形で取り

入れられているとは限らないがそうした対応が可能かどうかも引き続き検討していくのが望ましいとのコメント。 
 
 TWGGに関して 
TWGGが望ましいのか、別の枠組みが望ましいのかは分からないが、今後ジェンダー主流化をより促進していったり、

プロジェクトの成果を継続させていくには、プロジェクトの成果の理解だけではない何らかのトップのコミットメント

を確保するメカニズムが必要だと思うとのコメント。 
 
（面談票No.20 PATF PDIME） 

日 時 2007年10月26日(金) 14:00～14:45 

場 所 コンポンチャム Provincial Department of Industry, Mine and Energy 

訪問機関名 Provincial Department of Industry, Mine and Energy of KPC 
面談者 Mr. Suon Dy, Provincial Director of Industry, Mine and Energy Department KPC (PDIME) 
出席者 プロジェクト：Lim,、Phoma, コンサルタント：本間（記録）、通訳：Seug An 

収集資料  

 
 PATFとして選ばれた経緯 
2003年のPATF結成当初からメンバー。当時からProvincial Director。プロジェクト終了後も変化なし。 
 
 PATFとしての活動内容や習得した知識や経験 
最初に、プロジェクトの目的等についての説明のワークショップがあったが、そのときはプロジェクトの目的や内容に

ついてあまりよく分からなかった。それ以降もワークショップに参加するようになり、次第に（プロジェクトの目的や

内容が）クリアになってきた。 
（このあと、キャッサバ事業の内容を詳細に回答）キャッサバ栽培と、マーケティングを含めたキャッサバ加工の2科

目の研修を実施。男女半々の研修参加であった。研修後のモデル農家を通じた事業において、使用したモデルコンテナ

ーは、伝統的手法よりも効果的であり、実際に収量が上がった。事業は成功だったので、是非他の農家にもコンテナー

を配布するように、JICAに事業を継続してほしい。 
（プロジェクトを通じて習得した知識は）PCM、ジェンダー主流化、リサーチの実施、結果の分析とプロジェクト形

成等、多くのワークショップに参加した。アクションプラン（事業計画）作成後は、評価ワークショップに参加。評価

の前にフィールドで評価調査を行い、個人インタビューをした。それを通じて、プロジェクトが実施した手法が対象者

にとって効果的であったことが分かった（そのために、JICAに事業を継続してほしい）。 
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 PATFとしての経験の活用について 
プロジェクトで学んだ内容については、目的があれば、実施できる。プロジェクトを実施するのには、予算や人材、機

材や教材が必要である。もしそれらが揃ったならば、能力的には実施可能である。不安な部分（ステップ）もあり、100％
ではないが、サポートがあれば、どうにか実施できる。（クリアじゃない部分はどこか？という質問に）同じ地域だと

実施できるが、違う状況下だと、今回の経験が使えないかもしれないため不安だ（PGM メソットマニュアルの存在は

知らなかった。手元には届いていることは確認）。 
 
 ジェンダーについて学んだことについて 
ジェンダーについては、最初に研修があったが、内容は忘れてしまった。事業実施中は、研修参加者（農民）を男女半々

にするよう取り組んだ。さらに、PGMプロジェクト実施以前は、キャッサバのコンテナーを使用するのは男性のみだ

ったが、プロジェクトの働きかけにより、女性も使えるようになった。参加農民のなかで、男女の役割分担の変化や、

女性が決定へ参加するようになったことが、ジェンダー視点に立った取り組みを行ったことでよかった点だ。 
 
 政策提言について 
すべてのプロジェクトは、すべての分野においてジェンダー視点に立って行われるべきであり、（コンポンチャム州内

の）他の局（今回PGMが対象にした関係省庁以外）もプロジェクトに参加するべきだったと思う。 
自分たちの政策提言の内容はとてもよいと思う。なぜなら、省の技術者、Local Authority、PDOPやPDWAも含めた

他の関係者すべてが、ミーティングに参加し、相談して作成したからである。 
 
 PATFとして得た経験や知識の活用 
プロジェクトで得た知識や経験内容については、ミーティングを通じて同僚（部下）たちに話をしている。PGMメソ

ット実施において MIME の PATF が対象にした、SME プロモーションは、局の重点分野であるため、事業内容に関

しては、局内でも情報共有をしており、その際にPGMの話に触れている。キャッサバ栽培事業の経験についても情報

共有した。（ジェンダーについての話もしているかの問いに対して）ジェンダー視点に立った活動の経験にも共有する

ようにしている。しかし、自分の局は女性職員の割合は少ない（71人中6人のみ）。 
 
 PGMプロジェクトの利点は？ 
自分の観察では、事業参加農民にとって、キャッサバの生産量が上がったこと、生産過程が改善されたこと、生産者が

以前は何も知らなかったマーケット情報などについて習得し、仕事内容や価格をマネージメントできるようになったこ

とだ。 
自分自身は、実際に農民に対して研修を行う機会が今まで一度もなかったのだが、パイロット事業を通じて実施し、農

民が非常に喜んでくれている。対象の地域の情報を基に事業計画を作成する手法を習得できたこともよかった。SME
プロモーションは政府の政策の一部でもあり、自分が実施した事業が成功したことは、この政策の実現と、人々の生活

の向上に貢献できたものだと思う。 
（PGM手法に関しては？という質問に対して）ジェンダー研修は初めてだった。ジェンダー以外にも、他の機会に受

講した研修に比べて、PGMメソットはステップごとの内容が厳格で十分にデザインされており、よかった。 
 
 中央省庁のPATFとの関係 
MIMEのメンバーとの関係は協力関係、コミュニケーションともに良好だった。MIMEのメンバーは、農民たちの状

況を理解するようになったと思う。また、1 人はエネルギー、1 人は工業と、それぞれのデパートメントから参加して

いたのはよかった。 
 

所 感 
プロジェクト活動について、すべてを述べることができず、PGMメソットについて、包括的に理解できていないよう

だった。ステップを通じて情報を下に事業を計画し事業を実施する利点や、ジェンダー視点に立った取り組みの重要性

については、いまだ十分には理解していないようだった（特に、中央省庁レベルのMIMEのPATF二人の理解度や貢

献度と比較すると、差が大きいように思われた）。 
一方、州の局長として、事業実施段階について非常に興味をもっており、その点でのやりがいや事業の業績への自信、

今後の事業の継続や新規事業実施への意欲は、強く感じられた。とても感じのよい、好意的なインタビューで、プロジ
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ェクトについても好意的にとらえているようであり、理解が低いのは、また別の理由のように感じられた。 
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（面談票No.21 JCC MRD） 
日 時 2007年10月25日(木) 15:50～16:20 

場 所 農村開発省 Deputy Director General for Administration and Financeオフィス 

訪問機関名 Ministry of Rural Development  (MRD) 
面談者 Mr. Ly Savuth, Deputy Director General of Administration and Finance, MRD    
出席者 プロジェクト：Socheata、コンサルタント：本間（記録）、通訳：Seug An 

収集資料  

 
 政策提言について 
JCCミーティングでも述べたが、MRDが選択したMicro Creditに関しては、コンポンチャム州では既に同様のプロ

ジェクトを行っていた。そのため、対象の選択はよかったと思う。事業結果をみると、1年間で対象となった女性たち

がよく理解を深めたと思う。作成された提言は、既に大臣に提出済み。結果は分からないが、こういったレポートは、

通常テクニカルデパートメントの調整の下に提出されるため、自分が受入れて推薦をしているということは、大臣も受

入れるということだと思ってもらっていい。JCCミーティングで述べたとおり、政策提言が提出された以上、今後は、

他の地域でのパイロット、若しくは本格的な事業実施につなげていくことが必要だ。プロジェクトで採用した手法

（PGMメソット）は、通常のプロジェクトで頻繁に生じている、研修を実施するのみでクレジットアクセスがない、

若しくはクレジットを受け取っても活用する基礎能力がない、という失敗の理由を解決している。 
 
 PATFの能力向上について 
PGMを通じて、農村コミュニティの女性の能力が向上したと思う。また、PATFとしてMRDから参加したMs. Sokhen
の能力も向上していると思う。特に、日本での研修を通じ、農村女性（のエンパワーメント）についての知識を深めた。

帰国後は他の職員への研修の講師として活動している。また、彼女はChief of Rural Creditであり、同僚たちに、プロ

ジェクトの経験をシェアすることもできる。彼女は、他の人に普及することができると思う。 
 
 GMAGについて 
GMAGは、基本的に、研修やワークショップを行っているのみである。メンバーとなっているのが、Deputy Director
レベルであり、皆、多忙で活動に参加している時間がない。自分自身はメンバーではない。 
 
 PGMのよかった点 
プロジェクトに参加することで、日常業務だけでなく、更にプロジェクト活動関連の業務をこなさなければならず、よ

り熱心に仕事をする態度を身につけた。これは、参加したPATFの能力強化を助けたと思う。 
 
 農村開発省におけるジェンダー主流化の取り組みについて 
省内の Regulation により、すべての管理職の採用は女性にプライオリティが置かれることになっている。女性がリク

エストを出すと、通常大臣は断れない。また、女性職員の研修参加や昇進が、促進されている（たった2人のみが女性

幹部だが）。グラスルーツレベルでは、NGO、IO、VDC（村落開発委員会）は、メンバーの40％以上は女性にすると

いう、規定がある。首相が、女性はすべてのバックボーンであると宣言し、National Council of Women（CNCWだ

と思われる）の議長も務めている。家庭内でも、女性の地位は高いと思う。 
 
 今後の活動について 
JCCで述べたとおり、今後JICAとの協力を続け、PGMを継続してほしい。パイロット事業の実施を通じた能力強化

も、継続してほしい。さらに、全国に4ヵ所ある研修センターの機能強化と、そこを通じての、基礎能力研修を、行っ

たらいいと思う。 
 
所 感 
通訳も参加したが、基本的に、英語で直接会話をした。そのため、一部意図が伝わりにくいところがあった。直前に

JCC ミーティングに参加しており、政策提言の内容などをよく記憶しており、好意的な印象をもっていたが、プロジ

ェクト全体の目的などの理解は浅いようだった。本人がGMAGに加入していないため、今後の方向性などを聞くこと

ができず、残念だった。 
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（面談票No.22 PATF MRD） 
日 時 2007年10月24日(火) 10:30～12:00 

場 所 PGMプロジェクトオフィス 

訪問機関名 Ministry of Rural Development （MRD） 

面談者 Ms. Chhean Sokhen, Chief of Rural Credit Finance Office of Economic Development Dept., 
MRD 

出席者 プロジェクト：Shocheata、コンサルタント：本間（記録）、通訳：Seug An 

収集資料  

 
 PATFに選ばれた経緯 
2003 年の最初からメンバー。モチベーションがあり、NGO との業務経験もあり、1993～1994 年までは Women 
Leaderだったこともあり、PATFに選ばれた。Women Leader時代、MoWAが実施したジェンダーの基礎研修にも

参加したことがある。PATF就任当初から、今の地位であり、プロジェクト終了後も変化しない予定。MRDが実施

するプロジェクトの1997～2003年に従事。その期間は休職し、そのプロジェクトのCP NGOに所属していた。そ

の後復職してPGMのPATFになった。 
 
 PATFとして習得した知識や経験 
PGMのスケジュール（メソット）に沿って、非常に多くを習得した（このあと、活動内容について分析、プロジェ

クト計画作成、事業実施、モニタリング評価、評価結果の分析からの経験の抽出と提言作成と、ステップごとに説明

してくれたがここでは割愛）。 
PGM メソットに関しては、習得したため、自分だけでも実施することができる。自分はタイへ PRA の研修に行っ

た経験もあり、PGMメソットに関しても十分理解できた。 
 
 政策提言について 
提言は既にJCCに受入れられており、それをDirector of Board of Rural Creditに提出され承認されている。政策

実施（実現）の意味では、事業実施中の調査やモニタリングの際に、ある程度達成されている。例えば、マイクロク

レジット事業の貸付額の変更など。その他の提言に関しては、Director of Board of Rural Creditの反応待ち状態で

ある。ただ、一部の提言内容は、MRDのみでは解決できず、他の関係省庁の協力が必要なものがある。また、研修

実施などに関して、予算が必要なものもあり、すぐに実現が困難なものがある。マイクロクレジットプロジェクトは、

3省で行われていたため、今後残りの2州で実施予定である。 
 
 本邦研修について 
2005 年の 8～11 月に、農村女性のエンパワーメント研修に参加。農村女性の開発のための、様々な手法や経験を学

んだ（PCMやJAの活動、農業普及員の役割等）。成果品として、報告書とアクションプランを作成した。アクショ

ンプランは、帰国して更に調査を進めるうちに、実施できないことが分かり断念した（バナナの栽培についてだった

が、カンボジアではバナナの価格が高く、商売にならない）。しかし、通常業務において、事業計画を作成する機会

などに、その経験を活用している。他の同僚たちにも、事業計画を作成段階のProblem Treeの活用等の経験をシェ

アした。また、MRDが以前行っていた事業の自立発展性について調査報告を作成する機会があり、その際に、日本

で得た経験や知識を活用した。 
 
 PGMメソットについて 
有効だと思う。実施前にすべてのイシューについて分析をし、それに基づいて（計画を作成し）実施をしたため、事

業実施段階は非常にスムーズだった。モニタリングや評価の結果に、この事業の有効性は証明されている。また、（事

業を通じて）政策提言策定のための、重要なイシューを見つけることができた。（PGM メソットは）ステップがひ

とつずつしっかりとつくられているため、それを追って実施すると非常に効果的だった。また、その過程において、

対象となった女性たちが、十分に（事業の）プロセスを理解しており、女性が参加などを通じてエンパワーされたこ

とも、このメソットの効果のひとつだ。参加者が学びつつ、実践することができ、更に事業の結果もよいということ

は、非常にすばらしいメソットだと思う。JICAが継続しなければ、きっと他のドナーを探すことは難しいため、継
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続できないと思う（実際、プロジェクトを計画するように、GMAG のダイレクターから頼まれたのだが、予算はな

いので、そこでかかるコストは自分で立て替えるのがすごく大変だった）。PGM Methodsマニュアルは、既に部分

的に活用したことがある。例えば、上述のマイクロクレジットプロジェクトの自立発展性の調査において、活用して

いる。ステップごとにフォーカスしやすく、特にモニタリング評価のステップがよいと思う。 
 
 GMAGについて 
GMAGは、（MRDでは）2004年の終わりから設立されているが、自分は2007年の7月にやっと加入できた。その

前のことは、加入していなかったので、分からない。会議には一度だけ参加した。他に、CNCW によって実施され

るCEDAWに関する研修の実施を担当した。GMAGには、新しく加入したため、PATFとしての経験を他のメンバ

ーへシェアしたことはない。しかし、GMAG のダイレクターは、プロジェクトの経験を継続するように言っている

（ので是非伝えていきたい）。 
 
 PGMのインパクトについて 
ジェンダー平等について、同僚に話したり説明したりしている。農村開発省へのインパクトとしては、彼女のPATF
活動への参加について、毎回許可が出ているのは、その活動の重要性を理解してのことだと思われるため、それがイ

ンパクトだと考えられる。もっと省の職員にジェンダー平等について理解してほしいと思っている。ほかの人にもっ

ときちんと説明できるよう、自分ももっと理解したいと思う。そのためにPATFの活動にも積極的に参加するように

している。 
 
 阻害要因、貢献要因 
他の決定権のあるPATFが忙しく、プロジェクト活動に参加できないことが多く、活動が大変だった。 
 

所 感 
 
プロジェクト参加以前の経験から、フィールドでの事業経験やその重要性を十分に理解していたようだ。メソットの

内容をステップごとに詳細に答えることができ、能力強化や理解度の高さがうかがえた。ただ、立場的にも、他の

PATF に比べて低い実務的な位置にいるため、政策策定過程は業務ではなく、PGM メソットに関しても、政策提言

の作成よりは、事業実施に重点を置いて考えているように思われた。 



資料７ 主要面談記録 

（面談票No.23 PATF PDRD） 
日 時 2007年10月26日(金) 16:10～16:45 

場 所 コンポンチャム県Rural Development Department オフィス 

訪問機関名 コンポンチャム県Rural Development Department （PDRD） 

面談者 Mr. Chea Poly、Provincial Director of Rural Development Department KPC 

出席者 プロジェクト：Lim、Phoma、コンサルタント：本間（記述）、通訳：Seug An 

収集資料  

 
 PATFに選ばれた当時の役職などについて教えてください 
PATF には 2004 年の 2 月から参加している。その前のワークショップにも参加しているが、正式には 2004 年の 2 月

から（厳密に、PATFの結成はこのとき。かなり正確に記憶していた）。当時はDeputy Directorだったが、2004年の

後半から現職。プロジェクト終了後もそのままの予定。 
 
 PATFとしての活動や学んだことは 
JICA（のプロジェクト）では、能力向上をした。ジェンダーの概念と女性の参加やジェンダー平等について学んだ。

以前はジェンダーについて何も知らず、ジェンダーはSEX（生物学的男女の違い）だと思っていたが、今は、SEXは

変えられないけど、Gender は変えられること、男女の役割分担、ジェンダーニーズとそのなかでの重要づけ、男女の

リソースなどの（アクセスの）違いを学んだ。 
（MRD では、マイクロクレジット事業を実施した）以前は女性がローンを借りに来る勇気がなかったが、JICA のプ

ロジェクトのおかげで自信をもち、借りに来るようなった。また有効にローンを活用できるようになった。プロジェク

トでは2コミューン5村で実施したが、州にはもっと多くのコミューンや村があり、次はすべてを対象に支援をしてほ

しい（州の人口等に関して詳細な説明があった）。 
活動内容で記憶していることは、アンパラ（地名）でのリサーチの実地研修である。女性と子どもに関するデータの収

集のために、家族の状況、人々の生活時間に、農家の収量や栽培計画、家庭内の役割分担や収入、外出の頻度、賃金向

上活動に使えるリソースや材料の有無、等々についての調査行い、結果を発表したことはよく覚えている。また、モニ

タリングにおいて、女性の就学などの教育に関する調査をし、VDCやLocal Authority、ジェンダーフォーカルポイン

トと一緒に、女性の参加を促進する取り組みを行った。評価の際には、コミューンカウンシルやVDC、Group Leaders
（クレジットグループのリーダー）に調査をし、結果をまとめた。この活動を通じて、クレジット事業でクレジットを

貸し出す場合は、対象の人々の状況をきちんと把握しなければならないことを、学んだ。 
 
 政策提言について 
政策提言の作成ステップには参加している。内容は、クレジットの利率の引き下げ、個々への貸付額の引き上げ、返却

期間の柔軟性の3点である。とてもよい内容だと思う。提言は、Board of Director (Credit)に提出されており、州レベ

ルとしてこれ以上は何もできない。決めるのは中央レベルだ。 
 
 PGMメソットについて 
PGMメソットが他と違うのは、男女平等に取り組んだことだ。自分も以前はジェンダーについて知らなかったが、今

はミーティング等でもスタッフに説明などをしている。これまでPGMで学んだ知識や経験は、すべて自分で活用でき

ると思う。忘れているところでも、本（PGM メソットマニュアル）があるので、参考にすれば大丈夫である。 
 
 プロジェクトのインパクトについて 
自分は、JICA のプロジェクトに参加して、能力向上（特に政策の分析、男女の役割について）できたこと、特にジェ

ンダー概念に関して習得できたことが大きな変化だ。ジェンダー概念を理解し、家庭でも妻の家事を手伝うようになっ

たことは、実は一番大きな変化だと思う（笑）。 
 
 習得した知識や経験の活用について 
11 月 15 日に、女性局の支援により、42 人の同僚（部下）たちに 2 度目のジェンダー研修を自分が実施する予定であ
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る。その前にも32人を対象に、研修を行った。 
自分はProvincial Development Committeeのメンバーであり、そのなかにある、ジェンダーグループ（GMAGの州

レベル版）に所属している。また、Sub JCCのミーティングのためにプノンペンに行った際に、GMAGのStrategic Plan
（GMAP）の作成にも参加した。 
 
 中央省庁のPATFとの関係 
よかった。でも、PATFは他の24のProvincial Departmentすべてを、対象にするべきだったと思う。 
 

所 感 
 
1日で行った州のレベルのPATFへの最後のインタビューだった。そのため他の州レベルのPATFから、ある程度質問

内容を聞いていたように思える。事前にノートに回答内容をまとめてあった。それでも、プロジェクトの活動内容に関

しては、ステップごとに回答することができず、PGMメソットのステップを理解はできていないように思われた。し

かし、活動にはすべて参加しており、一部自分の印象に残っている活動については、詳細な説明があった。そのため、

メソットとしては整理されていないが、各ステップは一応習得しているように判断される。 
少し前に配布された、PGMメソットマニュアルにも目を通しており、その活用に関して具体的な考察がされていた。

また、ジェンダーについて、能力向上や自分の行動の変化について繰り返し述べており、インパクトの強さがうかがえ

た。さらに、州レベルにおいてパイロット事業の実施を担当していた者として、事業対象者へ利益と事業継続について、

切に述べていた。誠実な回答の態度に好感を持った。 



資料７ 主要面談記録 

（面談票No.23 PATF MoLVT 1） 
日 時 2007年11月2日(火) 16:00～17:20 

場 所 Ministry of Labor and Vocational Training, Deputy Director Generalオフィス内 

訪問機関名 Ministry of Labor and Vocational Training (MLVT) 
面談者 Mr. Tep Oeun, Deputy Director General of TVET Affair, Director of National Competent Standard 

Dept. , MoLVT 
出席者 プロジェクト：濱野リーダー、Salady、コンサルタント：本間（記録）、通訳：Seug An 

収集資料  

 
 PATF参加の経緯 
以前、Gender Equality Opportunity（GEO)というグループが、TVET内にあり、自分も参加していた。そこに声が

かかり、自分がPATFに参加することになった（そのために、MoLVTのPATFは、TVET局の人が中心らしい）。 
 
 PATFの活動について 
PATFはPGMの活動に関連している。MoWAと日本人専門家の協力により設立され、2006年にPDLVT等との協力

により、パイロット事業を実施した。その結果を基に、政策（提言）を作成し、女性の事業の参加について、特に非伝

統的職業への参加を促進した。以前は、非伝統的職業への女性の参加はかなり限られていたが、PGMが作成したマニ

ュアルに書かれているように、ステップをひとつずつ追っていくことで、活動できた。 
（この後、活動ステップを紹介してくれたが、割愛） 
 
 PGMメソットについて 
（PGMメソットの）ステップをひとつずつ追っていくことで、活動ができるためよかった。フィールド調査の部分も

よかった。以前は、フィールド調査を実践したことがなかったため、ワークショップのあと、実務研修でフィールド調

査をしたことは大きい。調査結果を分析して、女性たちが問題を解決できるように支援した。自分自身で実践する重要

性を学んだ。女性の変化を促すだけでなく、女性のために貧困削減や家事サポートを促進する機会を与え、TVETなど

の省の活動も紹介できた。それにより、女性たちが研修の機会を得、事業に参加をすることができた。さらに、Local 
Authority たちに働きかけを行ったことにより、（彼らが）ジェンダーイシューに気がつき、女性の参加促進の重要性

を理解した。 
こうした事業実施の経験をし、その成功を基にして、政策提言が作成されるところが、PGMメソットの特性である。

他のメソットの違いは、技術的に新しいもの（非伝統的職業）を紹介しつつ、女性の参加を促進したところである。 
自分自身にとっても、PGMメソットはとてもよかった。Learning By Doingであり、実際に自分でひとつずつ経験で

きたことがよかった。沢山の知識を得た。特に、研修、責任感、事業実施の意思、計画能力を得た。 
また、実践をしたことで、手法（PGMメソット）が成功するものであると分かった。プロジェクトの成功理由のひと

つに、濱野リーダーをはじめPGMのスタッフのファシリテーションのよさがあったと思う。 
 
 政策提言について 
（製作提言作成）過程に参加はしたが、（その過程を）あまり記憶していない。（10月のJCCミーティングにも不参加

だった）。しかし、事業実施を通じて、女性が態度を変え、研修に参加することで技術を習得し、収入を得る手段を得

た。それにより、女性の家族も利益を得ている。これは、政府の貧困削減の政策とも合致しているという議論を、行っ

たことは覚えている。 
 
 本邦研修について 
2005年に、Gender Equality Ⅱの研修に参加した。最初に、日本の一般的状況を学んだ。自分はカンボジアのジェン

ダー状況を紹介。その後、人身売買や移住におけるジェンダーの問題について、移住労働者の職業の現場やシェルター

等の視察を行った。研修の成果品として、Strategic Planを作成した。この内容は、GMAGのGMAPの作成に、適用

された。GMAP は（完成しており）現在承認を待っているところである。研修は、日本出発前からもっていた、ジェ

ンダーやジェンダー主流化についての知識を、日本で深めた形であった。研修後、研修内容のフィードバックを兼ね、

ジェンダーについて理解してもらうために、UNFPA の支援による研修の実施を担当した。この研修は、2005 年末か
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ら2006年初頭にかけて、マネージメントレベルの人たちを対象に、ジェンダー主流化への理解と支援を目的に実施さ

れた 
 
 GMAGについて 
PATF には、MoLVT からは、TVET 関係者が主に参加しているが、GMAG は、TVET とLabor の両方のDept.から

参加がある。GMAGには、省内のジェンダーイシューを解決する責任があり、すべての局からの代表が参加している。

議長は副大臣（プロジェクトのJCCメンバーでもある）のプラチェンタ氏であり、ラオヒム氏（PATF）が副議長であ

る。GMAGには、事務局があり、そこではPATFメンバーである、Ms. KhanitaがDeputyとなっている。最初に述

べた、TVETのなかのGEO（Gender Equality Opportunity）という組織は、現在も活動を継続している。上記のUNFPA
の研修は、このGEOとして実施した（多少、本人の認識が混乱している可能性がある）。 
自分たちの作成した、GMAPには、事業の予算計画も入っている。事業内容は、MoLVTの年間計画のなかに組み込ま

れ、財務省に提出された（PGEでの情報と合致している）。一連のGMAGの活動は、MoWAのスタッフのコーディネ

ーションによって行われた。 
このほかにも、GMAGのメンバーとして、省内のジェンダーによる差別撤廃のための活動に取り組んでいる。先週は、

TVETの職員を対象に、PTC（州研修センター）でのジェンダー主流化を促進する研修を実施した。研修内容は、PGM
の活動をモデルとして採用した。 
 
 PGMメソットの活用について 
上記のように、（自分が担当した）研修において、既に内容を紹介した。カンボジアには、多くのジェンダーの問題が

あり（ジェンダーイシューについて、詳細に述べてくれた。非識字、貧困、DV、雇用の機会の限界等々、割愛）その

ために、ジェンダー視点を多くの人に理解してもらい、ジェンダーイシューを減らしていく必要がある。政府予算は限

られている。そのために、PGMから継続して支援をしてほしい。もし可能であれば、ローカルレベルまで支援を拡大

し、Mobileトレーニングなども実施したい。PGMが今後もっと成功していきたいと思うならば、もっとローカルレベ

ルへの支援を拡大するべきである。 
 
 ジェンダーについて 
正直、以前はジェンダーについてあまり知らなかった。そのため、不適切な用語を話していたこともある。今は、十分

に理解している。 
 

所 感 
 
MoLVTは、PATFが６名も選別されている。既に、中央省庁レベルから選出されたPATFのなかで、プロジェクト活

動の全過程に、積極的に参加していた３名に対しては、インタビューが終わっていた。しかし、GMAG に関する情報

が得られなかったため、それを補足するために、PATFであり、かつGMAGメンバーでもある氏に、インタビューを

実施した。補足情報であるが、GMAG の情報は、プロジェクトにおいても把握が十分ではなかったため、濱野リーダ

ーにも同席してもらった。 
非常に饒舌な人であり、また、地位としてもかなり高いところにある人であるため、結果として、PATFとGMAGの

両方に関して、かなり深い情報が得られた。コミュニケーションとして、こちらの英語の質問を直接彼が理解し、クメ

ール語で回答したものを、通訳が翻訳するという形をとった。そのため、（彼の英語力のために）一部、質問内容の解

釈に誤解があったようにも思う。例えば、GMAG とPATF を間違えており、本来のGMAG については、ジェンダー

コミッティーというような用語を用いて、説明がなされた。内容で、照合が取れたため、本面談票では、誤解を修正し

て、本来の名称で記載する。この点、インタビュー中、多少当方が混乱した。 
インタビューを通じて、他の３名（面談票No.25参照）のインタビューでみえなかった、MoLVTのPGMメソットへ

のコミットメントや、将来の活用の可能性についても、意見を得ることができた。濱野リーダーが同席したことによる

影響はみられなかった。PGMメソットについては、政策提言以前のステップまでは、かなり理解していた。 



資料７ 主要面談記録 

（面談票No.25 PATF MLVT 2） 
日 時 2007年10月25日(木) 14:00～15:20 

場 所 MOWA New Building、Department of Planning and Statisticsオフィス内 

訪問機関名 Ministry of Labour and Vocational Training（MoLVT） 

面談者 Mr. An Thaisocheat, Deputy Director of Vocational Training Dept., MoLVT 
Mr. Hearng Narith, Chief Office of Technical Department, MoLVT 
Ms. Norng Kanika, Deputy Director of TVET(Technical Vocational Training Department) 
Dept, MoLVT 

出席者 プロジェクト：Lim、コンサルタント：本間（記録）、通訳：Seug An 

収集資料  

 
 PATFに選ばれた経緯 
3人とも、Vocational Departmentに所属しており、上司であるMr. Men Sochethが忙しいため、代わりに自分が

Directorから任命された（と回答した）。 
An Thaisocheat は 2004 年から、Hearng は 2003 年の当初から、Norng は 2003 年の後半からPATF になった。

Norngは、以前はVice Chiefだったのが、2005年にDeputy Directorに昇進した。3人ともプロジェクト終了後も

今のポジションにいる予定。 
MoLVTからは彼らの上司にあたる2人を含む6人ものPATFが任命されているが、活動には、彼らの上司2人はあ

まり参加していないということだった。 
 
 PATFとしての活動内容や習得したことについて教えてください 
ワークショップに参加し、ログフレームやPDMなどの事業実施の方法について学んだ。 
まず、情報を収集し、足りない情報をリサーチ、モニタリング評価について学んだあと、それらの学んだことを基に、

実際にコンポンチャムで事業を実施した。 
（詳細にステップごとに述べてくださいという質問に対して）最初に、既存の情報の分析と不足している情報の抽出

を行った。ジェンダー情報に関するリサーチの実施後、それを基にアクションプランを作成し、事業を実施。事業実

施は州の PATF が担当した。自分たちは中間に 2 回のモニタリングを担当し、最後に評価を実施。評価にあたって

は、不足情報を収集するリサーチを行い、自分たちも州レベルのPATFと一緒に、村で実際にインタビューを行った。

こうした評価結果を基に、政策提言案を作成。Sub JCCを行う前に、関係者でミーティングを実施した。Sub JCC
では、JICAとMoWAがJCCへ、作成した政策提言を提出。彼女はそれを受入れた。 
（このあと、ステップの詳細をもう一度3人で確認しながら述べてもらった。割愛） 
 
 政策提言について 
政策提言の内容は 2 点で、JCC ミーティングで発表したとおりである。ミーティング中、JCC（副大臣でもある）

は、それを受入れるとともに、JICAにこの事業（PGMプロジェクト）の継続をお願いした。パイロット事業は、4
コミューンで行ったが、今後は全国で展開したいという内容だった。 
JCCミーティングのあとで、自分たちはレポートを作成し、政策提言も添付してJCCに提出した。それは、JCCか

ら大臣に提出された（大臣に受入れられるかどうかは、自分たちは分からない）。しかし、JCCは大臣から任命され

ているので、彼女に責任能力があるため、たぶん受入れられたと思う。 
 
 PATFとして習得した知識や経験の活用 
PGMで行ったステップは、自分たちだけでも実施できる。PGMメソットマニュアルもあるため大丈夫（実際に、1
人がインタビューに持参してきており、事前に目も通していた）。このマニュアルには、自分たちが行った、PGMメ

ソットの経験がすべて記載されている。実際、コンポンチャムにおけるパイロット事業実施中にも、このマニュアル

を一部活用した。 
習得した内容としては、特に、ジェンダーに関する理解、事業の実施方法、事業計画の作成方法、モニタリング評価

手法、PCM手法などである。5個のステップ（事業計画段階のステップ）があることを、きちんと覚えている。 
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 GMAGとの関係 
MoLVT では、JCC メンバーである副大臣が、GMAG の議長であり、PATF メンバーが副議長を勤めている。更に

他の 2 人もメンバーである。一方、このインタビューの回答者ともなり、実質的に PATF に参加していた 3 人は、

ともにGMAGメンバーではなかった。しかし、女性であるNorng Kanika氏のみ、女性をGMAGメンバーにとい

う議長の意向により、2007年の10月22日（インタビューの数日前であり、JCCミーティングの当日）に任命され

た。 
ただ、GMAGは予算がなく、基本的に計画を作成するだけのグループである。そのために、メンバーであるNorng 
Kanika氏は、パイロット事業の実施を通じてPATFとして学んだことに関して、今度ワークショップでシェアする

よう頼まれた。GMAGの管理職の意向にもよるが、それ以外の機会においても、（PATFとしての経験を）シェアし

ていきたいと、3人とも思っている。そのためにも、残りの2名がGMAGとして任命される必要がある。 
 
 ジェンダーに関するインパクト 
もし JICA がすべての経済開発が、ジェンダー視点に立って行われるべきだと思うのであれば、男女の

Discriminationをなくし、情報などへのアクセスなどにおいて、男女平等の権利が推進されるべきだと思う。 
省内でPATF以外にジェンダー関連の仕事にかかわっているのは、自分たち以外では、1人のみである（あとで誤解

であることが判明した）。その人は、JICAの奨学金に申し込み、フィリピンへジェンダー研修に行くことになった、

Admin 部署のスタッフである。自分たちは、ジェンダーやPATF の経験に関して、同僚に話やシェアをするように

している。 
 

所 感 
 
他のPATFに比べて、この省の3人は役職も低めであり、上司の代わりに任命されていると回答するなど、MoLVT
の省としての、PGMプロジェクトへの意欲の低さが、インタビューの端々に感じられた。州レベルのPATFの理解

度やコミットメントの高さを比較して、顕著だった。しかし、インタビュー対象となった3人は、努力しながらPATF
としての活動に参加し、理解を深めていった様子が、インタビューからうかがわわれた。 
残念ながら、3人ともが、結成当時からGMAGに任命されていなかった。JCCミーティングの当日に、女性の参加

を促すとの理由で、JCCメンバーでありGMAGの議長である副大臣が、女性のPATF1名のみをメンバーに任命し

た。MoLVTのJCCはGMAGの議長である。同日JCCミーティングがあったため、そのインパクトとも考えられ

る。GMAGには、全部局から1人ずつメンバーがいるそうだが、An Thaisocheat氏と、Hearng氏の部署からはい

ないそうだ。2 人とも、自分たちが是非選ばれるべきだと思っているが、上司の決定事項でありしかたないと回答。

もしGMAGに任命されたら、是非PATFでの経験をシェアしたいという意欲がある。現在、PATFでGMAGに所

属していないのは、この男性 2 人のみとなっており、本人たちも違和感を感じている。JCC が GMAG の議長であ

ることと反比例した結果となっており、今後のプロジェクトによる働きかけが期待される。 
3人一緒のインタビューとなったが、3人がそれぞれ部分的に回答しており、理解度は同じ程度のように観察された。

それぞれ、包括的にはメソットを理解できていないようだが、ステップごとに、段階を追って活動に参加したことで、

知識と技術を習得したようだ。1人はマニュアルを熟読しており、メソット全体の理解を、事業実施後も深めていっ

ていることが、観察された。 
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（面談票No.26 PATF PDLVT） 
日 時 2007年10月23日(水) 11:00～12:30 

場 所 MoWA New Building、PGMプロジェクトオフィス会議室 

訪問機関名 Provincial Department of Labour and Vocational Training KPC（PDLVT） 

面談者 Mr. Tuot Bun Long, Advisor to Minister, (Former Director of PDLVT, Kampong Cham 
Province, PDLVT) 

出席者 プロジェクト側：Sarady、コンサルタント側：本間まり子、（通訳）：Seug An 

収集資料  

 
 PATFに選ばれた経緯 
2003年のPATF結成当時からメンバー。当時は、Director of Provincial Department of Social and Labour だった。

その後組織改変があり、Department of Labour and Vocational Trainingになる。2007年6月に、本省に移り現職

になったが、事業が終了近かったため、そのままPATFの活動を続けることになった。 
プロジェクト途中に、Provincial Departmentは、組織改変により、Social Affairsと労働局に分かれることになっ

た。その際に、Social Affairs では、既に男女へのフォーカスが進んでいた。一方で、労働局では、事業への女性の

参加は少なく、女性は雇用の機会が男性より少なかった。そのため、労働局の局長となった自分がPATFとして残る

ことになった。 
 
 PATFでの活動や習得した知識や経験について 
活動では、非伝統的職業に注目し、男女の職業における役割分担の転換をめざした。統計資料により、男性より女性

の人口が多いと分かったため（52％）、それなのに女性の雇用の機会が男性より限られていることに注目、政策課題

とした。研修では、本当に多くのことを学んだ。プロポーザルの記述（計画作成）、統計、統計のための情報のリサ

ーチ方法、指標の収集、モニタリング評価、質問票の作成、プロジェクトの実施など。 
（このあと、非常に詳細に、参加した活動をステップごとに述べてくれた） 
１） 情報の収集と分析 

まず、既存の統計情報、特に、ジェンダー関連の情報についてチェックし、不足情報を決定。NIS や統計局、

NGOなどにアクセスして情報を収集。さらに、統計を分析し、見出された問題について議論。特にジェンダー

関連のデータを集めた。 
２） 事業計画作成 

これらの情報から、ジェンダーイシューを理解し、プロジェクト計画を作成。Problem Treeを活用して、セク

ターポリシーを分析。事業実施のニーズを考察。さらに、モニタリングのために、質的、量的の両方の指標を設

定した。 
３） コンポンチャムでの事業実施。 

事業内容は、ファッションデザイン、男性の理髪師、女性のTV修理の3科目の職業訓練の実施である。研修内

容を村レベルへ波及するために、州の研修所、州のラジオ局、ジェンダーフォーカルポイントの、3種類の媒体

として活用した。また、コミューンカウンシルなどにも協力を働きかけた。事業決定には事前に調査も行った。 
４） モニタリングと評価 

事業実施中の自分たちの役割との中心は、モニタリングと評価の実施であった。まず、モニタリングと評価につ

いて、研修で違いを学んだ。モニタリングは日々の活動について行うもので、事業実施者が自分で行う。きちん

と計画どおり実施されているか、各活動の進捗を確認し、プロジェクトが成功するための確認作業として行う。

評価は事業終了 3 分の 1 くらいで実施。プロジェクトの場合は、ドナーが行う。目的が違い、経験や教訓の抽

出や、事業の自立発展性を確認する。職業訓練中は、特にジェンダー視点からモニタリングを実施。女性の参加

の促進と、阻害要因（家族の不理解）の解決、女性の能力向上の確認、女性自身への積極的参加の呼びかけを行

った。 
５） 政策提言の策定 

評価実施後、評価結果から教訓を抽出し、それらの証拠を基にして、政策提言を作成した。提言を作成するにあ

たり、コミュニティや農民の利益を考慮すること、省の取り組んでいるスキルに合致したものにすること、ジェ
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ンダー視点に立った取り組みであること、の3点の留意点を学んだ。 
 
 習得した知識や経験の活用について 
上記のように、多くのことを習得した。習得した能力を、今後活用するのは難しくない。現在も、通常業務において、

プロポーザルの作成のための事業計画を作成している。 
一方で、今回抽出した事業の教訓の活用については、難しい点も多い。PGMプロジェクトの終了は近い。そのため、

実際に、政策提言を作成するにあたり、今後プロジェクトのサポートなしにも実施できるものを、考慮した。PGM
プロジェクトはあくまでパイロットプロジェクトである。しかし、自分たちとしては、習得した知識や抽出した教訓

を基に、事業を実施したい。その際には、ジェンダー研修を含めたい。抽出した教訓内容は、女性の教育レベルの低

さへの対策の必要性、資本が少ないことへの取り組みの必要性、女性の自信の構築の必要性の3点である。これらに

取り組むには、MoLVTとしての特性から限界がある。他の省や局との連携や協力が必要になってくる（詳細は、以

下の政策提言の項に記載）。 
 
 政策提言について 
政策提言を作成するにあたり、MoLVT では、労働と職業訓練の両担当者が参加したのが、よかった。そのために、

今後担当者の意思があれば、受入れられるのではないかと思う。しかし、まずは大臣の理解が必要だ。大臣はたぶん

受入れると思う。 
同時に、提言内容には、他省や局との協力が必要なものが多い。例えば、社会的規範の変革への取り組みや、女性の

自信の構築には、MoWAの支援が必要である。例えば、MoWAはDV防止の取り組みのために、社会的規範への取

り組みを行っており、それとの協力をするなどが考えられる。さらに、MoWAと違い、MoLVTでは郡レベルにオフ

ィサー（普及員）がいないことも、MoWAと協力が必要な理由である。事業実施中、PDWAとの協力で、コミュー

ンレベルのジェンダーフォーカルポイントによって、ジェンダー視点からの働きかけを行ったことは、非常に効果的

だった。女性の教育レベルの低さについては、教育関連の省や局との協力が必要だ。 
 
 PGMメソットについて 
PGMメソットは、とても分かりやすく、とてもよいメソットである。以前 ILOの児童労働のプロジェクトに参加し

たことがあるが、指示されたことを実施しただけで、何をしたのか、今でも説明できないほどである。実態がつかめ

なかった。PGMは、十分に詳細まで説明がなされ、実施段階では実施を通じて能力強化もできるようなメソットに

なっていた。また、フィールドレベルの考えがきちんと取り入れられていた。さらに、ステップごとに、皆で話し合

いながら進めることができたのがよかった。 
 
 ジェンダー視点からみたインパクト 
自分自身は、ジェンダーについては、以前より多少は知っていたが、PGMに参加して、深く理解するようになった。

自分の家庭内では、自分も手伝うが、基本的に妻が家事を行うことが多い（笑）。 
省へのインパクトとしては、以前は職業訓練を行ううえで、対象者の性別を気にしていなかった。PGMに参加して

以来、対象者の性別を重要なことだと考慮するようになった。また、他の職員に、ジェンダー視点の重要性について

働きかけを行い、非伝統的技術への男女の参加の促進をしている。 
 
 中央と州のPATFの関係性 
関係は良好である。中央レベルでは主に、3人が参加していたが、より州や村の状況について、理解するようになっ

たと思う。この3人は職業訓練において鍵となっている人たちであり、その3人が参加したのだから、今後の波及効

果が期待できる。そうした効果を考えて、自分が、この3人の参加を呼びかけた（注：別にMoLVTへのインタビュ

ーでは、3人は参加理由を把握していなかった）。 
 
 JICAへのコメント 
PGM で実施したパイロット事業は、十分にすべての活動をカバーしたわけでなない。MoLVT では、3 つの職業訓

練（男性の理髪師、女性の TV 修理、ファッションデザイン）を実施したが、そのうち女性の TV 修理については、
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PGM による事業実施中に、対象女性 2 人がオンザジョブの研修を受け、技術を習得した時点で終了してしまった。

すべての事業や職業訓練に、マテリアル等の支援をお願いするつもりはない。しかし、女性のTV修理は、伝統的な

職業による男女の役割分担意識を変化させる、画期的な取り組みである。そのために、彼らが是非、自分で起業して

成功することで、周囲のモデルとなると思う。そのモデルづくりのために、現在のまま、研修終了状態で放置せず、

是非TV修理業の起業の支援を、お願いしたい。同様の例としては、障害をもった農民が、TV修理店をPDLVT の

支援で開き、成功したことで、周囲へのよいモデルとなった例がある。 
そのため、是非JICAの支援を継続してほしい（特に、上記のTV修理の事業に対して）。 
 

所 感 
 
あまり記憶していないと言いつつ、非常に詳細に、深くプロジェクト活動について理解と記憶をしており、様々な情

報を提供していただけた（回答してくれたPGMステップの内容は、すべて記憶のみを基にしている。参考までにす

べての回答内容を面談票に記載した）。プロジェクトのなかで、特に州のPATFであり局長として、事業実施に深い

コミットメントをもっており、その成功への責任感の高さや自信が伝わり、好感をもった。このあと実施した、MoLVT
へのインタビュー内容と比較しても、PDLVTの貢献度の高さがうかがえた。今後大臣のアドバイザーとしての波及

効果が期待される。 
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（面談票No.27 PATF MoC） 
日 時 2007年10月24日(火) 9:00～10:15 

場 所 Ministry of Commerceオフィス 

訪問機関名 Ministry of Commerce（MoC） 

面談者 Ms. Proeung Sarath, Deputy Director General of Adm. & Finance, MoC 
出席者 プロジェクト：Lim、コンサルタント：本間（記録）、通訳：Seug An 

収集資料  

 
 PATFに選ばれた経緯 
2003 年の PATF 結成当時からメンバー。MoWA が MoC の大臣に要請書を送った際に、当時から Women Leader
だった自分に声がかかった。1998～1999 年までWomen Leader をしており、年に 1 度の国際女性の日にだけ、活

動を行っていた。その後休職して海外にいたため、役職もStaffのままだったが、2003年に戻ってきて、現職のDeputy 
Director  Generalの役職に。プロジェクト終了後も今の役職のままの予定。 
 
 PATFとして習得した知識や経験について 
プロジェクトに参加する前は、Women Leader として働いてはいたが、実際にジェンダーについて何も知らなかっ

た。そのため最初のワークショップで、周囲にジェンダーとは何か、何度も聞いて説明をしてもらった。それ以来、

ジェンダーイシューの分析、ジェンダー統計、モニタリング評価、ジェンダー指標等を学び、ジェンダー主流化の重

要性を習得。活動を通じて、ジェンダー視点に立った政策提言を作成した（このあと、詳細に活動内容について、情

報分析、事業計画、実施、評価、政策提言作成についてステップごとに説明があったが割愛）。 
特に学んだことは、フィールドの状態についてだ。KPC で実際に調査をするまで、村の状態について何も知らなか

ったので、フィールド事業の実施の必要性も分からなかった。しかし、初めてフィールド調査を行って、事業の重要

性を理解した。また、事業の終了後の評価において、フィールドの女性たちの変化に驚かされた。ベースライン調査

時、女性たちが価格の決定について何も知らず、仲買人の言いなりになっていたことに驚いたが、事業終了後、女性

たちがマーケティングを通じて価格を決定する方法や、仲買人の選択について習得したことが分かった。また、メデ

ィアからの価格情報と、プロジェクトが提供したジェンダー情報での価格設定の違いを、女性たちが気づき、指摘が

あったため、自分が違いを説明した。これらは、当初自分は、村の女性には難しくて理解できないと思っていたこと

だが、農家の女性たちの変化を評価を通じてみることで分かった。また、対象農民がグラフ等を理解していること、

それらの知識を通じて、作物の選択を柔軟に行うことができるようになったこと、農民が、村の情報版に非常に興味

をもっていること、DFP（コミューンレベルのプロジェクトが定めた普及員）のアドバイスをとても必要としている

ことなどを、学んだ。こうした実際の事業の経験を基に、フィールドの人たちのニーズを理解し、政策提言を作成。

これらのすべてのステップ（PGMメソット）は、習得しており、予算さえあれば、次は自分で80％は実施できる自

信がある。同じ地域であれば100％だが、違う状況下では、多少の不安があるので、80％。もう1人省レベルのPATF
メンバーがいるが、忙しいため、能力はあるとは思うが、自分の方が頻繁に参加しており、フィールド活動にもほぼ

すべて参加した。 
 
 PGMメソットについてどう思うか？ 
とてもよいアプローチなので、是非今後も活用していきたい。是非、KPCだけでなく、全州でできたらいいと思う。

PGM メソットマニュアルもステップごとに分かりやすく整理されており、活用しやすく、PGMメソットは非常に

効果的だと思う。 
 
 本邦研修について 
本邦研修には、2006年の10月に、ジェンダー統計研修に参加した。特に学んだことは、フィールド調査と日本・カ

ンボジアの経験のシェアリングである。ジェンダー主流化の推進は、マネージメントレベルの理解が浅いため、まだ

まだ難しい。少しずつ、ローカルレベルから中央レベルまでひとつずつ行われるべきだと思う。でもアイデアとして

はすごくよいと分かった。自分は総務（Admin）担当の局にいるため、統計の知識は日常業務では使っていない。た

だ、帰国当時はWomen Leaderだったため、本邦での研修内容を他のメンバーにシェアした。現在、ジェンダー主
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流化についてのワークショップの開催を計画しているのだが、予算がない。2007年9月に、CNCWの支援による、

CEDAWについての研修を担当した。 
 
 GMAGについて 
MoCでは2006年後半に設立された。GMAGは全省の戦略計画を作成するのが役割であり、PATFはSpecificなセ

クターの事業を実施するのが役割なため、重複していない。自分もGMAG のメンバーである。PGM が終わってし

まうのは、もったいない。州レベルのPATFとは、今後もPDMと類似事業を続けるための、予算計画などについて

話し合った。PATFとして得た経験は、WSなどを通じてGMAGメンバーへシェアをしている。実際、GMAP作成

時にもPATFの経験が活用され、村レベルの活動（Small Entrepreneurship への支援）が、一部入ることになった。

この事業実施の際にもPATFの経験を使えると思うが、自信は80％だ。 
 
 策定された政策提言の実施について 
JCCミーティングの前に、JCCに対してレポートを作成し、活動と提言内容を説明した。おかげでJCCは理解をし

てくれた。日本のプロジェクトは欧米のものよりよいという発言があった。JCC ミーティング後、大臣へのレポー

トを作成しており、既に送付した。そのため、提言内容は認知されているはずであるが、受け入れられているわけで

はない。自分は、PATFの活動に参加する度に、レポートを作成しており、前回提出したものには、提言の受入れを

促進するコメントを入れ、JCCやGMAGのリーダーにも送付した。 
 
 プロジェクトのインパクト 
プロジェクトに参加する前、自分はジェンダーについて何も知らなかった。ジェンダー平等の話は他のスタッフにも

するようにしている。しかし、採用などにおいては、女性が試験に合格できない等、女性の昇進は簡単ではない。し

かし、自分の秘書を他局の空席に応募させるなど、支援を続けている。前は自分だけだったが、現在はマネージメン

トレベルに13人の女性がいる。もちろん女性職員は、家庭との両立等で、今でもとても大変だ。 
省に対するインパクトとしては、フィールドでの事業実施は、それまで省ではできなかったことなので、その経験を

得られたことは、大きなインパクトだ。またPGMはジェンダーについての1週間のワークショップを開催しており、

有効だった。以前HIV/AIDSのプロジェクト担当のときは、周囲の反応は否定的だったが、今では、PGMの経験を

ミーティング等でシェアしても、前向きに受け止められている。JCC メンバー（副大臣）も、最初は全然理解しな

かったが、ようやく PGM の活動内容や意味を理解し、先日の JCC では、PGM の活動をよかったと評価してくれ

ている。本当は JCC ミーティングの途中から他のミーティングが入っていたにもかかわらず、最後まで会議に参加

してくれたことは大きな変化だ。 
 

所 感 
 
インタビューは、彼女が、プロジェクトの活動を通じて、いかにフィールドでの調査や事業実施で学んだことが多か

ったかということに関して、その重要性を話すところから始まった。そのため、能力強化やプロジェクト活動の内容

の理解の高さがうかがえた。活動内容についても、ステップごとにきちんと答えることができ、PGMメソットを理

解している。政策提言の作成ステップよりも、事業実施の重要性に特化するところがあり、事業実施のほうが、省と

しても興味が高いことがうかがえた。非常に熱心に取り組んでおりGMAGとの関係性も明確で、今後の継続や発展

の可能性もみえた。ただ、何をするにも予算がないと何もできないことは、継続して述べていた。 
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（面談票No.28 PATF PDoC） 
日 時 2007年10月26日(金) 10:30～11:00 

場 所 コンポンチャム Provincial Department of Commerceオフィス 

訪問機関名 Provincial Department of Commerce KPC 
面談者 Mr. Seand Peng Sreang, Provincial Director of Commerce KPC（商業省 PDoC） 

出席者 プロジェクト：Lim、Phoma、コンサルタント：本間（記録）、通訳：Seug An 
Mr. Chheng Nareth, Provincial Director of Agriculture KPCが同席 

収集資料  

 
 PATFに選ばれた経緯 
2003年の結成当時からPATFメンバー。当時はActing Directorで2003年中にDirectorになった。終了後も変化なし。 
 
 PATFとしての活動や習得した内容について 
プロジェクトでは多くの研修に参加した。ジェンダーイシューを見つけ出し分析をし、ジェンダー視点に立ったプロジェク

ト計画、PDM を作成。ほかに調査、モニタリング評価など様々なセオリーを学び、実際それを事業実施に活用した。本当

に多くのことを学んだ。例えば、PCMやジェンダーイシューの抽出、PDMの作成方法、指標の収集方法など（このあと、

活動内容をステップごとに説明してもらった。割愛）。 
 
 ジェンダー視点について 
事業開始当初から、ジェンダー視点をすべてにわたって取り入れるようにしていた。例えば、世帯内の収入に関連して、マ

ーケット情報を提供する際に、以前はジェンダー視点に立って行っていなかったが、今はジェンダー平等を考慮し、男女が

情報にアクセスできるようにしている。そのおかげで、男女が一緒に収穫や販売価格などを一緒に決定できるようになった。

以前から、マーケット情報の提供は行っていたが、ジェンダー視点に立っていなかった。フィールドにおいてリサーチをや

ったこともなかった。いまだジェンダー視点に立った取り組みについては、理解していない部分がある。しかしリサーチを

通じて学んだことはたくさんある。例えば、小規模商業は、女性だと思い込んでいたが、今は男女ともが対象であると分か

る。 
 
 PATFとして習得した知識や経験の活用 
事業終了後も、継続して、マーケット情報をリサーチし、農民への提供を行っている。しかし、JICA の支援中（事業実施

中）ほどは、きちんとできていない。PDoC は能力と予算がまだ十分ではないからだ。JICA の支援中は、月に 2 回、ほぼ

日程どおりに情報を提供できており、すべて新鮮な情報でとても有効だった。しかし、現在は月に1回、それも2週間遅れ

て提供してしまっており、あまり有効活用できる情報ではなくなってしまっている。 
PATFとして習得した技術とステップ（PGMメソット）は、すべて自分で実施できる。JICAの支援中ほど上手にはできな

いかもしれないが、能力的にはすべてを理解し、部分的ならば、他の同僚たちにも説明することもできる（例えば、PDM
の部分などは、いまだよく分からないので、難しい）。そういう意味で、自分の能力は向上したと思う。向上した能力のう

ち、特に、分析手法、問題を見つけ出し不足情報を収集する能力などは、今でも活用している。PGM メソットマニュアル

は、すべては使えないかもしれないが、部分的には活用できると思う。 
 
 政策提言について 
作成過程には参加していた。普及フォーカルポイントと、女性を対象にすることなどが内容であり、内容はとてもすばらし

いと思う。なぜなら、現状に適していて、省として必要な情報になっているからだ。 
 
 省のPATFとの関係性 
PDoCは主に事業実施の部分を担当。省のPATFは、月例などのミーティングに参加していた。関係はよい。 
 

所 感 
当初Provincial Director of Agricultureと一緒にインタビュー予定で同席。結局1人ずつとなり、彼の同席の下でのインタ

ビューになったが、影響はみられないと思う。活動内容をステップごとにきちんと記憶しており、また、Workshop Guideline
を持参してインタビューに参加。事前に目を通し、自分が活用できる部分を把握しているなど、プロジェクト活動への理解
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度の高さがうかがえた。ジェンダーに関しても、実務を通じて習得している様子が、話から伝わった。州局長として、事業

実施の分野で特に大きな貢献をしており、その分に関しての意欲や自信が感じられた。 
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（面談票No.28 PATF MoP） 
日 時 2007年10月24日(火) 14:00～14:45 

場 所 PGMプロジェクトオフィス会議室 

訪問機関名 Ministry of  Planning (MoP) 
面談者 Mr. They Kheam, Deputy Director of Population Census and Survey Dept., MoP 
出席者 プロジェクト：Phoma、コンサルタント：本間（記録）、通訳：Seug An 

収集資料  
 PATFに選ばれた経緯 
2003年の当初からメンバーである。当時MAをフィリピンで習得してすぐのころで、上司から、統計に関係するこ

とだから任命された。当初からDeputyの地位にある。 
 
 プロジェクトの活動内容や習得したことについて 
ジェンダーについては多少知っていた程度。PGMでは多くのことを学んだ。例えば、ジェンダー状況やジェンダー

Perspectiveなど。以前は、ジェンダーとはアメリカが選挙に勝つために普及しているコンセプトだと思っていたが、

今はそうではないことが分かった。また、ジェンダーギャップといった、ジェンダー状況の把握にもかかわった。 
参加した活動内容は、ジェンダー研修後、コンポンチャムでリサーチ研修を実施、その後ジェンダー統計の研修を受

講。ジェンダー統計に関するブックレットを作成した。コンポンチャムの活動としては、情報の収集や事業内容の作

成を行った。更に事業実施の際の量的、質的両方の情報において、技術支援を行った。その後PATFはコンポンチャ

ムでは更に調査を実施していたが、自分は忙しくてあまり参加していない。ほかに、リサーチ手法、PCM のワーク

ショップ、ジェンダー情報の選定を行った。PATFとなって一番よかったのは、ジェンダー統計を基にした指標の作

成である。PGMではジェンダー視点に立った活動やプロジェクトサイクルを経験できたことだ。モニタリングにお

いては、適切な指標の選定のために、情報を収集、分析し実施。最後に評価にも参加。コンポンチャムの事業はPDOP
が担当。実施した活動の90％を習得できていると思う。 
 
 計画局としてのプロジェクトへの貢献 
すべてのレポートを確認し、統計の視点からジェンダーの情報を分析、MoWA と他の関係省庁との調整である。実

際、いくつかは、関係している分野が複数の省庁と重複している場合がある。 
 
 本国研修 
2005年1～2月にジェンダー統計研修に参加。各国の経験のシェア、指標の策定とリーフレットの作成、指標に適し

た情報の作成などを実施。統計局の参加者として、日常の業務でも、統計の知識や作成したリーフレットなどを活用

している。もっとMoWAにとっては、男女別のデータが必要だと思う。あいている時間に同僚に話をする程度。 
 
 プロジェクトで変わったこと（インパクト） 
家庭内で、以前は自分が決定をすべて行っていたが、ジェンダーを学んでから妻に相談するようになった。たまに大

学での講義を担当するが、以前は男性学生が多いと喜んだが、女子学生の参加を促進するようになった。ジェンダー

について同僚や生徒に話をする。省へのインパクトとしては、女性の積極的に採用することが決まったことである 
 
 州と省との関係 
州とはあまり関係していない。コンポンチャムでのリサーチ中は、自分たちは統計の提供だけに参加したい。自分が、

村の調査で学んだことは、１）村の人は非常に貧しい、２）衛生状況が非常に悪いこと、生活水準が非常に低いこと

などである。 
 

所 感 
活動内容に一部しか答えられず、実際参加もしていない印象。GMAG にも参加しておらず、今後ジェンダー統計以

外での知識や経験を活用する機会や意欲はあまりないように感じる（のちほど、実は、プロジェクトの要請により、

彼も GMAG メンバーに入っていることが判明。自覚はないようだ）。日本にも研修にいっているが、あまりプロジ

ェクトへの貢献やコミットメントがなかったように思われた。 
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（面談票No.30 PATF PDoP） 
日 時 2007年10月26日(金) 14:50～15:30 

場 所 コンポンチャムPlanning Departmentオフィス 

訪問機関名 Provincial Department of Planning KPC（計画局 PDoP） 

面談者 Mr. Chiem Ran、Provincial Director of Department of Planning 

出席者 プロジェクト：Lim、Phoma,、コンサルタント：本間（記録）、通訳：Seug An 

収集資料  

 
 PATFに選ばれた経緯 
2003年の設立当時から。当時から現職で、プロジェクト終了後も変わらず。 
 
 PATFとしての活動内容や習得した知識 
2003年にSunwayホテルで、事業についての説明があった。JICAとMoWAはプロジェクトのパートナー省庁を選

択し、7 つの州の局が選ばれた。PGM を実施するにあたっては、ジェンダー主流化プロジェクトであること、その

ために、PATFへのトレーニングとパイロット事業を通じて、政策や戦略への提言を行うことが、説明された。PATF
へ伝えられた知識としては、プロジェクトの形成、実施、モニタリング評価がある。 
研修としては、まずプロジェクトとは何か学び、プロジェクトはサイクルであることを学んだ。これが、計画作成に

反映し、事業計画について、目的、活動、指標、成果などを設定することを学んだ。 
次に、統計について日本人専門家から研修があり、ジェンダー視点に立った事業計画のために、統計と指標の概念に

ついて学び、既存の情報のなかで不足しているものを抽出し、調査を実施する方法を学んだ。その後、実際に調査を

実施。現実のデータの分析方法や統計への活用方法を学んだ。以前から統計の知識はあったが、この研修を通じて、

知識を確立できた。 
その後、PDMを作成。Problem Treeの使用方法は、十分理解した。そして、中心問題と中心目的を議論。実際に、

局ごとに対象とするイシューを決定し分析して、事業実施計画を作成した。ここでは、成果や活動、対象者や投入、

スケジュールなども決定。 
その後、自分は日本に研修にいき、ジェンダー統計について習得、リーフレットを作成した。州では、計画された事

業が実施された。 
その後、モニタリング評価についても研修。量的、質的の両方のデータについて習得。これは、以前あまり理解して

いなかった情報だった。また、モニタリングと評価の違いについても習得。また、事業期間の後半3分の1くらいで

評価を実施することを学んだ。事業実施において、開始前は不安だったが、結果として成功し、JICAに非常に感謝

している。モニタリングの結果では、90％の事業実施は計画どおりで良好だった。 
評価においては、必要な情報を把握し、質問票などを作成して調査を実施した。評価ついては、実際に実施してみて、

すべてのステップを十分に理解できた。 
評価調査後は結果を分析し、政策提言を策定した。この過程では、省と州が一緒に作業を行った。 
 
 計画局としてのPGMの活動への貢献 
女性局とコーディネーションを担当。女性局がジェンダー分野を担当。計画局は、モニタリングにおいて、すべての

アクションプランが適切に実施されているか、局ごとのミーティングでチェック。できていない部分などをシェア。

さらにフィールドを訪問して、女性の参加などについて、直接農民に働きかけたりした。正直5局すべてを見るのは

とても大変だったが、すべて行った。 
 
 習得した知識や経験の活用 
習得した知識や経験は活用できる。主に、自分が担当している、Planning の業務において、また所属している州開

発コミッティー（Provincial Development Committee）において、そして州開発の計画への反映においてである。2
週間後に、州開発コミッティーで多少の予算を得るため、その活用方法を話し合う。その際に、PGMメソットを使

いたいと、他の州レベルのPATFたちとはなしている。自分は、ファシリテーターにもなれるし、配布されたPGM 
Methodマニュアルも活用できる（インタビューにも持参していた。熟読されていた）。 
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 政策提言について 
正直（5省のうち）2省のものは、質的に満足していない。MAFFとMoLVTでは、関係者がきちんと参加しておら

ず、JCCミーティングの発表を聞いても、2省のJCCメンバーは、フィールドの現状をきちんと把握しているとは

思えない。しかし、一応、すべての州のPATFたちは、政策提言の質を保証している。 
 
 PGMメソットについて 
このプロジェクトとメソットは成功だったと思う。その理由として 
１） 省と州が協力して実施したこと。 
２） 事業が州の局長レベルによって実施されたこと。これは次長でも難しかったかもしれない。決定権のあるダイ

レクターが自ら、指導、実施したこと。 
３） JCCが更に中央において決定権がある立場の人たちだったこと。 
４） Local Authorityとの話し合いをもち、理解を促進したこと。 
５） 事業が、技術ではなく、人を対象にしたこと。実際に、対象の人々のニーズに合っていたこと。 
６） ターゲットが男女半々であったこと。 
があげられる 
 
 PGMプロジェクトの成功の貢献要因 
開発プロジェクトにおいて、PGMほどよくできたプロジェクトはなかったと思う。理由としては 
１） プロジェクトがDirector たちに実施されたこと。州レベルでは局長が事業実施を担当しており、失敗をおそれ

て、彼らが自ら熱心にモニタリングを行ったことが、成功につながった。 
２） プロジェクトがただの実施ではなく、能力向上のプロジェクトであった。 
３） 普段の業務（Core Task）に関連する活動であったこと。教訓や知識をそのまま普段の自分の業務に生かすこと

ができる。 
 
 ジェンダーに関するインパクト 
州開発コミッティー（Provincial Development Committee）において、以前、ジェンダー視点にたった取り組み

について学んだことがある。PGMの活動を通じて、明確に理解した。以前も、コミュニティレベルの計画までしっ

かりとジェンダー視点を取り込み、女性と子供のニーズを把握し、共通問題を抽出し、事業を実施したことがある。

そこでは、女性の参加の促進の難しさや、夫のジェンダー視点の理解の重要性を教訓として学んだ。PGMでも同様

の取り組みを行ったが、男性も対象にし、効果的に実施ができた。 
 
 本邦研修について 
本邦研修で習得したことは、現在も活用している（研修で作成したリーフレットが、オフィスに張ってあった）。同

僚にも話すようにしている。特に、自分はPlanningを担当しているので、その際にも、活用している。 
 

所 感 
 
非常にスマートで、論理的思考力が高い。プロジェクト活動に対しても、詳細な活動内容から、包括的なメソットの

位置づけ、そのなかでの自分の役割等、十分に理解しており、教えられることが多かった。回答方法も論理的で明確

であり、とても分かりやすかった。また、プロジェクト活動に関して、コミットメントも非常に高く、とても熱心に

活動に参加していた様子が、観察できた。今後の方向性について、自分なりのしっかりした、現実的なビジョンをも

っていた。また、様々な話のなかで、州の局長たちの間で、情報の共有がしっかりとなされており、ネットワークの

強さも観察できた。それが、パイロット事業実施の成功の貢献要因になったように思われた。 



資料７ 主要面談記録 

（面談票No.31 他ドナー UNDP PGE） 
日 時 2007年10月25日(木) 16:30～17:30 

場 所 女性省UNDP PGMプロジェクトオフィス会議室 

訪問機関名 MoWA Department of Gender Equality / PGEプロジェクト 

面談者 Ms. Anna Collins-Falk, Senior Policy Advisor, Ministry of Women’s Affairs, PGE project, 
Member, TWGG 

出席者 コンサルタント：本間（記録） 

収集資料 PGE Project Document 

 
 現在担当している業務について 
2006年8月より現職。UNDPは2000年ごろから継続して、Policy Advisorを送っている。 
① PGEプロジェクト（2001～2009年まで）by UNDP (Dept. of Gender Equality) 
② Promote Gender Equality by UNFPA 
③ Policy advisor to Minister 
④ Coordination, TWGG (Co-facilitate with JICA as secretariat) and Aid coordination 
一応C/PはDept of Gender Equalityである。ほかに、NSDPと、Neary Rattanak4の作成にもアドバイスをして

いる。様々な業務を行っているが、女性省職員の能力の低さや、縦割り（特に支援政党などに影響される）の関係性

のなかで、行うのは非常に難しい。特にジェンダー主流化に関しては、JICAとUNDPが同じ目的で違う事業を別々

に実施している状態で、コーディネーションが必要である。縦割りの業務に関しては、彼女はジェンダー平等局に所

属しつつ、計画統計局が担当しているドナー協調も担当しており、難しい。 
 
 PGMの活動について 
PGMについてはあまり詳しいわけでないが、以下のことが観察できた。 
女性省の縦割りの業務制度の悪影響は大きい。例えば、PGMプロジェクト開始当初は、ジェンダー平等局と統計局

の両方がC/Pで混乱したのではないかと思われる。PGMは当時、C/Pとして計画統計局しか選択枝がなかったとこ

ろもあると思うが、結果として、統計資料やデータなどを扱う部分を抜かせば、他の技術的な部分にはあまり、C/P
局と関係のないプロジェクト内容を実施することになった。また、メカニズムの構築をPGMプロジェクトは目的と

しているが、既にある National Mechanism は変えられないなかで、どのように取り組むのかは、難しかったので

はないか。 
 
 女性省の業務の重複 
特にPGMメソットマニュアルについて、既に多くのマニュアル本が作成され、類似のものが作成されている。PGM
が対象としている分野では、Seila プログラムにおいて、多くの州レベルのジェンダー主流化のための研修やテキス

トが作成された。しかし、新たにマニュアルを作成し、多少アプローチが違うにせよ、似ているが違う手法が紹介さ

れ、州職員が混乱している。また、PGM のマニュアル作成を前後して、CNCW から UNIFEM の支援でガイドラ

インが作成されており、完全な重複で無駄だと思う。重複して作成する必要はないので、省内での調整が必要である。

省のほうに、選択をしてもらい（C/Pの省などを）、一本化する必要がある。自動的にPGMとPGEのどちらが今後

ジェンダー主流化を担当するかが、みえてくると思われる。 
 
 PGMメソットについて 
PGM メソットマニュアルについては、英語の用語の解釈の問題などで、多少コメントしたいことや、混乱がある。

例えば、プロジェクトのいう「政策」提言とは、「Policy」というよりもむしろ、「Strategy」に近く、当初混乱した。

一方、PGMメソットの、政策提言が実際の事業実施を通じて行われていることは、とてもよいと思う。実際、Concrete
な経験を基に、詳細でSpecificな内容になっている。これは、今後MoWAが関係省庁と業務をしていくうえでも、

手法やメカニズムの構造について、活用できると思う。 
PGMとPGEの取り組みを統合していくうえでも、研修の分野では、PGMメソットが活用されると思う。 
UNDP のコンサルタントも、ジェンダー主流化における関係省庁との関係強化（の重要性）を提言している。同コ
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ンサルタントは、GMAG の計画（GMAP）の内容分析し、質を向上させるための調査を行っていた。PGM のよう

に、関係省庁の事業のなかでGMAPに入っているものをうまく支援することは望ましい。そのため、UNDPでは例

えばクロスカッティングなイシューである情報省と公共機能事務局への支援を行い、関係省庁のジェンダー主流化に

かかわっていくことができたらよいと思う。 
 
 TWGGについて 
TWGG は、情報共有、援助協調、事業計画（Action Plan）の作成、GDCC との調整といった役割がある。事業計

画は、当初既存の事業を羅列したものだったが、現在は、きちんと事業計画になった。UNDP と JICA の共同開催

を行っているが、実際は自分と濱野専門家とTWGGの事務局担当者の3人のみが支えている状態で、参加度が低い

のが問題である。80人からの参加者の中で、コメントがあるのは常に2、3人のみである。実際にはTWGG開催の

ロジを行っているだけで手一杯になってしまっている。 
今後、もっと明確な目的の設定、強力な事務局スタッフ、実働的なワーキンググループをもつ必要があると思う。さ

らに、ジェンダーはクロスカッティングなイシューであり、他の TWG にかかわっていくことが非常に重要である

（TWGはどのグループも、決定権もあるものが参加）。現在も、女性省の職員が任命され、主に、TWGが担当する

セクターによって、女性省内の職員が会議に参加している。しかし、職員の能力の限界により、他のセクターイシュ

ーへの理解が及ばず、結局、何の介入やアドボカシーもできないできている。今後この点について取り組みたい。そ

のためにも、今後JICAとも協力し、議論の場をもちたい。 
 

所 感 
 
TWGG の将来や、PGM のフェーズⅡの方向性やアプローチなどにおいて、是非協力をしていきたと思っている。

そのために、本団の代表とのミーティングが行われることを推薦する。 
 
（面談票No.32 他ドナー UNDP PGE） 

日 時 2007年11月6日(火) 16:00～17:30 

場 所 女性省UNDP PGEプロジェクトオフィス会議室 

訪問機関名 MoWA Department of Gender Equality / PGEプロジェクト 

面談者 Ms. Anna Collins-Falk, Senior Policy Advisor, Ministry of Women’s Affairs 
出席者 調査団：池田団長、田中団員、寺田団員（記録） 

収集資料 GMAG GMAP 進捗リスト 

 
 女性省内のジェンダー平等局と計画統計局の連携に関して 
TWGG や GMAG の設立に伴い両局の連携が制度化されてきたのは喜ばしいことではあるが、引き続き両者の連携

は強化される必要があると思う。 
 
 各省のGMAGのGMAP策定支援を主として行う所掌になっている女性省の部局に関して 
ジェンダー平等局内にある政策ユニットが UNDP の PGE プロジェクトの支援を得て協議を実施している。政策ユ

ニットが国家レベルの政策策定を実施し、計画統計局が基礎資料を収集させるという役割分担になっていると思う。 
 
 各省のGMAPの実施状況に関して 
女性省はGMAPの実施に際しては各省の自助努力を啓発する立場にたっているが、各省のトップレベルと実務レベ

ルの間で GMAP の実施に対するコミットメントの度合いが異なる様子が見受けられる。観光省が GMAP のための

予算をカンボジア政府内で確保できたことが最近の目覚しい成果のひとつ。NSDP の年次進捗報告を計画省に提出

するため、四半期に1度女性省と各省のGMAGが会合をもち、GMAPの目標達成度を確認している。 
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 PGEに関して 
PGEはUNFPAとともに国家政策のジェンダー主流化とジェンダー主流化実施の体制づくり、開発パートナーの支

援の援助調和化等の分野で活動しており、現在のプロジェクトは2009年の3月末まで続く予定。 
 
 TWGGに関して 
長い時間をかけてこれだけ活性化したものになったことは高く評価している。しかし、現在は多岐にわたる大人数の

参加者による情報共有の場ではあっても、意思決定の場としては機能していないので、意思決定をどう担保していく

かが今後の課題である。 
 
 ジェンダー主流化のメカニズムに関して 
TWGG と各省の GMAG が制度化されたこと、コミューンレベルでもジェンダーフォーカルポイントが任命されて

いること等、メカニズムの構築は進んでいる一方で、各TWGGに参加する各省の代表、他のTWGのジェンダーフ

ォーカルポイント、各省のGMAGメンバー、地方の各省の事務局レベルのジェンダーフォーカルポイント、コミュ

ーン評議会のジェンダーフォーカルポイント、女性省といった多様な関係者がどう有機的にかつ効果的にネットワー

クを構築し、機能的に活動できるのかは大きな課題。 
 
 ジェンダー主流化の能力強化支援に関して 
多数の開発パートナーによる能力強化のためのマニュアルが混在しており、内容の重複、矛盾等のため利用者に混乱

が生じている点をPGMマニュアルも含め整理する必要があると思う。 
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（面談票No.33 他ドナー UNDP GFP） 
日 時 2007年10月30日(火) 16:30～17:10 

場 所 UNDPカンボジア事務所内会議室 

訪問機関名 UNDPカンボジア事務所 

面談者 Ms. Winta Ghebreab, Programme Officer/ Gender Focal Point（GFP）, UNDP Cambodia 
Office, Member, TWGG 

出席者 コンサルタント：本間まり子 

収集資料  
 TWGG開催へのUNDP側の貢献について 
UNDPでは、2001年からPGEプロジェクトを開始。2002年より大臣へのアドバイザーを配置。2005年9月に自

分は現職。 
TWGG 設立以前に、UNDP などドナーのリーダーたちが集まり、プライオリティなどについての合意をしている。

会議には、代表ができる限り参加をしている。今までに、ジェンダー主流化のためのモニタリングのための指標や、

アクションプランが作成された。 
UNDP（PGE）は事務局への支援を行っているが、十分でない。予算はPGEプロジェクトから出ている。プロジェ

クトが終了した場合、話し合いはなされていないが、UNDP から CDC へ支援しているプロジェクトがあるため、

そこからTWGGへの予算支援は可能だと思う。事務作業のほかに、ミニッツやプログレスレポートの作成に対して

も、技術的支援を行っている。スタッフが少なく、ソチェトラ以外には、機能していない。現在、UNFPAからPGE
プロジェクトへ 1名予算支援がされており、TWGGの事務局を手伝っている。PGE は、会議の内容等についても、

常に主導的な立場で貢献している。PGMからは、少ないように感じる。 
以前のUNDPのアドバイザーとPGMのリーダー間に問題があり、関係者間の合意を得るのに時間がかかり、活動

に支障があった。現在は、2人とも後任となっており、コミュニケーションはスムーズである。 
 
 ドナー協調について 
TWGGへの支援として、事務局に専従スタッフを雇用し、その予算をドナー間で折半することが考えられる。 
また、それぞれの活動でも、UNDPやJICAなど、複数のドナーが、GMAG等への支援を行っているなかで、もう

少しコーディネーションが必要なのではないかと思う。TWGG は、情報シェア、言い換えれば、情報を告知するだ

けの場となっている。これは、TWGG の規模や参加者を考えたらしかたのないことであり、それはそれでとても価

値のあることだ。定期的に会議を開催し、アクションプランやミニッツを作成していること。議長が大臣であり、自

ら出席していること。多くのNGOも参加していること等、他のTWGではみられない多くの利点があり、成果があ

る。ただ、実務的、技術的には機能しにくい状態となっており、useful, but not effectiveな状態である。各ワーキン

ググループについても、政府の期待は高いが、技術力が弱い。しかし、上記のように、多くのよい点がありポテンシ

ャルとしては高いため、ドナー間でもっとコーディネーションをして、更に活用できる機能になるよう、相談をする

べきだと思う。この12月くらいまでにされることが望ましい（今がそのときだと思う）。 
 
 PGMの活動について何か知っていますか？ 
PGM と PGE 間で不定期に行われるシェアリングのミーティングに参加したため、ある程度知っている。ミーティ

ングは続けていくべきだと思っている。 
両プロジェクトの役割としては、PGEが政策の部分を、PGMが事業をカバーしている形だと理解している。 
政策提言などについては、またよく読んでいないので、よく分からない。PGM メソットマニュアルも、手元に届い

ているが、深く読んでいないので、コメントを言えるほどではないが、女性省内で、多くのトレーニングマニュアル

が出版されており、もうすこし、ドナー間で調整をするべきだと思う。また、メソットの内容や質についても、話し

合い、合意を得ながら進めるべきではないかと思う。 
 

所 感 
UNDPのアドバイザーからの話が、彼女の情報収集源の中心だと思われる。一部偏った情報のように感じた。 
一方、プロジェクトやJICAとして、同じ分野で支援をしており、コーディネーションも担当しているUNDP に、

もっと活動内容をシェアし、アピールしていくことが必要だと感じた。 
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（面談票No.34  他ドナー GTZ） 
日 時 2007年10月30日(火) 11:00～11:50 

場 所 MoWA New Building、GTZ Promotion of Women’s Rightプロジェクトオフィス内 

訪問機関名 GTZ Promotion of Women’s Right 
面談者 Susanne Mueller, Team Leader for GTZ Promotion of Women’s Rights, Member, TWGG 
出席者 コンサルタント：本間（記録） 

収集資料  

 
 女性省での活動内容について 
GTZ Promotion of Women’s Rightプロジェクトで、2年間スタッフを、その後4年間リーダーとして現職にいる。

女性省内では、Legal Protection 局がC/P である。女性省では、職員の能力向上が大きな課題だが、GTZは、プロ

ジェクトスタッフに日当を支給しないため、スタッフは流動的であり（能力向上を期待するのは）難しい。 
プロジェクトは、スタッフそれぞれにあった能力向上を行いつつ、DV防止を推進する図入りのテキストを作成中で

ある。能力向上の内容としては、基礎力、出版物の作成などの技術力、女性省内での役割や位置づけ、メカニズムを

考える等のマネージメント力の3段階。しかし、上記のようにスタッフが流動的であること、またスタッフは他人に

経験を共有しない国民性があるのか、Legal Protection局（Institution）へのフィードバックが残念ながらない。 
 
 PGMの活動のインパクト 
PGM も、職員の能力向上に取り組んでいるのは知っている。しかし、省内で情報共有が少ない。プロジェクトは、

DV 防止の活動の一環で実施したモニタリングにおいて、PGM のスタッフの統計能力を生かし、協力をしてもらっ

ている。そういう意味で、PGMのスタッフの能力向上が進んでいることは知っている。個人レベルではなかなかう

まくいっていると思うが、組織としてフィードバックされる機会がないように思う。 
 
 TWGGの現状と課題について 
TWGG は、UNDP と JICA が共同ファシリテーターとなっている。内容としては、主に、情報の交換と他局や省、

他団体とのコーディネーションである。成果としては、ジェンダー用語集の作成があると思う。ジェンダー用語集は、

内容（用語の説明等）に一部問題があるが、メンバーが一緒に作成したことは、意味があり、また効果的である。会

議自体は、様々な専門性や活動内容をもった非常に多くの団体（参加者はTWGのなかで一番多い）が参加するとい

う意味で、情報共有やコーディネーションのみの場になっており、位置づけからして（実務に関連して）効果的に機

能しているとはいえない。それを補完する意味で、ワーキンググループがあるのだと思う。自分たちは、DVや人身

売買の問題のワーキンググループで指標などの検討を行った。しかし、女性省はコーディネーションの役割が主であ

り、専門性が弱い。それぞれのドナーには得意の専門分野があり、その分野のワーキンググループをリードしている

が、基本的にイシューをリードできる専門家が不在の状況だと思う。 
ほかに、アクションプランなどを作成しているが、CDC の方針が突然変更になり、TWG のフレームワークが変更

され、影響を受けた。そうした変更に関しても、ファシリテーターであるJICA やUNDPですら意見を述べること

ができないという、制度上の問題もみられる。 
 
 TWGGの今後の方向性の提案 
GMAGのメンバーは、ほとんどTWGGのミーティングに参加している。もっと関係性を深めていくべきだと思う。

まず、GMAG のAction Plan（GMAP）の作成を支援するリソースが必要である。そうした支援をTWGG から行

うことによって、TWGG のワーキンググループへのフィードバックを GMAG からもらうことが可能になる。関連

省庁は、それぞれの専門性があり、それぞれの専門性に応じて、TWG が設立されている。GMAG のメンバーは大

抵、その専門分野のTWGにも参加している。 
例えば、UNFPA が出版したジェンダー分析マニュアルは、活用するにはとても難しい。そのため、GMAG に対し

て、マニュアルの活用方法に関するワークショップを開催し、教えたらいいと思う。そうした活動を通じて、他の

TWG からの支援を、TWGG のワーキンググループが得ることも可能になり、ジェンダー主流化を、他の TWG へ

も進めていくことも可能になる。代わりに、TWGG の、政策のコーディネーション組織であり、組織として（政治

- 228 - 



資料７ 主要面談記録 

- 229 - 

的にも）弱体であること、実務の部分が弱いこと、予算や専門性、といった、組織としての限界を、補完できる。 
そういう意味でも、今後TWGGとしても、ドナーとしても、GMAGへの支援を強めていくのが効果的だと思う。 
 
 PGMメソットと、PGMメソットマニュアルについて 
ジェンダーに関する情報を収集し、それを基にしてコミュニティの活動の経験を通じて、詳細の能力を習得していく

手法は、アプローチとしてとてもよい。また、カンボジア人が今後活用していくにも、十分な内容だと思う。政策提

言の部分は、まだちょっとよく分からない。しかし、マニュアルは、文字が多く、説明が詳細な分、PATFのように

Learning by Doingで実施をしていない人にとっては、難しいのではないかと思う。 
改善点として、一般的になってしまっている政策立案や提言作成の過程について、各専門（専門省庁ごと等）に書き

直し、最後に作成された政策提言を添付する、という2点が考えられると思う。 
また、絵をたくさん挿入していくことで、翻訳を通じて生じるかもしれない理解のずれを、補完することができるの

でよいと思う。マニュアルをGMAGに渡して、フィードバックをもらう、若しくは実施してもらうことも考えられ

ると思う。実施前には、やはりワークショップ等によって、マニュアルの内容や手法の活用方法について、説明する

必要があるだろう。 
 

所 感 
 
女性省で、既に6年もプロジェクト（DV防止）にかかわっており、省内の事情や問題点に詳しい。そのなかで、TWGG
やGMAGを通じたジェンダー主流化の推進方法について、かなり具体的なアドバイスをいただくことができた。 
PGMについても、あまり知らないといいつつ、具体的なフィードバックをくださり、参考になるのではないかと思

う。 



資料７ 主要面談記録 

（面談票No.35 JICA 政府統計能力向上計画プロジェクトフェーズⅡ） 
日 時 2007年11月2日(金) 14:30～15:20 

場 所 National Institute of Statistics, Ministry of Planning 
訪問機関名 政府統計能力向上計画プロジェクトフェーズⅡ (計画省統計局) 

面談者 井上俊一専門家 政府統計能力向上計画プロジェクトフェーズⅡ 長期専門家（総括/事業所リス

ティング I/統計分析 IV） 

出席者 コンサルタント：本間まり子 

収集資料  

 
 プロジェクトについて 
2005年8月～2010年7月まで実施中の、JICA政府統計能力向上計画プロジェクトフェーズⅡ。国勢調査と経済調

査への支援を行っている。国勢調査は、2008年の3月に調査を開始する。 
 
 PGMプロジェクトの活動について 
先日、カンボジア所長主催の会があり濱野リーダーも参加され、活動についての説明をされた。また、10月25日に、

プロジェクトが担当している、国勢調査の調査項目に関する意見交換会を、全関係省庁の代表を呼んで開催した際に、

濱野リーダーも参加した。 
PGMプロジェクトが出版した、ジェンダー用語集は、活用したことはまだないが、ジェンダーに関してミーティン

グなどで混乱した際に、定義を参照するなどして、活用できると思う。 
PGMプロジェクトが作成した、ジェンダー統計リーフレットは、以前、300人を対象に、統計の研修を実施した際

に、（配布するほどたくさんなかったので、配布はできなかったが）内容を紹介した。内容はよいと思うが、もっと

情報がたくさんあったら（例えば、男女の賃金格差や雇用形態の違い、ガーメントファクトリーの雇用状態など）も

っとよくなると思う。 
 
 PGMプロジェクトのインパクト 
UN においても、10 年ほど前に、男女別にした統計を作成するキャンペーンが始まったが、その時点で、男女別の

統計情報に、かなり限りがあることが分かった。 
カンボジアでも、同じ状況であり、統計はあまり男女別になっていない。統計は、ドナーの支援でつくられているた

め、ドナーの影響から、一部男女別になっている程度である。 
統計プロジェクトでは、2008 年 3 月に実施する、国勢調査の調査項目のなかに、濱野リーダーの勧めもあって、女

性世帯主家庭、特に母子家庭に関する調査項目に、設定するようにした。 
PGMのPATFでもある、They Kheanは、自分も知っており、たまに一緒に仕事をする。彼からのインパクトとし

ては3点。 
１） 彼は、統計図書館（NIS）の館長であるため、利用者へのサービス等に、反映させていると思う。 
２） さらに、プロジェクトが実施する国勢調査で、彼は調査票のチェックを担当することになる。そこでは、女性の

家事労働に関する、分別等、ジェンダー視点が効果的に活用されることが、期待できる。 
３） また、統計プロジェクトが実施する研修で、時に通訳をお願いするが、ジェンダー関連の話題が出た際に、スム

ーズに通訳を続けてもらうことができている。 
さらに、日常の話で、「最初は、ジェンダーについてあまり分からなかったが、今はPATFに参加して、十分理解し

ている」と、話していた。 
 
 GMAGはご存知ですか？ 
残念ながら、聞いたことはない。ただ、現在、統計局の No2 であり、人口と Census の最高責任者は女性であり、

とても有能で信頼されている。そのため、省内では、女性職員の活躍に対する理解はあると思う。 
 

所 感 
PGMプロジェクトについて、非常に好意的な回答を寄せてくださった。統計分野で協力関係にあることが分かった。 
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（面談票No.36  コンポンチャム州パイロット事業関係者） 
日 時 2007年10月26日(金) 8:00～9:50 

場 所 コンポンチャム州プムチョ郡スマラウンコミューン 

訪問機関名 MAFFパイロット事業対象地域 

面談者 Ms. Nykim Chhorn（ジェンダーフォーカルポイント、ローカルトレーナー） 
Mr. Heng Bunthoeun（ローカルトレーナー） 
Mr. Chhum Chhim (事業対象農民男性) 
Ms. Pi Srin（事業対象女性） 

出席者 プロジェクト：Lim、Phoma、コンサルタント：本間（記録）、通訳：Seug An 

収集資料  

 
農業省（MAFF、PDA）が実施した、農業収入向上のための事業を視察し、ジェンダーフォーカルポイント、ロー

カルトレーナー、対象となった農民男女を訪問し、インタビュー。 
同省の事業では、131 人の農民に研修を実施。そのうち 36 人（各村からの 18 人ずつの男女ペア）のローカルトレ

ーナーを選別、更に研修を実施。稲作、野菜、養豚の3科目について、それぞれに普及のためのローカルトレーナー

を育成した。同時にジェンダーフォーカルポイントを活用して、ジェンダー視点に立った取り組みがなされた。 
 
Ms. Nykim Chhorn（ジェンダーフォーカルポイント、ローカルトレーナー） 
Mr. Heng Bunthoeun（ローカルトレーナー） 
 ジェンダーフォーカルポイントになった経緯 
2001 年から、JICA の AFIDA プロジェクトで、ボランティアで家族計画についての事業に協力していた。その後

Seila プログラムのときにジェンダーフォーカルポイントには、コミューンカウンシルから選ばれた。当時年齢が若

かったために（現在25歳）、コミューンカウンシルのメンバーに選ばれることができなかった。そこでは、DVや家

族計画についての活動を行った。 
 
 事業でどのような活動を行ったか 
稲作の研修を受けたあと、農民へのトレーナーとして、稲作の更なる技術を学んだ。 
まず、SRIの研修に参加し、次に、Local TrainerやMaster Trainer、農民に対して、ジェンダー研修を実施した。

その後、養豚と野菜栽培の研修に参加。その後、テストの結果が高かったことによりMaster Trainerにより、ロー

カルトレーナーに任命された。そして、農民に対して研修を実施した。研修は、村長の家で週1度（全48回）開催。

平均10名ずつの参加があった。ときには、農地での実地研修も実施した。 
 
 州の農業局からはどのような支援があったか 
自信が得られるように、精神的なサポートと、マテリアルのサポートがあった。 
 
 事業でよかったこと 
ジェンダー主流化の視点からは、以前は、家事は女性の役割であったが、家事労働への偏見が減り、今は男女が協力

して行うようになったことである。そのために、以前は女性が研修などに参加することは非常にまれだったのだが、

今は、家族からの支援を得て、参加できるようになり、知識を習得できるようになった。以前は、あまり女性が研修

に参加しなかったのだが、今は周囲の人々も、女性の参加を促進するようになった。 
自分自身としては、農業の知識を得られたことがうれしい。 
 
 事業を通じて学んだことや変わったこと 
まずは、農業の知識が得られたこと。さらに、以前は人前で話す自信がなかったが、今は他人に教えることもできる。

ジェンダーについては、ジェンダーニーズや、男女の役割分担、女性の決定への参加の重要性、リソースへのアクセ

スとコントロール、DVなどについて学んだ。以前から、ジェンダーについての知識はあったが、PGMでは、特に、

決定における女性の参加の重要性や、アクセスとコントロールの違いを学んだ。ジェンダーフォーカルポイントとし

て、他の人たちに伝えている。 
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Mr. Chhum Chhim（事業対象農民男性） 
 どのような活動に参加したか？ 
稲作のサイクルのトレーニングに参加、3 ヵ月間（約 10 回）の研修に参加した。また、稲の選定の研修にも参加し

た。 
 
 参加してよかったか？ 
稲の収量が増えた。 
 
 ローカルトレーナーシステムをどう思うか？ 
とてもよい。農業の知識を得られるのがいい。また、村民同士で、助け合える制度なのがいいと思う。 
 
Ms. Pi Srin（事業対象農民女性） 
 事業でどのような活動に参加したか？ 
稲作の研修で、SRI、オーガニック肥料、などの研修に参加した。忙しくてあまり参加できなかったが、4、5回研修

に参加した。 
 
 参加してよかった？ 
研修に参加できてよかった。この研修の以前は、研修に参加したことがなかった。農家として、もっと知識が必要だ。

だからもっと参加したかったのだが、忙しくてあまり参加できず残念だった。でも、収量は増えた。また、研修で学

んだ知識を家族とシェアできるので、よかった。 
 
 研修参加にするにあたり、周囲の理解はどうだったか？ 
夫は理解してくれ、知識と技術を得るために、積極的に送り出してくれた。夫も当初は研修に参加していたのだが、

忙しくて断念した。 
 
 男女のローカルトレーナーの制度をどう思うか？ 
農家に技術をシェアしてくれるので、よい制度だと思う。男女がペアでローカルトレーナーであることは、女性も能

力があるのだから、トレーナーになっていいと思う。女性のローカルトレーナーであるおかげで、アクセスがしやす

かったように思う。 
 

所 感 
 
ローカルトレーナーへのインタビューは、ジェンダーフォーカルポイントの女性を中心に質問。 
パイロット事業が、実際に効果的であったことと、事業は終了しているが、ローカルトレーナーの制度が今も機能し

ていることが分かり、頼もしく思った。対象の農家は思いのほか距離があるため、村ごとに普及を担当する媒体（農

業省の場合、ローカルトレーナー）を設定する効果が観察できた。また、ジェンダー研修などのジェンダー視点に立

った取り組みの効果か、ジェンダー視点に立って行われた事業を、農民が受入れている様子が見て取れた。また、Seila
以降、あまり機能していなかったと思われる、ジェンダーフォーカルポイントが活躍の機会を得、活動している様子

が観察できた。 



資料７ 主要面談記録 

（面談票No.37 官団とコンポンチャム州パイロット事業関係者の協議） 
日 時 2007年11月8日(木)9:20-11:30 

場 所 コンポンチャム州 州女性局事務所 

訪問機関名 コンポンチャム州 PATFメンバー 

面談者 Ms. Leng Sokha Deputy Director, Provincial Department of Women Affairs (PDWA), 
Kampong Cham Province / Member of PATF 

Mr. Chiem Ran Director, Provincial Department of Planning (PDP), Kampong Cham 
Province / Member of PATF, MoP / Member of Gender Mainstreaming Action Group 
(GMAG, MoP) 

Mr. Suon Dy Director, Provincial Department of Industry, Mines, & Energy (PDIME), 
Kampong Cham Province / Member of PATF, MIME 

Mr. Seand Peng Sreang Director, Provincial Department of Commerce (PDC), Kampong 
Cham Province / Member of PATF, MoC 

Mr. Chea Poly Director, Provincial Department of Rural Development (PDRD), Kampong 
Cham Province / Member of PATF, MRD 

Mr. Tuot Bun Long Director, Provincial Department of Labor and Vocational Education and 
Training (PDLVT), Kampong Cham Province / Member of PATF, MoLVT 

Mr. Chheng Nareth Deputy Director, Provincial Department of Agriculture, Forestry, & 
Fishing (PDAFF), Kampong Cham Province / Member of PATF 

出席者 日本側調査団：池田団長、田中団員、前川団員、安田団員、寺田団員（記録） 
専門家：濱野チーフリーダー、浜野専門家、山口専門家他プロジェクトスタッフ、C/P、通訳 

配布資料  

 
 パイロット事業に関して 
実践的に、所掌業務へのジェンダー配慮（engendering）の手法を学び、成果を確認することができたことを高く評

価。PGM手法は部分的なワークショップの実施〔例：ジェンダー視点に立ったプロジェクトの作成（アクションプ

ランの作成、ジェンダー視点に立った PDM の作成部の実施）〕等も含め、今後も活用していくことができる潜在的

な可能性を高くもっているとのコメントを得た。なお、商業省の州事務局はパイロット事業で引き出された政策提言

の実施を求め2008年1月より実施分の州投資基金に予算要求済み。また、労働職業訓練省の州事務局は予算化しな

くても取り入れられる点を通常の所掌業務に組み込めないか検討中。 
 
（面談票No.38 官団とMoLVTパイロット事業最終受益者の協議） 

日 時 2007年11月8日(木)13:30-14:30 

場 所 コンポンチャム州 パイロットサイト〔労働職業訓練省（MoLVT)〕 

面談者 Ms. Sokha 〔労働職業訓練省（MoLVT）パイロット事業最終受益者〕 Ms. Ghahany（Ms. Sokha
の起業支援者） 

出席者 日本側調査団：池田団長、田中団員、前川団員、安田団員、寺田団員（記録） 
専門家：濱野チーフリーダー、浜野専門家、山口専門家他他プロジェクトスタッフ、C/P、通訳

配布資料  

 
 労働職業訓練省パイロット事業に関して 
服飾の職業訓練研修を修了し、友人の起業支援者の店（美容室）の一角を間借りし正装のドレス等の仕立て屋として

開業。既に初期投資は回収済み。収入を得ることができ、プロジェクトに感謝しているとのコメントあり。 
 初期投資：約US$ 500 (ミシン購入・ショーケースほか) 

テナント料：約US$ 10/月 
材料費：約US$ 10/1着 
仕立て料：約US$25-35/1着 
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（面談票No.39 官団とMRDパイロット事業最終受益者の協議 1） 
日 時 2007年11月8日(木) 14:40～15:00 

場 所 コンポンチャム州 パイロットサイト 地方開発省(MRD) 

面談者 Ms. Phan Pang, Gender Focal Point  
出席者 日本側調査団：池田団長、田中団員、前川団員、安田団員、寺田団員（記録） 

専門家：濱野チーフリーダー、浜野専門家、山口専門家他プロジェクトスタッフ、C/P、通訳 

配布資料  

 
 地方のジェンダーフォーカルポイントに関して 
各村（コミューン）に1人ジェンダーフォーカルポイントが任命されている。1ヵ月に２、３回コミューン内の村落

を巡回、保健衛生や母子保健、DVといったトピックに関してジェンダーの視点から啓発活動を行う（Ms. Phan Pang
の担当するコミューン内の村落数は約20）。UNFPAからの支援を受けている。啓発活動等を通じ、以前は多かった

DVが減少してきた等の報告を受けている。最近、コミューン評議会の議員としての役割も果たすこととなった。PGM
では地方開発省の実施するマイクロクレジットを通じたパイロット事業の支援を行っていた。 
 
（面談票No.40 官団とMRDパイロット事業最終受益者の協議 2） 

日 時 2007年11月8日(木)15:00～16:00 

場 所 コンポンチャム州 パイロットサイト 地方開発省(MRD) 

面談者 地方開発省パイロット事業最終受益者 
Mr. Yan Nolu, Village Chief, Trobos Village, Srolok Commune (Village Development 
Committee -VDC member) 
Ms. Phorn Kien, Vice Village Chief, Trobos Village, (VDC member & borrower) 
Ms. Nol Sa Vien, VDC member 
Mr. You Von, VDC borrower 

出席者 日本側調査団：池田団長、田中団員、前川団員、安田団員、寺田団員（記録） 
専門家：濱野チーフリーダー、浜野専門家、山口専門家他プロジェクトスタッフ、C/P、通訳 

 
 地方開発省パイロット事業に関して 
VDC が実施したジェンダー研修を受講し、小規模金融（マイクロクレジット）を活用した経験を紹介〔例：個人向

けローンで（年利３％、貸付期間 10 ヵ月）で肥料 100＄分を購入、1t/ha あたりのキャッサバの収穫量が 2.16t/ha
に増加等〕。今までのところ貸し倒れの事例もなく、プロジェクトに感謝しているとのコメントあり。 
 
（面談票No.41 官団とMIMEパイロット事業最終受益者の協議 ） 

日 時 2007年11月8日(木)17:30～19:00 

場 所 コンポンチャム州 パイロットサイト 鉱工業・エネルギー省（MIME） 

面談者 Ms. Sanny, Krocharu Village, Vihea loung commune (キャッサバ農家) 
Mr. Iat Hong, Thmor Pech Village（鉱工業・エネルギー省パイロット事業最終受益者)  
Ms. Ngib Yon, Thmor Pech Village（鉱工業・エネルギー省パイロット事業最終受益者)  

出席者 日本側調査団：池田団長、田中団員、前川団員、安田団員、寺田団員（記録） 
専門家：濱野チーフリーダー、浜野専門家、山口専門家他プロジェクトスタッフ、C/P、通訳 

配布資料  

 
 鉱工業・エネルギー省パイロット事業に関して 
既存のキャッサバ農家のキャッサバの精製方法ではキャッサバの精製過程で毒性のある貯水桶に長時間農民（ほとん

どの場合女性）が浸かって無理のある体勢で非衛生的に作業を行っていたが、パイロット事業を通じて貯水桶に入ら

ず楽な体勢でキャッサバを精製できるよう貯水桶に作業者用の通路をつけたので、負担が軽くなっただけでなく、衛

生状態も改善され、精製されたキャッサバの質が向上した旨、説明（費用対効果に関して情報は得られなかったが、

キャッサバの質の向上に伴い売却単価は上がったとのこと）。 
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（面談票No.42 官団とMoCパイロット事業最終受益者の協議 ） 
日 時 2007年11月9日(金)8:30～10:00 

場 所 コンポンチャム州 パイロットサイト 商業省(MoC) 

面談者 商業省パイロット事業最終受益者 
Mr. Ouk Kai, Village Chief, Makara Village, Boskhnor Commune, Chamkar Leu district 
Ms. Chhing Sophet, Information Dissemination Officer, Speu Commune  
Ms. Dim Oun Bos, Gender Focal Point, Makara Village, Boskhnor Commune 
Mr. Ong Munny, Tong Krom Village, Ms. Peng, Meas Village, Speu Commune, Ms. Va Kim 
Sab, Svay Tiab Commune（all farmers） 

出席者 日本側調査団：池田団長、田中団員、前川団員、安田団員、寺田団員（記録） 
専門家：濱野チーフリーダー、浜野専門家、山口専門家他プロジェクトスタッフ、C/P、通訳 

配布資料  

 
 商業省パイロット事業に関して 
主として農作物を売る際に仲買人と価格交渉をするのは女性だったが、識字率が低く、又外出の機会も限られていた

ため、適切な情報にアクセスできず、価格を買い叩かれていた。パイロット事業を通じて大豆の市場価格表を各世帯

の女性に市場情報普及員が口頭説明をしつつ配布をした結果、各世帯に買い付けにくる仲買人に対しより有利な交渉

を行うことができるようになった（Speu Communeの例：仲買人の大豆買い付けの言い値 930リエル/Kgに対し、

近隣の世帯が共同して970リエル/Kgで市場に出荷。Speu Communeのように共同出荷をしない個別世帯でも以前

710 リエル/Kg で仲買人に売っていたものを交渉のうえ 770 リエル/Kg で売ることができたという報告あり）。好評

につき、大豆の州内の市場の価格だけでなくトウモロコシ、キャッサバ、クルミ、米等ほかの作物のプノンペン、ベ

トナム国境、タイ国境、シンガポール、シカゴ等の海外市場価格も提供するようになった。トウモロコシの海外市場

価格が非常に上がっていることを受け、トウモロコシの作付面積が地域で増加し、収入増につながった様子。パイロ

ット事業終了後も地域内で継続を試みているがタイムリーな情報提供ができないので、今後こうした各戸訪問による

市場価格の情報提供を継続できるよう商業省での経常予算化が望まれている。 

 
（面談票No.43 官団とMAFFパイロット事業最終受益者の協議 ） 

日 時 2007年11月9日(金)13:00～14:30 

場 所 コンポンチャム州 パイロットサイト 農林水産省(MAFF) 

面談者 農林水産省パイロット事業最終受益者 
Mr. Hem Kinchecen, Village representative, Viel Village, Samrong Commune 
Ms. Nykim Chhorn, Gender Focal Point / Local Trainer on rice 
Ms. Heng Narenn, Ms. Mut Sengly (Local Trainer on pig raising) 
Mr. Keo Van Heng, Mr. Meas Chansitha, Mr. Sang Ky, Ms. Long Hong, Ms. Noun Kunthea, 
(all Trainees)  

出席者 日本側調査団：池田団長、田中団員、前川団員、安田団員、寺田団員（記録） 
専門家：濱野チーフリーダー、浜野専門家、山口専門家他プロジェクトスタッフ、C/P、通訳 

配布資料  

 
 農林水産省パイロット事業に関して 
ジェンダーフォーカルポイントと研修講師が協働して女性の養豚や稲作、畑作の研修への参加を促進したことで、研

修を受講した女性は農業に関する知識が増えただけでなく、より積極的に農業に参加するようになった。また、そう

した変化の影響もあってか男性も従来女性にまかせていた家事を分担するようになった旨、説明。伝統的な性差によ

る役割分担が変化することで伝統が失われたと感じることはないかという質問に対し、社会的役割が変化すること事

態は必ずしも伝統の喪失ではないと思うとの回答があった。パイロット事業の支援を得て無料で実施されていた4ヵ

月の研修に対し、料金が課されるとしたらいくらまでなら負担するかという質問に対し、長時間の協議の末、US$ 5
程度かという回答があった。パイロット事業の支援を得て無料で実施されていた 4 ヵ月の研修を、コミューン/サン

カット基金を活用して実施してはどうかという提案に対し、コミューン/サンカット基金が道路整備以外の使途で使

われている事例はないと思うとの回答があった。 



資料７ 主要面談記録 

 
（面談票No.44  調査団員JICAカンボジア事務所表敬） 

 

日 時 2007年10月17日(水) 8:30～10:00 

場 所 JICAカンボジア事務所 

訪問機関名 JICAカンボジア事務所 

面談者 鵜飼彦行JICAカンボジア事務所次長 

出席者 日本側調査団：寺田団員（記録） コンサルタント：本間 

配布資料 評価グリッド案 

 評価分析案報告 
本間団員が評価グリッド案に即して評価分析案を説明。鵜飼次長より、本プロジェクト評価のポイントはできるだけ

客観的で定数的な情報に基づく評価を実施できるかにあるとコメント。その後寺田団員と本間団員の間で日程確認。 
 
 
（面談票No.45  合同調査団結成に向けた女性省との事前打合せ） 

日 時 2007年10月19日(金) 14:30～16:00 

場 所 女性省 大臣室 

面談者 H.E. Dr. Ing Kantha Phavi, Minister, MoWA/ PGM Executive Director 
出席者 寺田カンボジア事務所企画調査員（記録）、コンサルタント：本間 

H.E. Ms. Chan Sorey（カンボジア女性省次官 プロジェクトダイレクター） 
Ms. Chhoy Kim Sor（カンボジア女性省計画省統計局局長 プロジェクトC/P） 
専門家：濱野チーフリーダー、浜野専門家、山口専門家 

配布資料 PDMe案、評価グリッド案 

 
 女性省大臣との合同調査団結成にあたっての打合せ 
寺田企画調査員より終了時評価調査概要を説明後、浜野専門家より PDMe を説明。大臣の合同調査団参団の合意と

PDMe案へのコメントを確認後、日程ほか要望を確認。 
 
 
（面談票No.46  終了時評価調査団対処方針会議） 

日 時 2007年11月1日(木) 15:30～16:30 

場 所 JICA 本部・JICAタイ事務所・JICAカンボジア事務所（テレビ会議） 

出席者 外務省：福永真理（国際協力局 無償資金・技術協力課）; 内閣府：安田伸（男女共同参画局 推
進課）、鈴木あゆ美（同左局 総務課）； JICA：カンボジア事務所：米田一弘所長、鵜飼彦行次長、

寺田美紀企画調査員、濱野敏子専門家、浜野充専門家、山口綾専門家、本間まり子（役務コンサ

ルタント）; タイ事務所：田中由美子広域企画調査員； 本部：鈴木陽子（国際協力専門員）、池

田修一チーム長（企画・調整部 ジェンダー・環境社会配慮審査グループ ジェンダー平等推進チ

ーム）、駒橋梨絵（同左）、上田めぐみ（同左、ジュニア専門員）、小西伸幸（アジア第一部 第二

グループ 東南アジア第三チーム）、竹原成悦（同左）、前川憲治チーム長（社会開発部 第二グル

ープ 都市地域開発・平和構築第一チーム）、渡辺英樹（同左 記録担当） 

 
 協議事項 
出席者間で、（１）調査の背景、目的、（２）調査方針（団員構成、スケジュール）、（３）評価分析の進捗状況を確認

し、終了時評価実施にあたって期待するところに関し意見交換を行った。結論は本調査報告書本文のとおり。 
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（面談票No.47 日本カンボジア合同評価調査団協議） 
日 時 2007年11月6日(火) 8:30～9:45 

場 所 Ministry of Women’s Affairs 大臣室 

訪問機関名 Ministry of Women’s Affairs (MoWA) 
面談者 H.E. Dr. Ing Kantha Phavi, Minister, MoWA/ PGM Executive Director 
出席者 調査団： 

H.E. Ms. Chan Sorey（カンボジア女性省次官 プロジェクトダイレクター） 
Ms. Chhoy Kim Sor（カンボジア女性省計画省統計局局長 プロジェクトC/P） 
池田団長、田中団員、寺田団員（記録）、コンサルタント：本間 
専門家：濱野チーフリーダー、浜野専門家、山口専門家 

収集資料  

 
 JICAの支援に関して 
JICAの支援が女性省と関係省庁の個々の行政官の能力向上の面で与えたインパクトを非常に印象深く受け止めてい

る。先の JCC でもそれぞれの関係省庁が発表した革新的な提言が参加者に肯定的に受け止められていた。現業省庁

がジェンダー課題に自分の所掌として取り組むようになったことは大きな前進といえる。 
 
 PGMメソットの成果について 
PGMメソットの特徴は、コンポンチャムにおけるパイロット事業の実践を通じたOJT (on the job training) である。

この取り組みを通じて、女性省は、関係省庁を巻き込み、各セクターの技術的分野の活動におけるジェンダー主流化

をいかにファシリテートしていくかを、経験することができた。また、（ジェンダー視点に立った取り組みとしてと

ても重要だが）男女両方を対象にしたパイロット事業の実践を通じて、女性の健康や生活状態の改善という成果を上

げた。 
 
 ジェンダー主流化メカニズムにおける、PGMメソットの位置づけ 
PGM がプロジェクト活動を通じて取り組んだ能力向上は、以前に比べて効果がみられたが、いまだ十分ではない。

関係省庁は、引き続き支援の継続を希望している。今回の事業を通じて成功した部分を活用し、次のステップに取り

組む必要がある。 
 
PGMメソットが現在対象としている政策はまだミクロレベルなので、モデルとして十分に確立されていくためによ

り多くの地域への普及と合わせ、より高位な政策への提言の策定が行われることが望ましい。将来的には、ジェンダ

ー分析を通じた新規政策の作成にも取り組まなければならないだろう。今後、市民社会や他の開発パートナー、プロ

ジェクトの関連省庁以外のすべての関連省庁に対してもワークショップ等を通じて PGM メソットを周知していく

ことも大切だろう。 
 
将来的には、ジェンダー主流化に取り組む画期的なメカニズムとして、他のメコン地域の国々を中心にアジア地域で

適用し得る、カンボジア発のグローバルモデルになっていくとよいと思う。 
 
 政策提言の実現と、PGMメソットの普及について 
カンボジアにおいて、ジェンダー主流化は、環境などと同じく、重点分野に位置づけられている。今後、GMAG へ

の働きかけと、TWGG を通じたジェンダー主流化体制において、今後、プロジェクトによって作成された政策提言

は、実現される可能性がなくはない。しかし、来年度の計画は既に作成されたため、2008 年度の計画作成時に、女

性省として（関係省庁に）実現を働きかけていくつもりである。MoWA には、関係省庁におけるジェンダー主流化

を推進する（すべての事業がジェンダー視点に立って行われるよう、モニターする）役割がある。既に、JCC ミー

ティングにおいて、JCCたちが政策提言の内容を受入れており、そこでこれから（11月か12月）、5関係省庁のGMAG
に対してPGMメソットを紹介するミーティングを開催することが決まっている。 
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 TWGGの展望 
GMAGにおいてGMAPが作成されており、その代表から、GMAP間の協調や、重要項目の調整等の役割を期待す

る要望が出ている。現在は、3つの重点項目（人身売買に関する法律、基本法（Organic Law）について、DV法の

実現）に絞り、小グループ活動を通じて、具体的な議論や取り組みが行われている。Organic Law に関しては、今

後地方分権化が進められていくなかで、女性や子供に関する事業や予算を導入するための働きかけがなされている。

担当は内務省だが、女性省は、ジェンダー研修の実施や、女性や子どものための活動の調整作業を担う予定である。 
このように、TWGGは、小グループ活動によって、具体的な機能をするようになっている。TWGGにおける女性省

の役割は、１メンバーであり、かつ事務局を担っており、グループの活動の監督やモニターを行うことである。 
2005 年に、ジェンダー主流化は、国家改革における柱のひとつになった。ほかには、ガバナンス、森林保護、土地

改革、財政改革などである。 
そのために、GMAP に対して、予算が配分され始めている。観光省、MoLVT などである。こうした成果は、ジェ

ンダー主流化に取り組むすべての関係者（PGM、PGE、TWGG など）の努力の賜物である。これからも、強引に

ではなく、注意深く理解促進のための働きかけを行わなければならない。特に、男性の利益についても考慮し、反男

性の取り組みではなく、男女両方のための取り組みであると、理解を促進していく必要がある。 

 
 
 
 
 
（面談票No.48 日本・カンボジア合同評価調査団ミニッツ協議） 

日 時 2007年11月12日(月) 9:00～11:00 

場 所 Ministry of Women’s Affairs 大臣室 

訪問機関名 Ministry of Women’s Affairs (MoWA) 
面談者 H.E. Dr. Ing Kantha Phavi, Minister, MoWA/ PGM Executive Director 
出席者 調査団： 

H.E. Ms. Chan Sorey カンボジア女性省次官 プロジェクトダイレクター 
Ms. Chhoy Kim Sor, カンボジア女性省計画省統計局局長 プロジェクトC/P 
池田団長、田中団員、寺田団員（記録）、ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ：本間 
専門家：濱野チーフリーダー、浜野専門家、山口専門家 

資料 Minutes 
 

 ミニッツ署名 

ミニッツ案を確認、修正のうえ、署名（資料１参照）。プロジェクト関係者等に対し本評価結果を共有するワークシ

ョップを行うことを確認した（ワークショップ詳細は資料 9 参照。）その後、ジェンダーネットワーク担当の安田団

員（内閣府男女共同参画局）がプロジェクトの今までの成果を評価し、女性省大臣が内閣府男女共同参画局の協力へ

謝辞を述べ、日本とカンボジアがそれぞれの国固有の文脈を大切にしつつも相互に学びあいながらジェンダー主流化

に真摯に取り組むことの意義を確認した。 
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（面談票No.49  調査団のJICAカンボジア事務所報告） 
日 時 2007年11月13日(火) 15:00～16:00 

場 所 JICAカンボジア事務所 

訪問機関名 JICAカンボジア事務所 

面談者 米田一弘 JICA カンボジア事務所長、鵜飼彦行 JICA カンボジア事務所次長、中島啓祐所員、杉

本聡所員 

出席者 日本側調査団：全員 
専門家：濱野チーフリーダー、浜野専門家、山口専門家 

配布資料 団長所感 

 
 評価結果報告 
団長より所感に即し結果報告。その後官団員より下記のとおりコメント。 
 
前川団員 
今回のプロジェクト終了を契機によりプロジェクトの最終目標に掲げられているジェンダー平等の実現、すなわちジ

ェンダー格差の解消に向けたアクションが求められていくよう、政策と予算を視野にいれた戦略を考えるべき。具体

案として、ジェンダー統計研修といった女性省固有の課題に焦点をあてた技術支援の傍ら、州農村開発委員会

（PRDC）を活用した、州レベルの行政サービスの向上を通じたジェンダー指数の改善を測っていくといったアイデ

アを提案する（州レベルの行政サービスの向上に関しては現業省庁の取組みに女性省のインプットが確保される仕組

みができれば必ずしも発注者が女性省である必要はないはずと思料する）。 
 
安田団員 
世界でも困難なナショナルマシーナリーと各省との関係づくりに本プロジェクトが取り組んだことを評価する。 
 
田中団員 
インフラストラクチャー整備の重要性のみならず、人材育成と能力開発の重要性にもJICAは引き続き着目すべきと

指摘しておきたい。 
 
上記コメントを受け、鵜飼次長より、本プロジェクトはPGMメソットを通じたジェンダー主流化の活動が関連省庁

から省の業務所掌の実施支援と受けとめられがちである点を踏まえ、今後軸足を定めていく重要性が指摘された。ま

た、前川団員の提案に対し、地方分権化の中核にある内務省はとりわけ保守的でジェンダー主流化の導入が最も困難

な省庁のひとつであるとのコメントがあった。 
 
最後に、米田所長から調査団への謝意が示されるとともに、カンボジアが2008年7月に総選挙を控え政治的にも変

動が予想されることから、もしフェーズⅡの採択がなされた場合には、パイプライン専門家を確保させつつ、総選挙

終了後の状況も見極めた案件形成をはかっていくのが望ましいのではと考えているとのコメントがあった。 
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（面談票No.50 調査団の在カンボジア日本大使館報告） 
日 時 2007年11月13日(火) 17:00～18:00 

場 所 在カンボジア日本大使館 

訪問機関名 外務省日本大使館 

面談者 丸山則夫臨時代理大使 森川恵美 専門調査員 

出席者 日本側調査団：全員 
専門家：濱野チーフリーダー 

配布資料 団長所感・PATFリスト 

 
団長より所感に即し下記報告。 
 
１．本案件は、女性省を C/P に政策立案プロセスや行政システムにおけるジェンダー主流化の推進を図り、ジェン

ダー平等に向けた国の基盤を整備することを目的とする、JICAが世界で初めて実施した技術協力プロジェクトであ

った。長年の紛争を経て試行錯誤しながら国の仕組みや体制変革を進行中である当該国において、女性の人口比や女

性世帯主の割合が顕著に高いにもかかわらず、社会経済的地位が相対的に低いという特性を踏まえ、政策立案プロセ

スや行政システムにおけるジェンダー主流化の推進を試みた意義は高かったと思料する。 
  
２．本プロジェクトは、女性省及び６関連省庁（計画省、鉱工業エネルギー省、商業省、労働職業訓練省、農林水産

省、農村開発省）の中央及び州レベルの行政官の Capacity Development（CD）を行うとともに、ジェンダー視点

を統合した政策立案メカニズムのモデルの開発を行ってきた。本プロジェクトに参加した関連省庁の行政官のほとん

ど全員が、カンボジア国内の制度として確立された各省のジェンダー主流化アクショングループ（Gender 
Mainstreaming Action Group：GMAG）のメンバーとなり、また議長、副議長に任命された者もいる。この事実か

らも本プロジェクトはカンボジア側からも高く評価されていることは明らかであり、また本プロジェクトの成果の自

立発展性も十分確保されているということができる。また計画省統計局と女性省計画統計局との連携を通じ整備した

ジェンダー別統計を活用しつつ、経済官庁が地方における小規模な経済活動を推進する政策をジェンダー視点からレ

ビューし、ジェンダー視点を統合した施策及び事業の計画立案、実施の実践を通してCDを行うという本プロジェク

トのアプローチはカンボジア側も他のドナーもその成果を高く評価している。また、カンボジアのジェンダー主流化

に対しては、いくつかの他ドナーも協力を行っているが、本プロジェクトを基盤に日本政府/JICAはUNDP ととも

にジェンダー分野のテクニカルワーキンググループ（TWG Gender）の運営のリードドナーファシリテーターとな

っている。ドナーとの連携がカンボジアでますます進むなかで日本のプレゼンスを効率的に確保するにあたり、女性

省を機軸とした技術協力プロジェクトの存在は有益であると思料する。 
 
３．フェーズⅡを実施に移すに際しては、下記の点への対応も加味したうえで、案件設計されることが肝要である。 
・ 5つの経済官庁の省内で制度として構築されたGMAGの機能の強化、及びジェンダー主流化のための行動

計画（Gender Mainstreaming Action Plan：GMAP）の内容の改善 
・ GMAPを実行に移すための予算の確保に向けた働きかけ 
・ 女性省内の計画統計局と他の部局の連携体制の強化 
・ 本プロジェクトが開発したモデルにNGO等の意見を組み入れるプロセス (ステークホルダー会議)の追加 
 
丸山臨時代理大使より経済官庁の省庁横断的取組みという革新的なアプローチが時機を得て成果をあげたことを評

価するとのコメントがあった。併せて、今後の課題として、GMAG に成果をどう組み込んで制度化されたシステム

として機能させていくかがあげられた。 
 
また、省庁を横断して人材育成が図られたことに着目し、関連省庁も含めたネットワークを活性化させていきたいと

のコメントを得た。 

- 240 - 



資料７ 主要面談記録 

- 241 - 

（面談票No.51 帰国報告会） 
日 時 2007年11月30日(金)  8:30～9:30 

場 所 JICA 本部・JICAタイ事務所・JICAカンボジア事務所（テレビ会議） 

出席者 外務省：福永真理（国際協力局 無償資金・技術協力課）; 内閣府：安田伸（男女共同参画局 推
進課）、鈴木あゆ美（同左局 総務課）； JICA：カンボジア事務所：米田一弘所長、鵜飼彦行次長、

寺田美紀企画調査員、濱野敏子専門家、浜野充専門家、山口綾専門家、; タイ事務所：田中由美

子広域企画調査員； 本部：鈴木陽子（国際協力専門員）、池田修一チーム長（企画・調整部 ジェ

ンダー・環境社会配慮審査グループ ジェンダー平等推進チーム）、駒橋梨絵（同左）、上田めぐみ

（同左、ジュニア専門員）、小西伸幸（アジア第一部 第二グループ 東南アジア第三チーム）、竹

原成悦（同左）、前川憲治チーム長（社会開発部 第二グループ 都市地域開発・平和構築第一チー

ム）、渡辺英樹（同左 記録担当）本間まり子（役務コンサルタント） 

 
 協議事項 
寺田団員による調査概要説明、本間団員によるプロジェクト実績、評価5項目を中心とした評価結果要約を受け、池

田団長が団長所感に基づき帰国報告を行った。続けて安田団員がジェンダーネットワークの観点から本案件に対する

評価を述べた。全体報告の補足として田中団員がハードインフラだけでないソフト分野への支援の意義について、 

前川団員がプロジェクト管理の視点から本プロジェクトが上位目標とスーパーゴールを達成するために次の戦略を

たてることの重要性について、それぞれコメントを述べた。 
 
福永氏より成果を定数、指標化した資料を求められ、本間団員が能力向上マトリックス（資料８）に関して補足説明

を行った。 
 
鈴木（あ）氏よりジェンダーネットワークの観点からの評価結果を受け、ジェンダー主流化をめざすナショナルマシ

ーナリーが知見を交換することの意義を改めて強調するコメントが出された。 
 
鈴木（陽）氏より試行錯誤を経て案件が一定の成果をみせたことに対する祝辞が述べられた。 
 
竹原氏より本評価の提言を今後のカンボジアに対する JICA 支援を考えていくうえで参考にしていきたいとのコメ

ントが出された。 
 



８．プロジェクトカウンターパートの能力評価結果概要
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Date: 13, November, 2007 (Tuesday) 
Place: Hotel Phnom Penh 
 
Purpose:  

 To share the result of PGM terminal evaluation and recommendation from  
PGM Joint  terminal e valuation team to the concerned government staf f 
related with PGM activities.  

 
Agenda  
・ 8：30  Rece ption 

・ 9:00  Openi ng 
・ 9:15  Reporting the result of PGM terminal evaluation (Japanese evaluation 

team member) 

・ 9:45  Reco mmendation (Cambodian evaluation team member) 
・ 10:00  Brea k 
・ 10:15  Comments, question and answer 
・ 11:00  Closing ceremony 
・ 11:15  Close 
・ 11:30  Lunch ( in the Hotel)  

 
Main Points Discussed 

According to the agenda, the evaluation t eam jointly presented the result and 
recommendation (See attached presentation), with emphasizing on the positive result 
of capacit y building of  individual beneficiaries, and further necessit y for capa city 
development to institutionalize the results. 

Participants sho wed their apprec iation to the project, and aske d for the  
continuation in  order  to maintain  sustainability of the outputs. Participants also 
discussed how to further improve coordination between PGM/JICA and PGE/UNDP. 

Mr. Hikoyuki Ukai, Deputy resident representative, JICA Cambodia Office stated 
that he was looking for ward to active future discussions w ithin the RGC on ho w to 
maintain the outputs of  the project through the self efforts of the government which 
is the fundamental of sustainability. 

H.E. Chan Sorey Secretar y of State,  MoWA concluded  the workshop with 
appreciation to the eva luation team and with anticipation to continue discussion on  
sustainability and further coordination with PGM/JICA and PGE/UNDP. 

９．合同評価調査結果旧友ワークショップ報告（英文） 

 



資料9 評価報告会概要 
 

The Meeting on  
the PGM Terminal Evaluation Result Presentation   
AM8:30～12:00 on13, November, 2007 at Phnom Penh Hotel 

 

- 251 - 

Participant List 
No. Name Position 

1 Mr. Shuichi Ikeda 

Director of Gender Equity Team, Office of Gender , Environment and 

Social Considerations Review Planning and Coordination Department,

JICA Headquarter 

2 Ms. Yumiko Tanaka 
Senior Regional Advisor on Project Formulation (Monitoring and 

Evaluation /Gender),JICA Regional Support Office for ASIA 

3 Mr. Kenji Maekawa 
Team Director, Urban and Regional Development/ Peace Building 

Team I, Social Development Department,JICA Headquarter 

4 Mr. Shin Yasuda 
Counselor for Gender Equality Promotion, Gender Equality Bureau, 

Cabinet Office, Japanese Government 

5 Ms. Minori Terada Project Formulation Advisor (Governance), JICA Cambodia Office 

6 Ms. Mariko Homma Individual Consultant 

7 Mr. Hikoyuki Ukai Deputy resident representative, JICA Cambodia Office 

8 Mr. Mikio Masaki Advisor, CDC (JICA expert) 

9 H.E. Chan Sorey Secretary of State, MoWA 

10 Mr. Ly Savuth Deputy Director General of Adm. & Finance, MRD 

11 Ms. Khun Vary Deputy Director General of Industry, MIME 

12 Ms. Heng Sokun 
Director Dept. of CRDB, CDC / 

Ministry of Economic and Finance (MEF) 

13 Ms. Pok Nanda Executive Director, Women for Prosperity 

14 Ms. Tey Dany Chief of Investment Office of Industry Affairs Dept.MIME 

15 Ms. Him Somarong Chief of cooperation Office of Energy Development Dept, MIME 

16 Mr. Tep Oeun Deputy Director General of TVET Affair, MLVT 

17 Mr. An Thai Socheat Deputy Director of Vocational Training Dept, MLVT 

18 Ms. Nong Kanika Deputy Director of TVET Dept, MLVT 

19 Mr. Hearng Narith Chief Office of Technical Dept, MLVT 

20 Ms. Ourng Heng Deputy Director of Administration Dept, MAFF 

21 Ms. Chhean Sokhen Chief of Rural Credit Fffice of Economic Development Dept, MRD 

22 Ms. Ourng Heng Deputy Director of Administration Dept, MAFF 

23 Ms. Proeung Sarath Deputy Director General of Adm. & Finance, MOC 

24 Ms. Sok Sareth Deputy Director of Statistic and Information Dept, MOC 

25 Mr. They Kheam Deputy Director of Personnel Statistics & Census Dep, NIS 
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26 Mr. Seang Peng Sreang Director of PDC, Kampong Cham Province, PDC 

27 Mr. Tout Bun Long Director of PDLVT, Kampong Cham Province, PDLVT 

28 Mr. Chheng Nareth Deputy Director of PDAFF, Kampong Cham Province, PDAFF 

29 Ms. Kim Yuri Staff,  Kampong Cham Province, PDC 

30 Mr. In Vanchhan Staff, Kampong Cham Province, PDIME 

31 Mr. Chea Paly Staff, Kampong Cham Province, PDLVT 

32 Mr. Mao Vanthan Staff, Kampong Cham Province, PDA 

33 Ms. Pan Paulin Staff, Kampong Cham Province, PDRD 

34 Ms. Chhoy Kim Sor Director of Planning & Statistics Dept. 

35 Ms. Te Vouch Lim Deputy Director,of Planning & Statistics Dept. 

36 Ms. Long Sophally Deputy Director of International Cooperation Dept. 

37 Mr. Hong Phoma Chief of Statistics Office, Planning &Statistics Dept 

38 Mr. Hoeurng Sothea Deputy Chief of Statistics Office of Planning &Statistics Dept 

39 Ms. Touch Sarady 
Deputy Chief of Planning and Reporting Office, Planning &Statistics 

Dept 

40 Ms. Khim Sovanny Deputy Chief of Statistics Office, Planning &Statistics Dept 

41 Ms. Leng Sokha Deputy Director of PDWA of Kampong Cham Province 

42 Ms. Buon Sokhom Staff, PDWA of Kampong Cham Province 

43 Ms. Toshiko Hamano PGM JICA expert 

44 Ms. Aya Yamaguchi PGM JICA expert 

45 Mr. Mitsuru Hamano PGM JICA expert 

46 Mr. Youk Seng An PGM Assistant 

47 Mr. Chan Dara PGM Assistant 

48 Mr. Suon Vichetra PGM Assistant 

49 Sok Chan Chhovy Deputy Director General, MoWA 

50 Winta Ghebrieab Program Officer,  UNDP 

51 Heng Chan Bopha Interpreter 

 



Joint Evaluation Team 
(MoWA and JICA)

13 November, 2007 at Phnom Penh Hotel

1

 Understand the Project’s achievements and 
the process of implementation

 Evaluate based on five evaluation criteria

 Identify lessons learned and 
recommendations for the future activities

 Exchange the minutes of meetings on the 
results of the evaluation

2

 Cambodian Side
 H.E. Dr. ING Kantha Phavi
 H.E. Ms. Chan Sorey
 H.E. Ms. Keth Sam Ath
 Ms. Choy Kim Sor

 Japanese Side
 Mr. Shuichi IKEDA (JICA Headquarter)
 Ms. Yumiko TANAKA (JICA Thailand Office)
 Mr. Shin YASUDA (Cabinet Office, Government of 

Japan)
 Mr. Kenji MAEKAWA (JICA Headquarter)
 Ms. Minori TERADA (JICA Cambodia Office)
 Ms. Mariko HOMMA (Consultant) 3

 Develop PDM for Terminal Evaluation (PDMe)

 Set up evaluation questions

 Gather the information

 Understand the process of implementation

 Evaluate based on five evaluation criteria 
(Relevance, Effectiveness, Efficiency, Impact and 
Sustainability) and Gender Mainstreaming

 Discuss about the findings and make an 
agreement

4

 16-22 October 
 Develop PDMe
 Secondary Information Collection in Phnom Penh 

by a consultant
 Discussion on Evaluation Design with Joint 

Evaluation Team Members

 23October -4 November 
 Information Collection through Interviews by a 

Consultant

5

 5-11 November
 Discussion on the Monitoring Data among 

Japanese Team
 Additional Interviews by Japanese Team
 Field Visit to Kampong Cham by Japanese Team

 12 November
 Discussion on the Evaluation result and 

Agreement among the Joint Evaluation Team 

 13 November
 Sharing Meeting of the Evaluation Results

6
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 MoWA
 Counterparts (8)
 Management (Minister and Secretary of the 

State)
 PATF

 Central Level
 MAFF(1),MIME(2),MoC(1), MRD(1),MLVT (4),MoP

 Provincial Level
 PDA, PDIME, PDoC, PDRD, PDLVT, PDoP,PDWA (2)

 Target Group in Kampong Cham
 Local Authorities, Local Trainers and Other Key 

Villagers, Gender Focal Points, Villagers 
7

 JCC
 MRD and MIME

 Donor
 UNDP and GTZ
 TWGG Secretariat and PGE

 JICA
 PGM Japanese Experts (3)
 Project Improving Official Statistics in 

Cambodia

8

 Develop Effective Mechanism for Gender 

Mainstreaming through Upgrading 

Institutional Capacity of MoWA and the 

Selected Line Ministries 

9

Development of Effective Mechanism for 
Gender Mainstreaming 

 Formulation of Policy Recommendations

 Development the PGM Methods

 Establish Network for Gender Mainstreaming

10

 Capacity development of MoWA C/P and 
PATF

 Reports and publications produced 

 Network between MoWA and line 
ministries

 Network with other institutions

11

 Reports and Publications
 "Results of Kampong Cham Field Survey- Gender Division of 

Labor Comparison between wife and husband" (2004)

 "Gender Mainstreaming Case Study"(2007)

 "National Statistics on Situation of Women and Men in 
Cambodia"(2004)

 "Gender Statistics leaflet 1" (2005)

 Gender Statistics leaflet 2" (2007)

 "Statistics on Gender Situation of Kampong Cham Province" 
(2006)

 "Gender Indicator Booklet" (to be published in 2008) 

 Gender Responsive Sector Policy Recommendation to the 5 line 
Ministries (2007)

 “PGM Workshop Series on Gender Responsive Sector Policy 
Development: An Approach (2007)”

12
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 Reflected the national policies in 
Cambodia

 Corresponded to the Japanese 
Government cooperation policy

 Appropriate selection of the Project’s 
approach

 Appropriate selection of the Project 
target 

13

 PGM Methods are recognized as useful and 
important 
 Capacity development through practical training
 Well designed structures

 Policy Recommendations are recognized of 
the quality

 Establishment of gender mainstreaming 
structures and operational functions 
enhanced the achievement
 TWGG and GMAG

14

 Capacity of the C/P and PATF was 
improved

 Networking system for gender 
mainstreaming was established

 The relationship between Cambodian 
national machinery and Japanese / other 
national machineries was strengthened

15

 Foundation was established to enhance gender 
mainstreaming

 MoWA C/P utilized the capacity developed 
through the Project in their routine work
 Gender statistics
 Training in Kampong Sam

 Most of PATF improved understanding of the 
concept and importance of gender perspectives

 Other donors recognized the effectiveness and 
importance of the capacity development

16

 MoWA will continue the effort for 
gender mainstreaming as a coordinator  

 The PGM Methods is recognized the 
quality and will be disseminated 

 PATF will continue to work on gender 
mainstreaming as GMAG or in other 
works 

17

 Capacity development of MoWA C/P and 
PATF was fundamental

 Multi-sectoral approaches produced 
synergy effects

 MoWA’s roles are crucial as coordinator 

 Engendering sectoral policies and 
programs was the first steps

18
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 Capacity development through practical 
training

 Development of the PGM Methods

 Formulation of policy Recommendation 
based on the practical experience 

 Integration of the Project’s functions 
into the authorized institution

19

 Effectiveness of Practical Sectoral 
Engendering Approaches of the PGM 
Methods：creating synergy effects on 
development as well as for promoting 
gender equality:

20

 Further Efforts for Well-Establishment 
of PGM Methods

21

 Multiple Effects and Functions of the 
JCC meeting

22
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